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　加賀製紙株式会社は大正 4（1915）年 9
月13日開催の設立発ى人会をもって஀生し、
年、平成ࡢ 27（2015）年をもって創立 100
周年をܴえることができました。これもひと
えにӬ年に࿱るお得意様、お取引様の͝支ԉ
のࣀ物と、心より感謝ਃし上げます。
　当社はલ述のとおり、大正 4年の創立で
ありますが、その源流はށߐ時代に加賀八家
の一ͭとして加賀ൡを支えてきた横山家を
中心として明࣏ 40（1907）年に設立された
「金ᖒ製紙株式会社」に૎ることができます。
金沢市街地の中心部に立地した金ᖒ製紙で

すが、製造・販売ともに໰୊点を๊えており、ক来のݟ通しもࠔ難なことか
ら、この会社の基൫を引き継͗ながらも全く新しい製紙会社を設立す΂しと
の੠にԠじて「加賀製紙株式会社」は஀生いたしました。
　以来、100 年の間、ز多のࠔ難なนに௚面いたしましたが、その都度、
皆様の͝支ԉをࣀりながらࠓ日をܴえられましたことに、重Ͷて感謝をਃし
上げる次第です。
　そして、この記念す΂き年にӬ年のݒҊであった工場設備の「新生」がほ
΅完了したこと、同時にそのܖ機の一ͭとなった「新幹線金沢開業」をܴえ
たことにࠣかの感֒を֮えるものでもあります。
　このたび、かͶてより制作を進めてࢀりました「加賀製紙百年」をようや
く刊行する運びとなりました。͝高覧ࣀれば幸いに存じます。
　初めて取り組Ή社史の制作でありますので、資料の発۷、੔理、֬認など
大変なۤ͝労をお願いいたしました長岡大学経済経営学部松本和明教授なら
びに北國新聞社出版局の皆様には厚く御ྱਃし上げます。
　改めて「百年」の重みを感じると同時に「次なる百年」に向けて社員一同
ᬏ進してまいりますので、ࠓ後とも変わら͵͝支ԉ、͝愛ސのほどお願いਃ
し上げます。

平成 28（2016）年 3月

加賀製紙株式会社
代表取締役社長 中島　秀雄
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写 真 で 見 る 加 賀 製 紙

ઓޙͷ౰ࣾࣾ԰ɻपลʹ͸ۚ୔ฏ໺ͷਫా͕޿ Γ͕ɺ൘ࢴͷओݪྉͰ͋ ΔҴΘΒ͕ େྔʹೖखͰ͖ ͨ
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ͬ·͸࢝ࣄ ͯ Β͓ͣ ɺӈखʹ๺཮ઢ͚ͩ ͕௨ͬͯ ͍Δ

2015ʢฏ੒27ʣ年ࡱӨͷۭࣸߤਅɻ๺཮ઢʹฒ͠ߦ ͯ৽װઢ
ͷߴՍ͕ڮന޲ํࢢࢁ΁ͱ৳ͼ͍ͯΔ

2015ʢฏ੒27ʣ年ࡱӨͷۭࣸߤਅࠨɻ ͷࣸਅͱൺֱ͢Δ·Ͱ΋ͳ͘ ɺݟ౉͢ݶΓͷਫా͸ॅ୐ີू஍Ҭ΁ͱੜ·ΕมΘͬ ͨ

本社・工場の今昔
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創 業 第 2 世 紀 へ 一 新 の 工 場 施 設

૑ؒۀ΋ͳ͘ Β͔౰ࣾͷൃలΛݟकͬͯ ͖ͨ ʮҴՙਆࣾʯɻ৽
͔ʹ΍෇͚ସ͑ಓ࿏ͷઢҾ͖ࣄ޻ઢͷװ Β͔ͳ͍͔৺഑͞
Ε͕ͨɺҠసΛ·͵ ͔Εͨ੡଄ݱ৔Ͱ୲౰ऀ Β͔આ໌Λड Δ͚தౡࣾ௕ʢࠨ Β͔2ਓ໨ʣΒ
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環 境 に 配 慮 し た 製 紙 の 一 貫 工 程
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会 社 概 要
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һ਺　　　125໊ۀै˔　　
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　　　　　　　　　　؂ࠪ໾　　　　　　कԬ　ढ़඙

　　　　　　　　　　؂ࠪ໾　　　　　　ࢢଜ　༞ೋ

販売代理店
ձࣾࣜג　ࣄύϧϓ঎ࢴࡍࠃ˔　　
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代表取締役ઐ務

ᚸ田　千ཬ

取締役

中島雄一郎

監査役
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石山ٱلஉ

取締役

西田　幹雄

代表取締役社長

中島　秀雄

監査役

क岡　俊඙
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第１章

૑ۀલ໷

2 3

　加賀製紙株式会社のルーπは、金沢はもとより石川県内の産業

界や金融界、さらには政界でઈ大なӨྗڹを有した横山家を中心

にして、1907（明࣏ 40）年に設立された金沢製紙株式会社にさ

かの΅る。

「北陸の鉱山王」横山家

　横山家は加賀ൡ時代、いわゆる「加
ㆉ

賀
ㆋ

八
ㆯㆣ

家
ㆉ

」といわれ、લ田家

重臣を代ʑ務めた名家で、3万石の石
㆓ㆎ

高
ㆠㆉ

をތった家ฑである。明

࣏時代に入ると、第 12代当主ོوの長உで、後に第 13代当主

になるོ平やོوのఋで 1848（ՅӬ元）年生まれのོ興が中心

となって、2万円༨の金
ㆌ㇓

࿣
㇍ㆎ

公
㆓ㆄ

࠴
㆕ㆂ

を基に実業界に進出した。金融会

社のᢼ
㆓ㆄ

完
ㆉ㇓

社
㆗㇃

の立ち上げや能登地方で製Ԙ業を手ֻけた。

　加賀ൡ家臣であった吉田八百松の要੥をडけて、1879（明࣏

12）年に能ඒ郡西ඌ村ඌ
ㆈ

小
㆔

屋
㇄

のඌ小屋߭山にか（小松市・ݱ）

かわり、1881（明࣏ 14）年から本格的な開発にண手した。たび

たび落൫や出水などにݟ舞われたが、新຺߭の発ݟなどで事業は

ෞ県の平金߭山を買収し、規模やൣғの֦ذ道に乗り、さらにي

大を進めた。

　1904（明࣏ 37）年 7月には、ඌ小屋߭山や平金߭山の運営

ޮ率化のため、横山߭業部を創設した。

　その後も、۷࠾機械の導入や発電所の建設をਪ進するとともに、

京都府の舞௽߭山をはじめ、石川県能ඒ郡の大୩、長野県の大沢、

秋田県の行田、高知県の下川など県内外のಔ山や߭山の買収をਪ

進した結Ռ、業績は急速に向上し、横山家は「北陸の߭山王」と

ՃլീՈ
加լൡの重ਉで、16�6（ః

لߝ年5୅ൡओલా（�ڗ

の࣌、ൡの৬੍վ革のࡍ

にఆめられたՈฑ。ށߐ

࣌୅を௨じてੈऻし、加լ

ൡのࣥ政を務めた。石ߴ

ॱで、ຊଟՈ、௕Ո、ԣࢁ

Ո、લాՈ（௕छܥ）、ଜҪ

Ո、ԞଜफՈ、ԞଜࢧՈ、

લాՈ（௚೭ܥ）のീՈを

いう

ۚ࿣ެ࠴
໌࣏ҡ新で、࿣੍がഇࢭ

͞れた՚଒や࢜଒にͦの

୅ঈとして交෇͞れたެ

࠴

ᢼࣾ׬
ԣࢁՈが経営したۚ༥会

社で࢜଒のब৬のडけࡼ

となった1915ʢେਖ਼ 4ʣ年 9݄10೔෇ͷՃլ੡ࢴͷෑ஍੔ཧ֬ఆਤɻ
෦෼͕౰ࣾͷ૑࣌ۀͷෑ஍ɻ্Լʹ૸Δઢ͸๺཮ઢͰɺ

্͸ۚ୔Ӻํ޲ɺԼ͸দ೚Ӻํ޲ͱͳΔ
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4 5

ୈ̍ষ　૑ۀલ໷ྺ࢙ฤ

「金沢製紙」を設立

　金沢製紙は、1907（明࣏

40）年 5月 20 日に設立され、

同 27 日に登記が完了した。同

28 日付の北國新聞に金沢۠裁

൑所からの商業登記公告がࡌܝ

されている。資本金は10万円、

1株 50 円。෷ࠐ資本金は 2万

5
000 円で、1 株当たり 12 円

50મの෷いࠐみとなる。所ࡏ地は金沢市長土ญ通25番地の2で、

石川県工業ࢼ験場の੻地であった。

　資本金 10万円は、当時の金沢市内の企業や銀行の規模として、

100 万円の加भ銀行、横山߭業部、80万円の日本硬質ಃݱ）ث・

ニッコー）、50 万円の石川県農工銀行や金沢電気20、ࢩנ 万円

の石川県農業、15万円の金沢૔ݿ（加भ銀行の関連会社）に次͗、

設立ૣʑから市内を代表する企業規模を有していた。

　設立の目的として「製紙および製紙原料売買」がܝげられてい

る。製紙の原料であるボロや稲わら（洋紙・板紙用）、ᑻ
㆓ㆄ㆞

や三
ㆿㆤ

ᑖ
ㆾ㆟

（和

紙用）は、金沢で紙Է商を営Ή中島商店 2代目、中島徳太郎が

取りѻっており、金沢製紙と中島商店との関܎が設立当初より生

じていたと考えられる。

社長に横山俊二郎就任

　役員には、社長に横山俊二郎、ઐ務取締役に西田儀三郎、取締

役に大森޹次郎、監査役にླ木ৗ෢と木村光ً、技師に三上ୋ太

郎が名を連Ͷている。

　横山俊二郎は、ོ興の次உとして 1880（明࣏ 13）年 2月 9

日に生まれ、1903（明࣏ 36）年 3月に分家した。ૣ稲田大学

をଔ業後、実業界に身を౤じ、横山߭業部理事をはじめ金石അं

鉄道ઐ務取締役や加भ銀行、金沢૔ݿの取締役、加能銀行監査役

শされるようになった。

　横山߭業部は、1910（明࣏

43）年に資本金 100 万円で合

名会社化された。߭山経営を主

導したོ興は、加भ銀行（ݱ・

北國銀行）や第十二銀行（ݱ・

北陸銀行）の経営にかかわると

ともに、金沢電気נ
㇭

ࢩ
ㇻ

取締役や

金沢商業会議所（ݱ・金沢商工

会議所）特ผ議員なども務めた。

　第 14 代当主のོ俊は、ོ平の長உとして 1876（明࣏ 9）年

9月 25 日に生まれた。第四高等学校（ݱ・金沢大学）ิॆ科や

ઐ修大学を経て、ོ 興の長உであるষとともに߭山経営を主導し、

輸ૹの円׈化を目指してඌ小屋―小松間 16ᶳの鉄道建設を進め

た。このඌ小屋ܰศ鉄道は 1917（大正 6）年に開業した。加भ

銀行಄取や金沢商業会議所会಄、ڞ同生໋保ݥ社長、و଒Ӄ議員

なども務めた。1900（明࣏ 33）年にஉऋを授けられている。

　横山ষは、1873（明࣏ 6）年 1月 13 日に生まれ、東京物理

学校（ݱ・東京理科大学）をଔ業した。全国の߭山や߭業関連企

業の調査を行った後、ඌ小屋߭山の経営にܞわり、ಔの製
㆛ㆂ

࿉
㇌㇓

法
ㆻㆄ

に

最新技術を࠾用し、動ྗ源に電ྗを本格的に導入するなど経営の

近代化をਪ進した。

　1913（大正 2）年 11 月設立された温泉電يでは、北陸線の

大੟ࣉ、動橋、҄௡の各Ӻと山中、山代、ย山௡、҄௡の各温泉

を結Ϳ 29�3ᶳの࿏線を建設した。1914（大正 3）年 8月に帝国

ਫ਼࿅と石川県ਫ਼࿅を統合して設立された૔ݿਫ਼࿅やボルネオޢ
ㇶ

ᨸ
㈢

の社長、加भ銀行や金沢商業銀行の಄取、金沢電気ڞ、ࢩנ同生

໋保ݥ、大正水産、ブラジル୓৩の取締役、上ւ電気公࢘ސ໰の

ほか金沢商業会議所会಄やو଒Ӄ議員などを歴任した。

ԣོࢁढ़

ԣࢁ　ষ

ԣࢁढ़ೋ࿠

๺ᅳ৽ฉʹࡌ͞ܝ Εͨۚ୔੡ࢴͷ঎ࠂެهొۀ
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「金沢製紙」を設立

　金沢製紙は、1907（明࣏

40）年 5月 20 日に設立され、

同 27 日に登記が完了した。同

28 日付の北國新聞に金沢۠裁

൑所からの商業登記公告がࡌܝ

されている。資本金は10万円、

1株 50 円。෷ࠐ資本金は 2万

5
000 円で、1 株当たり 12 円

50મの෷いࠐみとなる。所ࡏ地は金沢市長土ญ通25番地の2で、

石川県工業ࢼ験場の੻地であった。
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ニッコー）、50 万円の石川県農工銀行や金沢電気20、ࢩנ 万円

の石川県農業、15万円の金沢૔ݿ（加भ銀行の関連会社）に次͗、

設立ૣʑから市内を代表する企業規模を有していた。

　設立の目的として「製紙および製紙原料売買」がܝげられてい

る。製紙の原料であるボロや稲わら（洋紙・板紙用）、ᑻ
㆓ㆄ㆞

や三
ㆿㆤ

ᑖ
ㆾ㆟

（和

紙用）は、金沢で紙Է商を営Ή中島商店 2代目、中島徳太郎が

取りѻっており、金沢製紙と中島商店との関܎が設立当初より生

じていたと考えられる。

社長に横山俊二郎就任

　役員には、社長に横山俊二郎、ઐ務取締役に西田儀三郎、取締
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㇭

ࢩ
ㇻ

取締役や

金沢商業会議所（ݱ・金沢商工

会議所）特ผ議員なども務めた。

　第 14 代当主のོ俊は、ོ平の長உとして 1876（明࣏ 9）年
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㆛ㆂ

࿉
㇌㇓

法
ㆻㆄ

に

最新技術を࠾用し、動ྗ源に電ྗを本格的に導入するなど経営の
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ਫ਼࿅と石川県ਫ਼࿅を統合して設立された૔ݿਫ਼࿅やボルネオޢ
ㇶ

ᨸ
㈢

の社長、加भ銀行や金沢商業銀行の಄取、金沢電気ڞ、ࢩנ同生

໋保ݥ、大正水産、ブラジル୓৩の取締役、上ւ電気公࢘ސ໰の

ほか金沢商業会議所会಄やو଒Ӄ議員などを歴任した。
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年まで、金沢製紙の代表者として金沢商業会議所議員を務めた。

　大森޹次郎は、加भ銀行、金沢電気ࢩנ、日本硬質ಃثの取締

役や横山߭業部の理事、木村光ًは金沢૔ݿ取締役も務めていた。

　1910（明࣏ 43）年 6月຤時点での株主は 9人で、横山ོ俊

とষが各 550 株、西田が 350 株、横山俊二郎、大森、木村、ླ

木および中泉ط明（加भ銀行、金沢૔ݿ各取締役、横山߭業部理

事）が各 100 株、௰ٱ平が 50株を所有した。

稲わらや水に恵まれる

　ところで、なぜ横山家が製紙業、特に板紙の

製造、販売を構૝したのであろうか。その明֬

な動機は明らかではない。当時の板紙の原料は

稲わらやഴわらであり、金沢市内および近くの

農村部から調ୡが可能で、紙の抄
㆗㇇ㆄ

造
㆞ㆄ

にෆ可欠

な水も用水࿏の੔備などで๛富だったことが大

きな理༝として考えられる。

　また、動ྗ源の石炭や電ྗの購入、調ୡも難

しくはなかったことも挙げられる。そもそも板

紙の製造は洋紙にൺ΂ると技術的には容қであ

り、相対的にগֹの౤資でى業できた。

板紙製造は当時の「ベンチャー」

　金沢製紙が設立された 1907（明࣏ 40）年には、4月に北越

製紙（ݱ・北越لभ製紙）が新ׁ県長岡市で、5月に山ཅ板紙が

岡山県上道郡西大ࣉ町（ݱ・岡山市）で、11月に岡山製紙が岡

山県御௡郡෱浜村浜野（同）で設立されるなど、地方でのى業が

相次いだ。こうした৘੎も含めて、地域の活ੑ化とޏ用創出のた

め、「ベンチャービジネス」として板紙製造に௅戦したのであろう。

　金沢製紙は、1907 年 11 月に板紙の製造を開始した。1910

年上半期の「第 6 回事業報告」によると、当時、所有地は

575�95 ௶の 1
569 円 92 મ相当だった。総建௶は 275 ௶（工場

などを務めていた。1910 年代以降は、ࣣඌ銀行಄取や金沢ي道

興業代表取締役、そしてઙ૲―上野間に国内初の地下鉄を通した

東京地下鉄道や日本硬質ಃث、日本タイプライター、日本絹៞๰

৫、അ
㈠㈮㉃

ޢိ
ㇶ

ᨸ
㈢

公࢘、上ւ電気公࢘の取締役、石川県農工銀行や温

泉電ڞ、ي同生໋保ݥ、ボルネオޢᨸ、ೆ洋鉄工ছ
㆗㇇ㆄ

の監査役な

どを務め、多種多様な当時としての「ベンチャービジネス」の経

営に関与していた。また、大
ㆈㆈ

۾
ㆎㆾ

重
㆗㆒

信
ㆮㆶ

ら憲政ౘの有ྗな支ԉ者でも

あった。

役員に壮々たる顔ぶれ

　西田儀三郎は、1872（明࣏ 5）年 8月 1日に儀ฌӴの長உと

して生まれ、1892（明࣏

25）年 11月に家ಜを相続し

た。金沢市十
㆘ㆣ

間
㆐㇓

町
ㆾㆡ

で運ૹ業を

創業し、後に博
ㆰㆎ

労
㇍ㆄ

町
ㆾㆡ

に移転し

て॓屋も݉業した。ԑあって

横山家と面識をもち、ඌ小屋

߭山の輸ૹを୲った。

　1898（明࣏ 31）年 4月に

北陸線のರ賀―金沢間が開通

すると、営業ڌ点を金沢Ӻલ

に移した。さらに、石炭やコー

クス、木炭そしてං料の販売

にもண手し、三Ҫ物産との取

引で販࿏を֦大させた。運ૹ

業はؙ加運輸組として合資会

社化し、自ら代表社員に就任

した。また、日本製
㆛ㆂ

ഩ
ㆯㆎ

、北国

༼
㇈ㆄ

業
ㆍ㇇ㆄ

、金沢ي道興業、෱Ҫ

ય
㆛㇓

鉄
ㆦㆤ

の取締役も歴任した。

1911（明࣏ 44）年から 17େਖ਼࣌୅ͷඌখ԰߭ࢁ

1898ʢ໌࣏ 31ʣ年 Ζ͝ͷۚ୔Ӻલ

౰ࣾʹྡ઀͢Δ໺ʑࢢࢢͷ1961ʢত࿨ 36ʣ年 Ζ͝
ͷࣸਅɻݟ౉͢ݶΓਫా͕͕޿Δ

େ۾ॏ৴
໌࣏ҡ新ࢀ、ޙ議݉େଂ

務େਉ、ट૬などを֎、ڢ

ྺ任。ૣ Ҵాେֶの૑業

者で、ॳ୅総௕
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ฦ紙・板紙が 9万 2
802 ポンド、1911（明࣏ 44）年上半期は

地݊紙が 36万 2
125 ポンド、ࠉฦ紙・板紙が 5トン、半造紙な

どが 6
060�2 締（ʒ）だった。

　1911 年 1月には、抄紙機械の増設のため、東京の高瀬鉄工所

とܖ約を締結した。ୢ村ถ吉が率いるୢ村組土木部が建設工事を

੥けෛい、同年 5月から運転が開始された。機械の۩体的な機

能は明らかではないが、板紙抄紙機であったと考えられる。౤資

ֹは 1万 1
670 円 19 મ 6 ྚで、同年 2月に 1万円の追加෷い

み済みࠐみを௃収して（෷いࠐ 4万円）、これにॆてている。

国内有数の紙商と取引

　販売は、創業当初から国内を代表する紙商で中Ҫ三೭助が率い

る合名会社中Ҫ商店（ݱ・日本紙パルプ商事）を代理店として、

主に大阪や京都、名古屋方面に出荷された。一方で、ध給の関܎

で出荷が଺
ㆨㆩ㆓ㆈ

った場合、中島商店 2代目の中島徳太郎を通じて北

陸地方へৼり向けていた。創設間

もない一地方の製紙会社が国内有

਺の紙商と取引関܎を構築してい

たことは注目す΂きである。

　金沢製紙にとって関西市場への

販࿏の֬立と販࿏֦大、中Ҫ商店

にとっては地方への業容の֦大と

板紙の調ୡઌの֬保ができ、྆社

ともに有ӹかͭ有用であった。྆

社の間を 2代目中島徳太郎が஥

հした可能ੑが高い。

をআいた売上高は、1910（明࣏ݿࡏ　 43）年上半期が 2万 3
247

円 26 મ 7ྚ、11年上半期が 1万 9
954 円 29 મ 3ྚだった。

　この時期の金沢製紙の業績をৼりฦってみたい。付表 1－ 1

によると、1907（明࣏ 40）年とཌ 08（明࣏ 41）年は欠ଛが生

じているが、1910 年上半期は当期७利ӹが 1
553 円 77 મ 9ྚ、

118 ௶、૔ݿ 53௶、॓௚所 26௶、ਫ਼બ場 16௶、事務所 14௶、

ೲ屋 10௶、石炭ݿ 4௶など）の 5
048 円 96 મ。従業員は事務

系の書記 4人に、技術系の技手 1人、৬工 8人、ݟश৬工 14人、

ঁ工 1人の合計 28 人だった。社内組৫は工場長（技手）の下、

工場と販売の から成っていた。書記の中には、後に加賀製܎2

紙で実務を୲う白ඌਙ吉がࡏ੶していた。

　金沢製紙は稲わらなどを原料とした板紙の製造からスタートし

たが、注目す΂きは紙くͣを原料に、写真台紙や薄表紙の芯
㆗㇓

紙、

表紙の背紙、書੶の背ݻめ材料などに使われる地
ㆡ

݊
㆐㇓

紙
㆗

やࠉ
㆙ㆌ

ฦ
ㆋㆆ㆗

紙
ㆋㆿ

の生産に進出していた点である。ࠉฦ紙は当時、一ൠ家庭に普及

しͭͭあり、技術的にもコスト的にも生産が容қだった。

　1911（明࣏44）年10月に中部鉄道؅理局営業՝が発行した「Ӻ

੎調査各論（՟物೭部）」によると、1909（明࣏ 42）年時点で、

金沢製紙は地݊紙を332トン生産し、消費地は大阪だった。また、

金沢Ӻ؅内での主要 12産品にಃثやボロ、Ӌ
ㆯ

二
ㆶ㆟

重
ㆆ

、生ᴂค、ถ、

和紙、野ࡊ、Ռ実、࿃
㇌㇓

化
ㆋ

石
㆛ㆌ

、ে油とともに地݊紙を挙げている。

金沢製紙が製造する地݊紙は会社設立からわͣか 2年で、金沢

を代表する工業産品の一ͭに挙げられたわけである。

動力源は石炭

　一方、主要消費産物である石炭の項で、主な消費者として金沢

製紙の名がݟられる。石炭は抄紙機械の主原動機だったৠ気機関

の動ྗ源で、金沢製紙が地域の大ޱध要者の一ͭだったことがわ

かる。

　1910（明࣏ 43）年上半期は、地݊紙に௽印やُ印、๟印、஛

印、੺印、ࠉฦ紙には小町や老松、ཆ老、六八、横ࣣ۝、上小町

の商ඪが使われていた。これら以外では、白紙地݊紙、小൑ࠉฦ

紙、小ܗ半紙、ା紙、白紙なども生産されていた。板紙も含めて、

ૣい時期から多品種化が進められており、金沢製紙の積ۃ的な経

営࢟੎を示すものといえる。

　1910 年上半期の生産高は、地݊紙が 64万 1
195 ポンド、ࠉ

ϙϯυ
重͞の୯Ґで、1ϙϯυは

໿454άϥϜ
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802 ポンド、1911（明࣏ 44）年上半期は
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業績は悪化の一途

　当時は景気の௿໎に加え、金沢製紙を含Ήෳ਺の板紙会社の創

設や、ઌ発の富࢜製紙や東京板紙も増設を行ったため、ध給関܎

がೈ化した。1911（明࣏ 44）年に日本板紙ڞ同販売所の設立で

はいったん落ちணいたものの、金沢製گ販体制が֬立され、市ڞ

紙はࢀ画しなかったため、一層の価格引き下げを༨
㇈

儀
ㆍ

なくされた。

販体制は約ڞ 2年で事実上่յし、市گの下落にഥंがかかり、

経営環境はѱ化の一్をたどった。

　資料で֬認できるݶり、金沢製紙は設立時から無഑を続けてい

た。決ࢉ上、഑当を行う༨地がほとんどなかった。一方で、෷い

みを௃収するඞ要が生じたため、株主のෛ୲は増していた。さࠐ

らに従業員の削減もආけられなかった。創業期の経営には਺ʑの

、難が伴うとはいえ、金沢製紙の業績ෆৼは૝定を௒えておりࠔ

製紙業に関するઐ໳的な知識や経験に๡しかった横山家を中心と

する経営ਞはۤしんでいた。

中島商店2代目、徳太郎に立て直し依頼

　こうした中で、経営ਞは取引関܎があり、製紙業に๛富な経験

と高いݟ識を࣋っていた中島商店 2代目の中島徳太郎に経営へ

のࢀ画をٻめた。

　1914（大正 3）年下半期の時点で徳太郎は金沢製紙の監査役

にࡏ任しており、100 株を所有していた。徳太郎は同年 7月 25

日の第 14回株主総会で監査役に重任されているので、গなくと

も 1912（明࣏ 45）年には金沢製紙の経営にかかわり始めたと

考えられる。

　1914 年下半期のঢ়گにͭいて、「第 15回事業報告」の記ࡌに

基ͮいて述΂ておきたい。7月 25 日の株主総会で承認された同

年上半期の決ࢉは、当期७利ӹが 901 円 96 મ 9 ྚで、このう

ち 566 円 48 મ 3 ྚのલ期繰越ଛ金を処理し、後期繰越金は

335 円 48મ 6ྚとなった。

લ期繰越金が 125 円 34 મ 5ྚで、積立金を 300 円、機械代金

消٫準備金を 200 円、৆与金を 130 円計上したうえで、後期繰

越金は 1
049 円 12 મ 4 ྚと大෯に積み増している。11（明࣏

44）年上半期は当期७利ӹが 668 円 33 મ 6ྚにとどまり、લ

期繰越金が 1
059 円 11 મ 9 ྚで、積立金を 100 円計上しただ

けで、後期繰越金は 1
627 円 45 મ 5ྚとなった。11 年下半期

は 858 円 95 મ 4 ྚの当期७ଛ失を計上し、後期繰越金は 768

円 50 મ 1ྚにまで減った。付表 1－ 2によると、1912 年は࣋

ち௚したものの、ཌ 13年には再び落ちࠐんだ。

ຊۚࢿ ෷ࢿࠐຊۚ ७ӹۚ ७ଛۚ ଛӹۚ ੜֹ࢈ උߟ

1907年 100
000 25
000 2
535 2
935 ˛400 1
587 ྉඅ 800ݪ
৬޻௞ۚ 196

1908年 100
000 30
000 21
903 21
996 ˛93 9
170 598
ྉ 8ݪ
௞ۚ 2
511

1911年 100
000 50
000 35
645 35
845 ˛200 ੵཱۚ 650
1912年 100
000 50
000 56
064 55
874 190 ੵཱۚ 1
350
1913年 100
000 50
000 － － ˛1
024 ੵཱۚ 1
350
1914年 100
000 50
000 － － 560 ੵཱۚ 1
350

෇表1ʵ1　ʮੴ઒ݝ౷ܭॻʯͷσʔλʹΑΔ1907年ʙ1914年ʹ͓͚Δۚ୔੡ࢴͷۀ੷ͷਪҠ

෇表1ʵ2　ʮੴ઒ݝ౷ܭॻʯͷσʔλʹΑΔ1911ʙ1915年ʹ͓͚Δۚ୔੡ࢴͷੜ࢈ঢ়گͷਪҠ

ग़యɿੴ઒ߦൃݝʮੴ઒ݝ౷ܭॻʯ֤年൛ΑΓ࡞成ɻ

ग़యɿʮੴ઒ݝ౷ܭॻʯ֤年൛ΑΓ࡞成ɻ

஫1ɿ୯Ґ͸ԁɻ
஫2ɿ֤年12月31೔ࡏݱのσータͰ͋Δɻ

஫̍ɿ֤年12月31೔ࡏݱのσータͰ͋Δɻ
஫̎ɿ1911年͸、ϘϩΛ̕ສ6
000؏΋࢖༻ͯ͠、ʮ他紙ʯ（஍݊紙·ͨ͸ࠉฦ紙ͱ͑ߟΒΕΔ）Λ36ສ2
125

ϙンυੜ͓ͯ͠࢈Γ、そのֹ̍ສ6
940ԁͱ߹Θͤͯ、ੜܭ߹ֹ࢈͸̏ສ2
847ԁͰ͋ͬͨɻ

஫3ɿ1909ŋ10年͸2ࣾࡌهのͨΊׂѪ͢Δɻ
஫4ɿ1911年Ҏ߱のੜֹ࢈͸෇ද1－2Ͱࣔ͢ɻ

൘紙ੜ࢈量
（ϙンυ）

൘紙ੜֹ࢈
（ԁ）

ҴΘΒ࢖༻量
（؏） ৬޻ਓ਺ උߟ

1911年 736
960 15
907 165
000 26
1912年 2
320
640 56
385 470
855 36
1913年 2
444
148 51
986 520
000 2
1914年 1
959
615 43
329 396
000 7
1915年 531
800 11
825 108
530 7 4月຤·Ͱのૢۀ

2 ୅໨தౡಙଠ࿠
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൘紙ੜ࢈量
（ϙンυ）

൘紙ੜֹ࢈
（ԁ）

ҴΘΒ࢖༻量
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1911年 736
960 15
907 165
000 26
1912年 2
320
640 56
385 470
855 36
1913年 2
444
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000 2
1914年 1
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000 7
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森
㇂㇊

下
㇂ㆨ

川
ㆋ㇏

上流のҩ王山西山࿢に

Ґ置する田島村はྡ઀する二
ㆵ㆟

俣
ㆾ㆟

村とともに製紙業が盛んで、加

賀ൡは྆村に御料紙ࠉ
㆙ㆌ

を認め、

ઐ໳の御用務人を഑置するなど

手厚い保ޢを施していた。྆村

では杉
㆙ㆍ

原
ㆯ㇉

紙
ㆉㆿ

やไ
ㆻㆄ

書
㆗㇇

紙
ㆉㆿ

、薄๽紙を

中心に作られ、二俣村では包紙

や元
㇂ㆨ

結
㇆ㆂ

紙
ㆉㆿ

、ඓ紙もࠉ
㆙

かれた。田

島村は厚物、二俣村は薄物を得

意としていた。こうした中で、中島家は農業と製紙業を݉業して

いた。

　その後、ਙ吉はผ家をして金沢に出て、1863（文ٱ 3）年に

紙Է商を創始した。ນ຤期でࠞཚを来
ㆌ㆟

している時代の中で、新た

な事業機会を得ようと関܎深い分野でى業を志したのである。明

࣏維新後もਙ吉は事業を継続させた。取りѻい商品は田島、二俣

྆村や石川郡犀
㆕ㆂ

川
ㆋ㇏

村
㇀㇉

で生産された和紙が中心だった。

　1880（明࣏ 13）年 12 月、ਙ吉は石川郡北広岡村の広村࣏郎

ฌӴの 4உである徳太郎をཆ子としてܴえた。中島家 2代目の

徳太郎は Ԡܚ）1866 2）年 1月 9日生まれで 、だった。後にࡀ14

徳太郎の࠺として長生ՅӈӴ໳の長ঁしげ（1875 年 7月生まれ）

をܴえた。

2代目徳太郎に家督譲る

　1881（明࣏ 14）年に大
ㆈㆈ

蔵
ㆎ㇉

ڢ
ㆌ㇇ㆄ

に就任した松方正ٛによるෆ換

紙ฎ੔理策に伴う、いわゆる「松方デフレ」の進行で景گはஶし

くѱ化した。このため、ਙ吉の事業の֦大、存続への意ཉは削
㆝

が

れ、83（明࣏ 16）年 12 月に家ಜを徳太郎にৡってӅ
ㆂ㇓

退
㆟ㆂ

した。

ཆ子に入って 3年、18ࡀの徳太郎に中島家の身代が重くのしか

かった。

　徳太郎は当時、事業に対する知識や経験を十分に࣋っていたわ

2カ月間休業

　西日本の板紙会社が連ܞして立ち上げた関西板紙ڞ和会の決議

で、1914（大正 3）年 7月 1日から 8月 31 日までの 2カ月間

業ิ助金として同会からٳ。業したٳ 2
074 円を得た。同会の

会合へはઐ務の西田が出੮している。同会は 10月に解ࢄし、あ

らためて 11月 1日に同会のメンバーであった岡山製紙、西成製

紙、ඒ
ㆿㆾ

作
㆕ㆉ

製紙、博多製紙、ຓඌ製紙所、広島製紙所および金沢製

紙が連ܞをより密にして、લ述の日本板紙ڞ同販売所と販売ܖ約

を締結し、ڞ同販売体制を新たに֬立した。また、同販売所と日

本板紙同ໍ会を組৫している。

　金沢製紙の当期の生産高は376�25トン、生産価格は2万1
804

円だった。供給ઌは日本板紙ڞ同販売所へ 219�3 トン（58�3％）、

中Ҫ商店へ 100 トン（26�6％）、関西板紙ڞ和会へ 38�25 トン

（10�2％）、中島商店へ 18トン（2�7％）であった。

　従業員は、書記 2人、技手 1人、৬工 6人に加えてݟश৬工

25人、ঁ工 4人の合計 38人だった。

休業補助金で赤字免れる

　当期७利ӹは 224 円 75 મ 5 ྚで、全ֹを繰越金へ計上し、

後期繰越金は 560 円 24 મ 1 ྚとなった。ٳ業ิ助金により੺

転落は໔ࣈ
ㆾㆬㆉ

れたものの、業績は௿໎が続いていた。ผの資料では、

1915（大正 4）年 6月まで長期間ٳ業していたとの記録もある。

ルーツは紙すきの村

　ここで、紙Է商としての中島徳太郎と中島家の଍੻や活動にͭ

いて取り上げておきたい。中島家の初代に当たるのがਙ吉である。

ਙ吉は 1836（ఱ保 7）年 3月に金沢城下で生まれたとされ、河

北郡田
㆟ㆮ

島
㆗ㆾ

村（ݱ・金沢市田島町）の中島ਙ助家に入
ㆂ㇊

໇
㇀㆓

した。࠺の

そよは 年（化元߂）1844 8月に中島六೭助の長ঁとして生まれ

たとの記録が࢒っている。

ྉ紙ޚ
ൡओがެّࣜྱや೔ৗੜ

で使用͢る紙׆

ਿݪ紙
೻ຏࠃਿݪ୩（ฌݿ県ଟ

Մொ）ݪ産の和紙。ݪྉは

ί΢κで、ไॻ紙よりബ͘

ॊら͔い

ไॻ紙
ί΢κをݪྉにしたްख

の紙

紙݁ݩ
ੲの൅ܕでᱶ

㇂ㆨㆩ㇊

をଋͶるた

めの紙

দํσϑϨ
੢ೆઓ૪によるઓඅௐୡ

でੜじたΠϯϑϨーγϣϯ

をղফしようと、େଂڢদ

ํਖ਼ٛが行ったσϑϨー

γϣϯ༠ಋのࡒ政政ࡦ
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　徳太郎は調査の結Ռ、設立当

初から工場設計にෆ備があり、

実務୲当者に適材を得られてお

らͣ、ݱঢ়のままでの事業の存

続はࠔ難と൑断した。そして、

、の工場や設備を廃棄してࡏݱ

あらためて最新の機械を導入す

るとともに༏秀な技術者を࠾用

すれば、事業として成立すると

൑断した。さらに、生産原価の

ॖ
㆗㇅ㆎ

減
㆒㇓

のため工場用地のબ୒が

重要で、北陸線野
ㆮ

ʑ
ㆮ

市
ㆂㆡ

Ӻ
ㆆㆌ

のӺલが最適地である（西金沢Ӻ・ݱ）

と指摘した。

　徳太郎は自らが経営を୲えば、いかなる経営環境でもଛ失を出

すことなく利ӹを計上できると強調した。10％以上の利ӹを上

げることができれば、10％を௒えた分を金沢製紙のଛ失ิ
ㆻ

ర
ㆦ㇓

に

ॆてればよいという自信にຬちҲ
ㆀ

れたݟ立てであった。

　自らが主導することで事業の再生が可能であるとの徳太郎の提

Ҋに対して、横山家側はこれ以上製紙業に関܎する意ࢥはなく、

製紙業に関する๛富な知識や経験を࣋ͭ徳太郎に事業の一切を全

面的にୗすることに同意した。

横山家から「全権委任」

　横山家のいわば「全ݖ委任」

をडけて、徳太郎は加賀製紙立

ち上げに向けて準備に入った。

景気は๕
ㆉ㇓ㆰ

しいものではなく、業

界も過当ڝ争真っただ中という

。しい経営環境だったݫめてۃ

しかし徳太郎はまさに「ϐンチ

はチャンス」と全くひるΉこと

けではない。人間としても成長్上であり、事業の展開にあたっ

てはさまざまなࠔ難が行く手を࠹
ㆵ㆕

いだ。徳太郎は率
㆝ㆣ

ઌ
㆛㇓

ਨ
㆙ㆂ

ൣ
ㆯ㇓

かͭె

手ۭݓでՌ׶に௅んでいった。

販路開拓に心血注ぐ

　徳太郎は金沢やその周ล地域だけではなく、鉄道がະ開通で道

࿏も੔備్上の能登や富山県、෱Ҫ県にもຖ月出向き、販࿏の開

୓に心݂を注いだ。1890（明࣏ 23）年には、北陸で初となる洋

紙の取りѻいを始めた。また、和紙の原料であるᑻを෱Ҫ、ذෞ

県域に、三ᑖを高知、静岡県域の和紙生産者と売買するなど、事

業の規模とൣғの֦大を進めた。

　徳太郎の֮࠽と௅戦により、商ݍや事業基൫の֦ॆに成功した。

徳太郎は金沢はもとより北陸を代表する紙Է商として発展を਱げ

たのである。

　1902（明࣏ 35）年の金沢市内における高ֹ所得者では、徳太

郎は 4万 4
889 円で、中屋඙十郎（ༀ種商）や田क太ฌӴ（ޖ

෰商）、ୢ村ถ吉（土木੥ෛ業）、林屋新ฌӴ（஡商）、千代伝ฌ

Ӵ（ਗ਼ञৢ造業）に次͙所得を得ていた。1914（大正 3）年には、

石川県多ֹೲ税者の一人（௚઀国税ֹ 1
600 円）に名を連Ͷて

いた。

　1885（明࣏ 18）年には、金沢市十間町で旧加賀ൡ時代の有ྗ

町人の一人であった多ʑ良फӈӴ໳の旧୐を購入している。

会議所つながりの縁も

　徳太郎と横山俊二郎、西田儀三郎、大森޹次郎は 1911（明࣏

44）年 3 月の金沢商業会議所の第 11 回議員બ挙で当બした。

徳太郎はৗ議員となり、会計部長を݉任した。同年 5月には筆

಄株主で俊二郎の長ܑのষが第 5代会಄に就任している。徳太

郎と金沢製紙経営ਞとの人間関܎はよりۓ密なものとなった。そ

こで、横山たちは徳太郎に金沢製紙の໰୊点とࠓ後の方向ੑの提

示、いわば同社の「経営਍断」をґཔしたのである。

ۚ୔঎޻ձٞॴͷલ਎ɺۚ୔঎ۀձٞॴͷݐ෺

๺཮ઢ໺ʑࢢӺ
1912（େਖ਼ݩ）年�݄に։

業。1925（େਖ਼14）年1�݄、

現在の੢ۚ୔Ӻにվশ

1910ʢ໌࣏ 43ʣ年 Ζ͝ʹࡱӨ͞ Ε ೔ͨຊ࣭ߗಃثʢݱɾχοίʔʣͷ޻৔
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Ҋに対して、横山家側はこれ以上製紙業に関܎する意ࢥはなく、

製紙業に関する๛富な知識や経験を࣋ͭ徳太郎に事業の一切を全

面的にୗすることに同意した。

横山家から「全権委任」

　横山家のいわば「全ݖ委任」

をडけて、徳太郎は加賀製紙立

ち上げに向けて準備に入った。

景気は๕
ㆉ㇓ㆰ

しいものではなく、業

界も過当ڝ争真っただ中という

。しい経営環境だったݫめてۃ

しかし徳太郎はまさに「ϐンチ

はチャンス」と全くひるΉこと

けではない。人間としても成長్上であり、事業の展開にあたっ

てはさまざまなࠔ難が行く手を࠹
ㆵ㆕

いだ。徳太郎は率
㆝ㆣ

ઌ
㆛㇓

ਨ
㆙ㆂ

ൣ
ㆯ㇓

かͭె

手ۭݓでՌ׶に௅んでいった。

販路開拓に心血注ぐ

　徳太郎は金沢やその周ล地域だけではなく、鉄道がະ開通で道

࿏も੔備్上の能登や富山県、෱Ҫ県にもຖ月出向き、販࿏の開

୓に心݂を注いだ。1890（明࣏ 23）年には、北陸で初となる洋

紙の取りѻいを始めた。また、和紙の原料であるᑻを෱Ҫ、ذෞ

県域に、三ᑖを高知、静岡県域の和紙生産者と売買するなど、事

業の規模とൣғの֦大を進めた。

　徳太郎の֮࠽と௅戦により、商ݍや事業基൫の֦ॆに成功した。

徳太郎は金沢はもとより北陸を代表する紙Է商として発展を਱げ

たのである。

　1902（明࣏ 35）年の金沢市内における高ֹ所得者では、徳太

郎は 4万 4
889 円で、中屋඙十郎（ༀ種商）や田क太ฌӴ（ޖ

෰商）、ୢ村ถ吉（土木੥ෛ業）、林屋新ฌӴ（஡商）、千代伝ฌ

Ӵ（ਗ਼ञৢ造業）に次͙所得を得ていた。1914（大正 3）年には、

石川県多ֹೲ税者の一人（௚઀国税ֹ 1
600 円）に名を連Ͷて

いた。

　1885（明࣏ 18）年には、金沢市十間町で旧加賀ൡ時代の有ྗ

町人の一人であった多ʑ良फӈӴ໳の旧୐を購入している。

会議所つながりの縁も

　徳太郎と横山俊二郎、西田儀三郎、大森޹次郎は 1911（明࣏

44）年 3 月の金沢商業会議所の第 11 回議員બ挙で当બした。

徳太郎はৗ議員となり、会計部長を݉任した。同年 5月には筆

಄株主で俊二郎の長ܑのষが第 5代会಄に就任している。徳太

郎と金沢製紙経営ਞとの人間関܎はよりۓ密なものとなった。そ

こで、横山たちは徳太郎に金沢製紙の໰୊点とࠓ後の方向ੑの提

示、いわば同社の「経営਍断」をґཔしたのである。

ۚ୔঎޻ձٞॴͷલ਎ɺۚ୔঎ۀձٞॴͷݐ෺

๺཮ઢ໺ʑࢢӺ
1912（େਖ਼ݩ）年�݄に։

業。1925（େਖ਼14）年1�݄、

現在の੢ۚ୔Ӻにվশ

1910ʢ໌࣏ 43ʣ年 Ζ͝ʹࡱӨ͞ Ε ೔ͨຊ࣭ߗಃثʢݱɾχοίʔʣͷ޻৔
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なく事業を継いで発展させる準備にຉ
ㆻ㇓

૸したのである。

　ここで、金沢製紙が設立された明࣏時代後期の国内の経済ঢ়گ

を঺հしておく。北國新聞社が創刊 115 年を記念して発刊した

「ふるさと写真館」によると、この時期は長くݒҊとなっていた

ෆ平等条約の改正に成功し、2度の戦勝によって、わが国の国際

的な地Ґはඈ躍的に向上した。

　日ਗ਼戦争（1894 － 1895 年）では、多ֹの戦費をਗ਼国からの

ഛঈ金で回収できた。しかし、日࿐戦争（1904 － 1905 年）では、

戦費を外࠴や増税で࿫い、一ൠ会計に઎める軍事費のׂ合が

80％にもୡした。しかも、戦争後のポーπマス条約では、ഛঈ

金は得られͣ、このため政府は積ۃ政策を打ち出し、経済は急速

に発展したが、その後、൓動ෆگもあった。

　産業は、労働集約的な繊維などܰ工業が中心産業だったが、

1901（明࣏ 34）年の八഼製鉄所のૢ業開始などが新しい時代の

౸来を告げた。1人当たりの GDP（国内総生産）で生活水準を

ൺֱすると、わが国は 1
000 ドルఔ度で、Ԥถઌ進国の 3
000

－ 4
000 ドルఔ度には、まだかなりのࠩがあった。
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2代目中島徳太郎ら13人が発起人に

　中島家 2代目の徳太郎を中心とする新会社の設立計画には、

横山俊二郎や西田儀三郎、大森޹次郎の金沢製紙の経営ਞに加え

て、横山ོ俊やষ、๕松、田क太ฌӴ、西Ӭ公平、中ٶໜ吉、中

࢘文次郎、松岡஧良、क岡多一郎の計13人が発ى人に名を連Ͷた。

　西Ӭは 1864（元࣏元）年 2月に金沢城下で生まれた。石川県

立ઐ໳学校法科を経て、明࣏法཯学校（ݱ・明࣏大学）をଔ業後、

ห࢜ޢ資格を取得し、金沢市内でห࢜ޢ事務所を開設した。

1896（明࣏ 29）年に金沢ห࢜ޢ会会長となり、1913（大正 2）

年まで 6期務めた。金沢地方裁൑所ഁ産؅財人を務めるなど、

金沢法૤界のまさにリーダーであった。このほか、金沢ถࠄ取引

所理事長や加भ銀行（ݱ・北國銀行）相ஊ役、横山߭業部や温泉

電يのސ໰、金沢商業会議所のৗ議員や෭会಄を務め、石川県議

会議長や金沢市議会議員としても活躍した。

　क岡は 1876（明࣏ 9）年 2月に多作の長உとして生まれた。

金融業や雑՟商を営み、金沢ي道興業取締役や加賀銀行、北国༼

業、西田商事の監査役、क岡合資会社代表社員およびּ岡༣ศ局

長を務めた。石川県多ֹೲ税者であった。

「人材、設備、用地が重要」

　2代目中島徳太郎が事業を継承、再生するにあたり、重要なポ

イントは˜技術者をはじめとする有ҝな人材の登用˜最新の技

術、設備の導入˜工場用地のબ定―だった。

੢Ӭެฏ
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技師長、長崎が入社

　1915（大正 4）年 6 月 18 日に྆者間で֮書を取りަわし、

21日に技師長としての入社が決まった。

　長崎は௚ちに、建設工事と機械購入計画の策定を始めた。総༧

はࢉ 8万 9
803 円。西田とともに大阪へ、୯独で東京と高崎板

紙（群അ県高崎市）へ機械価格と工場視࡯のために調査にෝいた。

用地は押野太郎田地区を選定

　工場用地は、北陸線野ʑ市Ӻ（ݱ・西金沢Ӻ）に近い石川郡押
ㆈ㆗

野
ㆮ

村
㇀㇉

ࣈ
ㆀ㆖

太
㆟

郎
㇍ㆄ

田
ㆠ

金沢市西金沢・ݱ） 1ஸ目）に決定した。太郎田

地۠は水田୯作地ଳのため、板紙の原料である稲わらが๛富かͭ

安価に入手可能だった。抄
㆗㇇ㆄ

紙
㆗

にෆ可欠な水は同地が手
ㆦ

取
ㆩ㇊

川
ㆋ㇏

ઔ
㆛㇓

ঢ়
㆘㇇ㆄ

地
ㆡ

の北東ઔ୺部の௿地にあり、地下水の水Ґが高く༙
㇏

き水にもܙ

まれていたため、๛富に֬保できた。水質もカルシウムやマグネ

シウムなどԘྨの含有量がগないೈ水だった。

　原料のൖ入や製品のൖ出およ

び労働者の通ۈでは、北陸線

野ʑ市Ӻはもとより、同Ӻと石

川郡௽来町（ݱ・白山市）を結

Ϳ石川鉄道が 1915 年 6 月に

開業し、同Ӻと金沢市野町、犀

川方面を結Ϳ金野അं鉄道が同

年 3 月ண工していた。横山俊

二郎がݸ人名ٛで出願、認可を

得た事業で、金沢の西部を流れ

る木࿊川の水運も含めて利ศੑは高いものがあった。

　太郎田地۠は板紙工場の用地として最適であり、徳太郎の同地

۠へのண؟は評価に஋する。土地買収にあたっては一部の地主の

൓対にૺ
ㆀ

う一方で、太郎田地۠のෳ਺の地主が工場༠க活動をਪ

進したこともݟಀせない。同地۠は࣪田が多く、かͭ小規模農家

中井商店の澤本弥平に協力要請

　徳太郎は中Ҫ商店大阪支店のᖒ本໻平を๚Ͷ、新会社の製品の

一手販売とともに技術者の঺հを要੥した。ᖒ本のਚྗで、中Ҫ

商店は一手販売を了承するとともに、博多製紙の技師長、長
ㆪㆋ

崎
㆕ㆌ

傳
ㆤ㆟ㆄ

をਪનした。徳太郎は௚ちに博多にෝ
ㆈ㇂㇀

き、長崎に技師長就任

を࠙
㆓㇓

੥
㆛ㆂ

した。

　長崎は 1875（明࣏ 8）年 4月 1日に岡山県੺൬郡ܰ部村（ݱ・

੺
ㆀㆉ

൬
ㆂ㇏

市）でٛ家とまͭの次உとして生まれた。ܑの࠻次郎は広島

市吉島町で板紙製造を行っていたҪ東製紙所の技師長を務めた。

1907（明࣏ 40）年に岡山製紙が設立されるのに当たり、工場の

設計にܞわり、同年に岡山製紙がҪ東製紙所を買収して広島分工

場とした際には取締役݉技師長に就任している。そのҪ東製紙所

所主のҪ東ໜฌӴが長崎傳の移੶にྗڠしたとされる。

　長崎は 1890（明࣏ 23）年に富࢜製紙にݟशとして入社して

以来、原田製紙や東京板紙、王子製紙気田工場、ӹ田製紙所など

で板紙の製造にܞ
㆟㆚㆕

わった。岡山製紙の設立時に技師として入社し、

広島分工場の工場長を務めた。1911（明࣏ 44）年に退৬して工

業事務所を立ち上げたのち、ཌ 12年に博多製紙の設立に伴い技

師長として入社した。板紙の製造に関しては長年の経験と識
㆗ㆌ

ݟ
㆐㇓

を

有していた。

「月産200トン生産」

　長崎は当時、「いかなる設備でも月産 200 トンは生産できる」

と強調していたという。金沢製紙の最大生産能ྗの2倍に当たる。

　徳太郎および西田の熱心なઆ得で、長崎は移੶を決めた。その

際に、①年เ 1
500 円②会社都合で解৬の場合は 1
500 円を支

給ᶅ工場・機械とも完成、成功の場合は 2
500 円を支給ᶆ技師

長として࠾用し工務上の一切を委任ᶇ役員会にはࢀ考として意ݟ

௠述可能―などの条件を提示した。

͏͜޲ͷ๺཮మಓੴ઒ઢɻઢ࿏ͷࡏݱ ଆ͸+3๺཮ઢ੢ۚ୔Ӻ

खऔ઒ઔঢ়஍
石川県಺一のՏ川のखऔ

川をத৺にԼྲྀ෦΁ઔঢ়

に޿がるฏ໺。஍Լਫも๛

෋

௕࡚ၚ
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技師長、長崎が入社

　1915（大正 4）年 6 月 18 日に྆者間で֮書を取りަわし、

21日に技師長としての入社が決まった。

　長崎は௚ちに、建設工事と機械購入計画の策定を始めた。総༧

はࢉ 8万 9
803 円。西田とともに大阪へ、୯独で東京と高崎板

紙（群അ県高崎市）へ機械価格と工場視࡯のために調査にෝいた。

用地は押野太郎田地区を選定

　工場用地は、北陸線野ʑ市Ӻ（ݱ・西金沢Ӻ）に近い石川郡押
ㆈ㆗

野
ㆮ

村
㇀㇉

ࣈ
ㆀ㆖

太
㆟

郎
㇍ㆄ

田
ㆠ

金沢市西金沢・ݱ） 1ஸ目）に決定した。太郎田

地۠は水田୯作地ଳのため、板紙の原料である稲わらが๛富かͭ

安価に入手可能だった。抄
㆗㇇ㆄ

紙
㆗

にෆ可欠な水は同地が手
ㆦ

取
ㆩ㇊

川
ㆋ㇏

ઔ
㆛㇓

ঢ়
㆘㇇ㆄ

地
ㆡ

の北東ઔ୺部の௿地にあり、地下水の水Ґが高く༙
㇏

き水にもܙ

まれていたため、๛富に֬保できた。水質もカルシウムやマグネ

シウムなどԘྨの含有量がগないೈ水だった。

　原料のൖ入や製品のൖ出およ

び労働者の通ۈでは、北陸線

野ʑ市Ӻはもとより、同Ӻと石

川郡௽来町（ݱ・白山市）を結

Ϳ石川鉄道が 1915 年 6 月に

開業し、同Ӻと金沢市野町、犀

川方面を結Ϳ金野അं鉄道が同

年 3 月ண工していた。横山俊

二郎がݸ人名ٛで出願、認可を

得た事業で、金沢の西部を流れ

る木࿊川の水運も含めて利ศੑは高いものがあった。

　太郎田地۠は板紙工場の用地として最適であり、徳太郎の同地

۠へのண؟は評価に஋する。土地買収にあたっては一部の地主の

൓対にૺ
ㆀ

う一方で、太郎田地۠のෳ਺の地主が工場༠க活動をਪ

進したこともݟಀせない。同地۠は࣪田が多く、かͭ小規模農家

中井商店の澤本弥平に協力要請

　徳太郎は中Ҫ商店大阪支店のᖒ本໻平を๚Ͷ、新会社の製品の

一手販売とともに技術者の঺հを要੥した。ᖒ本のਚྗで、中Ҫ

商店は一手販売を了承するとともに、博多製紙の技師長、長
ㆪㆋ

崎
㆕ㆌ

傳
ㆤ㆟ㆄ

をਪનした。徳太郎は௚ちに博多にෝ
ㆈ㇂㇀

き、長崎に技師長就任

を࠙
㆓㇓

੥
㆛ㆂ

した。

　長崎は 1875（明࣏ 8）年 4月 1日に岡山県੺൬郡ܰ部村（ݱ・

੺
ㆀㆉ

൬
ㆂ㇏

市）でٛ家とまͭの次உとして生まれた。ܑの࠻次郎は広島

市吉島町で板紙製造を行っていたҪ東製紙所の技師長を務めた。

1907（明࣏ 40）年に岡山製紙が設立されるのに当たり、工場の

設計にܞわり、同年に岡山製紙がҪ東製紙所を買収して広島分工

場とした際には取締役݉技師長に就任している。そのҪ東製紙所

所主のҪ東ໜฌӴが長崎傳の移੶にྗڠしたとされる。

　長崎は 1890（明࣏ 23）年に富࢜製紙にݟशとして入社して

以来、原田製紙や東京板紙、王子製紙気田工場、ӹ田製紙所など

で板紙の製造にܞ
㆟㆚㆕

わった。岡山製紙の設立時に技師として入社し、

広島分工場の工場長を務めた。1911（明࣏ 44）年に退৬して工

業事務所を立ち上げたのち、ཌ 12年に博多製紙の設立に伴い技

師長として入社した。板紙の製造に関しては長年の経験と識
㆗ㆌ

ݟ
㆐㇓

を

有していた。

「月産200トン生産」

　長崎は当時、「いかなる設備でも月産 200 トンは生産できる」

と強調していたという。金沢製紙の最大生産能ྗの2倍に当たる。

　徳太郎および西田の熱心なઆ得で、長崎は移੶を決めた。その

際に、①年เ 1
500 円②会社都合で解৬の場合は 1
500 円を支

給ᶅ工場・機械とも完成、成功の場合は 2
500 円を支給ᶆ技師

長として࠾用し工務上の一切を委任ᶇ役員会にはࢀ考として意ݟ

௠述可能―などの条件を提示した。

͏͜޲ͷ๺཮మಓੴ઒ઢɻઢ࿏ͷࡏݱ ଆ͸+3๺཮ઢ੢ۚ୔Ӻ

खऔ઒ઔঢ়஍
石川県಺一のՏ川のखऔ

川をத৺にԼྲྀ෦΁ઔঢ়
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は 12円 50મͣͭとする（第 8条）－ことなどが規定された。

　11 月 11 日 に

設立登記ਃ੥が完

了した。

　これにઌ立ち、

10 月 4 日に金沢

市大手町の横山߭

業部で発ى人会が

開催され、取締役

と監査役を次のよ

うに決定した。

　取締役ɿ横山俊二郎、中島徳太郎、田क太ฌӴ、中ٶໜ吉、

　　　　　西田儀三郎

　監査役ɿ横山๕松、松岡஧良、中࢘文次郎

横山俊二郎が初代社長

　10 月 30 日の第 1回定時株主総会で承認され、横山俊二郎が

初代社長に就任した。

　取締役の田क太ฌӴは、1881（明࣏ 14）年 4月 28日に生まれ、

97 年 9月に家ಜを相続し、太次郎改
ㆀ㇉㆟

め太ฌӴを襲
㆗㇅ㆄ

名
㇁ㆂ

した。家

業は金沢を代表するޖ෰商で金沢市ޖ෰商組合長も務めた。

1919（大正 8）年 8月には資本金 10 万円で合名会社田क分店

として法人化した。加能銀行、金߶商会、帝国Ԗ筆の取締役や加

भ銀行、金沢電気נ
㇭

ࢩ
ㇻ

、金沢電気ي道、金沢૔ݿ、東ѥ製਑の監

査役なども務め、石川県多ֹೲ税者だった。1915（大正 4）年

には金沢商業会議所ৗ議員となった。

　同じく中ٶໜ吉は、1877（明࣏ 10）年 5月 17 日にໜ吉郎の

長உとして生まれた。中ٶイヨのཆ子となり、95 年 10 月に家

ಜを相続し、ٱ太郎から改名した。中ٶ家はもともとถࠄ商で金

沢ถࠄ取引所のถࠄ஥買人だったが、経営難にؕ
ㆈㆡㆂ

っていた՛子

商「長
ㆡ㇇ㆄ

生
㆛㇓

఼
ㆧ㇓

本
ㆻ㇓

舗
ㆽ

」の森下八左Ӵ໳から事業ৡ渡の要੥をडୗした。

が多いため、工場༠கに積

。的であったとされるۃ

　徳太郎の計画に対し、農

業経営にݶ界を感じていた

地主たちがࢍ意を示し、自

らの土地を提供するととも

に、徳太郎や関܎者と連ܞ

して൓対する地主をઆ得

し、最ऴ的にඞ要とする土

地の֬保をՌたした。

　1915（大正 4）年 8月 1日に太郎田地۠のલ田四郎ӈӴ໳ほ

か 12人と徳太郎、西田との間で 3
243 ௶を௶当たり 2円で売買

するܖ約が締結された。

金沢製紙内に仮事務所

　この年 7月に金沢製紙内に仮事務所を設置し、同社の実務を

୲っていた白ඌਙ吉を書記として࠾用することを決定した。ཌ 8

月には野ʑ市Ӻ構内の線࿏使用とઐ用側線の建設を鉄道Ӄへਃ੥

している。当初から物流のޮ率化を志向していたのは注目す΂き

である。

　9月には、事務所と付ଐ建物の建設を௽୩小太郎に੥けෛわせ、

ビーター 3台やワイヤーシリンダー 4本、荷造り用機械など

7
100 円相当を東京の大西Յ三郎へ、ランカシャーボイラー 2台

とৠ解ז などݸ2 1万 5
100 円相当を大阪の平ඌ鉄工所へそれ

ͧれ発注している。

大正4年 9月 13日に設立

　9月 13日に、加賀製紙は資本金 20万円をもって設立された。

28カ条から成る原始定׺には、板紙の製造販売を目的（第 2条）

とし、本店を石川県石川郡押野村ࣈ太郎田へ 30番地に置く（第

3条）、1株 50 円で 4
000 株を発行（第 6条）、株金の෷いࠐみ

๺ᅳ৽ฉʹࡌ͞ܝ ΕͨՃլ੡ࢴͷ঎ࠂެهొۀ

׺ఆ࢝ݪ
๏規に͖ج会社ઃཱ࣌に

੍ఆ͢るఆ׺、いΘ͹会

社のᴜ ๏ᶹݑ

ాकଠฌӴ
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名だたる企業家が役員に

　加賀製紙の創設時には、横山家はもとより中島徳太郎ら、それ

ͧれの業界でܼ出した経営成Ռを挙げ、かͭ信用が厚く地域産業

の活ੑ化を強く志向した金沢を代表する企業家が役員に名を連Ͷ

た。より強ྗな支ԉ体制が編成されたのである。

　特に、徳太郎と田कは、ौ
㆗ㆶ

沢
㆕㇏

ӫ
ㆆㆂ

一
ㆂㆡ

を中心に創設された東京興信

所が刊行した「商工信用録」によると、資産ֹや信用レベルにお

いて金沢市内では横山ོ俊、ོ興に次͙Ґ置にいた。

　設立時点の株主は 13人で、全株式 4
000 株のうち、800 株が

横山ོ俊と横山ষ、400 株が中島徳太郎、300 株が横山俊二郎

と田क太ฌӴ、200 株が西田儀三郎、西Ӭ公平、大森޹次郎、

横山๕松、中ٶໜ吉、中࢘文次郎、100 株がक岡多一郎と松岡

஧良だった。

　1915（大正 4）年 9 月 18 日に第 1 回෷いࠐみ、ཌ 16 年 1

月 31 日に第 2回෷いࠐみが完了し、෷いࠐみ済資本金は 10万

円となった。これを加भ銀行の当࠲༬金へ入金した。

メーンバンクに加州銀行

加भ銀行とは1916（大正 5）年 8月 2日に当ି࠲越צ定を開

始した。同行が加賀製紙のメーンバンクとなったのである。当初

は俊二郎と徳太郎が連ଳ保証人であったが、17年以降は削আした。

　創業に向けての準備は、横山俊二郎の「全ݖ委任」の下で、徳

太郎と西田が中心となり、実務面は技師長の長崎と同じころ博多

製紙から技手として入社したѴ出市、そして書記の白ඌが急ϐッ

チで進めた。

　1915 年 10 月 8日に、製紙乾燥用ローラー機などを 6
595 円

12 મで平ඌ鉄工所へ発注した。同月 29 日には注文した抄紙機

の検査と機材の買い付けのために、長崎が東京や大阪へෝ
ㆈ㇂㇀

いた。

同じ日、原料輸ૹ室や事務所付ଐ૔ݿ、木工および鉄工室などの

新築を合わせて 1
650 円、11 月 9日にৠ解室やボイラー室、഑

事業継承後の 1911（明࣏ 44）年 10月に森八合名会社として資

本金 5
000 円で法人化した。自ら代表社員として商品ྗやブラ

ンドྗの向上と東京支店の開設（1916 年）など事業の֦大を主

導した。1911 年に金沢市՛子業組合長となり、石川県՛子業組

合連合会長も務めた。17年には金沢商業会議所議員、29年にৗ

議員となった。石川県多ֹೲ税者だった。金߶商会取締役や金沢

市議会議員も歴任した。

　監査役の横山๕松は、ོ興の 3உとして 1882（明࣏ 15）年

2月に生まれ、1909（明࣏ 42）年に東京帝国大学（ݱ・東京大学）

工学部電気科をଔ業した。横山߭業部の事業にࢀ画するとともに、

北陸ڞ同電気代表取締役や温泉電يઐ務取締役、金石電気鉄道や

上ւ電気公࢘、北日本଱
㆟ㆂ

火
ㆉ

࿃
㇌㇓

נ
ㆋ

の取締役などを歴任し、1921（大

正 10）年から 33年まで金沢商業会議所ৗ議員を務めた。

　同じく松岡஧良は、1887（明࣏ 20）年 1月に和吉の長உと

して生まれ、1910（明࣏ 43）年に東京高等商業学校（ݱ・一橋

大学）をଔ業した。金沢ถࠄ取引所理事で同所第 3Ґの大株主

でもあり、加भ銀行監査役も務めた。松岡農Ԃの経営にもܞわっ

た。1925（大正 14）年から 29年まで金沢商業会議所議員を務

めた。

　同じく中࢘文次郎は、1869（明࣏ 2）年 11 月に高知県でצ

作の次உとして生まれた。93 年和෹法཯学校（ݱ・法政大学）

をଔ業、日本銀行へ入行して大阪支店国܎࠴主੮などを務めた。

加भ銀行の経営ݖを有していた横山家から実務୲当者の೿ݣを要

੥された元日銀金沢支店長の大三ྠಸ良太郎のਪનをडけて、加

भ銀行ઐ務取締役に転じた。同行の経営近代化をਪ進し、1917（大

正 6）年の加賀実業銀行の合併や 18年に撤退したߵ஑銀行金沢

支店の業務継承、20年の新社屋の建設や෢生支店の新設などを

手がけた。加能銀行ઐ務取締役や合資会社௡഼銀行業務୲当社員、

金沢૔ݿ運輸社長、金沢๰績監査役なども務めた。

ौ୔ӫҰ
ນ຤͔らେਖ਼に͔けての

࣮業Ո。ୈ一ཱۜࠃ行や

౦݊ূژऔҾॴなどଟछ

ଟ༷なا業のઃཱや経営

にܞり、「೔ຊࢿຊओٛの

෕」ともいΘれた
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ौ୔ӫҰ
ນ຤͔らେਖ਼に͔けての
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౦݊ূژऔҾॴなどଟछ
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　原料である稲わ

らの調ୡは 1916 年

4 月 29 日の取締役

会で、10 貫目にͭ

き 15 મ以内で買い

入れ、50 万貫目以

上のஷ蔵は社長に

一任することを決

定した。5月 6日に

45 万貫目、8月 10

日に 15 万貫目を、

10 貫目にͭき 13

મ 5 ྚで山田定吉

とܖ約した。

　1916 年 7月 21 日の取締役会に長崎技師長が作成した生産計

画書が提出された。新൑をඪ準として、1カ月に 200 トン製造

するとして、1トン当たりのコストを34円99મ7ྚと積ࢉした。

༧定通りの機械の調੔とՔ動、そして生産਺量の増加でさらにコ

ストを削減できると自信を示している。市場価格は 54円 50 મ

だった。この件は社

長一任となったが、

事実上承認され、長

崎の下で۩体的な準

備が進められていっ

た。

8月 19日に
試運転開始

　1916 年 7 月まで

に工場の建設工事お

よび円網抄紙機（ヤ

合室などの新築を 3
745 円 80 મで金石町（ݱ・金沢市金石）の

௰鉄次郎とܖ約した。この日に抄紙室の建設を 2
475 円で௽୩

小太郎とܖ約している。12月 27日にプレスロール 12品を平ඌ

鉄工所へ発注した。

北陸線から専用側線

　北陸線野ʑ市Ӻ（ݱ・西金沢Ӻ）構内の線࿏使用にͭいては

1915（大正 4）年 10月 24 日に鉄道Ӄ中部؅理局から認可をड

けた。12 月にはઐ用側線

の建設が認められ、ཌ年 1

月 14 日の取締役会で 743

円 63 મの༧ࢉで建設にண

手することを決定した。金

沢製紙と同様に関西方面へ

の出荷を販売の中֩にҐ置

ͮけ、物流体制の੔備を主

体的にਪ進していった。

　1915 年 12 月 29 日 に

三相ަ流式 150 അྗ電動機を 2
350 円で京都のԞ村電機商会へ

発注した。ཌ年 3月 24日に金沢電気נ
㇭

ࢩ
ㇻ

と電ྗ売買ܖ約を締結

している。当時の抄紙機の動ྗ源は石炭をข
㆟

くৠ気機関が一ൠ的

であり、電動機の使用は 1908（明࣏ 41）年の北越製紙長岡工

場がઌ駆けだったが、普及は஗れていた。電動機の導入は抄紙機

運転のޮ率アップに有用であり、画期的な意ࢥ決定であったと評

価できる。

　一方で、加賀製紙の役員や株主が金沢電気ࢩנの経営にかか

わっており、当社が大٬ސޱとなることは金沢電気ࢩנの経営に

も有ӹだった。乾燥にඞ要なৠ気の発生には石炭動ྗを使用する

ことにし、1916（大正 5）年 2月に北ւ道のۭ知のค炭 800 ト

ンを神保八十吉と買約した。4月 13日には 6月からཌ年 5月ま

で使用するۭ知炭 3
000 トンを三Ҫ物産とܖ約した。

؏
ई؏๏の重͞の୯Ґ。1؏

は��75ΩϩάϥϜ

େਖ਼࣌୅ॳظͷ๺཮ઢ

ΘΕͨʹত࿨࢖ʹ༺ͷൃੜؾ৔ෑ஍಺ʹੵ·Εͨੴ୸ɻओʹৠ޻ 20年୅ࡱӨ

1916ʢେਖ਼ 5ʣ年ӡస։࢝ͷ1߸ػɻ1998ʢฏ੒ 10ʣ年ͷӡసఀࢭ·Ͱ81
年ؒɺ౰ࣾͷ԰୆ࠎΛͨ͑ࢧ ʹত࿨ 20年୅ࡱӨ

૬ަྲྀࡾ
ిྲྀ·たはిѹのҐ૬を

౷の୯ܥ�いにͣらしたޓ

૬を組Έ合Θͤた交ྲྀ。

ੈքで࠷もීٴしたૹి

ํ๏で、େܕのి動ػに

いている޲
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　加賀製紙はࢍ同することとし、11 月 20 日にಸ良市で開かれ

た第 1回会合に西田取締役が出੮した。関西板紙連合会はຖ月 1

回開催し、主に価格調੔を行うことになった。ཌ 12月 12 日の

会合には西田取締役が出੮し、1トン当たり 6円஋上げすること

を決議した。これとともに東京方面で価格が高ಅしていることも

含めて、当社は中Ҫ商店とަবした結Ռ、1917（大正 6）年 1

月の出荷分 200 トンのうち、東京方面へ 100 トン、1トン当た

り 72 円 50 મ、関西方面へは 100 トン、1トン当たり 67 円で

販売することを決定した。

東京市場にも製品出荷

　ここで留意す΂きなのは、この時点で加賀製紙の製品が東京市

場へも供給されていたことである。中Ҫ商店のྗڠを得たうえで、

販࿏の֦大が実ݱしたのである。

　関西板紙連合会は、1917 年 1 月 12 日に 1トン当たり 5円、

2月 12日にはさらに 1トン当たり 5円の஋上げを決議した。原

材料価格の高ಅを背景に、メーカー側は強気な࢟੎をとった。一

方で、あえて価格を据え置き、販売の֦大を図るメーカーも出始

めた。当社は中Ҫ商店とަবを行い、1月の஋上げは了承され、

2月の஋上げ෯は 4円 50મに圧ॖした。

　その後、大٬ސޱである紙വ同業組合が度
㆟ㆳ

重なる஋上げに൓対

の੠を上げたため、中Ҫ商店は஋下げを要ٻした。ંিを繰りฦ

した຤に、4月出荷分は東京向けを 100 トン 72 円 50 મ、関西

向けを 100 トン 73円とすることでଥ結した。

　加賀製紙は、関西板紙連合会の決議を੣実にཤ
㇊

行
㆓ㆄ

するため、中

Ҫ商店に対して੣意をもってަবを進めた結Ռ、より有利な価格

を設定することができ、大きな成Ռを挙げたのである。

物価上昇に直面

　この時期は、第 1次世界大戦特धによるگ޷の一方で物価が

上ঢしたため、原材料や資材の調ୡにはさまざまなࠔ難に௚面し

ンキー式、網෯ 72インチ、抄෯ 54ੇ）と電動機の据え付けが

完了し、8月 19 日からࢼ運転が開始された。ૢ業は順調で、9

月 30 日までに 174 トンを製造することができた。一部の製品

は中島商店へೲ入されたが、大半は 1トン当たり 53円 50 મで

中Ҫ商店へ販売した。製造コストは当初の૝定より཈えることが

できた。

　1916（大正 5）年 9月຤の収入は 9
999 円 9મ 5ྚ、支出は

7
704 円 25 મ 1 ྚで、७利ӹが 2
294 円 84 મ 4 ྚとなった。

このうち、創立費消٫として 1
496 円 25 મを計上し、ֹ࢒の

798 円 59મ 4ྚを後期繰越金とした。

　この間、8月 28日に工場内で開業式が行われ、約 100 人がࢀ

加した。長崎技師長の提ىをडけて、白ඌ以下従業員へ工場竣成

Қ労金を支給し、労に報
㇀ㆎ

いている。

当初計画を上回る生産量

　本格的なૢ業は、1916 年 10 月 1 日から開始された。ཌ 17

年 3月຤までに 1
309�95 トンを生産し、1カ月平均では 218�3

トンとなり、当初計画を上回った。

　販売では、「資産信用がݎ実で各地に支店を有し全国紙商の中

でも੎๬ྗ量が最も大なる」（第 4回営業報告書）として、中Ҫ

商店と取引を継続し、「あえてଞ店をސみͣޓに੣実なる関܎を

保有」（同）していた。ただ、業界内部では価格ڠ定が֬立され

たため、取引条件や価格の調੔が一筋ೄではいかͣ、相ޓの関܎

はෳ雑な様相をఄした。

　期टの 10月の時点では、加賀製紙は中Ҫ商店に対して 1トン

当たり 55 円で販売することを決めていた。ཌ 11 月 10 日に西

田取締役に対して、西成製紙や岡山製紙、大阪板紙、山ཅ板紙、

ඒ作製紙、広島製紙所、ຓඌ製紙所が連名で、1916 年 5月に日

本板紙ڞ同販売所が解ࢄして以降、業界ஂ体が消໓したため、あ

らためて関西板紙連合会を創設することを提Ҋし、ࢀ画を要੥し

てきた。

ୈ �࣍ੈքେઓಛध
ୈ1࣍ੈքେઓのओઓ৔

がϤーϩοパͩったため、

に͋った೔ຊの঎඼֎ݍ

༌出が૿ٸした。工業ੜ

産が૿େし、重化ֶ工業

化のਐలにͭながった

ԁ໢ঞ紙ػ
ԁ౵ঢ়のΧΰのදにϫΠ

Ϡーをுり、ճసͤ͞る͜

とでパルプをೖれた૧͔

ら紙のݪྉをঞ͘ํ ๏。௕

໢ঞ紙ػは෯޿のϫΠ

Ϡーをϕルτঢ়にして、ͦ

の্にパルプのݪྉをྲྀ

して紙を࡞る
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798 円 59મ 4ྚを後期繰越金とした。

　この間、8月 28日に工場内で開業式が行われ、約 100 人がࢀ

加した。長崎技師長の提ىをडけて、白ඌ以下従業員へ工場竣成

Қ労金を支給し、労に報
㇀ㆎ

いている。

当初計画を上回る生産量

　本格的なૢ業は、1916 年 10 月 1 日から開始された。ཌ 17

年 3月຤までに 1
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　販売では、「資産信用がݎ実で各地に支店を有し全国紙商の中

でも੎๬ྗ量が最も大なる」（第 4回営業報告書）として、中Ҫ

商店と取引を継続し、「あえてଞ店をސみͣޓに੣実なる関܎を

保有」（同）していた。ただ、業界内部では価格ڠ定が֬立され

たため、取引条件や価格の調੔が一筋ೄではいかͣ、相ޓの関܎

はෳ雑な様相をఄした。

　期टの 10月の時点では、加賀製紙は中Ҫ商店に対して 1トン
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ඒ作製紙、広島製紙所、ຓඌ製紙所が連名で、1916 年 5月に日

本板紙ڞ同販売所が解ࢄして以降、業界ஂ体が消໓したため、あ

らためて関西板紙連合会を創設することを提Ҋし、ࢀ画を要੥し

てきた。

ୈ �࣍ੈքେઓಛध
ୈ1࣍ੈքେઓのओઓ৔

がϤーϩοパͩったため、

に͋った೔ຊの঎඼֎ݍ

༌出が૿ٸした。工業ੜ

産が૿େし、重化ֶ工業

化のਐలにͭながった

ԁ໢ঞ紙ػ
ԁ౵ঢ়のΧΰのදにϫΠ

Ϡーをுり、ճసͤ͞る͜

とでパルプをೖれた૧͔

ら紙のݪྉをঞ͘ํ ๏。௕

໢ঞ紙ػは෯޿のϫΠ

Ϡーをϕルτঢ়にして、ͦ

の্にパルプのݪྉをྲྀ

して紙を࡞る
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初配当は10％

　1917年3月຤、収入が9万4
737円40મ7ྚ、७利ӹが9
886

円 7મ 7ྚとなった。法定準備金およびผ్積立金を 1
600 円、

役員৆与金を 800 円計上するとともに、加賀製紙として初とな

る 10％の഑当を行うことができた。総ֹは 5
000 円である。後

期繰越金は 3
284 円 66 મ 6ྚを計上し、લ期の 4�1 倍となった。

　1917 年 1月 16 日、金沢市ൎ
ㆯㆾ㆏㇊㆖ㆉ

の๬月でྟ時株主総会が開催ࡔ

され、金沢製紙の所有建物の購入と同社の加भ銀行に対する࠴務

2万 6
500 円を引きडけ、ห済することを決議した。所有建物は

工場そのଞ建物 257 ௶、1
799 円と૔ݿ 1౩ 50 ௶、750 円の

合計2
549円だった。࠴務は加賀製紙の各期७利ӹが1万5
000

円以上の場合に௒過分をもってห済し、࢒༨࠴務はआ入金に計上

することとした。

　実際には、࠴務金は 1917 年 3 月期の決ࢉで支出項目に「લ

会社ଛ失ิ
ㆻ

ర
ㆦ㇓

金」として計上されている。ૢ業がي道に乗り、ক

来へのݟ通しが立ちͭͭある中で、いわば「ෛのҨ産」を一日で

もૣく処理して、ࠓ後の事業ਪ進に当たっての大きな制約条件の

解消を図ったのである。

金沢製紙の解散を決議

　これをडけて、金沢製紙は 2月 27日にྟ時株主総会を開催し

て、同社の解ࢄおよび横山俊二郎と西田をਗ਼ࢉ人とすることを決

議した。おおΉͶ 1年ఔ度でਗ਼ࢉが完了したとみられる。

眞田與之吉が入社

　1917 年 1月の取締役会で、事務長として、金沢商業会議所（ݱ・

金沢商工会議所）でट੮書記を務めていたᚸ田與೭吉を࠾用する

ことを決定した。同月 21日にண任している。

　ᚸ田は、1879（明࣏ 12）年 6月 1日に与吉、すての 4உと

して、石川県能ඒ郡安୐町（ݱ・小松市）に生まれた。95年に

た。稲わらは周ล農家の多くが

焼٫するश׳だったことに加

え、ఱީෆ順や運ൖ方法のෆ備、

人件費の高ಅなどで供給がෆ଍

し価格もͭり上がった。これに

対して、社長の横山俊二郎は周

ล関܎者とڠ議した結Ռ、石川

郡長がѺ
ㆀㆣ

ટ
㆛㇓

して各町村長で構成

する石川郡乾૲販売組合を組৫

し、組合を通じて郡内から安定

的に供給をडけることになった。1917（大正 6）年 3月 1日の

取締役会で同組合とܖ約を締結することが決定された。

　石炭は金沢を代表する石炭商でもある取締役の西田のਚྗで、

石փは日ൺ石փ店支店をհして、そのほか製紙にඞ要なໟ布など

も含めて、ඞ要量を適正な価格で入手することができた。

原料や製品倉庫を建設

　追加の設備֦ॆでは、1916（大正 5）年 10 月に野積みのま

までは෗ഊやଛ
㆝㇓

໣
㇂ㆄ

が進んでしまうため、稲わらを収める原料૔ݿ

100 ௶を༧ࢉ 1
000 円で、製品૔ݿ 80 ௶を༧ࢉ 2
000 円で建

設することを決めた。ཌ 17年 3月 1日の取締役会では、野ʑ市

Ӻ（ݱ・西金沢Ӻ）からのઐ用側線にプラットϗーム 18௶を༧

ࢉ 750 円で建設、4月 14日には抄紙機用の円筒金網機（シリン

ダーモールド）を ࢉ༧、ݸ4 4
000 円で購入することを決定した。

　注目す΂きは、長崎技師長が 1916 年 10 月に輸出向けの貼
ㆦ㇓

合
㆔ㆄ

ロール機械を付ଐ建物も含めて総༧ࢉ 8
700 円で新設すること

を取締役会に提Ҋし、了承されていることである。国産板紙の輸

出は 1900 年代から行われており、例えば北越製紙はૣくからイ

ンドなどへ輸出していた。創業௚後からւ外への販࿏֦大を志向

していたのは重要な史実である。17 年 11 月期の第 5回営業報

告書には輸出を行ったとの記ࡌがある。

՟ฎՁ஋
会ਤॻؗの「Ϧαーࠃཱࠃ

νɾφϏ」によると、1916

（େਖ਼5）年当࣌の1
���ԁ

は現在の92ສ�
���ԁ૬

当とΈられている。当࣌の

ֹۚʷ92���で͓͓よͦの

現在のՁ஋が出て る͘

ᚸాᢛ೭٢

ෑ஍಺ʹ͏ ߴͣ͘ ੵ·ΕͨҴΘΒͷࢁɻ௕͘ ͮ͘ࢴ Γͷݪྉͱͳͬ ͨ
ʹত࿨ 20年୅ࡱӨ
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家相ޓの連བྷ⑦時間ଚ重の観念―の 7点を指摘している。

　とりわけ、商人間、商人と工業家との間、工業家間で「自ݾの

商売に௚઀関܎のない商工業者との間は全然຅ަব」、「商売ҧい

だからとて知ら͵إ」、「商売ҧいの工業者の連བྷがૄ
ㆄㆨ

い」と相ޓ

連ܞのෆ十分さをݫしく൷൑した。その上で、「各業ޓ
㆟ㆋㆂ

に相د
㇈

り

相助けて活動し市੎の発展にݙߩせられんことを切๬する」と述

΂ており、まさに正
㆛ㆂ

ࠆ
㆓ㆎ

をࣹている。

　同書は金沢市域の主要商工業の動向も取り上げており、製紙業

にも紙෯をׂ
㆕

いている。その内容は次の通りで、中島徳太郎や金

沢製紙の業容の一୺をݟることができる。

　・移入ɿ和紙は能ඒ、石川、河北郡から 6万円、富山、ௗ取、

ෞ、෱Ҫ県などからذ 13 万 7
000 円、洋紙は大阪

から 23 万 2
000 円、ิॆ買いとして東京から来る

こともある。輸入紙はۃめてগない。板紙は大阪か

ら 1万 4
000 円

　・移出ɿ和紙は石川県内へ 6万円、富山県へ 5万 7
000 円、

洋紙は県内へ 5万 3
000 円、新ׁ、大阪、京都、北

ւ道、א
ㆉ㇉

太
ㆵㆨ

などへ 6万 4
000 円、金沢市産板紙は大阪、

京都、愛知、෱Ҫ、北ւ道へ 5万 5
000 円

　・紙Է商ɿઐ業で 5ないし ݢ6

　・小売商ɿ約 ۩で、中にはԷ売りを݉業するものや文๪ݢ40

を併売するものがある

　・手ܗ取引とサイトɿ洋紙は 2カ月、和紙は 1カ月Ԇ΂、Է

商から小売商へは 3カ月

ᚸ田與೭吉は、当社代表取締役ઐ務のᚸ田千ཬの૆෕に当たる。

処務規定など相次ぎ決定

　ᚸ田の入社と同時に、処務、ཱྀ費および工場規定が 1917（大

正 6）年 1月 21 日の取締役会で決定された。事務長は「社長も

しくは取締役の໋をडけॸ務会計をͭかさどる」（処務規定第 6

北ւ道へ渡ってං料商で働き、96年にڷؼした後に安୐町のն
ㆉㆂ

ધ
㆛㇓

業の和泉文平商店、安୐ધ荷໰屋合資会社を経て、98年に小

松町（ݱ・小松市）でถ୩半平が率
ㆲㆌ

いるถ୩銀行（ݱ・北國銀行

のલ身）へ入行して実務経験を積んだ。1907（明࣏ 40）年に北

陸興業の設立に伴って入社し、さらに北陸学用品合資会社でも働

き、はかりや物ࠩし、学用品の販売を手がけた。その後 1911（明

࣏ 44）年に金沢商業会議所に移り、調査業務やॸ務、会計など

の運営を୲っていた。

　ᚸ田はएいころから実業を志していた。北ւ道や地元で実地を

学び、その後は銀行や商事会社、商業会議所で研ᮏ
㆕㇓

を重Ͷ、多種

多様なビジネスの知識や経験を஝積していた。ᚸ田の有能かͭ多

さに中島徳太郎がண目し、横山俊二郎社長の長ܑである金沢商࠼

業会議所会಄のষに強くཔみ、֫得が実ݱした。

　ᚸ田が 1946（昭和 21）年に؆

қ印刷で刊行した所感雑記『一生一

業』によると、入社に当たり、俊二

郎社長は「事業は人を得たら、ઈ対

にその人に任せる方਑であるから、

加賀製紙の工場は一切長崎技師長に

任すことにして、経営は一切܅に任

せ、重役といえども๻は意ݟを言っ

ても、܅たちには௚઀ޱ出ししな

い」、徳太郎は「会社は事業本Ґで

経営して໯
㇂㇉

いたい、金໥
㇂ㆄ

けは第二ٛ

である、よく長くより多く࢓事をして存続して行ければ幸い」と

示した。྆者の経営࢟੎を垣܇
ㆉㆂ

間
ㆾ

。ることができるݟ

　ᚸ田は、1915（大正 4）年 4月に「金沢೭ݱ੎」を発表し、

金沢の産業界のݱঢ়にͭいて、東京や大阪をはじめとする 6大

都市や岡山、ઋ台、広島、静岡などの地方都市を調査、ൺֱした

うえで、分ੳを加えている。金沢の໰୊点として①社会教育②学

校教育ᶅ්人໰୊ᶆ工۩の改良ᶇ因
ㆂ㇓

循
㆘㇅㇓

ݼ）
㆓

ଉ
㆝ㆎ

）なଶ度ᶈ商工業

ᚸాᢛ೭ߦ͠ץ٢͕ ͨʰҰੜҰۀʱ
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΂ており、まさに正
㆛ㆂ

ࠆ
㆓ㆎ

をࣹている。

　同書は金沢市域の主要商工業の動向も取り上げており、製紙業

にも紙෯をׂ
㆕

いている。その内容は次の通りで、中島徳太郎や金

沢製紙の業容の一୺をݟることができる。

　・移入ɿ和紙は能ඒ、石川、河北郡から 6万円、富山、ௗ取、

ෞ、෱Ҫ県などからذ 13 万 7
000 円、洋紙は大阪

から 23 万 2
000 円、ิॆ買いとして東京から来る

こともある。輸入紙はۃめてগない。板紙は大阪か

ら 1万 4
000 円

　・移出ɿ和紙は石川県内へ 6万円、富山県へ 5万 7
000 円、

洋紙は県内へ 5万 3
000 円、新ׁ、大阪、京都、北

ւ道、א
ㆉ㇉

太
ㆵㆨ

などへ 6万 4
000 円、金沢市産板紙は大阪、

京都、愛知、෱Ҫ、北ւ道へ 5万 5
000 円

　・紙Է商ɿઐ業で 5ないし ݢ6

　・小売商ɿ約 ۩で、中にはԷ売りを݉業するものや文๪ݢ40
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　・手ܗ取引とサイトɿ洋紙は 2カ月、和紙は 1カ月Ԇ΂、Է

商から小売商へは 3カ月

ᚸ田與೭吉は、当社代表取締役ઐ務のᚸ田千ཬの૆෕に当たる。

処務規定など相次ぎ決定

　ᚸ田の入社と同時に、処務、ཱྀ費および工場規定が 1917（大

正 6）年 1月 21 日の取締役会で決定された。事務長は「社長も

しくは取締役の໋をडけॸ務会計をͭかさどる」（処務規定第 6

北ւ道へ渡ってං料商で働き、96年にڷؼした後に安୐町のն
ㆉㆂ

ધ
㆛㇓

業の和泉文平商店、安୐ધ荷໰屋合資会社を経て、98年に小

松町（ݱ・小松市）でถ୩半平が率
ㆲㆌ

いるถ୩銀行（ݱ・北國銀行

のલ身）へ入行して実務経験を積んだ。1907（明࣏ 40）年に北

陸興業の設立に伴って入社し、さらに北陸学用品合資会社でも働
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࣏ 44）年に金沢商業会議所に移り、調査業務やॸ務、会計など
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　ᚸ田はएいころから実業を志していた。北ւ道や地元で実地を

学び、その後は銀行や商事会社、商業会議所で研ᮏ
㆕㇓

を重Ͷ、多種

多様なビジネスの知識や経験を஝積していた。ᚸ田の有能かͭ多

さに中島徳太郎がண目し、横山俊二郎社長の長ܑである金沢商࠼

業会議所会಄のষに強くཔみ、֫得が実ݱした。

　ᚸ田が 1946（昭和 21）年に؆

қ印刷で刊行した所感雑記『一生一

業』によると、入社に当たり、俊二

郎社長は「事業は人を得たら、ઈ対

にその人に任せる方਑であるから、

加賀製紙の工場は一切長崎技師長に

任すことにして、経営は一切܅に任

せ、重役といえども๻は意ݟを言っ

ても、܅たちには௚઀ޱ出ししな

い」、徳太郎は「会社は事業本Ґで

経営して໯
㇂㇉

いたい、金໥
㇂ㆄ

けは第二ٛ

である、よく長くより多く࢓事をして存続して行ければ幸い」と

示した。྆者の経営࢟੎を垣܇
ㆉㆂ

間
ㆾ

。ることができるݟ

　ᚸ田は、1915（大正 4）年 4月に「金沢೭ݱ੎」を発表し、

金沢の産業界のݱঢ়にͭいて、東京や大阪をはじめとする 6大

都市や岡山、ઋ台、広島、静岡などの地方都市を調査、ൺֱした

うえで、分ੳを加えている。金沢の໰୊点として①社会教育②学

校教育ᶅ්人໰୊ᶆ工۩の改良ᶇ因
ㆂ㇓

循
㆘㇅㇓

ݼ）
㆓

ଉ
㆝ㆎ

）なଶ度ᶈ商工業

ᚸాᢛ೭ߦ͠ץ٢͕ ͨʰҰੜҰۀʱ
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加した。その経費として各回ࢀ 200 円から 400 円を会社側が支

出している。建立以来ࡏݱまでその場所は変わっていない。

　長崎技師長が作成した 1917 年 7月時点の製造収支計画では、

新൑をඪ準とし 1カ月 200 トンを抄造するとして 1トン当たり

の製造コストは 53 円 57 મ、市場価格が 73 円のため、1カ月

当たりの利ӹは 3
886 円と積ࢉされていた。

　1917 年 9月 21 日には、中島徳太郎が設計した貼
ㆦ㇓

合
㆔ㆄ

製品૔ݿ

1౩ 90 ௶を 3
600 円の༧ࢉでઐ用側線のプラットϗーム東側の

ྡ地へ新設することが決定された。

稲わらの調達先を開拓

　主要原材料である稲わらの調ୡは、石川郡乾૲販売組合とܖ約

していたが、ఱީෆ順に加え、供給਺量のෆ଍や価格の上ঢ、流

通体制のෆ۩合などでඞ要量にୡしないঢ়گにؕ
ㆈㆡㆂ

っていた。

1917年6月26日の取締役会で、組合との売買を継続する一方で、

白ඌ書記に一任してଞ地域から調ୡすることを決定した。白ඌは

富山や෱Ҫ県にෝき、主に北陸線Ԋ線の富山、越中෱岡、小松、

動
ㆂㆶ㇊

橋
ㆯ㆗

、ؙ岡、ࣣඌ線のࣣඌ、千
ㆡ

࿏
㆘

、そして城୺線Ԋ線の関܎業

者や農家との関܎の構築にਚྗし、新たな調ୡઌを֬保すること

ができた。ཌ 18年 10 月 6日の取締役会で、乾૲販売組合との

。約を解আすることとなったܖ

20％の増配を果たす

　1917 年 7月 27 日のྟ時株主総会で決ࢉ期を 5月 31日と 11

月 30 日に変更した。同年 11月期は、原材料価格の高ಅが続い

ていたが、国内ध要がԢ
ㆈㆄ

盛
㆛ㆂ

で輸出も޷調だったため、業績は引き

続き向上した。収入は 17 万 1
562 円 13 મ 7 ྚ、機械・設備・

建物などのঈ٫や金沢製紙から引きडけた建物のଛ金を支出に計

上した上で、७ӹ金は 2万 5
839 円 17 મ 3 ྚとなった。഑当

金は 1万 6
666 円 66 મ 6 ྚとなり、20％の増഑をՌたした。

後期繰越金は322円 80મ 7ྚ増えて3
607円 47મ 3ྚとなっ

条）、「社印および金ݿの࠯
㆕

ᮋ
㇄ㆎ

を保؅しຖ日諸ா฽の記ࡌ、金મの

を査Ӿす΂し」（第ࡏݱ 7条）とされ、「給࢓や使ஸの࠾用、近

ྡへの出ுの下໋、100 円ະຬの༧ࢉ外物品購入、ྟ時経費の

支෷い、ෆ用物品の処理、৬工のஷ金の取りѻい」（第 9条）も୲っ

た。技師長は「作業を統ׅし工場を੔理し技師以下を指ش監ಜす」

（工場規定第 2条）とされた。

　技術系は長崎、事務系はᚸ田に実務面での意ࢥ決定ݶݖが与え

られ、分ݖ的؅理体制となった。ᚸ田の所感雑記『一生一業』に

よると、当時にͭいて「横山社長の一元統制の下に技師長と支഑

人との間にಁ
ㆨㆄ

ప
ㆦㆤ

なるモンロー主ٛ」と表ݱし、「機械運用の؆қ

化と工場経営の୯७化は期せͣして行われ、事務の؆
ㆉ㇓

ড
㆗㇇ㆄ

は理૝

的に実行された」とৼりฦっている。

　処務規定では事務長に次͙書記が実務を୲当し、役員会などに

もࢀ加すること（第 8条）、工場規定では技師が技師長をิࠤし

て各部ॺの作業を監視、ಜ
ㆨㆎ

ྭ
㇌ㆂ

し、技師長の事ނ時は代務すること

（第 3条）、工場の内部組৫を抄紙部と機関部に分けて、抄紙部

にৠז・഑合・抄紙՝、機関部に汽
ㆌ

罐
ㆉ㇓

・原動・修સ՝を置くこと

（第 8条）などが定められた。

稲荷神社を建立

　長崎技師長をはじめ従業員の総意で、伏
ㆵ㆗

ݟ
ㆿ

稲
ㆂㆪ ㇊

荷大
㆟ㆂ

社
㆗㇃

から御
㆔

分
ㆶ㇓

ྶ
㇌ㆂ

をഈ
ㆯㆂ

ଷ
㆟ㆂ

して商売ൟ盛などを祈

願する稲
ㆂㆪ ㇊

荷大
ㆠㆂ

明
ㆿ㇇ㆄ

神
㆘㇓

社
㆗㇃

祠
㆗

を建

立することとこれへのد進が

提Ҋされた。1917（大正 6）

年 4 月 14 日の取締役会で

100 円をد付することを決

めた。8月15日に「稲荷神社」

として௟
ㆡ㇓

࠲
㆖

された。その後、

ຖ年 5月に春季、9月に秋季

例祭を開催し、役৬員全員がՃլ੡ࢴෑ஍಺ͷʮҴՙਆࣾʯ

ష߹੡඼૔ݿ
੡଄͢るҟछないしはಉ

छの紙をషり合Θͤた੡

඼をอ管͢る૔ݿ
Ϟϯϩʔओٛ

ΞϝϦΧ合ऺࠃのϞϯ

ϩーେ౷ྖがϤーϩοパ

ॾࠃにରして、ΞϝϦΧେ

཮とϤーϩοパେ཮ؒの

૬ޓෆׯ渉をఏএした͜

とが༝དྷ

ᮋ࠯
ৣとݤの と͜
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加した。その経費として各回ࢀ 200 円から 400 円を会社側が支

出している。建立以来ࡏݱまでその場所は変わっていない。

　長崎技師長が作成した 1917 年 7月時点の製造収支計画では、

新൑をඪ準とし 1カ月 200 トンを抄造するとして 1トン当たり

の製造コストは 53 円 57 મ、市場価格が 73 円のため、1カ月

当たりの利ӹは 3
886 円と積ࢉされていた。

　1917 年 9月 21 日には、中島徳太郎が設計した貼
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ྡ地へ新設することが決定された。

稲わらの調達先を開拓

　主要原材料である稲わらの調ୡは、石川郡乾૲販売組合とܖ約

していたが、ఱީෆ順に加え、供給਺量のෆ଍や価格の上ঢ、流

通体制のෆ۩合などでඞ要量にୡしないঢ়گにؕ
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っていた。

1917年6月26日の取締役会で、組合との売買を継続する一方で、

白ඌ書記に一任してଞ地域から調ୡすることを決定した。白ඌは

富山や෱Ҫ県にෝき、主に北陸線Ԋ線の富山、越中෱岡、小松、

動
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ㆡ
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、そして城୺線Ԋ線の関܎業

者や農家との関܎の構築にਚྗし、新たな調ୡઌを֬保すること

ができた。ཌ 18年 10 月 6日の取締役会で、乾૲販売組合との

。約を解আすることとなったܖ

20％の増配を果たす

　1917 年 7月 27 日のྟ時株主総会で決ࢉ期を 5月 31日と 11

月 30 日に変更した。同年 11月期は、原材料価格の高ಅが続い

ていたが、国内ध要がԢ
ㆈㆄ

盛
㆛ㆂ

で輸出も޷調だったため、業績は引き

続き向上した。収入は 17 万 1
562 円 13 મ 7 ྚ、機械・設備・

建物などのঈ٫や金沢製紙から引きडけた建物のଛ金を支出に計

上した上で、७ӹ金は 2万 5
839 円 17 મ 3 ྚとなった。഑当

金は 1万 6
666 円 66 મ 6 ྚとなり、20％の増഑をՌたした。

後期繰越金は322円 80મ 7ྚ増えて3
607円 47મ 3ྚとなっ
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ྡへの出ுの下໋、100 円ະຬの༧ࢉ外物品購入、ྟ時経費の

支෷い、ෆ用物品の処理、৬工のஷ金の取りѻい」（第 9条）も୲っ

た。技師長は「作業を統ׅし工場を੔理し技師以下を指ش監ಜす」

（工場規定第 2条）とされた。

　技術系は長崎、事務系はᚸ田に実務面での意ࢥ決定ݶݖが与え

られ、分ݖ的؅理体制となった。ᚸ田の所感雑記『一生一業』に

よると、当時にͭいて「横山社長の一元統制の下に技師長と支഑
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的に実行された」とৼりฦっている。

　処務規定では事務長に次͙書記が実務を୲当し、役員会などに

もࢀ加すること（第 8条）、工場規定では技師が技師長をิࠤし

て各部ॺの作業を監視、ಜ
ㆨㆎ
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し、技師長の事ނ時は代務すること

（第 3条）、工場の内部組৫を抄紙部と機関部に分けて、抄紙部

にৠז・഑合・抄紙՝、機関部に汽
ㆌ

罐
ㆉ㇓

・原動・修સ՝を置くこと
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された。その後、

ຖ年 5月に春季、9月に秋季
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　1908（明࣏ 41）年に北陸線が富山から׈川、ڕ௡までԆ৳さ

れ、中新川郡内の鉄道建設の機運が高まる中で、金山は郡内関܎

者と連ܞし、࠽賀౻吉率
ㆲㆌ

いる࠽賀電機商会の後押しを得て、12

年 1月に立山ܰศ鉄道を設立した。ཌ 13年に׈川―五百石間を

開通させた。14年に金山が社長に就任して、輸ૹྗの増強や利

ศੑの向上を図り、17年の立山鉄道への改শや 21年の立山（ݱ・

の富山地方鉄道立山線であࡏݱ。までのԆ৳を主導した（ࣉሿؠ

る。

　金山は中新川郡での新たな産業の育成と立山鉄道の業績の向上

を目指して、地域で๛富に入手できる稲わらを原料とする板紙の

製造、販売を構૝した。金山や立山鉄道取締役、׈川銀行監査役

の神保๕郎は計画を横山俊二郎に࣋ちかけ、支ԉを要੥した。

　金山は大۾重信から大いに信པされ、立憲改進ౘや進歩ౘ、憲

政ౘ、憲政本ౘの富山県内での有ྗ者の一人であり、બ挙活動な

どを通じ、かͶて俊二郎とަ流があった。

技術指導も引き受け

　立山製紙の設立にͭいて、俊二郎や徳太郎を中心に検౼を重Ͷ、

1918（大正 7）年 2月 1日の加賀製紙取締役会で、①無条件で

500 株引きडけ②当社の業務に支োをきたさないൣғで長崎技

師長が技術指導をはじめ新会社の業務にࢀ画ᶅ新会社とのަবは

社長に一任ᶆ新会社の要๬により代表者を೿ݣして、経営にࢀ画

するඞ要が生じた場合の人બは社長に

一任する―ことを決定した。

横山が立山製紙相談役に

　1918年4月26日、資本金37万5
000

円で立山製紙が設立され、金山が社長݉

ઐ務取締役に就任した。加賀製紙は

500 株を所有して、大૔文二が率いる

大૔洋紙店（ݱ・新生紙パルプ商事）と

た。

　この間の生産量、価格および稲わらの使用量などは付表 2の

通りである。

立山製紙の設立に協力

　この時期の特筆す΂き点は、富山県中新川郡五百石町（ݱ・立

山町）で地元有ྗ者の金山従ֵを中心として計画された立山製紙

株式会社の設立と同社創業期の経営に当社が全面的にྗڠしたこ

とである。

　金山は 1864（元࣏元）年 11 月 27 日に越中国新川郡ٶ࿏ؠ

ሿ村で半࣏の長உとして生まれた。高岡の育英小学校ଔ業後、金

沢ࡏ住のイΪリス人ウィルキンソンやਗ਼
㆗㇓

国
㆓ㆎ

公使ਵ
㆚ㆂ

員
ㆂ㇓

の༲कܟのも

とで洋学や׽学を学んだ。1889（明࣏ 22）年に中新川郡布૔村

（94年に立山村と改শ）初代村長に就任して、ࡂ害復興や২林、

࣏水事業をਪ進し、「༏良村長」と

して、たびたび表জをडけた。96

年に中新川郡議会および富山県議会

の議員に就き、98 年には衆議Ӄ議

員に当બした。1910 年に富山新報

社社長に就任し、最新Ӷの印刷機を

導入するなど経営の近代化を主導し

た。富山県農工銀行取締役なども歴

任した。෋ݝࢁ౦෦ॳͷຽӦమಓͱ͠ ͯ։͠ۀ ศమಓܰࢁཱͨ

େ۾ॏ৴
໌࣏ҡ新ࢀ、ޙ議݉େଂ

務େਉ、ट૬などを֎、ڢ

ྺ任。ૣ Ҵాେֶの૑業

者で、ॳ୅総௕

ࢴ੡ࢁཱ Β͔ԣࢁढ़ೋ࿠͋ͯ ͷ૬ஊ໾ҕ৤ঢ়

ֵैࢁۚ

෇表2　ʮੴ઒ݝ౷ܭॻʯͷσʔλʹΑΔ1916ʙ1918年ʹ͓͚Δੜ࢈ঢ়گͷਪҠ
൘紙ੜ࢈量
（ϙンυ）

൘紙ੜֹ࢈
（ԁ）

ҴΘΒ࢖༻量
（؏） ৬޻ਓ਺

1916年 5
824
000 163
000 1
500
000 45
1917年 5
376
000 240
000 1
300
000 50
1918年 7
614
000 500
700 1
800
000 35

ग़యɿʮੴ઒ݝ౷ܭॻʯ֤年൛ΑΓ࡞成ɻ
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96 年に第 3回高等文ࢼ׭験に合格してచ
ㆦㆂ

信
㆗㇓

ল
㆗㇇ㆄ

（後に༣政ল、ݱ・

総務ল）に入り通信局へ഑ଐされた。愛知、ҵ城、ಢ木、新ׁ県

事務׭を経て、1912 年から 16 年にかけて第 14 代愛ඤ県知事

を務めた。正五Ґ・܄四等にঀ
㆘㇇

せられた。退׭後は金沢電気ࢩנ

ઐ務取締役などを務めていた。

　しかし、深町は就任後の 9月 25 日に急
ㆌ㇅ㆄ

੦
㆛ㆂ

し、それ以降、監

査役は 1名欠員が続いた。ཌ 1919（大正 8）年 12 月 21 日の

第 9回定時株主総会で長崎がબ任された。技師長は引き続き݉

務した。長崎は加賀製紙として初、当時では།一のৗۈ役員とし

て、名実ともに経営にࢀ画することになった。同時に、ᚸ田が支

഑人に就任しており、྆者の৬੹はより重くなった。

横山家の持ち株に変化

　1918（大正 7）年 5月期に、株主構成が大きく変化した。横

山ོ俊とষの࣋ち株が各 800 株から 500 株に減った。ོ俊はষ

の฼、ଞᤈ子の実家である中泉ط明と三郎に各 100 株、横山家

旧臣でඌ小屋߭山߭山長を務め、文߽徳田秋੠のܑである正田順

太郎とࠓ村次ࣣへ各 50 株、ষは深町監査役へ 100 株、中泉家

と਌せきの水野ٛ一や੺૔吉三郎、長崎技師長そしてᚸ田事務長

へ各 50株をৡ渡した。当期の株主਺は 22人に増えた。

　中島徳太郎は 1916（大正 5）年 7月 31日にཆ
㇈ㆄ

࢚
㆗

子
㆗

の與四郎、

後の 3代目徳太郎へ 100 株をৡ渡している。また、與四郎は 18

年 3月に松岡஧良から 100 株のৡ渡をडけ、合計 200 株の所有

となった。

従業員の貯金を奨励

　1918 年 6月 13 日の取締役会で、従業員のஷ金を঑ྭするこ

とを決定した。従業員は期຤に特ผ৆与金が支෷われた場合、こ

のうち 100 円を会社へஷ金し、会社は༬金高に対して഑当と同

率の利子を支෷うこととし、いわば「財ܗஷ஝」をଅすものであっ

た。

ともに筆಄株主となった。俊二郎は相ஊ役を委
ㆂ

৤
㆗㇇ㆎ

された。立山

製紙は杉浦鉄工所製の円網 42インチ抄紙機を設置し、ཌ 19（大

正 8）年 2月にૢ業を開始した。

　加賀製紙としては販売面や原料調ୡ面で大きなライバルの出ݱ

となったものの、金山の地域産業の活ੑ化にد与したいとの熱意

にڞ感し、技術面や資金面を中心に最大ݶの支ԉを੯
ㆈ

しまなかっ

た。加賀製紙、立山製紙྆社は板紙業界で独自のҐ置を઎めるこ

とになったのである。

普通8％、特別62％を配当

　1918（大正 7）年 5月期は、国内ध要や輸出が޷調にਪ移した。

第 6回営業報告書には、「歩一歩ݎ実なる歩調をもって、ますま

すོ盛の域に進んだ」と記されている。収入はલ年 3月期の 2�4

倍に当たる22万7
559円91મ6ྚ、७利ӹは6�9倍の6万7
745

円 82 મ 8ྚとなった。当社設立以来初となるผ్積立金を 2万

円、৬員৬工৆与金を 5
980 円計上した。഑当金は 3万 5
000

円だった。഑当率は普通഑当が 8％、特ผ഑当が 62％と合計

70％にୡした。

　同年11月期は、国内ध要がさらにԢ盛となり、輸出向けを削り、

内धへৼり向けるほどであった。原材料価格の高ಅも進み、生産

コストは創業時にൺ΂て਺倍に๲
ㆵㆎ

れ上がったものの、業績は順調

であった。収入はલ年同期の 1�9 倍の 31万 7
948 円、७利ӹは

4倍の 10 万 2
262 円 56 મ 9ྚとなった。഑当金は 6万 5
000

円を計上し、഑当率は普通഑当が 10％、特ผ഑当が 120％と実

に 130％を記録した。

　1918 年 3 月 4 日に、松岡஧良監査役が退任した。同年 6月

28 日の第 6回定時株主総会でิ欠બ挙を行い、深町࿉太郎が当

બ、બ任された。

　深町は 1871（明࣏ 4）年 1月 27 日に鉄五郎の長உとして生

まれた。旧制第四高等中学校（後の旧制第四高等学校）をट੮で

ଔ業し、帝国大学法科大学（ݱ・東京大学法学部）へ進んだ。

ஷ஝ܗࡒ
੒ஷ஝੍౓ܗ産ࡒ労者ۈ

の略。ۈ労者のࢿ産ͮ り͘

のԉॿが໨తਂொ࿉ଠ࿠
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　1918（大正 7）年 10 月 6 日の取締役会で、金沢商業会議所

会಄の横山ষの࠙੥をडけて、同会議所の新ிࣷ建設に 200 円

をد付することを決めた。同会議所の役員であった俊二郎と田क、

中ٶは 500 円、徳太郎もݸ人として 500 円のد付を行った。12

月 23 日の取締役会では、利ӹのؐ元を行うため、公ڞの事業に

対する 1万円のد付を決定した。
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　1920（大正 9）年に金沢商業会議所（ݱ・金沢商工会議所）

が発行した「かなざは」で、加賀製紙のگݱの঺հがあり、その

成長とݎ実な࢟੎を高く評価している。

　工場設備の੔಴
ㆨ㇓

、؅理の周౸、得

てࠑ
㆓㇌

をଞにٻΉ΂からͣ、ሧ
ㆼㆄ

大なる

石川平野の中心地にҐし、ଖ
㆝

の原料

࿴
㇏㇉

は百有༨のंഅによりຖ日運ばれ

て年中ਚくるなし、ஷ蔵࿴
㇏㇉

の工場周

ғを៴
㇁㆏

らして山をなす一の૖
㆝ㆄ

観
ㆉ㇓

た

り。ଖの製する板紙は、Ԥभ戦ཚ以

来金ଐ製品の代用となりてӹ
ㆾ㆙

ʑ
ㆾ㆙

ध用

をىשす、同社ࠓや基ૅ༈
ㆂ㇈

ʑ
ㆂ㇈

᯸
ㆌ㇇ㆄ

ݻ
㆓

、

営業ຠ
ㆾ㆟

日にོ
㆕ㆉ

んなり。

　100 年近くもલの文ষのため、読みͮらいが、ݱ代෩に௚すと、

以下のようになる。

　工場設備の੔಴や؅理はすみͣみまで行きಧいている。広大

な石川平野の中心にҐ置し、原料のわらはຖ日、100 を௒す

ंഅで運ばれ、年中、్切れることはない。ஷ蔵されたわらは

工場の周りをғって山のようであり、૖観なோめである。製造

する板紙は、第 1次世界大戦以来、金ଐ製品の代用となって

おり、ध用は増加の一్をたどっている。加賀製紙の基ૅは強

第̏章
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は 2万円で、഑当率は普通഑当が 10％、特ผ഑当が 30％だった。

旧金沢高等工業学校に寄付

　この間、石川県知事からの要੥をडけて、

新設される金沢高等工業学校（ݱ・金沢大

学工学部）の機械設備購入費の一部として

1 万円をد付することが 1919（大正 8）

年 12 月 21 日の第 9回定時株主総会で決

議された。

　1920（大正 9）年 5月期は、収入がલ

年同期ൺ 4�1％減の 30 万 1
480 円 23 મ

6 ྚ、७利ӹは 48�5％増の 5 万 4
401 円

23 મ 6ྚと減収増ӹとなった。഑当は 3万円で、഑当率は普通

഑当が 10％、特ผ഑当は増഑されて 50％だった。後期繰越金は

1万 650 円 37 મ 6 ྚを計上し、લ期より 7
200 円 23 મ 6 ྚ

を積み増しした。

　1920 年 3月に株式をはじめ商品価格が大きく下落し、景気の

ѱ化局面に入った。板紙もध要が๡
ㆨㆼ

しくなり、市価は大෯に落ち

。を๊えることになったݿࡏみ、各社とも大量のࠐ

需給調整で1カ月休止

　日本板紙同業会は、1920 年 5月以降、ध給調੔のために国内

向けの製造を一時ٳ止する方਑をݻめ、同年 6月 16日に各社が

1カ月間ٳ止することを決定した。これにઌ立って、加賀製紙は

6月 7日の取締役会で 1カ月ٳ止することを決め、同月 20日か

ら抄紙機の運転を止めた。この取締役会では、ٳ止期間中に製品

貼
ㆦ㇓

合
㆔ㆄ

設備の֦ॆと諸機械の修સを行うことを決めている。再開後

の生産ޮ率の向上を目指したのである。

　1920 年 7 月 27 日に、輸出向けの製品から運転を再開し、9

月には国内向けの製造も始めた。同年 11月期は、収入はલ年同

期ൺ27�9％減の14万9
755円15મ、७利ӹは73�6％減の6
067

。で、営業も日ʑに盛んであるݻ

市況が大きく下落

　その一方で、製紙業界は 1919（大正 8）年以降、第 1次世界

大戦のऴ結で国内ध要とւ外輸出は௿調となった。さらに、ষ຤

の付表 3に示したように、新会社の設立やط存会社の新増設が

相次いだため、供給過多となり、ཚ売に౿み切る会社が後をઈた

ͣ、市گは大きく下落した。同年 4月に開催された日本板紙連

合会で、1カ月間のૢ業停止による生産調੔を図ろうとしたが、

岡山製紙の൓対で成立しなかった。市価は年初に 1トン当たり

200 円લ後だったのが 7月には 95円にまで落ちࠐんだ。

　この年 3月 11 日、日本板紙連合会関西分会が開催され、4月

から 1カ月間、抄紙機械の運転をٳ止することを決めた。加賀

製紙は 3月 18日の取締役会で加ໍ社全
㆙ㆹ

てが同意すれば運ٳする

ことを決めた。しかし、લ述のとおり実行されなかった。

　1919 年 5 月期は、「ऴ始一貫製品のਫ਼બを౒め幸いに市場の

信用を博してৗに販売市場に༏秀の地歩を઎め」（第 8回営業報

告書）、収入はલ年同期ൺ 1�4 倍の 31 万 4
526 円 2 મとなった

ものの、७利ӹは64％減の3万6
636円79મ7ྚにとどまった。

഑当金は 1万 5
000 円で、഑当率は普通഑当が 10％、特ผ഑当

は 20％に減഑された。

市価が生産原価を下回る

　1919 年後半以降は、各社が自主的に減産ないしٳ業したため、

8月には 1トン当たり 115 円まで回復した。しかし、ध要の௿

໎と諸物価の高ಅが続いていた。同年 11月期の営業報告書によ

ると、「਱に市価は生産原価をજるࢂ
㆕㇓

ጴ
㆟㇓

たるありさま」で「ۤ心

経営のうち」にあり、生産コストの削減とともに「当社製品はސ

٬の信用変わることなきと各販売店の౒ྗ」が図られたが、業績

のѱ化が続き、収入はલ年同期ൺ35％減の20万 6
847円 27મ、

७利ӹは 77�5％減の 2万 2
965 円 44 મ 9 ྚとなった。഑当金

ۚ୔ߴ౳ߍֶۀ޻΁ͷد෇ʹର͠ ۚഋ͕ଃΒΕͨ
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　徳太郎は北陸地方

ਵ一の紙Է商中島商

店のオーナーとして

成長をՌたし、加賀製

紙の事業計画の策定

や経営にԢ
ㆈㆄ

盛
㆛ㆂ

かͭ主

体的にリーダーシッ

プを発شし、事業基൫

の֬立に大きくݙߩ

した。

朝鮮、樺太でも活動

　また、朝鮮半島の全ཏ北道金堤郡金堤面で農場経営を行った石

川県農業（1907 年設立）やא
ㆉ㇉

太
ㆵㆨ

の๛原郡๛原町で૔ݿ経営を展

開したא太૔1911）ݿ 年設立）の運営を主導した。日本硬質ಃ

など（北國銀行・ݱ）ถ୩銀行、يや温泉電（ニッコー・ݱ）ث

の経営にも関与し、1911（明࣏ 44）年から 17（大正 6）年ま

で金沢商業会議所ৗ議員を務めるなど金沢を代表する企業家の一

人だった。金沢市議会議員などの公৬も歴任している。

　北國新聞は 18日付༦刊 1面にᨁ
ㆵ

報
ㆻㆄ

をࡌܝし、企業家としての

活動を評価するとともに、「ৗに公ڞのҝに౤資をჼ
ㆈ㆗

まͣ、各方

面にٛ
ㆍ

፷
ㆆ㇓

付せしものຕ挙にᬀد
ㆂㆨㆾ

あらͣ、࣊善事業に就
ㆤㆂ

てもৗに喜

ࣺせし処
ㆨ㆓㇍

多く、当世ك
ㆾ㇌

にݟるಞ
ㆨㆎ

志
㆗

家
ㆉ

」と社会ݙߩをたたえた。

葬儀に市内外から800人参列

　૴儀は 20日に金沢市横安ߐ町の真फ大୩೿金沢ผӃ（東ผӃ）

で挙行され、会૴者は市内外から約 800 人にୡした。北國新聞

は 22日付朝刊にその模様を詳ࡉに報じた。

　また、北國新聞はલ日の 19日付朝刊に「成功者たりし　中島

徳太郎ࢯの事ڞ　実業界の大ଛ失」と୊する追
ㆤㆂ

ౣ
ㆨㆄ

記事をࡌܝした。

地域における存ࡏの大きさを示すものである。その全文を以下に

円 34 મとなり、ਏ
ㆉ㇍

うじて 12�5％の഑当を行った。この年の 9

月に第 3回の෷いࠐみが完了し、෷ࠐ資本金は 15万円となった。

需要低迷と市価下落続く

　その後もध要の௿໎と市価の下落が続き、業績はೈ調にਪ移し

た。1921（大正 10）年 5月期は、収入がલ年同期ൺ 38�8％減

の 18万 4
495 円 43મ、७利ӹが54％減の 2万 4
988 円 12મ、

഑当金 1万 5
000 円で 20％഑当だった。同年 11 月期は収入が

લ年同期ൺで 8�8％減の 13 万 6
488 円 15 મ、७利ӹは 72�7％

増の 1万 480円 69મと減収増ӹとなった。഑当金総ֹは7
500

円で 10％഑当だった。ཌ 22（大正 11）年 5月期は収入がલ年

同期ൺ 2�8％増の 18万 9
606 円 66 મ、७利ӹが 14％減の 2万

1
481 円 32 મ、഑当金は 1万 5
000 円で 20％へ復഑された。

創業以来のスタンスを堅持

　経営環境はݫしいঢ়گが続いていたが、1921 年 11 月期の第

13回営業報告書には次の通りの記述がある。要約すると、「ྫྷ静

に市場の大੎を࡯して製品の信用維࣋にྗを注͗、ݡ明なるध要

家の鑑識を信じて、ڠ定規格をഁってまでෆ条理な購買心を༠発

するようなۤ策をあえてせͣ、஧実にその৬分をकり安心して業

務を਱行」などとし、٬ސから信པされる製品の生産と適正価格

での販売という加賀製紙創業以来のスタンスを࣋ݎした。

中島商店2代目、中島徳太郎が死去

　1922 年下半期以降、経営ਞや株主構成が大きく変化する。加

賀製紙の歴史で初となる一大転機をܴえた。

　1922 年 8月 18 日に中島商店 2代目、中島徳太郎取締役が死

去した。56 年の生֔であった。徳太郎はલ年の 21 年に体調を

่して自୐や各地での転地ྍཆを行った。22年に入ると݈߁を

回復して自୐で各社の執務にあたり、新事業の計画立Ҋなどにも

手を付けたが、急に体調がѱ化し、ༀ
㇄ㆎ

石
㆛ㆌ

ޮ
㆓ㆄ

なく死去した。
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は 22日付朝刊にその模様を詳ࡉに報じた。

　また、北國新聞はલ日の 19日付朝刊に「成功者たりし　中島

徳太郎ࢯの事ڞ　実業界の大ଛ失」と୊する追
ㆤㆂ

ౣ
ㆨㆄ

記事をࡌܝした。

地域における存ࡏの大きさを示すものである。その全文を以下に

円 34 મとなり、ਏ
ㆉ㇍

うじて 12�5％の഑当を行った。この年の 9

月に第 3回の෷いࠐみが完了し、෷ࠐ資本金は 15万円となった。

需要低迷と市価下落続く

　その後もध要の௿໎と市価の下落が続き、業績はೈ調にਪ移し

た。1921（大正 10）年 5月期は、収入がલ年同期ൺ 38�8％減

の 18万 4
495 円 43મ、७利ӹが54％減の 2万 4
988 円 12મ、

഑当金 1万 5
000 円で 20％഑当だった。同年 11 月期は収入が

લ年同期ൺで 8�8％減の 13 万 6
488 円 15 મ、७利ӹは 72�7％

増の 1万 480円 69મと減収増ӹとなった。഑当金総ֹは7
500

円で 10％഑当だった。ཌ 22（大正 11）年 5月期は収入がલ年

同期ൺ 2�8％増の 18万 9
606 円 66 મ、७利ӹが 14％減の 2万

1
481 円 32 મ、഑当金は 1万 5
000 円で 20％へ復഑された。
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家の鑑識を信じて、ڠ定規格をഁってまでෆ条理な購買心を༠発

するようなۤ策をあえてせͣ、஧実にその৬分をकり安心して業

務を਱行」などとし、٬ސから信པされる製品の生産と適正価格

での販売という加賀製紙創業以来のスタンスを࣋ݎした。

中島商店2代目、中島徳太郎が死去

　1922 年下半期以降、経営ਞや株主構成が大きく変化する。加

賀製紙の歴史で初となる一大転機をܴえた。

　1922 年 8月 18 日に中島商店 2代目、中島徳太郎取締役が死

去した。56 年の生֔であった。徳太郎はલ年の 21 年に体調を

่して自୐や各地での転地ྍཆを行った。22年に入ると݈߁を

回復して自୐で各社の執務にあたり、新事業の計画立Ҋなどにも

手を付けたが、急に体調がѱ化し、ༀ
㇄ㆎ

石
㆛ㆌ

ޮ
㆓ㆄ

なく死去した。
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らͣલ్手࿹に଴ͭ者多かりしに突೗ᨁ
ㆵ

音
ㆂ㇓

を伝へ

たのはࢩ
㆗

界
ㆉㆂ

のҝに一大ଛ害であͭた（一記者）。

座像を制作へ

　生લの 1918（大正 7）年 10 月 6 日の取締役会

および 12 月 23 日の第 7回定時株主総会で、徳太

郎の創業以来の功績を記念するために࠲像を制作す

ることを決議し、ඞ要経費として 3
000 円が計上

された。徳太郎の存໋中には実ݱされなかったが、

1924（大正 13）年 11月に、横山ོ俊ら 336 人に

よりલ田௚行ᝰ
ㆦ㇓

ֹ、੺Ҫ௚޷ક
㆛㇓

文、岡本༐書の碑文

をもって「中島܅碑」として建立された。第 2次

世界大戦中、金ଐ回収で供出された。金沢市十間町

のఛ୐内にݱ存する像は 1951（昭和 26）年に再建されたもの

である。

與四郎が3代目「徳太郎」襲名

　徳太郎の死後に家
ㆉ

ಜ
ㆨㆎ

を相続して、1922（大正 11）年 9月 18

日に 3代目「徳太郎」を襲名したのが與四郎である。與四郎は

1881（明࣏ 14）年 1月 2日に金沢市小立野上野町の長生Յӈ

Ӵ໳の次உとして生まれた。ՅӈӴ໳の長ঁが 2代目徳太郎の

のしげである。與四郎は長町高等小学校をଔ業した。ӬҪ༄太࠺

郎やി山一ਗ਼が同ڃ生である。

　1896（明࣏ 29）年 1月 7日に徳太郎のཆ࢚子となった。與

四郎はগ年時代からᡏ
㆝ㆄ

明
㇁ㆂ

でかͭ೼気があり、徳太郎の指導のもと

で能ྗを஝積し人格をຏき、ன໷を໰わͣษ強と研
㆐㇓

ᮏ
㆕㇓

をଵらͣ、

その࠽能ないし商࠽を大いに発شして、家業の発展にݙߩした。

　これとともに、金沢商業会議所が実施した北ւ道の商گ調査に

画し、1920（大正ࢀ 9）年には物価調査を委৤されている。

1917 年に資本金 10万円で設立された帝国Ԗ筆の取締役に田क

太ฌӴとともに名を連Ͷている。

引用しておきたい。

　一代の成功者たりし中島徳太郎ࢯは

石川郡北広岡村広村次郎ฌӴの四உと

してܚԠ二年正月を以て生れた˚ྸ
ㆨ㆗

十四にして中島家のཆ子となりཆ෕の

信用を得て二年の後௚にଖ家ಜを相続

した˚༧
ㆉㆭ

て自信ྗに富んだ徳太郎ࢯは

ちてᱞى際実業界にࠑ
ㆌ

଍
㆝ㆎ

を৳さんとし

ଖ第一ஶ
ㆡ㇃ㆎ

手
㆗㇅

として越લ越中方面の取引

を開始せんとしたが容қに目的をୡす

ることが出来なかͭた˚殊
㆓ㆨ

にࠑ時લ後

ざる経済界の恐慌に際会したので一ݟ

層ࠔ難を感じたがฃಆ౒ྗの結Ռ਱に

北陸地方の大半を自ݾの੎ྗൣғにؼ

せしめ更に進んで全国各地に取引を֦ுし日࿐戦後א太、朝鮮、

ຬऱ等にᱞ
ㆌ

଍
㆝ㆎ

を৳ばし೓三年三
ㆿㆤ

ᑖ
ㆾ㆟

紙流行の਼੎をݟるや率ઌし

て೭が取引を開始した೓五年લ後より製紙に種ʑのࠞ合原料を

用ゆることとなり本県産のᑻ
ㆡ㇇ㆄ

ൽ
ㆲ

は઴次ध用を減ͣるにͭࢸた

からذෞ地方に新販࿏をٻめて一大活躍をࢼみた結Ռࠓや県下

産ֹの過半は൴地に輸出するにͭࢸた˚日࿐戦役の記念事業と

して石川県農業会社の創立せらるるや中島ࢯはଖ大株主となり

相ஊ役にਪબせられ後自ら社長となͭて一意ઐ心事業の発展に

౒めた結Ռࠓݱの盛運をݟるにͭࢸた˚四十四年א
ㆉ㇉

太
ㆵㆨ

実業家の

࠙੥を容れて๛原町א太૔ݿ会社を設立し൴の地の実業発展に

資した功績は最もݦஶたるものだ˚ଖଞ温泉電ي、硬質ಃث、

加賀製紙、ถ୩銀行等に重役たりしが製紙会社はଖ功績をশへ

てಔ像を建設し以て೭を表জした˚公৬としては市会及び商業

会議所議員の外୐地価修正委員、ڞ進会等の৹査委員に挙げら

れしこと਺回に及んだ˚中島ࢯはࢩの೗く公ڞ及び実業界のҝ

にਚ
㆘㇓

ᙸ
㆙ㆂ

し多大の功績を挙げたがঘほ目下計画中の事業もগなか

3 ୅໨தౡಙଠ࿠

ӬҪ༄ଠ࿠
େਖ਼͔ら昭和に͔けて׆

༂したۚ୔出਎の政党政

࣏Ո。୓務େਉやచ৴େ

ਉ、మಓେਉなどをྺ任し

た。࣍ உのಓ༤は౦ژ工

業େֶڭतやࡾ໦಺ֳで

จ෦େਉを務めた

ിࢁҰਗ਼
ॳ୅ӣݪ੡࡞ॴ社௕。「う

ͣ·͖ϙϯプ」を੡඼化

し、ϙϯプとྫྷஆ๪ث۩の

ੜ産೔ຊ一の会社を一୅

で࡞り্͛た。தੈ、ೳొ

を࣏めたിࢁՈの຤͑い

ᱞ଍
足の଎いഅのҙຯで、͢ ͙

れた࠽ೳや࠽ೳの͙͢れ

たਓを͢ࢦ

2 ୅໨தౡಙଠ࿠૾࠲ʹۚ୔ؒेࢢொ
ͷதౡՈ
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には、日本銀行に対してӋ

二重と生ࢳを信ୗৡ渡し、

ོ俊と取締役のষのݸ人裏

書により 100 万円をݶ度

とするआり入れをडけるほ

どであった。

　その後も業績のѱ化が続

き、ͭいに横山家は加भ銀

行の自主再建を断念し、日

本銀行と石川県の஥հで、

その立て௚しをߵ
㆓ㆄㆮ

஑
ㆂ㆐

銀行（後の三和銀行、ࡏݱの東京三ඛ 6F+

銀行に連なる）に委
㇆ㆠ

Ͷた。1922（大正 11）年 1月 27 日に಄取

のོ俊とઐ務取締役の中࢘が退任し、ߵ஑銀行のৗ務取締役の加

౻੖ൺ古が಄取、営業部長のલ田雄೭助がઐ務となり、社長のߵ

஑善ӈӴ໳も取締役に就いた。

加州銀行が筆頭株主に

　加भ銀行が事業の再構築を進めるに当たり、横山家に対する࠴

を保全することは最大の՝୊であり、同家の༏良資産の売٫はݖ

当然のؼ結だった。もとより加賀製紙の株式も例外ではなく、

1923（大正 12）年 3月にོ俊の 500 株とষの 500 株、そして

関܎する大森޹次郎の 200 株、西Ӭ公平の 200 株、中泉ط明の

100 株、中泉三郎の 100 株の合計 1
600 株が加भ銀行へৡ渡さ

れた。同時に、同行から 3代目中島徳太郎へ 400 株、田क太ฌ

Ӵ取締役へ 200 株をৡ渡した。同年 5月຤時点では、加भ銀行

が 1
000 株を保有して筆಄株主となり、徳太郎が 900 株、田क

が 650 株で続いた。

　1923 年 6 月 10 日に中࢘文次郎監査役がࣙ任した。その後、

中࢘は東京へ移住し、প௡ໟ৫代表取締役やࠓཬ土地ઐ務取締役、

山ཅ電気ي道ৗ務取締役、上ໟモスリン、日本製ค取締役を歴任

するなど、関東および関西地方の実業界で෯広く活躍している。

　1907（明࣏ 40）年 4月 26 日に金沢市広岡町の広村長太郎の

3ঁであるඒ௡子（1892 年 7 月生まれ）と結ࠗし、1923（大

正 12）年 8月 23 日には広村次郎吉の 4உの雄吉をཆ࢚子とし

てܴえている。雄吉は後に 4代目「徳太郎」を襲名し、加賀製

紙第 3代社長に就く。

　加賀製紙と與四郎とのかかわりは、1916（大正 5）年 7月 31

日に 2代目徳太郎から 100 株をৡ渡されたことから始まる。18

（大正 7）年 3月 4日には松岡஧良から 100 株のৡ渡をडけた。

22（大正 11）年 12月 28 日の第 15回定時株主総会で取締役に

બ任されている。

横山家が経営から退く

　時を同じくして、当社の設立と経営に、まさに物心ともにਚく

してきた横山家が退くことになった。

　ඌ小屋߭山をはじめとする県

内外の߭山経営を中心に、金沢

の産業界、金融界、さらに政界

に大きなӨྗڹを有してきた横

山家だったが、1920（大正 9）

年 3 月以降の景気の下落に加

え、同年 4月と 11 月にىきた

ඌ小屋߭山の大規模な労働争議

で事業基൫が大きく༳らいだ。

日本銀行金沢支店の調査では、

ཌ 21（大正 10）年 7月 31 日

時点で横山家のෛ࠴総ֹは693

万 4
536 円 13 મで、資本ෆ଍は 175 万 2
613 円 54 મにୡし

ていた。

　横山家と密઀な関܎を࣋ち、当主のོ俊が಄
ㆨㆄ

取
ㆩ㇊

を務めていた加

भ銀行もۤ境にؕった。༬金の引き出しが加速し、石川県内の主

産品であるӋ二重の市گ下落も追い打ちをかけた。1920 年 4月

࿑ಇ૪͕ٞ૬͍࣍ͩඌখ԰߭1962ʹࢁʢত࿨ 37ʣ年 Ζ͜ࡱӨ

ඌখ԰߭ࢁ
ಔやԖ、ѥԖを産出した。

۷͞れて࠾୅͔ら࣌ށߐ

いたが、ԣࢁՈが経営に

৐り出してҎ߱、ඈ༂తに

発లした
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஑
ㆂ㆐
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㇆ㆠ
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　このྟ時総会では、横山俊二郎に対して創設以来の功労金とし

て 4万円、ࡏ৬中のҚ労金として 3万 6
000 円の合計 7万 6
000

円をଃఄするとともに、新任の取締役として長崎監査役、後任の

監査役にはक岡多一郎をબ任することが決定した。

　俊二郎がࣙ任時点で所有していた当社株式 550 株は、1924（大

正 13）年 11 月 26 日に 3代目中島徳太郎へ 200 株、田क取締

役へ 350 株ৡ渡された。同じ日、俊二郎のఋである横山๕松監

査役からも徳太郎へ 200 株ৡ渡されている。

　これにઌ立ち、5月 30 日には加भ銀行の所有株式が徳太郎へ

250 株、田क取締役へ 100 株、中ٶ取締役へ 140 株、લ田監査

役へ 50 株、क岡監査役へ 150 株、西田儀一郎へ 110 株、中ٶ

が率いる森八合名会社へ50株、市村ଙ太郎へ100株ৡ渡された。

　西田儀一郎は 1924 年 5 月 9 日に死去した儀三郎の長உで、

ཌ6月 22日の第 18回定時株主総会で取締役にબ任されている。

1895（明࣏ 28）年 7月生まれで、西田商事や西金沢合同運ૹ、

報国土地の社長や石川県石炭会長、石川県石炭小売ڞ販、アサώ

自動ं商会、金西通運、北国製נの取締役、ઙ野川電気鉄道、金

沢合同運ૹの監査役、石川県コークス商業組合や北陸ਫ਼ഴ工業組

合理事長などを歴任した。

　市村ଙ太郎は中島家の਌ੰに当たり、「໏ञ老ָ」や「一盛」

などをৢ造する金沢ञ造（1917 年設立）の社長や金沢市信用組

合ઐ務理事を務めた。金沢ञ造の経営に当たっては഑当が行える

まで自らの報ुを一切ࣙ退し、金沢市信用組合ઐ務理事は金沢市

長の相良歩から強く要੥されて引きडけるなど、੹任感と公ڞ心

が強い企業家であった。1921（大正 10）年に金沢商業会議所ৗ

議員となり、28（昭和 3）年 7月からཌ年 10 月まで第 8代会

಄を務めた。

「従業員持ち株制」へ

　注目す΂きは、1924 年 6月 10 日に徳太郎から長崎取締役へ

100 株、技手のѴ出市へ 30株、Ѩ෢重三へ 20株、ҏ東ሩஉと

前田雄之助が監査役就任

　1923（大正 12）6 月 24 日の第 16 回定時株主総会で、監査

役に加भ銀行ઐ務取締役のલ田雄೭助がબ任された。લ田は

1870（明࣏ 3）年 3月 14 日に෢英とカϊの長உとしてࠤ賀県

で生まれた。94年に東京ઐ໳学校（ݱ・ૣ稲田大学）英語政࣏

科をଔ業。日本銀行へ入行し、1911 年から 15 年にかけて౜௡

銀行支഑人、その後、金城銀行支഑人や名古屋銀行京都支店長、

本店ॸ務部長、本店主事を務め、銀行実務の知識と経験を஝積し

た。さらに株式会社化（1919 年）された௚後のߵ஑銀行に転じ、

ৗ務取締役の加౻੖ൺ古のもとで営業部長として、支店網の֦ॆ

や外国ҝ替取りѻいの開始など経営の近代化を୲った。

　第 16回定時株主総会では、ઌ代の 2代目中島徳太郎へ功労金、

中࢘へҚ労金として各 4
000 円をଃఄすることを決めている。

横山社長辞任、後任に3代目中島徳太郎

　1924（大正 13）年に入ると、4月 13 日に横山俊二郎社長か

らࣙ任の意向が示され、19日の取締役会で了承された。26日の

取締役会で後任の社長として 3代目中島徳太郎がޓબされた。

ཌ 5月 13日に開催されたྟ時株主総会で、徳太郎は次のように

発言している。

（લུ）

　͝承知の通り、෕の຅後、まだ日がたたͣ一身一家のことに

຅಄して༨事をސみる、いとまがなく、ことにઙ
㆛㇓

学
ㆋㆎ

ඇ
ㆲ

࠽
㆕ㆂ

である

ことは੣にጘ
㆖㇓

ጌ
ㆌ

のࢸりながら、諸܅の御
㆔

࠙
㆓㇓

ಞ
ㆨㆎ

なるਪનと会社当

面の都合を考えればこれまたࣙすること能
ㆀ㆟

がわざるものあり、

ここに一ൠ株主諸܅と各重役および従業員諸܅らの同৘ある御

ԉޢに信པしてၟ
㆛㇓

越
ㆆㆤ

ながら、その任に就くこととなりたり、Կ

とͧক来一層の御ԉ助を願いたし

ଜଙଠ࿠ࢢ

੢ాّҰ࿠
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　1924 年 11月 27日に資本金 200万円で大同洋紙店を設立し、

୩野が社長、乾がઐ務取締役、ᖒ本が取締役経理部長に就任した。

同社は本店を大阪、支店を京都と名古屋、東京に置き、大川平三

郎が率いるא太工業、۝भ製紙、中ԝ製紙の一手販売や富࢜製紙

の特約販売店として事業を開始した。ࡏݱの国際紙パルプ商事の

ルーπである。

　社長の徳太郎を中心に対Ԡ策を検౼した結Ռ、1924 年 12 月

5日の取締役会で、大同洋紙店とも特約販売を行うこととし、販

売۠域や਺量および価格は徳太郎に一任し、約
㇄ㆎ

定
㆘㇇ㆄ

書
㆗㇇

は取りަわ

さ 「ͣਈ࢜的ޱ
㆓ㆄ

約
㇄ㆎ

」に止
ㆨㆩ

めることを決めた。社内に࢒る資料には、

大同洋紙店の本店および京都、名古屋支店との取引が֬認されて

いる。その条件は中Ҫ商店とほ΅同様であったと考えられる。

創立10周年を迎える

　1925（大正 14）年は創立 10周年に当たり、記念行事が準備

された。同年 8月 14 日の取締役会で、創立 10周年記念式祭を

9月 13 日に総༧ࢉ 1万

2
000 円で行い、例年 9

月 28 日に執行されてい

る稲荷神社の秋季例祭も

9月 13 日に併催するこ

とを決めた。9月 11 日

に開催されたྟ時株主総

会では、役員および従業

員にҚ労金を支給するこ

とを決定した。最ऴ的に、Қ労金総ֹが 9
550 円、

式祭費が 1
488 円 60 મの合計 1万 1
038 円 60 મ

となり、ผ్積立金を 5
000 円取り่して対Ԡし

ている。

　式祭では、記念品として、従業員や地域の関܎者

へ「 （ヤマイチ）」の社ষ入りの銀ഋ、役員や株主、

౻Ҫ沢二へ各 10株、田क取締役からᚸ田支഑人と白ඌਙ吉書記

へ各 20 株がৡ渡されたことである。いわば「従業員࣋ち株制」

であり、長崎やᚸ田も含めて実務୲当者に対しての利ӹؐ元と経

営感֮のৢ成をଅしたものであった。

筆頭株主は3代目徳太郎

　1924（大正 13）年 11 月 30 日時点での株式਺は 4
000 株、

株主は 16人で、3代目中島徳太郎が 1
290 株（32�3％）の筆಄

株主だった。次いで、田क取締役が 990 株（24�8％）、中ٶ取締

役が 350 株（8�8％）、西田取締役が 330 株（8�3％）、क岡監査

役が 250 株（6�3％）、長崎取締役技師長が 200 株（5％）で、

100 株が横山๕松監査役やલ田監査役、森八合名会社、市村ଙ

太郎となっていた。このほか、ᚸ田支഑人が 70株、白ඌ書記が

50株、Ѵ技手が 30株、Ѩ෢技手が 20株、ҏ東技手と౻Ҫ技手

が各 10株で、役員や幹部従業員および関܎者で保有されていた。

　徳太郎が社長および筆಄株主として最高੹任者となり、それま

でと同様にଞの役員が徳太郎を支えるとともに、長崎取締役技師

長とᚸ田支഑人が実務を統ׅするという体制が֬立されたのである。

　1924 年 6月 5日の取締役会で、商法 176 条の規定に基ͮき、

紙Է商としての 3代目中島徳太郎と加賀製紙との取引関܎の承

認が行われた。議事録によると、྆者の関܎が֬認できる。徳太

郎への販売価格は中Ҫ商店への売価と同様とし、ຖ月 20日まで

に当社が引き渡した製品に対し、その月຤までに徳太郎のৼり出

す 2カ月期ݶの手ܗで代金を収डするという手順であった。

「大同洋紙店」の創設と取引拡充

　販売面では、この時期に大きな変化がىこった。加賀製紙創業

以来、販࿏֦大にਚྗした中Ҫ商店の取締役大阪支店長の୩野ከ

吉と京都支店長の乾ໜそしてᖒ本໻平が、当主の中Ҫ三郎ฌӴと

方向ੑをめ͙ってᴥ
㆝

ᴪ
㆔

を来たし、独立して新会社を立ち上げるこ

とになった。 「 （ヤマイチ）」印の社章

๺ᅳ৽ฉʹࡌ͞ܝ Εͨ౰ࣾ 10प年ه೦ࣜࡇͷࣄه

ʢچʣ঎法 ��� ৚
会社とऔక役とのࣗݾऔ
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㆓ㆄ

約
㇄ㆎ
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ㆨㆩ
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会所定の規格をଚ重してଞ社のڝ争を؟中に置かͣ、これをݫ

कしたるも、もはや四ғの事৘は当会社の立場をもっとも自༝

ならしめたるにより時
㆘

ٓ
ㆍ

にԠじ製品の抄造方਑を立てること。

　こうした中で、1925 年Ն、業界の有ྗ者である富࢜製紙社長

の大川平三郎や伏木板紙社長のઙ野総一郎が中心となってڞ同販

売が提ىされた。関܎企業が議論を重Ͷたが、Ήしろ新会社の創

設が༠発されるリスクが高まるとしてڞ販はݟૹられた。

日本板紙同業会が発足

　その後、北越製紙支഑人の田村文吉が示したٛ務ないしر๬ٳ

業で生産制ݶを行い、ध給の調અを図るとともに輸出を঑ྭし、

次いで価格の統制を検౼するというҊが支࣋を広げた。1925 年

10 月に大阪で 3日間౼議した結Ռ、ようやくଥ結し、同月 6日

に業界ஂ体として日本板紙同業会が発଍するにࢸった。

　田村は後に北越製紙の社長、会長を務める一方、新ׁ県長岡市

長やࢀ議Ӄ議員、༣政݉電気通信大臣などを歴任した人物である。

　日本板紙同業会には、日՚製紙、西成製紙、日本紙ث製造、北

国製紙、北越製紙、高崎板紙、立山製紙、ڇ௡板紙、富࢜製紙、

伏木板紙、ఱ城板紙、山ཅ板紙、西ං板紙、ඒ作製紙、新川製紙、

広島製紙、࿘速製紙および加賀製紙の 18社が加ໍした。岡山製

紙はཌ年 4月に加わった。

抄紙機を相次ぎ休止

　ૣ速、11 月 1日から 15 日間、抄紙機の運転をٳ止した。加

ໍ各社の生産制ݶが功を૗して、板紙の市価は 1トン当たり 70

円લ後から 100 円まで回復した。

　当社はٛ務ٳ業の日ఔ、日਺そしてඒ作製紙への代行運転ґཔ

やٳ業ิঈ金の金ֹなどを取締役会で৻重に検౼し、同業会とも

繰りฦしڠ議した。原ଇ的には同業会のڠ約を९कし、1926（大

正 15）年 5 月期は 33 日、11 月期は 41�5 日、27 年 5 月期は

取引ઌへは社ষ入りの煙
㆟ㆰ㆓

૲ຍが഑られた。祝ԅは金沢市ൎࡔの๬

月で内祝いとして行われた。

　北國新聞は式祭の模様を伝えたうえで、「લ社長横山俊二郎ࢯ

よりݱ社長中島徳太郎ࢯの経営時代に入り、10年 1日の೗く業

績良޷にऴ始したるが、その営業方਑は製品の販売にも原料の࢓

入れにも一୴取引をҝしたるઌはԿれも会社のൟӫにԉ助したる

ものとして、相دり相ැ
㆟㆙

け円ຬにその関܎を࣋続してᕞ
ㆉ㇏

ることな

く、社内は上下一கして業務にྭみ、基ૅますますݎ実となれり」

と経営࢟੎に言及している。

　徳太郎の社長就任以降も、生産のޮ率化と品質の向上および販

࿏の֦大といった「一定ෆ変の方਑をᕞることなく平静自重最大

の౒ྗ」（第 18 期営業報告書、1924 年 5 月期）をਚくしたに

もかかわらͣ、ध要と市گの௿໎、生産コストの増大およびڝ争

のܹ化で「Ӆ
ㆂ㇓

೜
ㆫ㇓

自
㆘

重
ㆡ㇇ㆄ

大੎に善処せざる΂からͣ」（第 20期営業

報告書、1925 年 5月期）のঢ়ଶが続いた。創立 10周年記念式

祭が行われた 1925（大正 14）年 11 月期は७利ӹが 364 円 20

મにとどまり「創立以来ະ
ㆿ

િ
㆞

有
ㆄ

のෆ成績」（第21期営業報告書）で、

1916（大正 5）年のૢ業開始以来初の無഑にؕった。

事業立て直しに腐心

　1925 年 7月 11 日の取締役会では、ࠓ後の販売および製造方

਑を次のように決めた。ݫしさを増す経営環境の中で、事業の立

て௚しに෗
ㆵ

心
㆗㇓

していたことがݟて取れる。

次第にෆৼとなり、ことにگ春以来、市場の景ࠓ　 5月͝ろ

より、さらに一層沈
ㆡ㇓

衰
㆙ㆂ

し、ࠓやほとんど売れ行きෆ能のঢ়ଶと

なり、ڝ争ཞ
㇉㇓

売
ㆰㆂ

のฐ
ㆸㆂ

、実
㆘ㆤ

にఈ止めするところなし、よってこの

際、1トン 70 円を最௿とし、市場の成り行きに従い、ྗۃ売

り抜くこと、ただしࢸ急を要するྟ機の処置は当局者に一任す

ること。

　当社は抄造上の換ࢉを֬実かͭ安全ならしめんがため、連合
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14 日、それͧれٳ止した。各期の業績は、26（大正 15）年 5

月期が収入 16 万 8
513 円 16 મ、७利ӹ 1 万 4
967 円 41 મ、

഑当率16％で、復഑を実ݱした。同年11月期が収入15万7
615

円 24 મ、७利ӹ 1万 4
662 円 29 મ、഑当率 16％だった。27（昭

和 2）年 5月期が収入 16 万 9
061 円 91 મ、७利ӹ 1万 4
923

円 65 મ、഑当率 16％となり、安定的にਪ移した。

業界の調整が機能せず

　しかし、1927 年 11 月期には、6月に 10 日間のٳ止と 5日

間のඒ作製紙への代行運転ґཔを行ったものの、7月以降はر๬

業にԠืせͣ、༧定通りૢ業を継続した。同期の第ٳ 25期営業

報告書では、その理༝として、引き合いが֦大したこととともに、

加ໍ各社の歩調が統一を欠いた点など各社の利害関܎がࡨ
㆕ㆎ

૰
㆝ㆄ

し、

業界の調੔機能が十分に機能していないことを指摘している。さ

らに、ࠓ後は業界のڠ調を重視しͭͭも、企業の存続のためにݫ

しく対
㆟ㆂ

ቂ
㆘

することを強調している。

　当会社は初め同業会のڞ存ڞӫのझࢫをଚ重して、加ໍした

る当時より板紙規格統一のر๬をなし、過去 2年有半、たえ

ͣそのඞ要をྗઆせるも、いまだ実ݱの機運にࢸらͣ、あまͭ

さえ近ྡ同業者の復興によりて当地方、原料にෆ଍を告げ、生

産費のઅ減の͝とくならざるして、すこͿるෆ利ӹの立場にؕ

り༨儀なき٘ਜ਼を೜ばざる΂からͣঢ়ଶにありて、ଞ日、適当

なる考ྀを෷う΂き機会の౸ୡあることを信ͣるものなり

増産目指し大規模修繕

　1927 年 11 月 13 日の取締役会で、設備の大規模修સに౿み

切ることを決定した。創業以来 11年間で 3万 5
000 トンを製造

し、この間、修સに 7万 6
819 円を౤じてきたものの、さらな

る修સを行わないとࠓ後のૢ業に支োを来たすリスクが大きいと

の理༝に加えて、本格的な修સで増産を実ݱし、ڝ争ྗを高める

ことも企図したのである。これにより月当たり 90トンの増産が

可能と目
㇂ㆎ

論
㇍

まれた。板紙同業会の承認を得たうえで、ཌ 28（昭

和 3）年以降、長崎取締役技師長の計画と指شの下で工事が進め

られた。ఱ野໠࣏をྟ時৤ୗとしてޏ用し、௰鉄次郎商店が全面

的にྗڠした。同年 5月຤に竣工して 6月中に運用を開始し、9

月には計画通りの増産をՌたした。

　設備の修સが功を૗し、能率の向上とコストの削減により業績

は޷転した。1928 年 11 月期は、収入がલ年同期ൺ 23�3％増の

21 万 5
411 円 21 મ、७利ӹが 99�2％増の 1万 9
560 円 6 મ、

഑当率はલ年同期を倍近く増やし20％となった。29年5月期は、

収入がલ年同期ൺ 46�1％増

の 25 万 7
863 円 56 મ、७

利ӹが 10�1 倍の 2 万 4
756

円 94 મ、഑当率はલ年同期

の 6％を大きく上回る 20％

となった。

　1929（昭和 4）年 4月 10

日の取締役会では、修સ工事

を企画、統ׅした長崎取締役

技師長のਚྗに報いるため、

3
000 円の功労金を支給する

ことを決めた。

昭和4年 8月 15日、
稲わらから出火

　この時期、加賀製紙にとっ

て最大のࡂ
㆕ㆂ

Ւ
ㆉ

は、1929 年 8

月の火ࡂである。同月 15 日

後ޕ 7 時͝ろ、原料の稲わ

らの束
㆟ㆰ

から出火し、ંからの

強෩にあおられて工場に燃え 1929ʢত࿨ 4ʣ年 8݄15೔ʹ͖ͨى ՐࡂΛ఻ Δ͑๺ᅳ৽ฉࣄه
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広がった。近ྡの押野や八日市新保、御経塚の消防組の出動や松

任、野ʑ市のポンプंが౤入された。さらに焼け࢒ったৠ気機関

やポンプをԠ急修理して消火に౒めたものの、਺日間燃え続け、

事務所と修સ工場を࢒して工場や稲わら、製品が全焼した。焼失

した建物は 12౩、稲わらは 120 万貫、ࡏݱの୯Ґに換ࢉすると、

4
500 トンに上った。焼失面積は 6
000 ௶にୡした。出火当日、

ᚸ田支഑人は大阪や名古屋の出ுの్ؼで、北陸線のྻंに乗ं

中だった。「遠く松任Ӻ付近から火の手を目撃できた」と後に述

ջしている。出火原因は稲わらの自然発火であった。

　徳太郎社長は、消火作業中に、従業員の心৘とক来にࢥいをめ

͙らせ、動༳を཈える΂く、一切の減給を行わͣ、従来通りに賃

金を支給することを宣言した。௟火௚後の 8月 22日に取締役会

を開催し、工場の復旧、復興に関するす΂てを社長に一任するこ

とを決議した。

早期操業再開へ配置変更せず

　۩体的な計画はૣ期ૢ業再開を第一ٛとして、工場഑置を変更

せͣ、焼け࢒った機械を修સするとともに建物は元通りとするこ

と、可能なݶり工場周ลの土地を購入して稲わら置き場などを֦

ுすること、火ࡂ༧防のため稲わら置き場へ人員と機材を഑置す

ること、さらに従業員のޏ用を継続し、新たな෷いࠐみやआり入

れを行わͣ自ݾ資金で࿫
ㆾㆉㆪ

うこととした。

　計画策定後、復旧、復興工事が௚ちにண手され、施工は大阪の

杉浦鉄工所と௰鉄次郎商店が中心となった。また、9月には工場

周ลの土地 2
248�8 ௶を購入した。

　9月 28日の稲荷神社の秋季例祭は、༧ࢉ 150 円で例年通り執

行されている。

損失は22万円余

　この間、ଛ失金ֹが積ࢉされ、建物が 3万 6
380 円、機械が

7 万 3
700 円、工۩が 1
058 円 20 મ、工場設備が 3
254 円、

原料が 10 万 4
995 円 76 મ、製品が 8
546 円 38 મ、ஷ蔵用品

が 677 円 73 મの総計 22 万 8
612 円 7 મとなった。焼け੻੔

理費として 1万 850 円 51મが計上されている。

　これに対し、千代田火ࡂ保ݥと෱ण火ࡂ保ݥから保ݥ金 17万

3
900 円が支෷われている。ただ、稲わらや貼
ㆦ㇓

合
㆔ㆄ

室の機械、修સ

室のボイラー、タンク付ଐのポンプ、煙突、鉄ࠎ建物などは保ݥ

対象外だった。復旧、復興経費として、建物建築に 3万 7
671

円 80 મ、機械に 1万 5
737 円 20 મなど合計 7万 280 円 88 મ

が計上された。

復興工事で12月に運転開始

　復旧、そして復興工事は順調に進み、12月 3日に抄紙機のࢼ

運転が行われ、引き続き、本格運転を開始した。

　1929 年 11 月期は、当期ଛ失金として 4万 7
166 円 6ྚが計

上され、無഑とはしたものの、લ期繰越金 2
923 円 60 મ 6ྚ、

ผ్積立金からの繰り入れ 3万 5
000 円、഑当準備積立金から

の繰り入れ 9
243 円 6મをもって相
㆝ㆄ

ࡴ
㆕ㆂ

した。

　11月期の第 29期営業報告書には、「工場の全焼と多量の原料

焼失など、ଛ害意外と大なりしといえども、多年、社ૅのݎ実に

意を用い、資産のঈ٫適度に行われたりしと、社会の信用と同৘

により、その૽͗の大なりしׂ合にଛ害ܰඍにして、いささかの

ෆ安もなく復興を計画し（中ུ）工事を竣工しうるは実にෆ幸中

の幸いとするところなり」とঢ়گが報告されている。

　12月 3日の取締役会では、復旧、復興工事にਚྗした௰鉄次

郎商店のࡈ田平太郎に対して銀ഋ一組と銀ළ
ㆸㆂ

子
㆗

一対をଃఄするこ

とを決めた。また、完工の内祝いを݉Ͷて、ཌ 1930（昭和 5）

年 1月 9日に߃例の新年ԅ会を開催し、21人がࢀ加した。

഑౰४උੵཱۚ
഑当を一ఆの཰で҆ఆし

て࣮行で͖るように、རӹ

の一෦を಺෦ཹอとして

ੵΈཱてて͓͘͜ と
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෇表3　1920ʢେਖ਼9ʣ年5݄࣌఺Ͱͷ൘ࢴϝʔΧʔͷگ֓ۀࣄ
ެশ年ؒੜ࢈量

（τン） ձ໊ࣾ ॴࡏ஍ උߟ

9
600 ๺ӽ੡紙 新ׁݝ長ԬࢢଂԦ 1919年に長Ԭ޻৔に2号抄紙機（ԁ網67
Πンν）૿ 設

9
600 Ԭࢁ੡紙 Ԭࢢࢁ඿໺
9
600 ੢成੡紙 大ࢢࡕ๺۠੢໺ా大։ொ 1910年設ཱ
7
200 ෋࢜੡紙 ౦ژ෎๺๛ౡ܊ೆઍॅொ 1920年5月に౦ژ൘紙߹ซ
6
600 ཅ൘紙ࢁ Ԭ্ݝࢁಓ܊੢大ࣉொ
6
000 ೔՚੡紙 大ࡕ෎੢成܊๛࡚ொຊঙ 1919年設ཱ、چ・ຓඌ੡紙

6
000 ෬໦੡紙 大ࢢࡕதԝ۠ڮྷߴ 1918年設ཱŊ19年෬໦޻৔ૢۀ
の෬໦൘紙ޙ

5
400 ೔ຊ੡紙 大ࡕ෎੢成܊ઍધଜ௭ 1918年設ཱ
5
040 大ࡕ൘紙 ฌࢢ࡚ೌݝݿ 1912年設ཱ
4
200 ൘紙࡚ߴ ീౡொࢢ࡚ߴݝഅ܈ 1914年設ཱ　ޙの࡚ߴ੡紙
3
600 ඒ࡞੡紙 Ԭݝࢁ಩ా܊௡ࢁொ 1897年設ཱ
3
600 Ճլ੡紙 ੴ઒ݝੴ઒܊ԡ໺ଜଠ࿠ా 1915年設ཱ
3
600 ۝भ൘紙 ௡ொڇ܊খ৓ݝլࠤ 1916年設ཱ
3
600 ཅ੡紙ࢁ మ๒ொࢢౡ޿ 1918年設ཱ
3
600 ੴ઒൘紙 ੴ઒ݝੴ઒܊ൺָౡଜਫౡ 1918年設ཱ、ޙの෬໦൘紙ੴ઒޻৔
3
600 ๺ࠃ੡紙 ෋ݝࢁ੢౑೾܊ੴ動ொ 1918年設ཱ
3
600 ੡紙ࢁཱ ෋ݝࢁத新઒ޒ܊ඦੴொ 1918年設ཱ
3
600 ౦༸൘紙 ࢢຊ۽
3
000 தࠃ੡紙 ٢ౡொࢢౡ޿ 1917年設ཱ
3
000 ౦๺൘紙 長ொ܊औ໊ݝ৓ٶ 1917年設ཱ
3
000 ౡ੡紙ࡾ ੩Ԭݝ෋࢜ాݪ܊ଜ 1918年設ཱ
3
000 ൘紙ߐۙ 大௡ࢢഅ৔ 1918年設ཱ
2
400 ळా੡紙 ळాݝೆळా܊઒৲ଜ 1918年設ཱ

440
112　ܭ߹

ग़యɿ೔ຊۜߦ大ࢧࡕళʮ紙ٴ紙ྉχؔスϧௐࠪʯ1920年8月（೔ຊۜߦௐࠪہฤʰ೔ຊۚ༥࢙ࢿྉ　໌࣏大
ਖ਼ฤ　ୈೋे࢛רʱ大ଂলҹ1960、ہ࡮年、ॴऩ）、成ాܿӳฤࢊʰত࿨ेೋ年൛　೔ຊ紙ۀ૯ཡʱԦࢠ
੡紙ג式ձࣾൢച෦、1937年、౦ڵژ৴ॴൃߦʰۜߦձࣾཁ࿥ʱ֤൛ͳͲΑΓ࡞成ɻ

　஫ɿʮ紙ٴ紙ྉχؔスϧௐࠪʯにΑΔͱ、௨ৗ͸༸紙Λ੡造͍ͯ͠Δ΋のの、گࢢにΑͬͯෆఆظに൘紙΋
ੜ͢࢈Δϝーカーͱͯ͠、Ճݹ઒੡紙・౦ژ੡紙（ޙに抄紙機͸೔ຊݐங紙޻΁）・ઍ୅ా੡紙（νッϓ
ϘーϧΛ抄造、ޙの࡚ߴ൘紙ઍॅ޻৔）・த֎੡紙（ޙに抄紙機͸ఱ৓൘紙΁）・৊෵੡紙（ޙのࢠߕ੡
紙）・໊ݹ԰੡紙（ޙの新઒੡紙）・ژ౎੡紙・্ઍ༿੡紙・大ਖ਼ۀ޻・ଠཅ੡紙͕هさΕ͍ͯΔɻ
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　1929（昭和 4）年 8月 15 日の工場火ࡂは、加賀製紙の存続

を危うくするものであったが、社長の 3代目中島徳太郎の強ྗ

かͭ的֬なリーダーシップと、従業員一同のෆ断の౒ྗによって、

乗り越えることができた。ཌ30年5月期の第30期営業報告書は、

次のように言及している。

　લ期の火ࡂ後の੔理をなし、まさに復興工事の竣成をݟんと

して当期をܴえたり。高くもうもうと立ち上る煙の中にあって、

日໷、工場の改築の工ఔを進め、60日間にて落成せしめ、諸

機械の設備もまた 100 日間にして竣工したり。火ࡂ当日より

わͣか 110 日すなわち 12 月 3 日ޕલྵ時、ࢼ運転をなし、

લޕ 3時より製品を抄造して営業を開始せり。そのࡂ໽の大

にして復興の速かりしは、わが国産業界のҟ਺（ҟ例）として

世の人の৆ࢍを博したり。

日本板紙同業会大会を主催

　1930（昭和 5）年 4月 12、13 日に、日本板紙同業会の春季

大会を北国製紙とともに主催し、業界の結束を図るとともに、火

。加者へ十分にアϐールすることができたࢀ後の新設備をࡂ

　30 年 5月期は、市گの下落と 18 日間のٛ務ٳ業にもかかわ

らͣ、営業報告書には「製品の੠価はগしも旧来かわることなく

して会社の信用また一段と重きを加え、中Ҫ商店と大同洋紙店等

当社に対し多年の信用を࣋続して製品の販売に活躍した」とある。

業績は回復し、७利ӹはલ年同期ൺ 11�6％増の 2 万 7
629 円

第̐章

ۤ೉৐Γӽ͑
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ゆえ、さまざまなෆ利ӹをඃ
㆓ㆄ㇀

り続けていた。

自衛のため、脱退を表明

　このままでは企業間のڠ調体制が機能しないと൑断し、加賀製

紙の「自Ӵ」のため、1932 年 1月 12 日、日本板紙同業会の脱

退を表明した。ᚸ田支഑人は、監ಜ׭ிである商工ল（ݱ・経済

産業ল）へෝ
ㆈ㇂㇀

き、୲当事務׭の岸信հ（後にट相などを歴任）に、

これまでの経Ңや業界の中֩メンバーである大企業の໰୊点など

を報告し、脱退への理解をٻめた。商工লྟ時産業合理局は同業

会と調੔するよう要੥した。

　ᚸ田は『一生一業』の中で、当時をৼりฦり、「ٛ務ٳ業のܰ

減؇和がզが社の理૝」であり、「高率なるૢ業୹ॖはかえって

生産設備の増加の਼੎をଅす」もので、「高率ૢ୹論はあたかも

熱病患者に水をט
ㆉ

ませて、৯ཉを減ぜしめ、病気が࣏っても衰ऑ

に౗れるが೗
㆔ㆨ

きໃ६にؕるにࣅたるものがある」と強調している。

　加賀製紙は、こうしたࢥいにԊって、同業会や代理店とたび重

なるަবを行った。その結Ռ、5月以降は企業規模によってٳ業

日਺にࠩをͭけることにし、4月 13 日の同業会ྟ時会で正式決

定され、当社は脱退を撤回した。ᚸ田は後に「一
ㆡ㇇ㆣㆨ

ੇ喜ܶじみたと

ころがあͭた」とৼりฦっているが、会社の存๢をかけたަবྗ

と୾ྗは評価に஋する。

　1932 年 5 月期は、ૢ業 183 日間のうちٛ務ٳ業が 103 日と

17時間、有ঈٛ務ٳ業ґཔが6日間にୡし、「いかなる౒ྗをもっ

てしてもඞ然的に欠ଛをま͵かれないۤ境に当面して大੎いかん

す΂からざる」ঢ়گだった。७ଛ失が 4
828 円 58 મとなり、無

഑を継続した。

82日に及ぶ義務休業

　1932 年 11 月期は、ٛ 務ٳ業が 82日と 7時間 48分に及んだ。

ただ、同業会とのڠ議で、45％のٳ転に対し 1トン当たり 20

円のิঈ金を支෷えば、ٳ転をま͵かれることができるようにな

27મ、഑当金 1万 5
000 円、഑当率 20％と復഑をՌたしたうえ、

繰越金 6
886 円 21 મを計上できた。

　しかし、ෆگの長期化とध要の௿໎および同業会の規約に基ͮ

くٛ務ٳ業やଞ社への有ঈٛ務ٳ業のґཔのため業績はѱ化し、

30年11月期の७利ӹは7
897円に下がり、഑当率は16％となっ

た。31年 5月期の७利ӹは 7
605 円、഑当率 8％だった。

共同販売会社の創設計画と挫折

　こうした中で、関܎各社の生産調੔、ૢ業୹ॖにより供給は཈

えることができたものの、市گは回復せͣ、日本板紙同業会はڞ

同販売会社の創設を計画した。各社が検౼を重Ͷた結Ռ、1931（昭

和 6）年 4月 16 日、板紙販売統制会を組৫して価格を統一的に

コントロールすることを決め、5月 11 日から実行に移した。し

かし、自主統制であったため各社の଍並みはそろわͣ、同年 11

月 15日ݶりでٳ止された。

　「事ここにいたりてはほとんど施すに術
㆙ㆹ

なしといえども、市場

のۭ気はますますݥѱとなり、このままにして放任せんや、ͭい

に収拾す΂からͣ結Ռを招来するの恐れなしとせͣ」（第 33 期

営業報告書、1931 年 11 月期）と、業界および加賀製紙を取り

巻く環境はۃめてݫしかった。

ٛ務ٳ業や有ঈٛ務ٳ業ґཔの֦大、さらにはݿࡏ製品の半਺

のڞ同؅理が開始されたことで、業績は一層、落ちࠐんだ。

1931 年 11 月期は७ଛ失が 2
434 円 84 મに上り、無഑を༨
㇈

儀
ㆍ

なくされた。

　業界としてのڠ調がままならない中、加賀製紙は重い決断を下

した。1932（昭和 7）年 5月期の第 34 期営業報告書は「当社

独自の立場にありては、規模ൺֱ的小にして製品の売れ行き順調

なるがゆえに、ৗに同業者の主ுと一கせざる点あり。ෆ断その

意ݟを開௠するもຬ଍なるڠ調をえるあたわͣ。ࠓにいたるまで

。る」と言及しているࢸめてෆ合理なるଛ失を༨儀なくするにۃ

加賀製紙は規約を९कしたにもかかわらͣ、小規模企業であるが

ٛ຿ۀٳ
೔ຊ൘紙ಉ業会規໿ୈ7

৚に規ఆ͞れたੜ産੍ݶ

ํࣜで、ૢ 業୹ॖ཰は��

ʵ57ˋにもなった。会һ֤

社ؒでঞ紙ػを෧ҹ͢る

などີݫに࣮施͞れた
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ただ、同業会とのڠ議で、45％のٳ転に対し 1トン当たり 20
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ׅした。また、監査役や取締役を歴任し、経営にも深くࢀ画した。

生産のޮ率化や品質の向上のためにਚくし、創意工෉を重Ͷて無

ବをলき、実用ੑを高めた。

　ᚸ田支഑人の『一生一業』によると、長崎は「޷
ㆂ

い紙を抄いて

さへ出せば、Կもそう面౗なものを抄かなくともࣩ
㆓ㆨ㆔ㆨ

く売れるの

だから、得意ઌの感৘を害するとも、一時的に೜んで໯へば຤Ӭ

く取引を続けることが出来る」と日ʑ語っていた。「製品本Ґ」

という΂き࢟੎はపఈし、かͭ༳る͙ことなく、代理店をはじめ

業界関܎者からも一目置かれていた。

徳太郎社長が弔辞

　10 月 24 日に執り行われた૴儀では、中島徳太郎社長がீࣙ

を述΂ている。生લの長崎の功績をしのび、深い感謝の意を๋げ

ている。その一部を以下に取り上げておく。

　資ੑᗿ
㆐㇓

հ
ㆉㆂ

、ෆ
ㆵ

᧮
ㆌ

಄೴明හ、利害のֱ
ㆌ㇇ㆄ

量
㇊㇇ㆄ

に密にして、ڏӫを

ռめ実利を主とし工場経営のۃகを体得し、機械のૢ作、工場

の؅理に高きᛗ
ㆌ㇇ㆄ

࣋
㆘

と日ࠒの᤬
ㆄ㇓

஝
ㆡㆎ

を܏けてҨ״あることなし、

ᣍ
㆓㆓

を以
㇂ㆣ

て、զが社は二十年のࡀ月、Ԥभ戦後のگ޷時より、大

正۝年の恐慌時代を経て、昭和四年の火ࡂ全焼の໽を྇
㆗ㆮ

͗、昭

和元年より財界の統制経済時代に善処してࠓ日にࢸれるޗ社の

ൟӫにݙߩせる܅の功績に対し、ᣍに会社を代表してຬ
ㆾ㇓

ߢ
㆓ㆄ

のܟ

意を表し、܅の๊
ㆻㆄ

ջ
ㆉㆂ

せるၺ
ㆌ

๬
ㆼㆄ

を۩ݱしてલ్有ऴの幸運を招き、

。のྶにԠへんことを期す܅

　徳太郎社長はこの時、長崎が日ࠒからञを޷み、ҿΉほどにਲ

うほどにஊ論෩発となったものの、ཚれたり৬務に支োを来たす

ことは一切なかったと述΂ている。長崎がҿञを通じてコミュニ

ケーションを深めていた࢟とともに、長崎の人となりを垣間ݟる

ことができる。

　長崎の死去後は技師長を新たにબ任せͣ、技師心得のѴ出市を

り、当社が主ுしていた 30％にまで圧ॖできた。この結Ռ、増

収となり、ٳ業໔আิঈ金を 1
811 円 25 મ支෷ったものの、

4
325 円 33 મの७利ӹを計上でき、5％の復഑をՌたした。

　1933（昭和 8）年以降もٛ務ٳ業は続いたものの、35 年 11

月期まで各期 8
694 円のٳ業໔আิঈ金を支出して、ૢ業水準

を高めていった。景気もঃʑに回復して市گはݎ調に転じた。

　業績の向上によって、1933 年 5 月期の७利ӹは 1万 8
460

円 16 મ、同年 11 月期は 1万 7
608 円 23 મ、34（昭和 9）年

5 月期は 2 万 8
178 円 80 મ、同年 11 月期には 2 万 3
557 円

77મを֬保し、഑当率は33年5月期から増഑されて20％となっ

た。

　1935（昭和 10）年は、創立 20周年に当たる年であった。同

年 5月期の഑当率は、20％に記念഑当 5％を加えて 25％とした。

同年 8月 21日の取締役会で、記念事業として、中島徳太郎社長

が取締役を務めていた加能合同銀行（ݱ・北國銀行）と 1万円

をݶ度に当ି࠲越ܖ約を締結することや、金沢電気ي道（ݱ・北

陸鉄道石川線）のઐ用側線を工場内へ引くことを決定した。しか

し、ઐ用側線建設は法཯や資金面に໰୊があり、結局はݟૹられ

た。

　9月 28 日、創立 20 周年記念祝祭が稲荷神社の秋季例祭とと

もに開催された。༧ࢉ 5
000 円のうち、経営ঢ়گを鑑みて、徳

太郎社長ݸ人が 3
000 円を支出した。

長崎取締役技師長が死去

　1935 年 10 月 22 日、長崎ၕ取

締役技師長が死去した。60 年の生

֔であった。

　長崎は、加賀製紙設立લから技師

長として工場の建設や抄紙機のબ

定、据え付けを୲い、ૢ業開始以降

は工場の運営や技術面を全面的に統๺ᅳ৽ฉࡌܝͷ௕࡚ၕࢯͷᨁใࣄه
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ׅした。また、監査役や取締役を歴任し、経営にも深くࢀ画した。

生産のޮ率化や品質の向上のためにਚくし、創意工෉を重Ͷて無
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行の監査役を務め、同行と三十四銀行および山ޱ銀行との経営統

合に関与し、1933（昭和 8）年 12 月 9 日に三和銀行となって

からは監査役に就いた。金沢૔ݿ運輸社長やඌ小屋水ྗ電気、山

上水ྗ電気の取締役、ߵ஑信ୗやߵ஑ビルジングの監査役などを

歴任している。当社の株は長உ෢が相続した。

　1937（昭和 12）年 2月 6日のྟ時株主総会で、市村ଙ太郎

が監査役に就任した。1895（明࣏ 28）年 1月にി長松の次உ

として生まれ、ঙ吉と名付けられ、後に市村家に໇入りした。

1929（昭和 4）年にٛ෕ଙ太郎の死後、家ಜを相続し襲名した。

のひろは広村長太郎の࠺ 4ঁで、3代目中島徳太郎社長の࠺、ඒ

௡子とは࢞ຓに当たる。

稲わらパルプづくりへの挑戦

　業界の調੔能ྗがෆ଍していたため、ط存会社の生産֦大と新

会社の設立で、供給が過多となった。業界ஂ体に加わらないアウ

トサイダーの続出で市価は下落し、さらに原材料価格の高ಅが追

い打ちをかけ、加賀製紙の収ӹは大きく圧ഭされた。こうしたঢ়

を打ഁす΂く、徳太郎は新分野への進出を企図した。稲わらパگ

ルプの製造および洋紙の抄造への௅戦である。

　徳太郎は༮গ期から知り合いの金沢市二俣の和紙৬人に教えを

ޤ
㆓

うとともに、中Ҫ商店ઐ務取締役の島田林太郎や王子製紙伏木

工場長のย山ಞから৘報収集し、その有用ੑを認識した。

　1937年9月6日から16日にかけて、ٛ 務ٳ業の合間を๓って、

稲わらパルプの抄造ࢼ験を行った。原価は高くͭいたものの、一

Ԡ成功した。徳太郎の໋
㇁ㆂ

により、ᚸ田支഑人とѴ主任技術者が実

用化に向けての研究にண手した。二人はわらのৠ解方法や഑合ൺ

率にۤ労したものの、東京のઐ໳家とも意ަݟ換を重Ͷて、一定

の成Ռを得た。

　これをडけて、徳太郎はᚸ田に۩体的な事業計画の策定を指示

した。ᚸ田は৻重に検౼した結Ռ、ٛ務ٳ業時に有ޮ活用できる

ものの、෷ࠐ資本金 15万円の会社が新たに 20万円に及Ϳ౤資

主任技術者として工場؅理人に任じ、事実上の後継者として技術

面を統ׅさせた。

　Ѵは 1886（明࣏ 19）年 12 月 25 日に生まれ、Ҫ東製紙所や

岡山製紙広島分工場、博多製紙で実務経験を積んだ。一貫して長

崎の部下であり、長崎に伴って加賀製紙に技手として入社した。

義務休業が続く

　1936（昭和 11）年以降、ध要はண実に上向いたものの、同業

会のڠ約に従わない「アウトサイダー」企業が続出した。加ໍ会

社の増設も進み、ڠ定価格の࣋ݎが難しく、ٛ務ٳ業が続いた。

　1936 年 5 月期は७利ӹが 1 万 1
476 円 36 મ、഑当率が

12％、11 月期は७利ӹが 1 万 5
386 円 94 મ（લ年同期ൺ

15�7％増）、഑当率が 16％、37（昭和 12）年 5月期は७利ӹが

1万 8
662 円 79 મ（62�6％増）、഑当率は 20％と向上がݟられ

たものの、11 月期は७利ӹが 1 万 663 円 77 મ（30�7％減）、

഑当率が 10％、38 年 5 月期は७利ӹが 5
940 円 2 મ、഑当率

が 8％と大きく下落していった。

「横山家とのつながり」なくなる

　この間、1932（昭和 7）年 2月に監査役の横山๕松が退任した。

࣋ち株 100 株は、同年 5月に社長の中島徳太郎と田क取締役に

50株ͣͭৡ渡された。これをもって、加賀製紙と横山家は人的

にも資金的にもͭながりが消໓した。

　1936 年 7月 28 日、加賀製紙設立以来取締役を務めていた田

क太ฌӴが死去した。田कは富山県出身で、金沢へ進出してޖ෰

商を営み、෱
ㆵㆎ

光
ㆿㆤ

街道などにͭながり、ަ通の要
㇈ㆄ

ি
㆗㇇ㆄ

だったݡ
㆐㇓

ࡔ
㆕ㆉ

௰
ㆤ㆘

に出店し、後に෢蔵ϲ௰へ移転した。洋館を構えるなど進取の気

ੑに富んでいた。長உの昌三郎（1909 年 4月生まれ）が家ಜを

相続して太ฌӴを襲名した。36 年 9月 28 日のྟ時株主総会で

取締役にબ任された。

　12月 15 日に監査役のલ田雄೭助が死去した。લ田はߵ
㆓ㆄㆮ

஑
ㆂ㆐

銀

෱ޫ֗ಓ
ۚ୔ࢢと෋ࢁ県ೆ౑ࢢを

݁Ϳಓ

2 ୅໨ాकଠฌӴ

2୅໨ࢢଜଙଠ࿠
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ୈ̐ষ　ۤ೉৐Γӽ͑ྺ࢙ฤ

　7月 5日と 15日の取締役会で、増設工事（༧ࢉ 1万 4
700 円）

とༀ品૔ݿ、紙の原料を入れるチェスト の建設を௰鉄次郎ݸ3

商店に੥けෛわせることを決めた。8日には工場の増築と電動機

増設のਃ੥を石川県に提出し、14日に県知事の近౻ॣհから許

可を得た。

資本金を倍額増資

　7月 23 日の取締役会では、資本金を 20 万円から 40 万円へ

倍ֹ増資し、発行株式਺も旧株 4
000 株に新株 4
000 株の合計

8
000 株とすることを決めた。合わせて、関܎する定
ㆦㆂ

׺
ㆉ㇓

の条文の

変更、۩体的には第 2条の目的を「板紙並࿴
㇏㇉

パルプϊ製造販売」

とすることなどを決定し、8月 10 日のྟ時株主総会で議決され

た。これをもって、わらパルプマシンの新設と関連する諸設備の

増設が正式に意ࢥ決定された。

　௚ちに新株の株主ื集と引きडけ、新株の第 1回෷いࠐみ（1

株当たり 12 円 50 મ）を行い、2日後の 8月 12 日のྟ時株主

総会で承認された。෷いࠐみ済み資本金ֹは 15万円から 25 万

円となった。

　新株は、中島徳太郎が 1
760 株、क岡多吉（多一郎監査役の

次உ）が 650 株、市村監査役が 400 株、西田取締役が 370 株、

松林理助が 280 株、中ٶ取締役が 250 株、ࠤ野ސ໰が 100 株、

ᚸ田支഑人が 70 株、白ඌ書記が 50 株、そして各 20 株をѴ主

任技術者と松村๛೭書記、徳野徳࣏技手、࢒る 10株をُ田與三

次書記が所有することになった。

　全 8
000 株のうち、徳太郎が 3
200 株（40％）を࣋ち、田क

取締役が 740 株（9�3％）、西田が 700 株（8�8％）、क岡多吉が

650 株（8�1％）、中ٶໜ吉と市村が各 500 株（6�3％）、田कൟ（ઌ

代太ฌӴの長ঁ）が 300 株（3�8％）、松林が 280 株（3�5％）、

क岡監査役が 250 株（3�1％）、ᚸ田が 140 株（1�8％）、そして

各 100 株（1�3％）を森八合名会社や中ٶたけ（ໜ吉の࠺）、લ

田෢、長崎ູ（ၕの実子）、ࠤ野ސ໰、白ඌ書記が࣋ち、Ѵは 70

を行って収ӹを得るのは難しい、と率௚に報告した。しかし、徳

太郎は並ʑなら͵決意を示した。以下は、ᚸ田の『一生一業』に

記された徳太郎の計画のૣ期実行に向けた準備໋令である。

　設備の安い高いよりも時を考へͶばなるまい、ૣく࢓事をす

るのが目的である、஡࿸一ݸにԿ十万円を౤ͣるझຯを࣋ͭ重

役のډる会社が、࢓事のҝに出す金を੯しΉ株主はࠑ会社にݶ

り無いഺ
ㆯ㆚

である、ए
㇂

し᪳
ㆡ㇅ㆄ

᪯
ㆡ㇇

する株主が有ͭたら増資全部でも

一人で引きडける。

パルプマシンを購入

　1938（昭和 13）年 3 月 21 日の取締役会で、1日当たり 12

トン製造可能なパルプマシンを༧ࢉ 15万 5
500 円でҏ౻製作所

へ発注し、これに伴う建設工事を 4万 7
700 円で施工すること

を決定した。4月 7日の取締役会では、化学技術ސ໰としてࠤ野

ᴲ年を招
㆗㇇ㆄ

ᡈ
ㆸㆂ

することを決め、ࢼ験室を新設して技術開発に当た

らせた。

　加賀製紙の歴史にとって「画期的な会議」（『一生一業』）が 5

月 4日、金沢市౬
㇆

༚
㇏ㆎ

温泉の白
ㆯㆎ

Ӣ
ㆄ㇓

࿖
㇍ㆄ

で開催された。役員および従

業員が集まり、それͧれ会合を࣋ち、徳太郎社長が新たな事業計

画にͭいて詳ࡉにઆ明した。従業員からは実ݱの可能ੑやੑࢉ࠾

などにٙ໰の੠が多਺上がった。これに対して、徳太郎社長は「も

し新たに౤じた 20万円の資本が無๳であったとしても、会社の

資産は新たな設備౤資を加え 40万円の価஋がある。決してෆ安

はない」と自らの決意に理解をٻめた。最ऴ的には従業員側も了

承した。

　徳太郎社長のઌੑݟを࣋ち、ک
ㆲ㇋

Ήことのない決断に、ᚸ田は「理

۶ではいけない。ࠐݟみと度ڳがඞ要だ」と述
㆘㇅ㆣ

ջ
ㆉㆂ

している。社

長と従業員がෲ
ㆵㆎ

蔵
㆞ㆄ

なく意ݟを戦わせたうえで合意ܗ成を図ったこ

とも、当時の加賀製紙の経営࢟੎や企業としてのあり方を示すも

のである。

パϧϓϚγϯ
ҴΘら͔ら紙のݪྉとな

るણҡなどをऔり出͢ػ

ց

໺ᴲ年ࠤ
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ୈ̐ষ　ۤ೉৐Γӽ͑ྺ࢙ฤ

書館に所蔵されている。

　第二十二号議Ҋ

左記加賀製紙株式会社株金෷ࠐ催告並ニ事業設備֦ு許可ਃ੥

ϊ件許可スルコト

記

一、�ਃ੥者　石川県石川郡押野村　加賀製紙株式会社　社長　

中島徳太郎

一、�資本金ֹ　四十万円（内෷ࠐ二十五万円）

一、�株金෷ࠐ　五万円（昭和十三年十二月一日）

一、�株金෷ࠐニґリ調ୡスル資金ϊ用్

　　　事業設備֦ு資金ニॆ当

一、�事業設備֦ு計画及༧ࢉ

　　　࿴パルプ製造工場建設（日産五ಮ
㈊㈵

） 二ʓʓ千円

　　　ະ෷代金 一五ʓ　　

　　　資金調ୡ方法

　　　自ݾ資金 五ʓ　　

　　　本件及ࠓ後ϊ෷ࠐ金 一ʓʓ　　

一、ࢀ�考事項

当社ϋ稲࿴ヨリスル板紙ϊ製造Ϯ業トセル所生産設備ϊ

過৒ヨリૢࡏݱ୹Ϯ実行シπʍアルモϊニシテӈૢ୹期

間（ຖ月十二日間）Ϯ利用シテパルプを製造セントスル

モϊニシテ本年六月ヨリண工、工場建物ϋ۝月十五日຦

ニ完成十二月一日ヨリૢ業ϊ༧定

以上

　許可書には、「本件࿴
㇏㇉

パルプ製造設備ϋ೭Ϯ木材パルプ製造ニ

転用セサルコト」との条件が付されている。当時、人
㆘㇓

造
㆞ㆄ

絹
㆐㇓

ࢳ
㆗

（人
㆘㇓

絹
㆐㇓

）用のパルプの製造を目的として、北越製紙が 1937（昭和

12）年 5月に子会社として北越パルプを設立するなど、製紙メー

株（0�9％）、徳野とُ田、松村が各 20株（0�3％）、ҏ౻技手が

10株（0�1％）の構成となった。

政府に設備投資の許可求める

　8 月 20 日の取締役会で、۩体的な事業計画を֬定させた。

1937（昭和 12）年、戦時下の金融統制策として、軍ध・輸出産

業へ༏ઌ的に資金を供給し、ෆ要・ෆ急産業への資金流出を཈制

するため、ྟ時資金調੔法が施行されていた。加賀製紙が新たな

設備౤資と෷いࠐみを௃収するには、政府の৹査と許可がඞ要

だった。

　事業目的として、供給がෆ଍していたパルプを製造して戦時下

国策への順Ԡと国内工業の発展にݙߩすることをܝげた。建௶

225 ௶の工場を新設し、国産の原料洗浄槽や原料഑合槽、パル

プマシンを備えて、ٛ務ٳ業時に運転を行うことで、1日当たり

5トンを生産するとした。

　9月から建設と据え付けを始め、

11 月中に完成し、12 月 1 日から

製造にண手する༧定とした。౤資総

ֹは諸機械と工۩に 16万円、諸設

備に 2 万 4
000 円、工場と૔ݿの

建設に 1万 6
000 円の合計 20万円

で、これを自ݾ資金 10万円に加え、

1938（昭和 13）年 12 月 1 日と

39（昭和 14）年 2 月 1 日に計 10

万円の෷いࠐみを௃収して調ୡす

るとした。

　1938 年 8 月 25 日に大蔵݉商工

大臣の஑田成ලあてにਃ੥書を提

出した。内閣ྟ時資金৹査委員会の

書面৹査で可決され、9月 9日付で

許可された。その許可書が国立公文

ਓ଄ࢳݜ
ఱવのࢳݜを·Ͷて࡞っ

た化ֶણҡ。໦ࡐパルプ

などのણҡૉをༀ඼で༹

͔して࡞るެཱࠃจॻؗʹॴଂ͞ Ε͍ͯΔઃඋ౤ࢿͷڐՄॻ
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39（昭和 14）年 2 月 1 日に計 10

万円の෷いࠐみを௃収して調ୡす

るとした。

　1938 年 8 月 25 日に大蔵݉商工

大臣の஑田成ලあてにਃ੥書を提

出した。内閣ྟ時資金৹査委員会の

書面৹査で可決され、9月 9日付で

許可された。その許可書が国立公文

ਓ଄ࢳݜ
ఱવのࢳݜを·Ͷて࡞っ

た化ֶણҡ。໦ࡐパルプ

などのણҡૉをༀ඼で༹

͔して࡞るެཱࠃจॻؗʹॴଂ͞ Ε͍ͯΔઃඋ౤ࢿͷڐՄॻ
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わらパルプから洋紙に転換

　しかし、製造されたわらパルプはΰミがࠞ入したり、༹解が଍

りͣ、人絹に使用するには品質がෆ十分だった。ただ、改善のた

めの新たな設備౤資はࠔ難であり、わらパルプの製造から、これ

を用いた洋紙（印刷紙）への転換に౿み切った。1939（昭和

14）年 8月 8日のྟ時株主総会で、定׺第 2条を「板紙並࿴パ

ルプϊ製造ຢϋ紙ϊ製造販売」へ変更することを議決し、同月

31 日に大蔵・商工大臣から目的変更の認可をडけ、9月から黄

板紙と洋紙をަޓに製造することにした。10 月 11 日に商工ল

から印刷紙 。の格付け指定をडけたڃ&

　当時の板紙のध給ঢ়گは、生産調੔の継続と輸出へのৼり向け

で、国内供給が཈えられていた。1933（昭和 8）年以降、ध要

の増加によって、ঃʑにではあるが、ݎ調にਪ移していった。

37年には新増設が相次͗、供給過৒となり、市価は大きく落ち

んだ。38年に入ると、政府が物品販売価格取締規ଇで価格をࠐ

れを回ආするため、生産を཈え、ध給ׂࢉ࠾定し、製紙各社はݻ

がඡ
ㆲㆣ

ഭ
ㆱㆎ

した。39 年には市گが高ಅし、これをडけて、日本板紙

同業会はこの年 6月ݶりで 15年に及んだ生産調੔を廃止した。

　日本板紙同業会は、政府に適正価格の設定を再三、要੥し、

1939 年 7月の政府物価委員会で黄板紙と段ボール原紙（黄板巻

取）の公定価格が決定、ཌ 8月から実施された。黄板紙は "～

& ランクに分ྨされ、加賀製紙は࿘速製紙や王子製紙（本版）、

日本紙業、岡山製紙（本版）、立山製紙とともに "ランク（1ト

ン当たり製造業者販売価格 104 円、元売ࡹ
㆕ㆰㆎ

商Է売価格 106 円、

最ऴ販売価格 111 円）に格付けされた。

日本板紙連合会を創設

　日本板紙同業会は、ध給調੔機能の強化による価格の安定を目

指して、日本஡板紙統制会（1931 年 9 月創設、15 社加ໍ）と

統合し、1940（昭和 15）年 2月に日本板紙連合会を創設した。

カーや๰績メーカーなどのࢀ入が相次いでいた。政府は供給ෆ଍

を考ྀしͭͭも、ࢀ入企業の増大によるڝ争のܹ化と市گのѱ化

を回ආするため、一定の規制を施したと考えられる。

　この間、5月 25 日に徳太郎社長と西田取締役はҏ౻製作所社

長の小島෱次郎とパルプマシンの購入ܖ約を締結した。6月 15

日には入手ࠔ難とࢥわれていたモーターを中古ながらも購入でき

た。わらパルプの製造技術の開発はࠤ野化学技術ސ໰を中心に進

められ、9月 19 日には製造方法に関する特許を出願した（昭和

13年特許第 12806 号）。

　マシンの新設と工場の建設工事は 9月にண手された。しかし、

マシンೲ入の஗Ԇをはじめ建設資材のෆ଍や価格高ಅ、Ԡঌ・出

੐者の増大による人材ෆ଍などで༧定通りには進まなかった。

1939（昭和 14）年に入ると、ようやくഥंがかかり、対Ԡに追

われた。ଞ方、ٛ務ٳ業期間が֦大したため、ط存の抄紙機でࢼ

験製造を継続した。

　1939 年 2 月 1 日、政府の許可をडけたうえで、第 3回の෷

いࠐみ௃収を行い、෷いࠐみ済み資本金は 35万円となった。そ

して、ようやく 6月 7日にࢼ運転を行い、13日に本格運転を開

始することになった。

「特殊機能紙」
製造も想定

　新たなマシン、2号

抄紙機は稲パルプだけ

ではなく、ベークライ

トやヴァルカナイズ

ド・ファイバー、ઈԑ

紙などのいわゆる「特

殊機能紙」の製造も૝

定していた。さらに硬質板紙やスレートの代用紙、଱火や保温、

଱水のੑ能を࣋ͭ建設用材紙の研究開発も構૝されていた。

چ 2߸ঞػࢴεϨʔτ
೪൘ؠのബ൘。԰ࠜ;͖

などに用いられるࡐ

೔ຊ൘紙連߹ձ
連合会は1972（昭和47）4

݄1೔に紙パルプ連合会

（1955年6݄発足）と合併し

て、೔ຊ੡紙連合会とな

り、現在にࢸる
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同業会はこの年 6月ݶりで 15年に及んだ生産調੔を廃止した。
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1939 年 7月の政府物価委員会で黄板紙と段ボール原紙（黄板巻
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ン当たり製造業者販売価格 104 円、元売ࡹ
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商Է売価格 106 円、

最ऴ販売価格 111 円）に格付けされた。

日本板紙連合会を創設

　日本板紙同業会は、ध給調੔機能の強化による価格の安定を目

指して、日本஡板紙統制会（1931 年 9 月創設、15 社加ໍ）と

統合し、1940（昭和 15）年 2月に日本板紙連合会を創設した。

カーや๰績メーカーなどのࢀ入が相次いでいた。政府は供給ෆ଍

を考ྀしͭͭも、ࢀ入企業の増大によるڝ争のܹ化と市گのѱ化

を回ආするため、一定の規制を施したと考えられる。

　この間、5月 25 日に徳太郎社長と西田取締役はҏ౻製作所社

長の小島෱次郎とパルプマシンの購入ܖ約を締結した。6月 15

日には入手ࠔ難とࢥわれていたモーターを中古ながらも購入でき

た。わらパルプの製造技術の開発はࠤ野化学技術ސ໰を中心に進

められ、9月 19 日には製造方法に関する特許を出願した（昭和

13年特許第 12806 号）。

　マシンの新設と工場の建設工事は 9月にண手された。しかし、

マシンೲ入の஗Ԇをはじめ建設資材のෆ଍や価格高ಅ、Ԡঌ・出

੐者の増大による人材ෆ଍などで༧定通りには進まなかった。

1939（昭和 14）年に入ると、ようやくഥंがかかり、対Ԡに追

われた。ଞ方、ٛ務ٳ業期間が֦大したため、ط存の抄紙機でࢼ

験製造を継続した。

　1939 年 2 月 1 日、政府の許可をडけたうえで、第 3回の෷

いࠐみ௃収を行い、෷いࠐみ済み資本金は 35万円となった。そ

して、ようやく 6月 7日にࢼ運転を行い、13日に本格運転を開

始することになった。

「特殊機能紙」
製造も想定

　新たなマシン、2号

抄紙機は稲パルプだけ

ではなく、ベークライ

トやヴァルカナイズ

ド・ファイバー、ઈԑ

紙などのいわゆる「特

殊機能紙」の製造も૝

定していた。さらに硬質板紙やスレートの代用紙、଱火や保温、

଱水のੑ能を࣋ͭ建設用材紙の研究開発も構૝されていた。

چ 2߸ঞػࢴεϨʔτ
೪൘ؠのബ൘。԰ࠜ;͖

などに用いられるࡐ

೔ຊ൘紙連߹ձ
連合会は1972（昭和47）4

݄1೔に紙パルプ連合会
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から木ށへ変更している。

　1939 年 12 月には書記の白ඌਙ吉が定年退৬した。

洋紙共販株式会社が設立

　1940 年 11 月、商工লの指導をडけて洋紙ڞ販株式会社が設

立された。同লにより公布された洋紙഑給統制規ଇで、洋紙のڞ

同販売体制が֬立した。ཌ

41（昭和 16）年 9月には日

本板紙連合会は日本抄合紙

連合会とともに日本板紙統

制株式会社を設立し、生産や

販売統制を開始した。当時は

原材料や資材ྨも統制がか

かり、調ୡに難
ㆪ㇓

ौ
㆘㇅ㆄ

した。41

年 11 月期の第 52 期営業報

告書には、ݫしいঢ়گが記さ

れている。

　ट೴者はほとんど商売よりも統制໰୊の調੔に東
ㆨㆄ

ຉ
ㆻ㇓

西
㆛ㆂ

૸
㆝ㆄ

（中

ུ）ඞ要の物資はަޓに一ͭ଍りれば一ͭ଍らͣ。工場の能率

を減退すること、おびただしく生産ྗ֦ॆのझࢫにໃ
㇀

६
㆘㇅㇓

し、

能率を減するより、生産原価の高ಅをݟて௿物価政策にໃ६す

る܏
㆐ㆂ

ᅟ
ㆌ㇇ㆄ

にあり（中ུ）過去一ケ年લまでは日ৗ業務の運営に

際しগなくとも三ケ月間の༧૝をもって਱行することをえたる

も、環境のਪ移、日ʑ新たにして事物の変ભ、ࠁʑにഭり、ࡢ

秋ころよりわͣかに一ケ月間のݟ通しをもって経営し、ࠓとな

りては一日一日の続きをސみて明日の計をなすのやΉなきにࢸ

れり

休業日数が増える

　稲わらをはじめとする原材料や電ྗ、石炭の供給ෆ଍でૢ業୹

理事長にҪ上憲一（王子製紙）、ઐ務理事に稲༿ઙ吉（同）、ৗ務

理事にླ木二࿋（日本紙業）と後౻多賀雄（࿘速製紙）、理事に

田村文吉（北越製紙）、石川ࣣฌӴ（伏木板紙）、஑上強三（岡山

製紙）、Ӊ野正雄（日ਗ਼製紙）、小ദ朝光（高崎板紙）、広瀬྿平（ڇ

௡板紙）、古川ః次郎（古川製紙）、຀ॣ次（ඒ作製紙）が就任した。

　加ໍ社は、黄板紙ઐ業の加賀製紙および日՚製紙、日ਗ਼製紙、

北国製紙、名古屋パルプ、上西製紙所、ڇ௡板紙、ఱ城板紙、山

ཅ板紙、京都製紙所、ඒ作製紙、広島製紙、஡板紙ઐ業の日本建

設紙工、田島Ԡ用化学研究所、古川製紙、遠भ板紙、ߕ子製紙、黄・

஡板紙併抄の日本紙業、北越製紙、岡山製紙、王子製紙、高崎板

紙、立山製紙、࿘速製紙、伏木板紙、西ං板紙の合計 26社だった。

　日本板紙連合会は紙Է商のஂ体と板紙ྨ഑給ڠ議会を組৫し、

製造販売の連ܞを強めた。

　1939（昭和 14）年 12 月 11 日の第 49 回定時株主総会で、

ᚸ田支഑人が取締役、ࠤ野化学技術ސ໰が監査役にબ任された。

ᚸ田はઐ務になるとともに支഑人の৬務も؅ঠすることになっ

た。中島徳太郎社長の下で、ᚸ田が実務੹任者としての役ׂを୲

い、ࠤ野が技術面を統ׅし経営にも関与する体制となったのであ

る。

　ཌ 1940（昭和 15）年 5月 4日にक岡多一郎監査役が死去し、

6月 22 日の第 50 回定時株主総会でक岡多吉が監査役にબ任さ

れた。多吉は多一郎の次உで、1910（明࣏ 43）年 2月に生まれ、

北陸自動ं商会や報国土地の取締役を務めていた。

　1940 年 11 月、主任技術者のѴ出市が定年となったが、引き

続き৤ୗとして࢒った。Ѵの後任は同年 1月に技師として入社

した木ށ六二である。木ށは 1898（明࣏ 31）年 12 月 10 日に

ฌݿ県有അ郡Ԙ瀬村（ݱ・西ٶ市）で生まれた。ਘৗ高等小学校

ଔ業後に王子製紙都島工場や富࢜製紙千住工場、א太工業真岡工

場、日૤人絹パルプ、東෢製紙工業などで抄紙の実務経験を積ん

でいた。

　1940 年 12 月に工場؅理人、ཌ 41 年 2 月に汽
ㆌ

罐
ㆉ㇓

؅理人をѴ

कԬଟ٢

ઓ࣌৭ͷڧ·Γͱͱ΋ʹɺʮւڠ܉ձʯͷҡ࣋ձһͱͳͬ ͨ

4࡛-加賀製紙.indd   72-73 16/02/25   12:58

72 73

ୈ̐ষ　ۤ೉৐Γӽ͑ྺ࢙ฤ

から木ށへ変更している。

　1939 年 12 月には書記の白ඌਙ吉が定年退৬した。

洋紙共販株式会社が設立

　1940 年 11 月、商工লの指導をडけて洋紙ڞ販株式会社が設

立された。同লにより公布された洋紙഑給統制規ଇで、洋紙のڞ

同販売体制が֬立した。ཌ

41（昭和 16）年 9月には日

本板紙連合会は日本抄合紙

連合会とともに日本板紙統

制株式会社を設立し、生産や

販売統制を開始した。当時は

原材料や資材ྨも統制がか

かり、調ୡに難
ㆪ㇓

ौ
㆘㇅ㆄ

した。41

年 11 月期の第 52 期営業報

告書には、ݫしいঢ়گが記さ

れている。

　ट೴者はほとんど商売よりも統制໰୊の調੔に東
ㆨㆄ

ຉ
ㆻ㇓

西
㆛ㆂ

૸
㆝ㆄ

（中

ུ）ඞ要の物資はަޓに一ͭ଍りれば一ͭ଍らͣ。工場の能率

を減退すること、おびただしく生産ྗ֦ॆのझࢫにໃ
㇀

६
㆘㇅㇓

し、

能率を減するより、生産原価の高ಅをݟて௿物価政策にໃ६す

る܏
㆐ㆂ

ᅟ
ㆌ㇇ㆄ

にあり（中ུ）過去一ケ年લまでは日ৗ業務の運営に

際しগなくとも三ケ月間の༧૝をもって਱行することをえたる

も、環境のਪ移、日ʑ新たにして事物の変ભ、ࠁʑにഭり、ࡢ
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休業日数が増える

　稲わらをはじめとする原材料や電ྗ、石炭の供給ෆ଍でૢ業୹

理事長にҪ上憲一（王子製紙）、ઐ務理事に稲༿ઙ吉（同）、ৗ務

理事にླ木二࿋（日本紙業）と後౻多賀雄（࿘速製紙）、理事に

田村文吉（北越製紙）、石川ࣣฌӴ（伏木板紙）、஑上強三（岡山

製紙）、Ӊ野正雄（日ਗ਼製紙）、小ദ朝光（高崎板紙）、広瀬྿平（ڇ

௡板紙）、古川ః次郎（古川製紙）、຀ॣ次（ඒ作製紙）が就任した。
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設紙工、田島Ԡ用化学研究所、古川製紙、遠भ板紙、ߕ子製紙、黄・
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紙、立山製紙、࿘速製紙、伏木板紙、西ං板紙の合計 26社だった。

　日本板紙連合会は紙Է商のஂ体と板紙ྨ഑給ڠ議会を組৫し、

製造販売の連ܞを強めた。

　1939（昭和 14）年 12 月 11 日の第 49 回定時株主総会で、

ᚸ田支഑人が取締役、ࠤ野化学技術ސ໰が監査役にબ任された。

ᚸ田はઐ務になるとともに支഑人の৬務も؅ঠすることになっ

た。中島徳太郎社長の下で、ᚸ田が実務੹任者としての役ׂを୲

い、ࠤ野が技術面を統ׅし経営にも関与する体制となったのであ

る。

　ཌ 1940（昭和 15）年 5月 4日にक岡多一郎監査役が死去し、

6月 22 日の第 50 回定時株主総会でक岡多吉が監査役にબ任さ

れた。多吉は多一郎の次உで、1910（明࣏ 43）年 2月に生まれ、

北陸自動ं商会や報国土地の取締役を務めていた。

　1940 年 11 月、主任技術者のѴ出市が定年となったが、引き

続き৤ୗとして࢒った。Ѵの後任は同年 1月に技師として入社

した木ށ六二である。木ށは 1898（明࣏ 31）年 12 月 10 日に

ฌݿ県有അ郡Ԙ瀬村（ݱ・西ٶ市）で生まれた。ਘৗ高等小学校

ଔ業後に王子製紙都島工場や富࢜製紙千住工場、א太工業真岡工

場、日૤人絹パルプ、東෢製紙工業などで抄紙の実務経験を積ん

でいた。

　1940 年 12 月に工場؅理人、ཌ 41 年 2 月に汽
ㆌ

罐
ㆉ㇓

؅理人をѴ

कԬଟ٢

ઓ࣌৭ͷڧ·Γͱͱ΋ʹɺʮւڠ܉ձʯͷҡ࣋ձһͱͳͬ ͨ
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め」とある。

　しかし、1942（昭和 17）年 5月期は 59日、11月期は 40日、

43 年 5月期は 130 日のٳ業を༨儀なくされた。43 年 5月期は

2万 3
192 円 96 મの७ଛ失を計上し、5月期と続く 11 月期は

無഑に転落した。

　さらに金ଐ供出や企業੔備、そして北国製紙との合併໰୊も経

営上の重
ㆈ㇂㆗

石となっていたが、結Ռ的には当社に໰୊のないܗで解

決した。

　この間、1941（昭和 16）年 5月 8日の取締役会で、2号抄紙

機の増強（ドライヤー、リール、ポーチャーの設置）と洗浄室の

増設、ࣷ॓دの建設を決定した。設計などは木ށが୲った。

ファイバー抄造に進出

　戦時下の最大のトϐックスといえるのは、ヴァルカナイズド・

ファイバーの抄造への進出である。これまでඞͣしも明らかでは

なかったが、加賀製紙社史にとって重要な史実といってよい。

　ヴァルカナイズド・ファイバー（以下、「ファイバー」とུ記）

は、「硬化された繊維」という΂きものである。木໖ボロや木材

繊維を原料に抄造された特殊紙をԘ化ѥԖ༹ӷにਁ
㆗㇓

௮
㆛ㆌ

して๲
ㆼㆄ

५
㆘㇅㇓

させて積層・圧ணし、後に水洗いによりԘ化ѥԖをআ去して乾燥・

᡼
㆓ㆄ

化
ㆉ

させ製品化したものである。製品特ੑは˜硬く೪り強い˜ં

れにくい˜ഁれにくい˜ইͭきにくい˜ࡺ
㆕ㆳ

やカビが生じない˜引

火しない˜油および電気を通さない―ことが挙げられる。

高性能、低価格で需要拡大

　引っுりおよび圧ॖ強度は合成थࢷよりも༏れ、߯やアルミニ

ウムにもඖఢし、଱熱ੑは合成थࢷをしの͙ものである。用్は

金ଐやൽֵ、ΰムなどの代用品としてב
ㆉㆰ㇓

や運ൖ۩、๰績用のࢳを

収ೲするケンスなどに広がり、௿価格なこともあり、ध要は֦大

していた。

　国内では、1932（昭和 7）年に日本ファイバー製造、34（昭

ॖを༨儀なくされ、ٳ業日਺は 1942（昭和 17）年 5月期が 59日、

11 月期が 40 日、43（昭和 18）年 5 月期が 130 日にୡした。

43年 5月期は稲わらが通ৗの 1ׂఔ度しか調ୡできͣ、石炭は

43年 2月、ༀ品は 5月から഑給が停止した。この期は最ऴ੺ࣈ

と無഑に転落し、11月期はࣈࠇ化したものの無഑が続いた。

　洋紙は、印刷用紙や図書用紙が抄造されていた。図書用紙は図

書や製図、ࢲ製ϋΨキなどに用いられていた。商品名として、印

刷用紙は「ポスター」「 （ヤマイチ）」、図書用紙は「৭コット

ン紙」や「 （ヤマイチ）画学紙」が使われた。

　1940（昭和 15）年 10 月に商工লから告示・指定された公定

種ผおよび価格は印刷用紙が &ランク、1ポンド当たりの製造業

者販売価格が 18મ 9ྚ
㇊㇓

、元売業者販売価格が 19મ 3ྚ、小売

業者販売価格が 20મ 6ྚだった。図書用紙は、「৭コットン紙」

が 16ランク、1ポンド当たりの販売価格は製造業者 19મ 6ྚ、

元売業者 20મ、小売業者 21મ 3ྚ、「 （ヤマイチ）画学紙」

が 17ランク、1ポンド当たり製造業者 18મ 6ྚ、元売業者 19

મ、小売業者 20મ 2ྚとなっていた。

　黄板紙の 1940 年 4 月の商工ল告示・指定の公定種ผおよび

価格は、最上の "ランクで、1トン当たりの製造業者販売価格が

133 円、元売業者販売価格が 140 円、小売業者販売価格が 149

円だった。

戦時統制が強化

　1940 年以降、戦時統制が強化

され、稲わらや石炭、ༀ品などの

調ୡがますます難しくなり、電ྗ

の供給制ݶも֦大した。第 55期

営業報告書では、「一意৬分ไ公

の੣をਚさんことを期し特に଍

らざる物資のઅ減と作業能率の

増進を図りӶ意生産の֬保に౒

ϙʔνϟʔ
ྉのஷཹ૧ݪ

1941ʢত࿨ 16ʣ年ʹ͸ʮେ೔ຊ๷ۭڠձʯʹೖձ͠ ͨ

೔ຊϑΝΠόʔ੡଄
にࢢࡕຊۚ25ສԁでେࢿ

ઃཱ͞れた。ฌݿ県෢ݿ

に（ࢢٶ現ɾ੢）໐ඌଜ܊

工৔をஔいた
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て加賀製紙が抄造し、日本ファイバー製造が当社内の土地や建物

をआ用して機械、設備を੔え、同社金沢工場として製品加工と販

売することを決定した。

　1943（昭和 18）年 3月からࢼ験抄造を始め、3回にわたって

約 20 万ポンドを製造した。6月にも約 12 万ポンドのࢼ抄に成

功し、8月に商工লから Sファイバー原紙の指示価格の許可をड

け、製造にண手した。抄造したファイバーは軍用の防࣪箱に加工

された。

軍需工場の御取立願を提出

　1944（昭和 19）年 2月 1日のྟ時株主総会で、定׺第 2条（事

業目的）を「࿴
㇏㇉

パルプ及紙ྨϊ製

造、加工並販売ୠシ೭ニ附ଳスル

一切ϊ事業Ϯ営ムコトϮ得」と変

更することを議決した。લ後し

て、1月 26 日に軍ध工場御取立

願を陸軍ۭߤ本部名古屋監ಜ൝

富山ۈࡏ所へ提出した。

　御取立願には、「創立の当初よ

りڷ土の資材ڷ土の༨৒労ྗを

以
㇂ㆣ

て製造する業を興すは当地を

५す利ӹ大なるを以てࢉ࠾より

もೡ
㇀㆗

ろ品Ґの向上を目指し࢑
㆗ㆰ㇉

くにして （ヤマイチ）板紙の名

੠を博するにࢸれり、利ӹ৒
ㆀㆾ

れば公ڞの事にد附を੯まͣ大正に

は৆Ⴣ局よりۅ
ㆌ㇊

御
㆔

໲
㇂㇓

付
ㆤㆌ

金
ㆌ㇓

ഋ
ㆱㆂ

の御
㆔

下
ㆉ

ࣀ
㆗

ありたるが೗きは地方ك
ㆾ㇌

なる

光ӫとして感ܹする所なり」「使用者が使ひຯを知
ㆡ

ࣩ
㆗ㆤ

する所なり

となれり」と、これまでの事業展開ݻに業績順調社ૅ次第に強ނ

や経営࢟੎とともに、1号抄紙機で製造された板紙に化学的処理

を施して加工したΨソリン罐
ㆉ㇓

の代用品が଱水ੑや଱火ੑ、防࣪ੑ

に༏れ、2号抄紙機で製造された洋紙がٶ田紙業を通じて関܎機

関へ提供され、高い評価をडけていることも強調している。

和 9）年に東洋ファイバー（帝国ݎ紙ファイバー部と日ࠫ商会ファ

イバー部が合併、ݱ・北越東洋ファイバー）が設立されている。

　1935（昭和 10）年、北越製紙が日本ファイバー製造の技術者

だった石田了三を招੥し、長岡工場のྡ地に新工場を建設し、同

年 12月からファイバーの生産にண手した。๰績用ケンスとファ

イバーシートを抄造した。当初は原紙を三ඛ製紙から調ୡしてい

たが、人絹用パルプから製造することに成功し、市川や新ׁ工場

で原紙の抄造を行った。

　北越製紙では、抄造のみを手がけ、製品への加工は地域からر

๬者をืり、ྗڠ工場として技術指導などのうえ୲わせた。

1939（昭和 14）年 11 月には販売ଅ進のため、北越製紙加工販

売を設立している（後に北越紙業・ؙ大紙業、ࡏݱの北越لभ販

売のルーπ）。

　立山製紙は 1939 年 10 月 12日、ผ会社として日本ファイバー

紙ثを設立した。資本金 19 万円で、所ࡏ地は富山県中新川郡

五百石町લ沢、代表取締役深Ҫۿ次郎だった。本社・工場に近઀

する雄山町（ݱ・立山町）とௗ取市に工場を設置し、年産 75万

円だったとの記録が「富山県政史　第六巻（ߕ）」に記されている。

軍需向けに広がる

　戦時下、ファイバーの用్は軍ध向けに急速に広がった。ドラ

ム؈や防弾タンク、Ψスマスク（箱）、物量౤下筒、火ༀ࠾取箱、

レールઈԑなどの主要材料となった。詳ࡉはෆ明だが、戦ಆ機ゼ

ロ戦の燃料タンクなどにも使われたと伝えられている。

　加賀製紙には、1943（昭和 18）年、立山製紙会長で第 3代

社長だった深Ҫۿ次郎からファイバー製造が࣋ちかけられた。深

Ҫは日本ファイバー製造と連ܞして創業することを提Ҋした。中

島徳太郎社長の指示をडけて、ᚸ田ઐ務が深Ҫの実子で立山製紙

ઐ務取締役とともに日本ファイバー製造社員だった深Ҫ正॔や日

本ファイバー製造技師長の上田໠෉、ސ໰の高橋熊吉とަবを重

Ͷた。その結Ռ、日本ファイバー製造から発注と原料供給をडけ

େ೔ຊ๷ۭڠձͷಛผձһͱͳͬ ͨ͜ ͱΛ఻ Δ͑ॻྨɻڠձ௕ͱ͠ ͯ཮܉
େক౦ᑍӳػͷ໊લ͕ݟ Δ͑

ਂҪ࣍ۿ࿠

๷࣪ശ༺܉
ػؾで使用͞れるి؋܉

ցのอ管、༌ૹにࡍし、࣪

などを๷͙ため用いらؾ

れた

4࡛-加賀製紙.indd   76-77 16/02/25   12:58

76 77

ୈ̐ষ　ۤ೉৐Γӽ͑ྺ࢙ฤ

て加賀製紙が抄造し、日本ファイバー製造が当社内の土地や建物

をआ用して機械、設備を੔え、同社金沢工場として製品加工と販

売することを決定した。

　1943（昭和 18）年 3月からࢼ験抄造を始め、3回にわたって

約 20 万ポンドを製造した。6月にも約 12 万ポンドのࢼ抄に成

功し、8月に商工লから Sファイバー原紙の指示価格の許可をड

け、製造にண手した。抄造したファイバーは軍用の防࣪箱に加工

された。

軍需工場の御取立願を提出

　1944（昭和 19）年 2月 1日のྟ時株主総会で、定׺第 2条（事

業目的）を「࿴
㇏㇉

パルプ及紙ྨϊ製

造、加工並販売ୠシ೭ニ附ଳスル

一切ϊ事業Ϯ営ムコトϮ得」と変

更することを議決した。લ後し

て、1月 26 日に軍ध工場御取立

願を陸軍ۭߤ本部名古屋監ಜ൝

富山ۈࡏ所へ提出した。

　御取立願には、「創立の当初よ

りڷ土の資材ڷ土の༨৒労ྗを

以
㇂ㆣ

て製造する業を興すは当地を

५す利ӹ大なるを以てࢉ࠾より

もೡ
㇀㆗

ろ品Ґの向上を目指し࢑
㆗ㆰ㇉

くにして （ヤマイチ）板紙の名

੠を博するにࢸれり、利ӹ৒
ㆀㆾ

れば公ڞの事にد附を੯まͣ大正に

は৆Ⴣ局よりۅ
ㆌ㇊

御
㆔

໲
㇂㇓

付
ㆤㆌ

金
ㆌ㇓

ഋ
ㆱㆂ

の御
㆔

下
ㆉ

ࣀ
㆗

ありたるが೗きは地方ك
ㆾ㇌

なる

光ӫとして感ܹする所なり」「使用者が使ひຯを知
ㆡ

ࣩ
㆗ㆤ

する所なり

となれり」と、これまでの事業展開ݻに業績順調社ૅ次第に強ނ

や経営࢟੎とともに、1号抄紙機で製造された板紙に化学的処理

を施して加工したΨソリン罐
ㆉ㇓

の代用品が଱水ੑや଱火ੑ、防࣪ੑ

に༏れ、2号抄紙機で製造された洋紙がٶ田紙業を通じて関܎機

関へ提供され、高い評価をडけていることも強調している。

和 9）年に東洋ファイバー（帝国ݎ紙ファイバー部と日ࠫ商会ファ
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だった石田了三を招੥し、長岡工場のྡ地に新工場を建設し、同

年 12月からファイバーの生産にண手した。๰績用ケンスとファ

イバーシートを抄造した。当初は原紙を三ඛ製紙から調ୡしてい

たが、人絹用パルプから製造することに成功し、市川や新ׁ工場

で原紙の抄造を行った。

　北越製紙では、抄造のみを手がけ、製品への加工は地域からر

๬者をืり、ྗڠ工場として技術指導などのうえ୲わせた。

1939（昭和 14）年 11 月には販売ଅ進のため、北越製紙加工販

売を設立している（後に北越紙業・ؙ大紙業、ࡏݱの北越لभ販

売のルーπ）。

　立山製紙は 1939 年 10 月 12日、ผ会社として日本ファイバー

紙ثを設立した。資本金 19 万円で、所ࡏ地は富山県中新川郡

五百石町લ沢、代表取締役深Ҫۿ次郎だった。本社・工場に近઀

する雄山町（ݱ・立山町）とௗ取市に工場を設置し、年産 75万

円だったとの記録が「富山県政史　第六巻（ߕ）」に記されている。

軍需向けに広がる

　戦時下、ファイバーの用్は軍ध向けに急速に広がった。ドラ

ム؈や防弾タンク、Ψスマスク（箱）、物量౤下筒、火ༀ࠾取箱、

レールઈԑなどの主要材料となった。詳ࡉはෆ明だが、戦ಆ機ゼ

ロ戦の燃料タンクなどにも使われたと伝えられている。

　加賀製紙には、1943（昭和 18）年、立山製紙会長で第 3代

社長だった深Ҫۿ次郎からファイバー製造が࣋ちかけられた。深

Ҫは日本ファイバー製造と連ܞして創業することを提Ҋした。中

島徳太郎社長の指示をडけて、ᚸ田ઐ務が深Ҫの実子で立山製紙

ઐ務取締役とともに日本ファイバー製造社員だった深Ҫ正॔や日

本ファイバー製造技師長の上田໠෉、ސ໰の高橋熊吉とަবを重

Ͷた。その結Ռ、日本ファイバー製造から発注と原料供給をडけ

େ೔ຊ๷ۭڠձͷಛผձһͱͳͬ ͨ͜ ͱΛ఻ Δ͑ॻྨɻڠձ௕ͱ͠ ͯ཮܉
େক౦ᑍӳػͷ໊લ͕ݟ Δ͑

ਂҪ࣍ۿ࿠

๷࣪ശ༺܉
ػؾで使用͞れるి؋܉

ցのอ管、༌ૹにࡍし、࣪

などを๷͙ため用いらؾ

れた
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　1944（昭和 19）年 5月 28日の取締役会で田क取締役がৗ務、

12 月 20 日の取締役会でࠤ野監査役がৗ任監査役にঢ任した。

野はཌ年ࠤ 3月から抄繊加工部主任も݉務した。

　また、実務੹任者にも変更があった。定年退৬後、৤ୗとして

৬していたѴ出市がࡏ 1942（昭和 17）年 2月に、そしてѴの

後任として技師を務めていた木ށ大二が 43（昭和 18）年 9月に、

それͧれ退৬した。2人の後継者となったのが高ാ຤蔵と༝太郎、

石山秀雄の 3ܑఋである。42年 4月に຤蔵が修સ工から技手心

得、石山が抄紙工から技手にঢ格した。43年9月には຤蔵が技師・

工場総務に就任した。時期はෆ明だが、༝太郎も修સ工から技手

となっている。

　1945（昭和 20）年 2月に日本ファイバー製造からの強い要

੥をडけて、຤蔵が同社と関連が深い日ຬ化工の技師長݉工場長、

༝太郎が日本炭ૉ工業の技師長として移੶した。加賀製紙は຤蔵

を企画部工場総務相ஊ役、༝太郎には営સ部技術指導員を委৤し

てૹり出している。これに伴い、石山が技師・工場総務に就任し、

事実上の「工場長」として工務部໳を統ׅした。

　事務・؅理部໳は、1944 年に書記のُ田與三次を経理܎主任

݉厚生主任、松村๛೭を企画܎主任݉ॸ務܎主任、ؠ࿬博を࢓入

に任じた。同܎主任݉物品出ೲ܎ਔ野ষを労務、܎主任݉統制܎

年 10月には書記の島村平次が事務長に就いている。

的に؅理৬に登用しているのは、適材適所でۃ場出身者を積ݱ　

かͭこれまでの経験や知識の஝積の成Ռといえ、注目に஋する。

自粛5カ条を制定

　1945年2月16日、「৬員伝統ϊ自ॗ五ケ条」が制定されている。

当社の産業報国会（39年 6月 23日結成）の事業の一環と考え

られ、やや時代がかっているものの、規཯の࣋ݎや公ࠞࢲ同の排

আなど設立以来の࢟੎が൓өされており、興ຯ深い事੻である。

一、৬員は業務の一元的統制の下に運営し一கஂ結して内外の

　1944（昭和 19）年 1月 21 日、ւ軍富山監ಜ׭長から౻૔ߤ

ۭ工業の下੥工場の承認が出された。ඈ行機の౤下വの資材製作

が業務だった。3月 3日には、日本ファイバー製造のྗڠ工場と

して、大阪軍ध監理部において、「19軍監 2第 3381 号」をもっ

て登録されることになった。

ファイバー施設が運用開始

　加賀製紙内の日本ファイバー製造の施設は 1944 年 1 月から

運用が始まり、国内།一のファイバー製造と加工の一貫体制が֬

立された。その後、ᚸ田ઐ務と日本ファイバー製造ৗ務取締役の

౻本重雄が調੔を重Ͷ、5月に྆社間で事業方਑をあらためて֬

定している。

　相ޓ信པを重視し、加賀製紙が加工部໳にͭいても全面的にڠ

ྗし、月産 10 万ポンドを「Ѵ光印」の商ඪで 1ポンド当たり

70 મ 1ྚで販売し、利ӹは 1ポンド当たり 11 મ 1ྚ、月次で

1万 1
100 円をࠐݟみ、これを྆社でં半するとした。

　ಸ蔵電機工作所への「特殊板紙」の供給にもண手している。ւ

軍؋ఖ用電気ث械防࣪വの原紙だった。ඈ行機用防࣪筒向けの原

紙のࢼ作にも取り組んだ。

　1944 年 8月 26 日付で、軍ध大臣から「軍धল監ಜ工場（ߤ

工第 83753 号）」に指定され、10月 2日にۭߤ本部名古屋監ಜ

൝石川ۈࡏ所から内ୡされている。

「一つ足りれば一つ足りず」

　1944 年 11 月期の第 59 期営業報告書によると、ファイバー

製造は原材料が「一ͭ଍りれば一ͭが଍りͣ」「1カ月に 20 日

લ後、ૢ業してかろうじてଛ失をま͵かれる」ঢ়ଶだった。しか

し、「軍ध工場として軍のԉޢで഑給をडければ多年の॓๬の紙

業で報国の使໋をՌたせることを期଴して、一
ㆂㆡ

్
㆚

にファイバー原

紙の抄造にઐ念」するとしている。11月 17日、日本ファイバー

製造金沢工場の生産の委ୗをडけることになった。
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事を処理することを基調とし、いやしくも会社より与えら

れたる地Ґを会社の内外に向けてࢲ的生活上に利用せざる

ように৻Ήこと

一、工員ޏい入れにͭいては従来、なる΂く工員にѺટせしめ、

仮に৬員からਪનする場合ありとも工員よりਪનのܗ式を

とり、または身元引きडけなどもなさしΉることとなって

おり、ࠓ後もこの方਑を౿襲す΂し

一、৬員と৬員、または工員と৬員との間において従来、৬務

上のަব以外、ࢲ的ަ際はޓいに遠ྀすることとなってお

り、ࠓ後もこの方਑を౿襲す΂し

一、৬員の家଒はۓ急なる用務以外には会社へ来ることを遠ྀ

することとなっており、招଴以外には重役の家଒も遠ྀし

てきたがゆえにࠓ後もこの方਑を౿襲す΂し。ただし、従

業員としてޏい入れ、またはྟ時手伝いとしてґཔせる場

合はこのݶりにあらͣ

一、会社のஷ蔵品にして一時、ࢲ用で利用せんとするඞ要ある

場合は上࢘の承୚を得るにあわざれば、これを࣋ち出す΂

からͣ

෇表4　1925ʙ1936年ʹ͓͚Δ౰ࣾ੡଄ྔɾൢചྔ͓Αͼ൘ࢴಉۀձՃໍۀا಺ͰͷγΣΞ

ग़యɿલܝʰত࿨ेೋ年൛　೔ຊ紙ۀ૯ཡʱ෇࿥59～61ทΑΓ࡞成ɻ

年࣍ ੡造量
（τン）

ք಺γΣΞۀ
（ˋ）

ൢച量
（τン）

ք಺γΣΞۀ
（ˋ）

1925年 718 4�3 764 4�0
1926年 2
684 4�4 2
697 4�2
1927年 2
757 4�5 2
603 4�1
1928年 3
280 4�6 3
306 4�5
1929年 2
143 2�6 2
151 2�7
1930年 2
209 3�3 2
072 3�3
1931年 3
309 4�9 3
418 5�0
1932年 3
089 4�5 3
098 4�3
1933年 4
069 5�2 4
039 5�3
1934年 4
365 4�9 4
399 5�0
1935年 4
926 4�8 4
896 4�8
1936年 4
688 4�4 4
739 4�4
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81

　1945（昭和 20）年 8月 15 日のऴ戦以降、原材料や動ྗのෆ

଍がより深ࠁとなった。同年 11月期の第 61期営業報告書では、

そのঢ়گが次のように記されている。

　物資の഑給がますますځ
ㆌ㇅ㆄ

๡
ㆼㆄ

をۃめ、6－ 8月はほとんどૢ

業ෆ能のঢ়ଶとなった。ऴ戦௚後は当面、所要燃料の഑給を得

て、かろうじてૢ業し、ようやく欠ଛを໔
ㆾㆬㆉ

れた。時局はલ్の

༧測ができͣ、ࠓこそ多年にわたり஝積したਪ進ྗによって経

営に、設備に一大ֵ新を断行して、その使໋をՌたすことを期す

しい経営環境の中にあっても、施設や設備の֦ॆを計ݫめてۃ　

画し、時代の変化に対Ԡしようと経営の新機࣠の֬立を目指して

おり、その主体ੑと使໋感には注目するඞ要がある。

時代に対応した製品開発へ

　ऴ戦後 1カ月༨の 1945 年 9月 28日の取締役会で、記念産報

会館の設置と社୐の増築を決めた。その資材にはᚸ田ઐ務が古材

を提供している。同年 11月 1日の取締役会では 2号抄紙機のิ

修や改良、૔ݿの増設に加え、ࢼ験室の研究委員として౻Ҫ保を

任໋することを決めた。

　第 61期営業報告書の記述にある通り、時代の変化に対Ԡした

製品の開発や工ఔの改修に取り組Ήࢼみだった。ཌ 1946（昭和

21）年 1月、౻Ҫ保と橋本金ࣈが技手、松本័雄が新たに技術

金沢大学工学・ݱ）໰となった。౻Ҫは旧制金沢高等工業学校ސ

ใձؗ࢈೦ه
をվमしてࣷ॓دଘのط

ઃஔした。෱རްੜؔ܎

に使用͞れたとΈられる。

現ଘしない
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ு所と下੥け工場を設置し、出ு所員を഑置することになった。

　4月 1日付で、徳太郎社長のཆ
㇈ㆄ

࢚
㆗

子
㆗

である雄吉が製品加工部創

設委員を任ぜられている。雄吉は後に当社第 3代社長に就くが、

当社の実務にܞわるにはこの時が初めてとなる。

　5月 28 日の取締役会で、稲荷神社௟࠲ 30 年春季祭開催に際

して、当社の経営方਑をあらためて֬認している。設立以来の経

Ңを౿まえてࠓ後の方向ੑを示しており、੣実な࢟੎の࣋ݎと関

が強調されている。この文書の主要部分ܞ密な連ۓ者間のより܎

を示す。原文は文語調だが、ޱ語体に置き換えた。

　（લུ）

　人を得たら、これを信じて任すこと、ただし、過信と過͗た

るٙいはݫに৻まͶばなら͵ことを強調する。

　（中ུ）

　実業の道における秘けͭは自ݾをِ
ㆂㆤ㇏

らͣଞ人をٗ
ㆀ㆖㇀

かͣ信を四

方上下にͭな͙ことを信条とす΂し。和ޓܟৡのਫ਼神は相手の

利ӹをଚ重することはもちろん、決して利ӹを独઎することの

ないよう期して、過
ㆀ㇄ㆾ

ちがないようにすること。古いことわざに

小さなཉは大ଛになるとし、いたͣらに自分の࿮にとらわれ、

相手の要๬をॆたそうとしないことは、かえって、ڠ調がとれ

ないという通り、ৗにࡉ心の注意をもって時
㆘

ٓ
ㆍ

に適した方法を

とることに心を഑る΂きである。時はऴ戦後、まさに 10カ月

がたとうとしており、政࣏のֵ新と産業の復興の機運は画期的

な展開をݟようとしている時、時੎の਼
㆙ㆄ

向
㆓ㆄ

にٯらうことなく世

の成り行きに従って善処すること期଴する。

加賀製紙労働組合が誕生

　1946（昭和 21）年 6月 8日、工場従業員の総意をもって「加

賀製紙株式会社ަ༑会」を֦ॆして「加賀製紙株式会社労働組合」

が結成された。同日の取締役会でこれを承認している。ઌの 5

月 28 日の取締役会に示された経営方਑でも、労使ڠ調と相ޓの

部）出身でありながらݱ場ۈ務を

志๬したという。松本はւ軍大学

校出身で、ւ軍中ࠤや؋政本部出

などを歴任し׭造ધ݉造ฌ監ಜ࢓

ている。

多品種、多用途化目指す

　さらに、11 月 20 日の取締役

会では、1号抄紙機のޮ率アップ

と 1、2号抄紙機の同時運転によ

る製品の多品種化、多用్化をਪ

進するため、電動機や関連機ثの

新増設を༧ࢉ化した。総ֹ25万円で、2期に分けて支出している。

ཌ 12月には田कৗ務と石山工場総務が大阪や静岡、東京にෝ
ㆈ㇂㇀

き、

ボイラーなどを買い付けた。

　また、この年 2月 21 日に開いたྟ時株主総会で、資本金を

40 万円から 80 万円へ倍ֹ増資することを議決した。۩体的な

ื集方法や時期などは取締役会一任としたが、社長の 3代目中

島徳太郎は新株 8
000 株のうち 2
000 株を従業員有志にׂり当

てることを決めた。旧、新株の෷いࠐみは 6月 15日までに完了

し、さまざまな設備౤資にॆ当さ

れた。

製品加工部を新設

　1946（昭和 21）年 3 月 26 日

の取締役会では、製品加工部の新

設を決定した。۩体的には、加工

部໳に進出することを決めたのに

伴う部新設だった。近ـ製紙と連

し加工工場を新設して、量産体ܞ

制を構築するとともに、大阪に出

1946ʢত࿨ 21ʣ年ͷ૿ࢿͰൃ͞ߦ Εͨ݊ג

தౡ༤٢ʹ੡඼Ճ޻෦૑ઃҕһΛ໋ Δͣࣙྩ
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たが、同社は後に当社の設備の新増設工事や購買

で密઀な関܎を࣋ͭことになる。

　ཌ 3月からは、日本炭ૉ工業技師長݉工場長

に転出していた高ാ༝太郎をあらためて৤ୗとし

てݺび໭し、1号抄紙機の੔備に当たらせた。実

ܑの຤蔵もऴ戦௚後に復ؼした。

　続いて、興国人絹パルプとの連ܞ関܎を֬立し

た。興国人絹パルプは、1937（昭和 12）年 3月

に中野有ྱが率
ㆲㆌ

いる日本૤ୡのグループ会社とし

て日૤人絹パルプの名শで資本金 1
800 万円を

もって設立された。

　ཌ 38（昭和 13）年 6 月に富山市中島に富山

工場を開設して人絹パルプの生産を開始し、41

（昭和 16）年 9月に興国人絹パルプに改শした。

経営はৗ務で後に社長に就く金Ҫ࣎௚が主導して

いた。富山工場では、主に特殊・普通人絹パルプ

や製紙用のະ
ㆿ

ࡽ
㆕㇉㆗

サルファイトパルプ、෭製品と

して板紙（抄合包装紙）を製造していた。47（昭

和 22）年度のパルプの生産量シェアは 12�4％で、

王子製紙に次͗ 2Ґであった。

　当社は興国人絹パルプからパルプの供給をडけ

て、「加工委ୗ」として抄合包装紙の製造を୲
ㆫㆪ

った。

1号抄紙機と 2号抄紙機のަޓ運転を行った。代

理店は三ඛ商事だった。その後、当社と興国人絹

パルプの関܎はより深まり、1947 年 12 月には

1号抄紙機を興国人絹パルプにି与してパルプ製

造から抄紙、加工までの一貫体制をとることが当時の商工লから

認可されている。興国人絹パルプの板紙の販売代理店は大同洋紙

店と五興産業だったため、48（昭和 23）年 5月 28 日の取締役

会で五興産業を代理店に指定することを決めた。

　1948 年 4月 1日、渡会小三郎に技術ސ໰を委৤することを決

理解、同৘のඞ要ੑがうたわれている。10 月 25 日の取締役会

では、1日の就業時間を 8時間とすることを決めた。

　7月 1日の取締役会では、石山工場総務を技師長݉工場長、ُ

田與三次書記を島村平次の後任事務長、当社設立時からۈ務して

いた徳野徳次技手を技師ิでファイバー製造部ۈ務とし、ೆ吉次

技手を技師ิにそれͧれঢ格させることを決めている。8月 1日

には中ԝ大学ઐ໳部法学科ଔのถ林政二と東京帝国大学法学部ଔ

の஛林܄雄を新たに書記として࠾用した。

　この間の業績は、「安定した業務による産業のৼ興にはࠓ後な

お多গの過渡期がඞ要」（第 62期営業報告書、1946 年 5月期）

とのঢ়گだった。原材料、特に石炭のෆ଍が深ࠁをۃめ、電動機

への転換を行ったものの、成Ռはさほど上がらなかった。5月期

は収入が 101 万 9
117 円 68 મ、७利ӹが 4万 64円 88મ、11

月期は収入が 147 万 7
167 円 53 મ、७利ӹが 7万 8
691 円 35

મで、഑当率は྆期とも 6％にとどまった。11 月期の繰越金は

5
880 円 80 મだった。

パルプ製品の加工に着手

　1947（昭和 22）年に入ると、新たな方向ੑを構築していった。

パルプメーカーから原料の供給をडけて、製品として加工するこ

とにண手したのである。

　2月から国策パルプ工業（後の山ཅ国策パルプ、ݱ・日本製紙）

から生産委ୗをडけた。同社は 1938（昭和 13）6 月、日ਗ਼๰

績（ݱ・日ਗ਼๰）、東洋๰績（ݱ・東洋๰）、৊෵๰績などの๰績

メーカーや帝国人造絹ࢳ（ݱ・帝人）、東洋レーヨン（ݱ・東レ）

などの化繊メーカーがڞ同して資本金 8
000 万円で設立された。

　北ւ道のѴ川と༙
㇆ㆄ

ผ
ㆹㆤ

に工場を࣋ち、製紙・人絹用パルプの生産

と製紙を行っていた。1947 年度の生産量シェアはパルプが

10�3％、洋紙が 4�9％で、ともに業界 3Ґだった。国策パルプ工

業からパルプを調ୡして抄紙を行う、いわゆる「賃抄
㆙

き」であり、

ଶをとった。安୐産業が代理店となっܗでいうO&M生産のࡏݱ

౰ࣾ੡඼ʹఴ෇͞Ε͍ͯͨͱࢥΘΕΔεςοΧʔ
ྨɻӳ࢖͕ޠΘΕɺҰ൪্ͷεςοΧʔʹ͸ʮ঎
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　̍　ࣛをࣹ
ㆂ

んとするྌ師は山をݟないというฐ害にؕ
ㆈㆡㆂ

らないよ

う気഑りをするように、当社は信用を保ち、利ݾ心を৻み、

合法的に営業すること

　̎　事業のੑ質上、買収や合併などが考えられる場合は伝統ਫ਼

神をল
ㆉㆆ㇊

みて善処すること

　̏　労働໰୊がࡨ
㆕ㆎ

૰
㆝ㆄ

するࡏݱ、会社の໰୊を୯७化するため、

用意を࣋って内外のڠ調を図ること

　̐　従業員の組৫は؆୯にする用意をもってক来に備えるよう

にし、労務者はできるだけগ਺に集約しておくこと。ࡏݱ

の合計 100 名以内にとどめること

　̑　教ཆは、特に෹教文化のझ
ㆈ㇂㇀ㆌ

を取り入れること

独禁法施行で役員が辞任

　この時期、当社経営ਞに大きな変化が生じた。

　1947（昭和 22）年 10 月 16 日、西田儀一郎、中ٶໜ吉྆取

締役と市村ଙ太郎、क岡多吉྆監査役がࣙ任した。この年に施行

された「ࢲ的独઎のې止及び公正取引の֬保に関する法཯」の第

13条に基ͮくものであった。社長の 3代目中島徳太郎からも取

締役ࣙ任書が提出されたが、結Ռ的にはࣙ任にࢸらなかった。

　この年 11月 12 日にྟ時株主総会が開催され、取締役に西田

と石山技師長݉工場長、監査役に市村一二とक岡外ໜ吉が新た܆

にબ任された。西田܆は儀一郎の࠺である。市村一二は1918（大

正 7）年 2月 27日に 2代目ଙ太郎の長உとして生まれ、金沢商

業学校（ݱ・石川県立金沢商業高等学校）をଔ業後、家業のञ造

業およびञྨ商に従事していた。後に金沢ञ造社長や金沢コンク

リート監査役などを歴任した。ࡏݱの市村༞二監査役の෕である。

क岡外ໜ吉は多吉の実ఋで、1916（大正 5）年 6月生まれだった。

　石山秀雄は、1911（明࣏ 44）年 10 月 21 日に北ւ道小୬市

で生まれた。1927（昭和 2）年にא太工業（ݱ・王子製紙）ܙ

ਢ取工場の抄紙室に入り、後に台湾紙業二結工場、東ຬभ人絹パ

ルプ開山ಮ工場、東洋パルプ石ݛ工場、東෢製紙工業下੺塚工場

定した。渡会はૣ稲田大学附ଐૣ稲田工手学校機械科および高等

科をଔ業後、王子製紙のധډ工場や本社、ܙਢ取工場、さらに大

和セロファンや東ຬभ人絹パルプ開山ಮ工場を経て、国策パルプ

工業Ѵ川工場で抄紙に従事していた。当社加工෭部長などを務め

た渡会信明の実෕である。

加工・賃抄きが収入の34％を占める

　1947（昭和 22）年 5 月期は、収入 213 万 8
775 円 46 મの

うち、加工賃が 39 万 2
923 円 71 મ、賃抄き料が 33 万 6
000

円計上され、全体の 34�1％を઎めた。同年 11月期の第 65期営

業報告書には、「当社ばかり۪
㆏

ஒ
ㆡ

を言う΂きではなく、どの事業

家も皆、ي
ㆌ

を一にするところでいかんともすることができません

が、それでもわが社はൺֱ的各業者間のۓ密な理解の下、ޓいに

相提ܞして有無相通じ、当期 113 日のૢ業をすることができた」

と記ࡌされている。

　原材料や石炭のෆ଍、価格統制の継続で洋紙や板紙の生産、販

売がৼるわͣ、さらに電ྗ供給ෆ଍のため؊心のファイバーの生

産がままならない中で、企業ないし事業存続のために、活࿏をݟ

いだそうとۤಆしていたのである。

事業拡大へ自己資本充実

　1947 年 4 月 16 日のྟ時株主総会で、資本金を 40 万円増資

して 120 万円とすることを議決した。増資新株の 25％を従業員

に、࢒りを株主にׂり当てた。12 月 6 日のྟ時株主総会では、

さらに 80 万円増資して 200 万円とすることを決めている。イ

ンフレーションの急速な進展への対Ԡだけではなく、ࠓ後の事業

֦大に向けて自ݾ資本のॆ実を進めたのである。

　この年 12月 25日の取締役会に、「当社のඈ躍的発展の機に際

し本来の面目をސ
ㆉㆆ㇊

みて৻
㆗㇓

密
ㆿㆤ

なる計画をҝ
ㆪ

すこと」とのҊ件が提出

され、ࠓ後の方向ੑが֬認されている。ݱ代෩に௚して記ࡌする。

ٴࢭېతಠ઎ͷࢲ

ͼެਖ਼औҾͷ֬อʹ

ؔ͢Δ法཯ୈ��৚
会社の役һ·たはै業һ

は、ଞの会社の役һの஍

Ґを݉Ͷる͜とで、一ఆの

औҾ෼໺のڝ૪を࣮࣭త

に੍͢ݶる͜とになる৔

合、当֘役һの஍Ґを݉

Ͷてはならない

ੴࢁल༤
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事、金沢労働基準運営ڠ議会監事なども務めた。

1941（昭和 16）年に「稲わらからクラフト包装

紙の代用紙を製造する方法」、43（昭和 18）年

には「稲わらからパルプを製造する方法」で特許

を取得している。

　中島雄吉は、1913（大正 2）年 6 月 23 日に

広村次郎吉の 4உとして金沢市広岡町で生まれ、

23（大正 12）年 8月 23 日に 3代目徳太郎のཆ
㇈ㆄ

࢚
㆗

子
㆗

となった。1933（昭和 8）年に金沢商業学

校（ݱ・石川県立金沢商業高等学校）、36（昭和

11）年に高岡高等商業学校（ݱ・富山大学経済

学部）をଔ業した。その後に家業である中島商店

に入った。

　中島商店は、1932（昭和 7）年 12 月に資本

金30万円で株式会社化している。金沢市や石川県内はもとより、

で抄紙技術をश得、஝積した。1941（昭和 16）年 10 月に当社

へ抄紙工として入社した。

　石山は入社௚後から֬かな技術とۈษなੑ格が注目され、主任

技術者などを務めたѴ出市は「次代を୲う人物」と高く評価して

いたという。1942（昭和 17）年 4月に工手、43（昭和 18）年

4月に技手・抄紙部長、9月に技師・工場෭総務、45（昭和 20）

年 2月に工場総務へとঢ格している。

　石山は当社のۈ務の๣ら、学校法人౻Ֆ学Ԃの理事長として運

営にܞ
㆟㆚㆕

わった。同学Ԃは、1922（大正 11）年に金沢高等༧備学

校として創設され、初代校長に本願ࣉ೿金沢ผӃྠ番の石原ݎ正

が就任した。25（大正 14）年に金沢ঁ子学Ӄ、ཌ 26（昭和元）

年には౻Ֆ高等ঁ学校と改শしている。1948（昭和 23）年に学

校法人化され、౻Ֆおよびඌ山高等学校、౻Ֆタイϐストཆ成所、

౻Ֆ༮ஓԂを設置した。ࡏݱのඌ山台高等学校のルーπである。

　このほか、石山は板紙連合会監事（1961―65 年）中部紙パル

プ工業会理事（63―67 年）日本黄板紙・チップボール工業組合

理事長（65年就任）石川県生産ੑڠ議会理事（66年就任）など

を歴任した。石山ٱلஉৗ務取締役のཆ෕にあたる。

　「独ې法」に関連して、1948 年 4月 16日、3代目中島徳太郎

が社長を退いた。田कもৗ務を退き、取締役となった。その後、

6月 15 日の取締役会で徳太郎は会長にਪ挙された。社長৬はۭ

੮のままとした。ཌ 49（昭和 24）年 12月 5日の取締役会で社

長に復৬した。

取締役に佐野、監査役に中島雄吉

　1948 年 5月 1日にྟ時株主総会を開催し、定׺第 13条を改

定して取締役の定員を 5名以内から 6名以内とし、1名増員す

ることを議決した。新たな取締役にはࠤ野ᴲ年ৗ任監査役、監査

役に中島雄吉が就任した。

野は、1904（明࣏ࠤ　 37）年 7月 10 日生まれで、金沢高等工

業学校をଔ業した。西金沢地۠工業会会長や石川県経営者ڠ会理

ত࿨ 20年୅ʹࡱӨ͠ ͱͨΈΒΕΔه೦ࣸਅɻࠨ Β͔ɺ؂ࠪ໾ͷதౡ༤٢ɺಉ͡ क͘Ԭଟ٢ɺऔక໾ͷ੢ాّҰ࿠ɺ
ৗ຿ͷੴࢁल༤ɺୈ 2୅ࣾ௕ͷ3୅໨தౡಙଠ࿠ɺઐ຿ͷࠤ໺ᴲ年ɺ؂ࠪ໾ͷࢢଜଙଠ࿠ɺऔక໾ͷాकଠฌ
Ӵɺಉ͡ ᚸ͘ా٢ਖ਼

ʮҴΘΒ͔ ΒΫϥϑτแ૷ࢴͷ୅༻ࢴΛ੡଄͢Δํ
๏ʯͷಛڐڐՄॻ
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ত࿨ 20年୅ʹࡱӨ͠ ͱͨΈΒΕΔه೦ࣸਅɻࠨ Β͔ɺ؂ࠪ໾ͷதౡ༤٢ɺಉ͡ क͘Ԭଟ٢ɺऔక໾ͷ੢ాّҰ࿠ɺ
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崎技師長以来、指導者と工員が一体となって࢓事に従事すると

いうことでありまして、事業のঢ়ଶによっては、時に、工員は

土
ㆩ

方
ㆉ㆟

でも஥
ㆪㆉ

࢓
㆗

でも大工でも஁
ㆉ

໶
㆘

屋でも屋ࠜふきでもする。事務

屋は機関࢜でも電気屋でもなしうるように心がけて来たのであ

るが、このためগ਺の人員でも能率を上げうるので、これ用意

ありてこそ、いかなる難局にでも଱えうるのであります。人間

一世のうちに一番強いྗはۤࠔに打ち勝ͭྗであり、そのྗを

平
ㆸㆂ

生
㆜ㆂ

にཆっておけば、会社の基ૅは൫石の重きをなすものであ

り、これが多年の間にཆい来れるヤマイチਫ਼神というのであり

ます。

　（中ུ）

　自ݾの経営する事業を݈全に導かんとする時は、ৗにその事

業に弾ྗੑを࣋たしめͶば、਱には行き٧まりを生ͣるもので

あるから、いたͣらに٬観৘੎にのみ、心をୣわれて自ݾの失

ഊをଞ人のせいと考えるよりはΉしろ自ݾの歩んできた଍੻を

ோめてল
㆛ㆂ

࡯
㆕ㆤ

を新たにするよう心に༨༟をもって事業を進めͶば

なら͵ことを௧感するものであります。

　以下の文ষは『一生一業』から抜
ㆰㆣ

ਮ
㆙ㆂ

した。

　農村や労働者に対しては਌切であらͶばならͣ、こΉͣかし

い理۶やܗ式論はې物である。׭ལやインテリ相手では合理的、

式的に࿩さͶばならͣ、通り一ܗ
ㆂㆣ

ว
ㆺ㇓

の商人ならࢉ
㆝㇍

൫
ㆰ㇓

で行かͶば

なら͵。会社の盛衰は自զ的独善主ٛではいけない。内外上下

の関心者が会社のために心を一ͭにして、そのൟӫにྗをいた

し、ともにこれをָしΉのでなければなら͵。当社はこの理૝

に౸ୡするには最も都合のよい地Ґに置かれてあるのである。

　会社内部の重役は二代相承のඒしい਌しみがあり、銀行は一

行、取引販売店も一店主ٛ、࢓入れઌに二代相承のもの多਺あ

り（中ུ）޷意はࠓなお存続しているから心強いことだ。

新ׁ県を含Ή北陸地方の紙Է商の中で最もૣい株

式会社化だった。3代目徳太郎が初代社長となり、

役員にはཆ฼のしげ、࠺のඒ௡子のほか、勝田

۝十郎、近౻善農ཬ、野村安太郎、広沢幸三、ୢ

າཅ一が就いた。雄吉も 1935（昭和 10）年時

点で監査役となっている。

　雄吉は戦時中、௃ฌされて陸軍に入営したが、

その間の 3代目徳太郎の心഑Ϳりはひとかたな

らなかったという。ؐؼ後の 1947（昭和 22）

年に中島商店の第 2代社長に就任し、3代目徳太

郎は会長になった。

眞田與之吉専務が死去

　1948（昭和 23）年 8月 22 日、ᚸ田與೭吉ઐ

務が死去した。69 だった。1917（大正ࡀ 6）年の入社以来、2

代目、3代目徳太郎から厚い信པを得、୎越した実務能ྗや商࠽、

࣋ちલの୾ྗを十二分に発شして社業全体を統ׅし、当社の発展

と成長に大きくݙߩした。

　ᚸ田は資料収集や分ੳ能ྗにも༏れ、取締役会に提出した経済

ঢ়گや市場など業界動向の報告は的֬だった。文࠽にも長
㆟

け、

1946（昭和 21）年に؆қ印刷で刊行した所感雑記『一生一業』

はじめ、各種ਃ੥書や関܎機関からの໰い合わせに対する回౴、

営業報告書の景گ報告などこと͝とく執筆し、その文ষはۃめて

޼
㆟ㆎ

みだった。ᚸ田による当社の経営࢟੎などにͭいての注目す΂

きঀ述を取り上げておきたい。1944（昭和 19）年 12月 4日の

取締役会に提出された「近گ報告」の一文だが、原文は文語調で

あり、ݱ代読みに変えた。

　（લུ）

　わが社は 30年来஁
ㆌ㆟

えきった。ヤマイチਫ਼神を発شして࢓事

にਫ਼進するのはまさにこの時であります。ヤマイチਫ਼神とは長

ᚸాᢛ೭٢
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来からの代理店である中Ҫ商店に許可をٻめており、これに対し

て同社名古屋支店はԠ୚した。

新聞用紙の製造に着手

　1949（昭和 24）年、当社は経営の新たな基࣠を構築した。砕

木機（グラインダー）を導入して砕木パルプ（グラインドパルプ、

GP）を生産し、これを原料に北國新聞などの新聞用紙を抄造す

るという計画である。この計画策定にあたり、ᚸ田取締役がඞ要

ੑを強く主ுしたとされる。

　1949 年 1月 22 日にྟ時株主総会を開催し、資本金を 300 万

円増資して 500 万円とす

ることを議決した。新株発

行経費 5 万円をআいた

295 万円の内༁は、砕木

機および関連設備への౤資

が 195 万円、インフレー

ションの加速に伴う製造原

価の高ಅに対する運転資金

へのॆ当が 100 万円だっ

た。新株 6 万株のうち、

株主ׂり当てが 4 万株、

役৬員へのׂり当てが 2万株だった。

職制を改正し役割を明確化

　4月 4日の取締役会で、200 അྗの砕木機を購入することを

決め、泉ඌ鉄工所へ発注した。これに合わせて、増産への対Ԡの

ため、西金沢Ӻのઐ用側線から工場構内へトロッコ線࿏をෳ線で

増設することにした。さらに、৬制の一部改正も行い、工場次長

（2名）を新設し、書記から෭ࢀ事・資材部長さらにࢀ事・総務

部長となっていたถ林政二を事務所୲当、技術ސ໰から技術部長、

工務部長となっていた渡会小三郎を工場୲当としてॆてた。資材

　ᚸ田は当社業務のほかに、売ༀの製造とༀ種、܆
ㆎ㇓

߳
㆓ㆄ

物の販売を

行い、金沢を代表する老舗の 1ͭ、合資会社中屋商店（1926 年

9 月設立、資本金 5万円）の経営に、社長の 3代目徳太郎や市

村監査役とともにかかわり、後に代表社員として事業を主導した。

　1948（昭和 23）年 8月 25 日にᚸ田の社૴を執り行った。9

月 14 日の取締役会およびྟ時株主総会では、ᚸ田が所有してい

た太郎田地内の住୐と当社所有地 168 ௶および家屋をަ換する

ことに加え、長年にわたる功労に報いるため、住୐の修સ費も含

めて 20万円をଃఄすることを決めた。もともとのᚸ田の家が工

場にྡ઀していたことなどへの処置とみられる。取締役 1名の

ิ欠は、ᚸ田吉正が就任した。

　ᚸ田吉正は、1920（大正 9）年 1月 2 日に京都市で生まれ、

42（昭和 17）年に旧制金沢高等工業学校（ݱ・金沢大学工学部）

をଔ業後、Ӊ部興産に入社した。軍ध品の製造にܞわっていたが、

46（昭和 21）年 8月 7日に当社へ移੶し技手となった。取締役

のબ任௚後は工務部技術部次長、50（昭和 25）年 10 月には工

場次長代理となっている。࠺は、與೭吉の 3ঁのٻਔ子である。

ᚸ田千ཬ代表取締役ઐ務のཆ෕にあたる。

　ᚸ田與೭吉の死去をडけて、1948 年 8月 28日の取締役会で、

野がઐ務、石山がৗ務にそれͧれঢ任した。྆者が経営ਞの中ࠤ

࣠として、社長の 3代目徳太郎を支えた。

　9月 14 日の取締役会では、৬制改ֵとして、技師長や技師、

技手、技手心得、工手、書記の৬制を廃止し、新たに部長、՝長、

主任を置き、৬員の࠾用は取締役会の決議によることを決定した。

白木洋紙店が代理店に

　10月 12日の取締役会では、合名会社白木洋紙店（ݱ・シロキ）

を新たに代理店とすることを決めた。同社は、1922（大正 11）

年 5月に白木松次郎がࡏݱの名古屋市東۠ٶ町で設立した。当

初は東京支店（1940 年開設）のみの取引だった。この取引で、

ट都ݍへの販売を֦ॆすることができた。白木洋紙店は当社の従

͏ʹ৔಺޻ ߴͣ͘ ੵ·Εͨࡅ໦ύϧϓ༻ͷ໦ࡐɻত࿨ 20年୅ʹࡱӨ Ε͞ ͱͨΈΒ
ΕΔ

໦パϧϓࡅɾػ໦ࡅ
໦ࡐをେܕのճస౐

ㆨ

石
ㆂ㆗

に

ԡし෇け、ਫを஫͗ながら

͢りͭͿし、ણҡを͔Ώঢ়

にしてパルプに͢るػց。

パルプは੡紙ݪྉとなる

ᚸా٢ਖ਼
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͏ʹ৔಺޻ ߴͣ͘ ੵ·Εͨࡅ໦ύϧϓ༻ͷ໦ࡐɻত࿨ 20年୅ʹࡱӨ Ε͞ ͱͨΈΒ
ΕΔ

໦パϧϓࡅɾػ໦ࡅ
໦ࡐをେܕのճస౐

ㆨ

石
ㆂ㆗

に

ԡし෇け、ਫを஫͗ながら

͢りͭͿし、ણҡを͔Ώঢ়

にしてパルプに͢るػց。

パルプは੡紙ݪྉとなる
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5࡛-加賀製紙.indd   92-93 16/02/25   13:00



94 95

ୈ̑ষ　ະདྷ΁ͷ౤࢙ྺࢿฤ

陸૔ݿ、明࣏印刷の取締役も務めていた。

多品種化進む

　1950（昭和 25）年 6月 1日時点での事業ঢ়گは以下の通り

である。主要製品は、印刷用紙（35号）、筆記用紙（22、23号）、

図書用紙（33号）、ヴァルカナイズド・ファイバー（ݎ紙）、上

更紙（書੶、雑誌、パンフレット、伝ථ、౽写版向け）、巻き取

り新聞用紙、黄板紙だった。洋紙を中心に多品種化が進んでおり、

上ڃ紙を 2号抄紙機、下ڃ紙を 1号抄紙機で生産した。新聞用

紙は 1、2号྆機で製造した。1カ月当たりの生産能ྗは上ڃ紙

が 70万ポンド、下ڃ紙は 65万ポンドだった。

　販売代理店には、白木洋

紙店名古屋支店、高橋光次

郎商店の本店と名古屋支

店、ዜ༑社洋紙店、吉田次

作商店の本店と東京店、ঘ

和商店が加わった。新聞用

紙は北國新聞社や読売新

聞社、長野県の信濃ຖ日新

聞社へ供給された。

　生産能ྗは全国の製紙

会社の中で第 18 ҐにҐ置

し、0�7％のシェアを有した。従業員਺は৬員 40 人（உ 39 人、

ঁ 1人）、工員 117 人（உ 93 人、ঁ 24 人）、ྟ時工 20 人（உ

19人、ঁ 1人）の合計 177 人を਺えた。

　板紙は 1950 年から生産が再開された。板紙にઌ立って 1948

（昭和 23）年から 49年にかけて、印刷用紙（31号）、筆記用紙（21

号）、ٵい取り紙（1、2号）、図書用紙（31号）も製造した。

　1950年6月15日の取締役会で抄造された紙を巻き上げるポー

プリールを 93万 7
000 円で購入、ཌ 7月 27日の取締役会では、

設置のための建屋を 69万 5
000 円で建設することを決めた。建

՝を廃止して調
ㆡ㇇ㆄ

度
ㆩ

՝を新設し資材܎と林材܎を഑した。当時の

ঢ়گにͭいて、1949 年 5月期の第 68 期営業報告書には以下の

ようにઆ明している。

　幸いにも、わが社のݒҊはその時期を得たという΂きか、当

期さなかにさらに資本の増加を図り、ૣ急に原料面の合理化に

一歩を౿み出すため、砕木機の設置を準備して運転を開始し、

その能率はࢸ
㆗

ۃ
㆔ㆎ

、良޷の域にあり、ここにおいて初めてパルプ

から製紙の一貫作業は完成されることとなり、生産の増強、品

質の向上は実にࠓ後にݟる΂きものがあるばかりでなく、生産

指示に基ͮく下ڃ紙の͝ときはݱ価格体系の適正を欠き、ૣ
㆝ㆄ

൩
ㆰ㇓

、公価改正があるとࢥ考されるも当社の労資一体の٘ਜ਼的供

出によって、ようやく国内のध給の一部を保࣋することができ、

まことに意を強くするものであります

定款に「木材業」の一項追加

　1949（昭和 24）年 6月 20 日の第 68 回定時株主総会で、定

第׺ 2条の「パルプおよび紙ྨの製造、加工販売をもって目的

とす」との条文に、「並びに木材業」の一項を加える変更を議決

した。12月の取締役会では 1号抄紙機を改造し下ڃ紙を製造す

ることを決めており、グラインドパルプおよびサルファイトパル

プ（ѥ硫ࢎパルプ、SP）を原料とする洋紙の生産へと製品戦ུ

をي道修正した。

　この年 12 月 12 日の第 69 回定時株主総会で、西田܆取締役

と市村一二、क岡外ໜ吉྆監査役が退任し、取締役に西田儀一郎、

監査役に市村ଙ太郎とक岡多吉がબ任された。西田、市村、क岡

は金沢商業学校出身で、西田は西田商事社長や北陸鉄道取締役、

क岡は北陸タオルઐ務取締役、北陸自動ं工業取締役、北陸メリ

ヤスԷ商組合ઐ務理事を務めていた。

　これにઌ立ͭ 12月 5日の取締役会で、取締役ޓબの結Ռ、3

代目徳太郎があらためて社長に就任した。徳太郎は北國銀行や北

ଜଙଠ࿠ࢢ

౰࣌ͷ๺ᅳ৽ฉࣾࣾ԰
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1
000 万円とすることを議決した。増資のための新株 10万株は

行の株主に所有株ݱ 1株にͭき 1株ׂり当てることとし、ׂり

当てをࣙ退した 1万 3
300 株は取締役会で再ׂり当てを行った。

　新しく導入したボイラーは高ੑ能な水؅式が導入され、コスト

の削減や生産ޮ率の向上で増収がࠐݟめるようになった。૤ୡパ

ルプは化学繊維のध要֦大で、パルプの供給がひっഭし、輸入パ

ルプの価格も高ಅしていたため、パルプの自家製造が一貫生産体

制の強化や合理化にෆ可欠であると൑断された。

　౤資ֹはݟ通し通りの総ֹ 1
400 万円で、増資分 500 万円に

加え、日本興業銀行からのआ入金 600 万円、さらに自ݾ資金

300 万円でॆ଍した。これらの設備の新増設は生産ੑの向上に

大きくد与し、業績の֦大にͭながった。

　1951（昭和 26）年 9月 14 日のྟ時株主総会で、再評価積立

金 1
000 万円を資本へ組み入れ、資本金は 2
000 万円となった。

1株 50 円で 20 万株発行し、ݱ行の株主に対し、所有株 1株に

ͭき 1株をׂり当てることにした。

原料処理能力を強化

　この年 9月 20 日の取締役会で、1、2号抄紙機の同時運転の

ため、原質設備の能ྗ向上がඞ要となり、新たにジョルダンエン

ジンを 99万円で購入することを決めた。12月 13日の取締役会

で、2号抄紙機に使用するフロアコン 5台を 110 万円で໐ւਫ਼

機製作所、ブレストロールを 36万円でѴ鉄工所から購入するこ

とを決めた。さらに、1952（昭和 27）年 3月 6 日の取締役会

では、ボイラーの増強および運転の合理化のため、ͭͶきち汽罐

"103 型を 1基増設することを決めた。安୐産業が੥けෛい、ݟ

積もり価格は 304 万 6
850 円だった。

　一方、ิ଍的に使用していた従来からのランカシャー型汽罐を

金沢市のୢາ製紙の要੥でৡ渡することを決定している。

　11 月 23 日の取締役会では、2号抄紙機で使用するカンバス

ドライヤー 2本を 84万円で岡本鉄工から購入し、୲当者のෆ注

設は越田組に੥けෛわせた。

生産性向上へ大型投資

　さらなる生産ੑ、品質の向上を目指して、設備の増強をはじめ

とする大型౤資に౿み切ることになった。7月8日の取締役会で、

ボイラーの増設と関連施設の建設とその資金として日本興業銀行

から（みͣほ銀行・ݱ） 700 万円をआり入れることを決めた。౤

資内容は、ボイラー 2基および建屋に 604 万円、2号抄紙機建

屋増築に 172 万 8
000 円の合計 776 万 8
000 円で、ෆ଍分の

76万 7
000 円はผ్積立金とલ期繰越金から೧
ㆭ㇓

出
㆗㇅ㆤ

する計画を策

定した。

　3代目徳太郎社長とࠤ野ઐ務、石山ৗ務を中心に検౼を重Ͷた

結Ռ、10 月 21 日の取締役会で、日本興業銀行から結局、600

万円をआり入れることを正式に決定した。同行から提示された条

件は、取締役全員が保証人となり、୲保に工場の土地、建物、機

械、設備を設定するなど、かなりݫしいものだった。しかし、ক

来の経営発展のため、डけ入れを決めた。

　稲わらをࣽ
ㆫ

たり、抄
㆙

いた紙を乾燥させるためのৠ気の発生用ボ

イラーとして、田熊鉄工所製造のボイラー汽
ㆌ

罐
ㆉ㇓

"103 型多؅式を

2基購入することを決めた。ৠ気発生量は 1基当たり 1時間 3

トンだった。11 月 13 日の取締役会では、新設工事を安୐産業

に੥けෛわせることを決定した。12 月 11 日の取締役会で、૤

ୡパルプ製造設備としてチッパー機 1台を増設することを決め

た。

　12月 20日の株主総会では、ボイラー新設に 939 万 6
289 円、

૤ୡパルプ設備に 460 万円となるݟ通しであることが報告され

ている。

資本金を相次いで積み増し

　これらの設備౤資にॆてるため、1951（昭和 26）年 3月 26

日に開催されたྟ時株主総会で、資本金を 500 万円増資して

δϣϧμϯエϯδϯ
ϦϑΝΠφーの͜と。紙を

たたいて΄͙͢

評Ձੵཱۚ࠶
ୈ2࣍େઓதにࢿ産࠶評

Ձ๏にͮجいて行Θれた

評Ձによってੜじ࠶産ࢿ

たିํ評Ձֹࠩのうͪੵ

ཱۚとしてཹอ͞れたもの
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金沢市のୢາ製紙の要੥でৡ渡することを決定している。

　11 月 23 日の取締役会では、2号抄紙機で使用するカンバス

ドライヤー 2本を 84万円で岡本鉄工から購入し、୲当者のෆ注

設は越田組に੥けෛわせた。

生産性向上へ大型投資

　さらなる生産ੑ、品質の向上を目指して、設備の増強をはじめ

とする大型౤資に౿み切ることになった。7月8日の取締役会で、

ボイラーの増設と関連施設の建設とその資金として日本興業銀行

から（みͣほ銀行・ݱ） 700 万円をआり入れることを決めた。౤

資内容は、ボイラー 2基および建屋に 604 万円、2号抄紙機建

屋増築に 172 万 8
000 円の合計 776 万 8
000 円で、ෆ଍分の

76万 7
000 円はผ్積立金とલ期繰越金から೧
ㆭ㇓

出
㆗㇅ㆤ

する計画を策

定した。

　3代目徳太郎社長とࠤ野ઐ務、石山ৗ務を中心に検౼を重Ͷた

結Ռ、10 月 21 日の取締役会で、日本興業銀行から結局、600

万円をआり入れることを正式に決定した。同行から提示された条

件は、取締役全員が保証人となり、୲保に工場の土地、建物、機

械、設備を設定するなど、かなりݫしいものだった。しかし、ক

来の経営発展のため、डけ入れを決めた。

　稲わらをࣽ
ㆫ

たり、抄
㆙

いた紙を乾燥させるためのৠ気の発生用ボ

イラーとして、田熊鉄工所製造のボイラー汽
ㆌ

罐
ㆉ㇓

"103 型多؅式を

2基購入することを決めた。ৠ気発生量は 1基当たり 1時間 3

トンだった。11 月 13 日の取締役会では、新設工事を安୐産業

に੥けෛわせることを決定した。12 月 11 日の取締役会で、૤

ୡパルプ製造設備としてチッパー機 1台を増設することを決め

た。

　12月 20日の株主総会では、ボイラー新設に 939 万 6
289 円、

૤ୡパルプ設備に 460 万円となるݟ通しであることが報告され

ている。

資本金を相次いで積み増し

　これらの設備౤資にॆてるため、1951（昭和 26）年 3月 26

日に開催されたྟ時株主総会で、資本金を 500 万円増資して

δϣϧμϯエϯδϯ
ϦϑΝΠφーの͜と。紙を

たたいて΄͙͢

評Ձੵཱۚ࠶
ୈ2࣍େઓதにࢿ産࠶評

Ձ๏にͮجいて行Θれた

評Ձによってੜじ࠶産ࢿ

たିํ評Ձֹࠩのうͪੵ

ཱۚとしてཹอ͞れたもの
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熱؅理の合理化で石炭の使用をઅ約するボイラーの給水ೈ化装置

を 140 万円、排気熱回収設備を 393 万 6
000 円で、ともに安୐

産業に੥けෛわせることにした。合わせて、抄紙機のドライヤー

の熱෩ަ換設備をૣ期に導入することも決めた。安୐産業による

積もりֹはݟ 899 万 4
000 円だった。

　また、1
000 キロワットの電ྗをड電する特ผ高圧変電設備を

500 万円で新設することにし、危ݥ防止のため、工場のྡ઀地

597 ௶を購入した。

　これらの設備の新増設に対する資金調ୡにॆてるため、1953

（昭和 28）年 12 月 20 日に北國銀行に工場や諸設備を୲保とし

て 900 万円をआり入れることを要੥している。

資本金を4,000万円に増資

　さらに、1954（昭和 29）年 1月 16 日の取締役会で、資本金

を 2
000 万円から倍ֹの 4
000 万円へ増資することを決定した。

4
000 株を発行してݱ行の

株主に対し 1 株にͭき 1

株をׂり当て、1 株 500

円のうち 125 円の෷いࠐ

みを௃収して、࢒りの

375 円は再評価積立金の

資本への一部組み入れを

もってॆ当させる計画

だった。3月 1日を期日と

する෷いࠐみにより 500

万円を調ୡすることとし

た。

　再評価積立金は、1950（昭和 25）年 6月 20 日の定時株主総

会で決議された資産再評価ֹ 1
887 万 4
506 円 78 મのうち࢒

ֹの 774 万 55円に、53年 12月 22日の株主総会で決議された

再ʑ評価ֹ 1
967 万 1
493 円を加え、ະೲ再評価税 118 万 280

意でଛইしたボイラーの修સを安୐産業へ 75万 1
460 円で੥け

ෛわせることを決めた。12 月 19 日の取締役会では歩
ㆶ

留
ㆩ

まりの

向上のためセットリングタンクの新設を決定した。

配給・価格統制が全面自由化

　製紙業界は、1949（昭和 24）年の洋紙の一部と板紙の഑給お

よび価格統制の解আ、50（昭和 25）年ຄ
ㆼㆣ

発
ㆱㆤ

の朝鮮戦争による特ध、

51（昭和 26）年の新聞用紙を含めた഑給および価格統制の全面

自༝化で、経営環境はஶしく޷転し、࠭ ౶、セメントとともに「三

白景気」とশされた。51年の朝鮮戦争ٳ戦会ஊの開始以降、景

気は下落局面に入り価格はೈ調となったものの、53（昭和 28）

年には上ঢ局面に転じて価格はݎ調にਪ移していった。

　こうした中で、設備のさらなる増強が進められた。1953 年 4

月 27 日の取締役会で、グラインダーの購入と 2号抄紙機で使用

するサクションコーチやロータリースクリーン、フラットスク

リーンの購入、そして原料回収装置の設置を決定した。砕木パル

プ（GP）は自家生産と外部調ୡでは୯価当たり 2円の開きがあり、

内製化を進めることにした。

　大西製紙から 300 അྗのポケット型グラインダー 2台や電動

機など関連設備を 800 万円で購入した。30％に及んでいた紙切

れを཈え、生産ੑを向上するサクションコーチを岡本鉄工から

366 万 5
000 円で、ちりやほこりをআ去して品質を高めるロー

タリースクリーンおよびフラットスクリーンをҪ出鉄工所から

248 万 5
000 円で、流出する原料を回収するセットリングタン

ク1基を村上組から236万円で、それͧれ購入することを決めた。

6月 19 日の取締役会では、グラインダー室の新築工事を૔ݿの

移転作業とともに村上組に 464 万 6
450 円で੥けෛわせること

が決定された。

大型の設備投資案件を決定

　11 月 14 日の取締役会では、大型の౤資Ҋ件が決定された。

ߦ൐͍ൃ͞ʹࢿ૿ Εͨ݊ג

഑͓څΑͼՁ֨౷੍
ઓ࣌経ࡁ౷੍ࡦの一؀と

して、19�9（昭和14）年に

新ฉ用͖רऔり紙にڐՄ

Ձ੍֨を࣮施し、ཌ4�年

に൘紙と༸紙にެఆՁ֨

੍をಋೖ。41（昭和16）年

には༸紙ɾ൘紙ɾ和紙͢΂

てにରして紙഑څ౷੍規

ଇがެ෍͞れた

ே઱ઓ૪ಛध
ே઱ઓ૪に出動͢るࠃ連

ら、ઓ৔に͔܉ओにถ、܉

ۙい೔ຊにରし、͞ ·͟·

な෺ࢿがٸۓௐୡ͞れ

た。ओとしてυルでࢧ෷Θ

れ、೔ຊ経ࡁの෮ݐ࠶、ڵ

にେ͖ ༩したد͘
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を 140 万円、排気熱回収設備を 393 万 6
000 円で、ともに安୐

産業に੥けෛわせることにした。合わせて、抄紙機のドライヤー

の熱෩ަ換設備をૣ期に導入することも決めた。安୐産業による

積もりֹはݟ 899 万 4
000 円だった。

　また、1
000 キロワットの電ྗをड電する特ผ高圧変電設備を

500 万円で新設することにし、危ݥ防止のため、工場のྡ઀地

597 ௶を購入した。

　これらの設備の新増設に対する資金調ୡにॆてるため、1953

（昭和 28）年 12 月 20 日に北國銀行に工場や諸設備を୲保とし

て 900 万円をआり入れることを要੥している。

資本金を4,000万円に増資

　さらに、1954（昭和 29）年 1月 16 日の取締役会で、資本金

を 2
000 万円から倍ֹの 4
000 万円へ増資することを決定した。

4
000 株を発行してݱ行の

株主に対し 1 株にͭき 1

株をׂり当て、1 株 500

円のうち 125 円の෷いࠐ

みを௃収して、࢒りの

375 円は再評価積立金の

資本への一部組み入れを

もってॆ当させる計画

だった。3月 1日を期日と

する෷いࠐみにより 500

万円を調ୡすることとし

た。

　再評価積立金は、1950（昭和 25）年 6月 20 日の定時株主総

会で決議された資産再評価ֹ 1
887 万 4
506 円 78 મのうち࢒

ֹの 774 万 55円に、53年 12月 22日の株主総会で決議された

再ʑ評価ֹ 1
967 万 1
493 円を加え、ະೲ再評価税 118 万 280

意でଛইしたボイラーの修સを安୐産業へ 75万 1
460 円で੥け

ෛわせることを決めた。12 月 19 日の取締役会では歩
ㆶ

留
ㆩ

まりの

向上のためセットリングタンクの新設を決定した。

配給・価格統制が全面自由化

　製紙業界は、1949（昭和 24）年の洋紙の一部と板紙の഑給お

よび価格統制の解আ、50（昭和 25）年ຄ
ㆼㆣ

発
ㆱㆤ

の朝鮮戦争による特ध、

51（昭和 26）年の新聞用紙を含めた഑給および価格統制の全面

自༝化で、経営環境はஶしく޷転し、࠭ ౶、セメントとともに「三

白景気」とশされた。51年の朝鮮戦争ٳ戦会ஊの開始以降、景

気は下落局面に入り価格はೈ調となったものの、53（昭和 28）

年には上ঢ局面に転じて価格はݎ調にਪ移していった。

　こうした中で、設備のさらなる増強が進められた。1953 年 4

月 27 日の取締役会で、グラインダーの購入と 2号抄紙機で使用

するサクションコーチやロータリースクリーン、フラットスク

リーンの購入、そして原料回収装置の設置を決定した。砕木パル

プ（GP）は自家生産と外部調ୡでは୯価当たり 2円の開きがあり、

内製化を進めることにした。

　大西製紙から 300 അྗのポケット型グラインダー 2台や電動

機など関連設備を 800 万円で購入した。30％に及んでいた紙切

れを཈え、生産ੑを向上するサクションコーチを岡本鉄工から

366 万 5
000 円で、ちりやほこりをআ去して品質を高めるロー

タリースクリーンおよびフラットスクリーンをҪ出鉄工所から

248 万 5
000 円で、流出する原料を回収するセットリングタン

ク1基を村上組から236万円で、それͧれ購入することを決めた。

6月 19 日の取締役会では、グラインダー室の新築工事を૔ݿの

移転作業とともに村上組に 464 万 6
450 円で੥けෛわせること

が決定された。

大型の設備投資案件を決定

　11 月 14 日の取締役会では、大型の౤資Ҋ件が決定された。

ߦ൐͍ൃ͞ʹࢿ૿ Εͨ݊ג
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ઓ࣌経ࡁ౷੍ࡦの一؀と

して、19�9（昭和14）年に

新ฉ用͖רऔり紙にڐՄ

Ձ੍֨を࣮施し、ཌ4�年

に൘紙と༸紙にެఆՁ֨
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15％、5％の特ผ഑当を実施した。

　その後、下落がݟられたものの、1953（昭和 28）年 11 月期

には収入が過去最高を記録し、഑当率は特ผ഑当 20％を含Ή

40％となった。

福利厚生組織が創設

　1946（昭和 21）年 6月に、෱利厚生組৫「加賀製紙株式会

社一心会」が創設された。会長に石山秀雄、෭会長に吉田政雄が

就いた。そのྖߝは以下の通りだが、ݱ代෩に書き改
ㆀ㇉㆟

めておく。

　一、われらは製紙の文化的、経済的使໋を自֮しڞ同੹任の貫

పを期す

　一、われらは݈全なる自࣏的会を強化し、ஂ結ྗをもって会員

の෱利施設の増進および維࣋改善を期す

　一、われらは民主正ٛに立٭し品ੑのಃ
ㆨㆄ

໶
㇄

、知識の向上を図り、

和
㇏

஭
ㆡ㇅ㆄ

同をもって新生日本の建設に関し、国民的ٛ務のڠ

円をআいた 2
623 万 1
268 円に上った。資本組み入れ可能ֹは

90％に当たる 2
360 万 8
141 円で、この中から 1
500 万円を組

み入れることになった。ཌ年 2月 1日のྟ時株主総会で議決さ

れた。合わせて、定׺第 5条の発行株式総਺（授ݖ資本）を 8

万株から 16万株へ変更することも決定している。

良好な経営環境や業績

　これらの積ۃ的かͭԢ盛な設備֦ॆは、良޷な経営環境および

業績を背景に、ࠓ後の࣋続的な成長に向けて決断された。社長の

3代目徳太郎をはじめとする経営ਞの強ݻな意ࢥに基ͮく、いわ

ば「ະ来への౤資」としてҐ置ͮけることができる。

　1945（昭和 20）年 11 月期から

53（昭和 28）年 11 月期にかけて

の業績をふりかえっておきたい。付

表 5 の通り、45 年から 49（昭和

24）年にかけては、戦後復興が進

Ήとともに、公定価格の஋上げなど

により増収基調ではあったものの、

急速なインフレのӨڹを大きくड

け、原材料価格の高ಅが収ӹを圧ഭ

した。഑当率は 6％から 10％で、

48（昭和 23）年 5月期は無഑を༨
㇈

儀
ㆍ

なくされた。

　1950（昭和 25）年以降は、「国内向け新聞紙の増産の要๬な

らびにインド向け輸出新聞紙の引き合いなどが50）「౸ࡴ年 11

月期）、「黄ボールの生産再開でඈ躍的増産をݟせ、日໷の生産は

ध要に及ばない޷調を࣋続」（51年5月期）、「各新聞社のワンセッ

トの࠾୒により下ڃ紙のひっഭを招来し黄板紙また用్の֦ॆ

（中ུ）ध給をܹࢗ」（同年 11 月期）など増収が続くとともに、

設備の新増設による生産ޮ率の向上と合理化が収ӹに大きくد与

し、51年 11 月期は過去最高ӹとなった。50年 5月には 5％の

記念഑当、同年 11 月期から 52 年 5 月期には 10％、50％、

तࢿݖຊ
にఆめる׺会社のఆࣜג

ͦ。の総਺ࣜג の࿮಺で

͋れ͹、ඞཁに応じऔక役

会のܾఆͩけで新גを発

行で͖る

ࣾ಺ཱྀߦͷεφοϓࣸਅ Ζͩ͏ ͔ɻྻޙதԝ͕ࣾ௕ͷ3୅໨த
ౡಙଠ࿠ɻ4ʹޙ͕ྡࠨ୅໨ಙଠ࿠Λऻ໊͢Δ༤٢

෇表5　1945年11݄͔ظΒ53年11݄ظʹ͔͚ͯͷۀ੷ͷਪҠ

ग़యɿՃլ੡紙ג式ձࣾʰӦۀใࠂॻʱୈ59～77ظΑΓ࡞成ɻ

ऩೖ（ԁ） લ年ಉظൺ ७རӹ（ԁ） લ年ಉظൺ ഑౰཰（ˋ）
1945年11月ظ 480
391�03 148�7 21
160�75 103�7 6�0
1946年 5月ظ 1
019
117�68 398�4 40
064�88 2
254�1 6�0
1946年11月ظ 1
471
627�53 306�3 78
691�35 371�9 6�0
1947年 5月ظ 2
138
775�46 210�0 95
858�08 239�3 6�0
1947年11月ظ 8
784
665�63 596�9 184
610�41 234�6 6�0
1948年 5月ظ 11
947
593�04 558�6 739
593�04 771�6 0
1948年11月ظ 24
181
389�82 275�3 767
062�80 415�5 10�0
1949年 5月ظ 50
611
372�67 423�6 981
485�93 132�7 10�0
1949年11月ظ 64
019
154�45 264�7 944
321�32 123�1 10�0
1950年 5月ظ 75
381
212�53 148�9 4
450
642�83 453�4 15�0
1950年11月ظ 77
583
214�57 121�2 7
142
398�95 756�4 30�0
1951年 5月ظ 138
868
736�06 184�2 29
965
142�57 673�3 80�0
1951年11月ظ 203
371
526�25 262�1 47
005
730�40 658�1 45�0
1952年 5月ظ 204
376
437�05 147�2 22
544
519�22 75�2 35�0
1952年11月ظ 181
105
170�00 89�1 2
741
631�28 5�8 10�0
1953年 5月ظ 203
771
010�00 99�7 7
791
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15％、5％の特ผ഑当を実施した。

　その後、下落がݟられたものの、1953（昭和 28）年 11 月期

には収入が過去最高を記録し、഑当率は特ผ഑当 20％を含Ή

40％となった。

福利厚生組織が創設

　1946（昭和 21）年 6月に、෱利厚生組৫「加賀製紙株式会

社一心会」が創設された。会長に石山秀雄、෭会長に吉田政雄が

就いた。そのྖߝは以下の通りだが、ݱ代෩に書き改
ㆀ㇉㆟

めておく。

　一、われらは製紙の文化的、経済的使໋を自֮しڞ同੹任の貫

పを期す

　一、われらは݈全なる自࣏的会を強化し、ஂ結ྗをもって会員

の෱利施設の増進および維࣋改善を期す

　一、われらは民主正ٛに立٭し品ੑのಃ
ㆨㆄ

໶
㇄

、知識の向上を図り、

和
㇏

஭
ㆡ㇅ㆄ

同をもって新生日本の建設に関し、国民的ٛ務のڠ

円をআいた 2
623 万 1
268 円に上った。資本組み入れ可能ֹは

90％に当たる 2
360 万 8
141 円で、この中から 1
500 万円を組

み入れることになった。ཌ年 2月 1日のྟ時株主総会で議決さ

れた。合わせて、定׺第 5条の発行株式総਺（授ݖ資本）を 8

万株から 16万株へ変更することも決定している。

良好な経営環境や業績

　これらの積ۃ的かͭԢ盛な設備֦ॆは、良޷な経営環境および

業績を背景に、ࠓ後の࣋続的な成長に向けて決断された。社長の

3代目徳太郎をはじめとする経営ਞの強ݻな意ࢥに基ͮく、いわ

ば「ະ来への౤資」としてҐ置ͮけることができる。

　1945（昭和 20）年 11 月期から

53（昭和 28）年 11 月期にかけて

の業績をふりかえっておきたい。付

表 5 の通り、45 年から 49（昭和

24）年にかけては、戦後復興が進

Ήとともに、公定価格の஋上げなど

により増収基調ではあったものの、

急速なインフレのӨڹを大きくड

け、原材料価格の高ಅが収ӹを圧ഭ

した。഑当率は 6％から 10％で、

48（昭和 23）年 5月期は無഑を༨
㇈

儀
ㆍ

なくされた。

　1950（昭和 25）年以降は、「国内向け新聞紙の増産の要๬な

らびにインド向け輸出新聞紙の引き合いなどが50）「౸ࡴ年 11

月期）、「黄ボールの生産再開でඈ躍的増産をݟせ、日໷の生産は

ध要に及ばない޷調を࣋続」（51年5月期）、「各新聞社のワンセッ

トの࠾୒により下ڃ紙のひっഭを招来し黄板紙また用్の֦ॆ

（中ུ）ध給をܹࢗ」（同年 11 月期）など増収が続くとともに、

設備の新増設による生産ޮ率の向上と合理化が収ӹに大きくد与

し、51年 11 月期は過去最高ӹとなった。50年 5月には 5％の

記念഑当、同年 11 月期から 52 年 5 月期には 10％、50％、

तࢿݖຊ
にఆめる׺会社のఆࣜג

ͦ。の総਺ࣜג の࿮಺で

͋れ͹、ඞཁに応じऔక役

会のܾఆͩけで新גを発

行で͖る

ࣾ಺ཱྀߦͷεφοϓࣸਅ Ζͩ͏ ͔ɻྻޙதԝ͕ࣾ௕ͷ3୅໨த
ౡಙଠ࿠ɻ4ʹޙ͕ྡࠨ୅໨ಙଠ࿠Λऻ໊͢Δ༤٢

෇表5　1945年11݄͔ظΒ53年11݄ظʹ͔͚ͯͷۀ੷ͷਪҠ

ग़యɿՃլ੡紙ג式ձࣾʰӦۀใࠂॻʱୈ59～77ظΑΓ࡞成ɻ

ऩೖ（ԁ） લ年ಉظൺ ७རӹ（ԁ） લ年ಉظൺ ഑౰཰（ˋ）
1945年11月ظ 480
391�03 148�7 21
160�75 103�7 6�0
1946年 5月ظ 1
019
117�68 398�4 40
064�88 2
254�1 6�0
1946年11月ظ 1
471
627�53 306�3 78
691�35 371�9 6�0
1947年 5月ظ 2
138
775�46 210�0 95
858�08 239�3 6�0
1947年11月ظ 8
784
665�63 596�9 184
610�41 234�6 6�0
1948年 5月ظ 11
947
593�04 558�6 739
593�04 771�6 0
1948年11月ظ 24
181
389�82 275�3 767
062�80 415�5 10�0
1949年 5月ظ 50
611
372�67 423�6 981
485�93 132�7 10�0
1949年11月ظ 64
019
154�45 264�7 944
321�32 123�1 10�0
1950年 5月ظ 75
381
212�53 148�9 4
450
642�83 453�4 15�0
1950年11月ظ 77
583
214�57 121�2 7
142
398�95 756�4 30�0
1951年 5月ظ 138
868
736�06 184�2 29
965
142�57 673�3 80�0
1951年11月ظ 203
371
526�25 262�1 47
005
730�40 658�1 45�0
1952年 5月ظ 204
376
437�05 147�2 22
544
519�22 75�2 35�0
1952年11月ظ 181
105
170�00 89�1 2
741
631�28 5�8 10�0
1953年 5月ظ 203
771
010�00 99�7 7
791
080�00 34�6 20�0
1953年11月ظ 246
289
250�00 136�0 26
222
478�80 956�5 40�0
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਱行を期す

　一心会には、ғޟকعや野ٿ、バレーボール、୎ٿ、相๾の部

໳が置かれた。当社としては初となる本格的な෱利厚生組৫だっ

た。

2代目徳太郎の座像を再建

　第 3ষに記述した通り、1924（大正 13）年に建立された 2

代目中島徳太郎の࠲像は、戦時中に政府によりਪ進されたฌث増

産のための金ଐ回収にԠじて供出された。戦後にこれを再建する

ことにし、1951（昭和 26）年 3月 26 日の取締役会で、金沢市

長土ญの水野࿕へர
ㆂ

型
ㆋ㆟

修સ費も含めて総工費 25万円で発注する

ことを決定した。

　この年 11月 2日には、原料の稲わらが自然発火して工場の一

部が焼けた。ཌ 12月 13 日の取締役会で、火ࡂ保ݥ料を 500 万

円増ֹし 1
500 万円とすることを決めた。

賃上げ求め、初のストライキ

　労働組合結成以来、労使関܎は良޷であったものの、1952（昭

和 27）年には賃上げをٻめるストライキが初めて行われた。取

締役会では、業績ෆৼのさなかだったが、組合側の要ٻにほ΅Ԋ

う水準での期຤৆与を支給することを決定するとともに、「従業

員各Ґに告͙」（12月21日付）、「従業員各Ґの再認識を願う」、「従

業員各Ґに告͙　第三号」（同 22 日付）を発行して、従業員間

の動༳を཈え、経営࢟੎への理解とྗڠをٻめた。その後、事ଶ

は沈静化し、あらためて労使ڠ調࿏線が再構築されていった。
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第̒章

ͼ࠶Ւɺࡂ

103

2号抄紙機付近から出火

　1954（昭和 29）年 2月 22 日、加賀製紙の存続を༳るがすࡂ
㆕ㆂ

Ւ
ㆉ

にݟ舞われた。ޕ後 6時 30分͝ろ、従業員 8人が作業中の 2

号抄紙機付近から出火し、同機建屋 300 ௶を全焼した。

　動ྗ用の燃料が大量にあったため、これに引火してྡ઀する施

設にも燃え広が

り、1 号抄紙機

の平屋建て建屋

300௶と 3֊建

て഑合室および

ৠ 解 室 300 ௶

も全焼、࢓上室

150 ௶と૔ݿを

半焼して、ޕ後

7時 55 分͝ろ、

ようやく௟火し

た。稲わらや材

木などの原材料

置き場は道࿏を

隔てていたため

焼失を໔
ㆾㆬㆉ

れ、事

務所や社୐、新

ボイラー室も無 1954ʢত࿨ 29ʣ年 2݄22೔ൃੜͷՐࣄͷ໛༷Λ఻ Δ͑๺ᅳ৽ฉࣄه

6࡛-加賀製紙.indd   102-103 16/02/24   21:49



104 105

ୈ̒ষ　ࡂՒɺ࠶ͼྺ࢙ฤ

৘ௌ取を行った。同ॺは出

火原因を「࿙電もしくは機

械の過熱」とݟて、ݱ場検

証にண手した。

　ཌ 23 日の北國新聞朝刊

には、加賀製紙株式会社名

をもって「出火お࿳
㇏

び」が

。されたࡌܝ

　ඃ害ֹは、ݻ定資産が機

械 4
359 万 1
549 円、 建

物（全焼 1
261�25 ௶、半

焼 93 ௶）527 万 7
865 円、設備 182 万 1
959 円、2 号抄紙機

増設への仮෷金 169 万 9
510 円、ث۩ྨ 22万 1
721 円、ॄ
㆘㇅ㆄ

ث
ㆌ

ྨ 2万 9
679 円の計 5
264 万 2
283 円、原料（パルプ、稲わら、

ボールくͣ、古紙）609 万 1
589 円、ݿࡏ製品（新聞巻き取り紙、

黄板紙）358 万 7
114 円、用品（長網、シリンダー網）100 万 4
598

円、包装材料 59万 8
012 円、ༀ品 17万 6
930 円に上り、合計

は 6
410 万 526 円にୡした。

出火原因は抄紙機の部品過熱

　火ࡂから 6 日後の北國

新聞 2月 28 日付朝刊によ

ると、出火原因はその後の

の調΂で、2号抄紙機࡯ܯ

のローラーメタル、いわゆ

る乾燥部໳であるドライ

ヤーロールの࣠डけ部分が

過熱し、近くにあった燃え

やすいものに引火、出火し

たと断定された。さらに、

は出火元となったドラ࡯ܯ

事で、Կよりも人的ඃ害が

出なかったのはෆ幸中の幸

いだった。

　出火当時、഑合室でۈ務

していた஑村利雄は、北國

新聞の取材に対し、「約 50

メートル཭れた火元の 2

号機工場へඈびࠐんで行っ

た時、すでに工場内は真っ

੺な火のւだった。2、3

分後にはఱҪに燃え移って

いて工場内の消火施設は火の回りがૣく全く用をなさなかった」

（2月 23日付北國新聞朝刊）と語っている。

　出火௚後に金沢市消防本部から約 40台、野ʑ市町（ݱ・野ʑ

市市）や松任町（ݱ・白山市）などから 10台以上の消防ंが出

動して消火に当たった。工場内に 35カ所あった防火水槽では଍

りͣ、約 500 メートル཭れた伏ݟ川や約 400 メートル཭れた木

࿊川から取水した。

　消火作業では、金沢市消防本部のಎ庭本部長の指شの下、広ࡔ

消防ॺ 7号ंの小石ं྆長以下 5人の消防ୂ員がボイラー室に

水のนを作って火の手をः
㆗㇃

断
ㆠ㇓

するとともに、ボイラーからৠ気を

抜き取ってԆ焼によるര発を防いだ。

　工場にྡ઀する松山৫機や吉田૔ݿ、石川ࢎૉ西金沢工場、野

村߭油西金沢油槽所、越ྫྷۅ凍৯品、߳村ৢ造、ఱۡ中田産業、

押野村役場、押野村農業組合などの従業員が多਺駆けͭけて消防

ୂ員のԠԉに当たった。

　出火と同時に、西金沢Ӻલ一ଳは停電となり、泉から西金沢Ӻ

લにかけての県道は消防作業のため、一ൠं྆਺十台が立ち往生

した。

　௟火௚後に国家地方࡯ܯ石川県本部松任地۠ॺ（ݱ・石川県ܯ

白山ॺ）が 2号抄紙機で作業していた従業員のうち 4人から事

௟Րؒ΋ͳ͍޻৔ෑ஍ Ұ෦ͷݐ෺Λ͠࢒ ɺ ͱ́ΜͲͷࢪઃ͕փͱͳͬ ͨ

͔Ζ͏ ͯ͡ ՐࣄΛ·͵ ͔Εͨࣄچ຿ॴ౩
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ると、出火原因はその後の
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のローラーメタル、いわゆ

る乾燥部໳であるドライ

ヤーロールの࣠डけ部分が

過熱し、近くにあった燃え

やすいものに引火、出火し

たと断定された。さらに、

は出火元となったドラ࡯ܯ

事で、Կよりも人的ඃ害が

出なかったのはෆ幸中の幸

いだった。

　出火当時、഑合室でۈ務

していた஑村利雄は、北國

新聞の取材に対し、「約 50

メートル཭れた火元の 2

号機工場へඈびࠐんで行っ

た時、すでに工場内は真っ

੺な火のւだった。2、3

分後にはఱҪに燃え移って

いて工場内の消火施設は火の回りがૣく全く用をなさなかった」

（2月 23日付北國新聞朝刊）と語っている。

　出火௚後に金沢市消防本部から約 40台、野ʑ市町（ݱ・野ʑ

市市）や松任町（ݱ・白山市）などから 10台以上の消防ंが出

動して消火に当たった。工場内に 35カ所あった防火水槽では଍

りͣ、約 500 メートル཭れた伏ݟ川や約 400 メートル཭れた木

࿊川から取水した。

　消火作業では、金沢市消防本部のಎ庭本部長の指شの下、広ࡔ

消防ॺ 7号ंの小石ं྆長以下 5人の消防ୂ員がボイラー室に

水のนを作って火の手をः
㆗㇃

断
ㆠ㇓

するとともに、ボイラーからৠ気を

抜き取ってԆ焼によるര発を防いだ。

　工場にྡ઀する松山৫機や吉田૔ݿ、石川ࢎૉ西金沢工場、野

村߭油西金沢油槽所、越ྫྷۅ凍৯品、߳村ৢ造、ఱۡ中田産業、

押野村役場、押野村農業組合などの従業員が多਺駆けͭけて消防

ୂ員のԠԉに当たった。

　出火と同時に、西金沢Ӻલ一ଳは停電となり、泉から西金沢Ӻ

લにかけての県道は消防作業のため、一ൠं྆਺十台が立ち往生

した。

　௟火௚後に国家地方࡯ܯ石川県本部松任地۠ॺ（ݱ・石川県ܯ

白山ॺ）が 2号抄紙機で作業していた従業員のうち 4人から事

௟Րؒ΋ͳ͍޻৔ෑ஍ Ұ෦ͷݐ෺Λ͠࢒ ɺ ͱ́ΜͲͷࢪઃ͕փͱͳͬ ͨ

͔Ζ͏ ͯ͡ ՐࣄΛ·͵ ͔Εͨࣄچ຿ॴ౩
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　　ロ　当社の板紙関܎の取引信用は強ݻなり

　　ϋ　板紙市場はক来৳
㆗㇓

ு
ㆡ㇇ㆄ

ੑがある

　　ニ　利५は板紙部໳にক来๬まれる

　　ϗ　洋紙はࠓ後大企業以外に利५は๬まれない

　4� 資材関܎

　　イ　板紙関܎の資材の収集は௿
ㆦㆂ

྿
㇌㇓

かͭ容қにして立地条件も

最適にある

　　ロ　一貫ੑを完備しうる

112人の解雇案を提示

　これに対して、西田取締役はできるだけૣく、1号抄紙機を復

旧するようにとの意ݟを表明し、全会一கで正式決定した。また、

人員削減がෆ可ආであるため、廃止およびॖ小部՝の組合員 100

人とඇ組合員 12 人の合計

112 人の解ޏを労働組合

に示すことも決めた。

　3月 18 日に、労働組合

執行委員長の山下ໜに「加

賀製紙株式会社復旧再建要

、を提示した。この中で「ߝ

2 号抄紙機の廃
ㆯㆂ

ٳ
ㆌ㇅ㆄ

に関し

て以下のようにઆ明してい

る。

　生産機能の最਻
㆙ㆄ

要
㇈ㆄ

部໳たる円網式抄紙機および長網式抄紙機

ならびにこれに付ଐせるৠ
㆘㇇ㆄ

解
ㆉㆂ

、഑合関܎諸設備機械を焼失せ

るも、その復旧はݱ経済のঢ়ଶならびに٬観的৘੎より、まこ

とにࠔ難にして、特に融資にͭいては万ൠの౒ྗを܏注したる

も、਱にु
㇀ㆎ

いられるところとならͣ、なすことのないまま日を

過͙るのみにて、ここにこのા置をもって難局を打開するほか

なしとの結論に౸ୡするにࢸった。

イヤーやカンバスのロールを金沢大学工学部にૹり、材質などに

໰୊がなかったか鑑定をґཔした。

　また、2月 28 日には、火ࡂ後初となる取締役会が開かれ、事

後処理は 3月 4日͝ろまでをࠐݟみ、同 5日以降は再建Ҋが決

定するまでٳ業することを決めた。

2号抄紙機を廃棄

　再建Ҋは、ࠤ野ઐ務と石山ৗ務、ᚸ田取締役を中心に検౼を重

Ͷた結Ռ、焼けた 2号抄紙機を廃棄して新聞用紙の生産から撤

退し、1号抄紙機による黄板紙の生産にઐ念する方਑をݻめた。

3代目徳太郎社長もこれをԠ୚した。まさにۤ
ㆎ

ौ
㆘㇅ㆄ

の決断であった。

　3月 14 日の取締役会には、この方਑が正式にࢾられた。۩体

的な内容は次の通りである。

　1� 資金関܎にͭいて

　　イ　復旧にͭいての設備資金は౸
ㆨㆄ

ఈ
ㆦㆂ

融資のࠐݟみがないの

で、（2号）抄紙機の復旧はࠔ難となり、਱に断念して

新たに復旧所要資金の௿ֹな円
ㆾ㇋

網
ㆀㆿ

式抄紙機の運転のみに

制ݶされた

　　ロ　運転所要資金のগֹなるもの（板紙部໳）にબ定せͶば

ならなくなった

　2� 設備関܎にͭいて

　　イ　（1号）円網式抄紙機のଛ失はܰඍにしてその復旧はૣ

急可能ੑあり

　　ロ　長
ㆪㆋ

網
ㆀㆿ

式抄紙機の機械部分を円網式抄紙機に転用できるも

のがある

　　ϋ　焼失した長網式抄紙機を生かしてはࠓ後、洋紙生産ڝ争

には଱えられない

　　ニ　長網式抄紙機の新規ड注はࠔ難である

　3� 販売と利५関܎

　　イ　板紙界に઎める当社の地Ґは༏Ґにある

औΓ૊ΉࣾһΒʹچʣͷ෮ػ૩סɺυϥΠϠʔʢ͚ͯ޲ʹ։࠶ۀૢ

ԫ൘紙
ҴΘらをݪྉにした൘紙

ԁ໢ࣜঞ紙ػ
紙のݪྉをԁ౵ܗの໢に

෇ணͤ͞て紙をঞ͘ํ ๏

௕໢ࣜঞ紙ػ
෯޿のϫΠϠーに紙のݪ

ྉをྲྀして紙をঞ͘ํ ๏
ৠղ

一ൠతにパルプは化ֶༀ

ӷをνοプに加͑、加೤し

て紙のݪྉを༹出して࡞

る。͜ のաఔをৠղとݺͿ
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ㆡ㇇ㆄ
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1953（昭和 28）年 11 月 20 日時点で৬員 45 人、工員 226 人

の合計 271 人だったのが、ཌ年 3月 31 日時点には৬員 33 人、

工員 68人の合計 101 人にܹ減した。

　1954（昭和 29）年 5 月期の決ࢉは、収入がલ年同期ൺ

44�6％減の 1ԯ 1
282 万 4
402 円に対し、支出はࡂ害およびࡂ

害復旧費 1
635 万 9
710 円、人員削減による৬員৬工退৬手当

249 万 6
230 円を計上したため、1
791 万 1
170 円の७ଛ失と

なり、無഑を༨
㇈

儀
ㆍ

なくされた。同期の第 78 期営業報告書には、

当時のঢ়گが以下のように記されている。

　当社もかͶて高度の合理化をਪ進して、ࢼ࿅に଱え得るよう

万ൠの౒ྗを܏注し相Ԡの成Ռを収めͭͭあったのですが、ෆ

幸にも期ԝ、ෆ測のࡂ害にૺ
ㆀ

い、生産機能の਻要部໳をӊ
ㆄ

有
㇆ㆄ

に

ۃしてӬ年の結実を一朝に失いましたことはまことに௧࠘のؼ

みと言う΂くጙ
㆖㇓

ጌ
ㆌ

のほかもありません。ここに深くおわびਃし

上げます。

　（中ུ）

、後はいよいよ多事多難、イバラの道を༧測するのですがࠓ　

一同一層のਫ਼進を੤ってӶ意社運の൨
ㆰ㇓

回
ㆉㆂ

を期する所存です。

　（後ུ）

　工場の復興計画は、社長

の 3 代目中島徳太郎の指

示をडけて、ࠤ野ઐ務と石

山ৗ務、ᚸ田取締役を中心

に策定された。従来の 1

号抄紙機に焼け࢒った 2

号抄紙機の機ثや設備を組

みࠐみ、改造することとし、

網෯ 1
860 ミリ、バット 6

本௚ྻ式、ドライヤー 30

　　経営合理化の۩体的方策として、次の 4点を指摘している。

　̍� 組৫を؆ૉ化して強化を図る

　̎� 業務運営の刷新を図る

　̏� 廃ٳ関連部໳ならびに合理化のため人員の੔理を行い、最

小ݶ度にこれをॖ小する

　̐� ෆ急資産の売٫により資金のॆ実を図る

　人員削減の対象部໳および組合員਺は、廃止部՝で 2号抄紙

՝関܎ 20 人、抄造՝ 16 人、営સ՝（設計関܎をআく）9人、

輸ૹ՝ 12人、原質՝グラインダー関܎ 11人、഑合՝ 2号機関

܎ 12人の計 80 人。ॖ小部՝の事務・工務関܎ 5人、原料՝関

܎ 2人、原質՝板紙関܎ 6人、原動՝関܎ 4人、1号抄紙՝関

܎ 3人の計 20人。

　લ述の通り、合計 100 人に及び、労働組合全組合員 160 人の

62�5％になった。ඇ組合員からも2号機抄紙՝3人、抄造՝1人、

営સ՝ 2人、事務・工務 4人、原料՝ 1人、原動՝ 1人の計 12

人も対象となり、総計は 112 人にୡした。

　બ定基準は、廃ٳ部໳の従事者とともに、「طに定年にୡした

るもの、また本年中に定年にୡするもの」、「昭和 28年度に入社

したもの」などがܝ
ㆉㆉ

げられた。

団体交渉を重ね妥結

　労働組合でも独自に検౼を重Ͷ、会社側と組合側でஂ体ަবを

重Ͷた結Ռ、ଥ結にࢸり、3月 22 日に解ޏ対象者が発表される

とともに、ࠤ野ઐ務と山下執行委員長྆名をもってڠ定書（附֮

書）が取りަわされた。同書には「会社は企業再建後の人員࠾用

にͭいてӈ੔理人員を、できるݶり࠾用方を考ྀする」、「会社は

就৬にͭいて੣意をもってѺ
ㆀㆣ

ટ
㆛㇓

に౒ྗする」との文言が盛りࠐま

れた。

　その後、大半の退৬者はୢາ製紙など関܎機関へのྗڠ、支ԉ

要੥によって、再就৬をՌたしている。従業員਺は火ࡂલの ঞػࢴͷݐ԰ͷݐ࠶ʹྭΉࣾһΒɻ1೔΋ૣ͍ૢۀͷͨΊՐࡂલͷ༷࢓ͱ͠ ͨ

ӊ༗ʹ͢ؼ
Րࡂなどで·った Կ͘もな

な͘ってし·う͜ と

6࡛-加賀製紙.indd   108-109 16/02/24   21:49

108 109

ୈ̒ষ　ࡂՒɺ࠶ͼྺ࢙ฤ

1953（昭和 28）年 11 月 20 日時点で৬員 45 人、工員 226 人

の合計 271 人だったのが、ཌ年 3月 31 日時点には৬員 33 人、

工員 68人の合計 101 人にܹ減した。

　1954（昭和 29）年 5 月期の決ࢉは、収入がલ年同期ൺ

44�6％減の 1ԯ 1
282 万 4
402 円に対し、支出はࡂ害およびࡂ

害復旧費 1
635 万 9
710 円、人員削減による৬員৬工退৬手当

249 万 6
230 円を計上したため、1
791 万 1
170 円の७ଛ失と

なり、無഑を༨
㇈

儀
ㆍ

なくされた。同期の第 78 期営業報告書には、

当時のঢ়گが以下のように記されている。

　当社もかͶて高度の合理化をਪ進して、ࢼ࿅に଱え得るよう

万ൠの౒ྗを܏注し相Ԡの成Ռを収めͭͭあったのですが、ෆ

幸にも期ԝ、ෆ測のࡂ害にૺ
ㆀ

い、生産機能の਻要部໳をӊ
ㆄ

有
㇆ㆄ

に

ۃしてӬ年の結実を一朝に失いましたことはまことに௧࠘のؼ

みと言う΂くጙ
㆖㇓

ጌ
ㆌ

のほかもありません。ここに深くおわびਃし

上げます。

　（中ུ）

、後はいよいよ多事多難、イバラの道を༧測するのですがࠓ　

一同一層のਫ਼進を੤ってӶ意社運の൨
ㆰ㇓

回
ㆉㆂ

を期する所存です。

　（後ུ）

　工場の復興計画は、社長

の 3 代目中島徳太郎の指

示をडけて、ࠤ野ઐ務と石

山ৗ務、ᚸ田取締役を中心

に策定された。従来の 1

号抄紙機に焼け࢒った 2

号抄紙機の機ثや設備を組

みࠐみ、改造することとし、

網෯ 1
860 ミリ、バット 6

本௚ྻ式、ドライヤー 30

　　経営合理化の۩体的方策として、次の 4点を指摘している。

　̍� 組৫を؆ૉ化して強化を図る

　̎� 業務運営の刷新を図る

　̏� 廃ٳ関連部໳ならびに合理化のため人員の੔理を行い、最

小ݶ度にこれをॖ小する

　̐� ෆ急資産の売٫により資金のॆ実を図る

　人員削減の対象部໳および組合員਺は、廃止部՝で 2号抄紙

՝関܎ 20 人、抄造՝ 16 人、営સ՝（設計関܎をআく）9人、

輸ૹ՝ 12人、原質՝グラインダー関܎ 11人、഑合՝ 2号機関

܎ 12人の計 80 人。ॖ小部՝の事務・工務関܎ 5人、原料՝関

܎ 2人、原質՝板紙関܎ 6人、原動՝関܎ 4人、1号抄紙՝関

܎ 3人の計 20人。

　લ述の通り、合計 100 人に及び、労働組合全組合員 160 人の

62�5％になった。ඇ組合員からも2号機抄紙՝3人、抄造՝1人、

営સ՝ 2人、事務・工務 4人、原料՝ 1人、原動՝ 1人の計 12

人も対象となり、総計は 112 人にୡした。

　બ定基準は、廃ٳ部໳の従事者とともに、「طに定年にୡした

るもの、また本年中に定年にୡするもの」、「昭和 28年度に入社

したもの」などがܝ
ㆉㆉ

げられた。

団体交渉を重ね妥結

　労働組合でも独自に検౼を重Ͷ、会社側と組合側でஂ体ަবを

重Ͷた結Ռ、ଥ結にࢸり、3月 22 日に解ޏ対象者が発表される

とともに、ࠤ野ઐ務と山下執行委員長྆名をもってڠ定書（附֮

書）が取りަわされた。同書には「会社は企業再建後の人員࠾用

にͭいてӈ੔理人員を、できるݶり࠾用方を考ྀする」、「会社は

就৬にͭいて੣意をもってѺ
ㆀㆣ

ટ
㆛㇓

に౒ྗする」との文言が盛りࠐま

れた。

　その後、大半の退৬者はୢາ製紙など関܎機関へのྗڠ、支ԉ

要੥によって、再就৬をՌたしている。従業員਺は火ࡂલの ঞػࢴͷݐ԰ͷݐ࠶ʹྭΉࣾһΒɻ1೔΋ૣ͍ૢۀͷͨΊՐࡂલͷ༷࢓ͱ͠ ͨ

ӊ༗ʹ͢ؼ
Րࡂなどで·った Կ͘もな

な͘ってし·う͜ と

6࡛-加賀製紙.indd   108-109 16/02/24   21:49



110 111

ୈ̒ষ　ࡂՒɺ࠶ͼྺ࢙ฤ

紙生産部໳を

引き続き増設

にண手する」

などとあり、

この時点で

は、洋紙およ

び新聞紙生産

からの撤退は

対外的に明ら

かにしていな

かったとみら

れる。

　この間、4

月には工事資金の調ୡのため、北國銀行から 5月 15日を期日に

3
500 万円のआり入れを行った。࢒存する工場設備を୲保に、徳

太郎社長とࠤ野ઐ務、石山ৗ務が保証人となった。1955（昭和

30）年 5月からฦ済を開始し、57（昭和 32）年 4月までに完

済する計画だった。

　北國銀行へのਃ੥書には、1954（昭和 29）年 7月から 1年

間で黄板紙を 6
600 トン生産し、収入は 2ԯ 3
100 万円、支出

とݻ定資産減価ঈ٫ 450 万円をࠩし引いて 4
615 万 4
000 円の

利ӹを上げるとの生産および収支計画が示されている。

　復興工事とલ後して、生産の合理化に向けて、新たな設備の増

強をਪ進した。5月 20 日の取締役会で、ダイジェスター 1基の

増設を決めた。8月 20 日の取締役会では、増産とコスト削減の

ために、14フィートのৠࣽז
ㆉㆾ

1 基の新設が提Ҋされた。安୐産

業へ発注された。建屋建設は村上組が੥けෛい、༧ࢉ総ֹは 450

万円だった。

「販売できなければ無意味」

　これに対して、西田取締役からは「増産しても（販売が）消化

本とする۩体的な再構築の方਑を決めた。その詳ࡉと༧ࢉは、付

表 6の通りである。

火災から3カ月後に運転再開

　復興工事は、石山ৗ務とᚸ田取締役がਞ಄指شをとり、全従業

員が一
ㆂㆡ

意
ㆂ

ઐ
㆛㇓

心
㆗㇓

をもって当たった。火ࡂから約 3カ月後の 5月、

改造を施
ㆻㆩ㆓

した 1号抄紙機の運転を開始できた。

　北國新聞 5月 29 日付༦刊に、લ日の 28日に当社の復旧工事

が完成し、ޕલ 10時からࢼ運転を開始した、との記事が写真付

きでࡌܝされている。記事によると、2号機の焼け࢒った部品を

組み合わせた 1号抄紙機は月当たりの板紙生産量が 1
200 トン

に増え、火ࡂલの 500 トンにൺ΂、2倍以上の能ྗを࣋ち、「全

国最高量」になったとある。

　ただ、記事には、「2期工事として、洋紙生産部໳さらに新聞

෇表6　޻৔෮ܭڵըͷ֓ཁ

ग़యɿՃլ੡紙ג式ձࣾʮ෮ڵ設උܭըの໌ࡉʯΑΓ࡞成ɻ
஫̍ɿʮࣄ޻の׬成にґΓ൘紙月600࢈τンΛ͛ڍಘΔʯͱの͕͋ࡌهΔɻ
஫̎ɿʮୈ2ࣄ޻ظʯͱͯ͠1956年3月Λ໨్に長網式抄紙機の改造ͱ機器の新設ܭը΋هさΕ͍ͯΔɻ
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ஙݐ԰ݐ మߏࠎ造 22
250 ৠ͓ࣽזΑͼ഑߹ （ࣨ180௶、12
000ઍԁ）、抄紙機ࣨ

（170௶、6
600ઍԁ）、੡඼্࢓ （ࣨ70௶、2
700ઍԁ）、
ి動機 （ࣨ18௶、500ઍԁ）ͳͲ

໦造 2
250 ϙーνϟʕ （ࣨ72௶）、ΤッδϥΠφー （ࣨ32௶）मસ
খܭ 24
500

࣭ݪ ৠࣽ 2
900 Ϗッτの新設（1
000ઍԁ）、ίンϕϠーの新設（700ઍԁ）、
スτϩーカッター新設（24Πンν1500、جઍԁ）ͳͲ

഑߹ௐ੔ ഑߹ 2
650 機ցमཧ（1
200ઍԁ）ͳͲ
抄紙機 ϫΠϠー 1
050 όッτ（72Πンν、5ஈ）、γリンダー1ຊ

ϓレス 600 ϓレスϩーϧ3ຊ、スΫΠζϩーϧ1ຊ、ϕϏーϓレス5ຊ͖ר
ସ͑

૩ס 1
150 υϥΠϠー72Πンν・14ຊ、70Πンν・10ຊ
্࢓ 300 カレンダʕ、ダϒϧカッターमસ
෇ଐ設උ 2
100 γϟϑτ、ύΠϓ、ϙンϓ、೤؅ཧؔ܎
ి動機 2
980 मસ（880ઍԁ、δϣϧダン༻1୆、Ϗーター༻5୆、ϑΝン༻

1୆、抄紙༻1୆）、新設（1
000ઍԁ）、഑ （ి1
100ઍԁ）
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૯ܭ 38
230
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が継続された。同期の第 79 期営業報告書は、「諸ൠの৘੎から

෰のࠀࣈす͙回復することも๬まれませんが、会社を挙げて੺ࠓ

熱意をもって、あらゆる合理化の方策を実施するとともに諸経費

のઅ減に౒めて、ぜひ皆様のෛୗにこたえたい」とݫしい実ঢ়を

伝えている。

銀行に再び借り入れ要請

　1955（昭和 30）年 4月には、北國銀行に対して、原料の稲

わら購入資金の調ୡのため、徳太郎社長、ࠤ野ઐ務、石山ৗ務を

保証人とし、工場設備を୲保とする 2
000 万円のआり入れを要

੥している。同行へのਃ੥書には、同月から 1年間の黄板紙の

生産量を 9
436 トン、収入を 2ԯ 5
949 万円、利ӹを 3
508 万

4
000 円とݟ積もっている。同年 3月຤時点の従業員਺は৬員

34人、工員 100 人の合計 134 人と報告されている。

繰越損失金全額を消却へ

　火ࡂからの復旧と生産体制の再構築が進Ή一方、市گの下落に

よる業績のѱ化が深ࠁ化する中で、当社は大きな決断に౿み切っ

た。1955 年 5月 20 日にྟ時株主総会を招集し、徳太郎社長は

後の事業ਪ進に向けて繰越ଛ失金全ֹࠓ、をઆ明したうえでگݱ

を消٫することを提Ҋしたのである。۩体的には、ೲ税積立金全

ֹ 704 万 9
575 円と、ผ్積立金 4
850 万円のうち 1
495 万

5
797 円を取り่し、繰越ଛ失金 2
200 万 5
372 円の݀ຒめに

ॆてるという内容だった。

　これに対し、株主からはࢍ成意ݟが相次͗、ຬ場一கで可決さ

れた。2号抄紙機の廃棄や従業員の੔理と同様に、まさに「ۤौ

の決断」であったが、経営基൫の安定化を強く志向し、ख़
㆘㇅ㆎ

ྀ
㇊㇇

の຤、

断行した。

　この年 5月期の決ࢉは、352 万 4
280 円のݻ定資産減価ঈ٫

を計上したうえで、25万 1
275円の७利ӹを֬保し、15万 1
275

円を後期繰越金に計上した。第 80期営業報告書は、گݱとࠓ後

ができなければ意ຯが

なく、ݱ業販売୲当者

は一層の౒ྗをして消

化に万全を期していた

だきたい」とのݫしい

意ݟが出されたもの

の、最ऴ的には可決さ

れた。

　1955（昭和 30）年

3 月 24 日の取締役会

で、使用電ྗのロスを

ܰ減して電ྗ料金をઅ約するため、日新電機製造の 300K7"・高

圧 3
000 ボルトのコンデンサー 1基を導入することを決めた。

山崎電機がೲ入した。4月 25 日の取締役会では、製品の品質向

上のため、ҏ౻製作所製造のエキストラクターを 67万 1
200 円

。で設置することを決定した（積もりֹݟ）

不要設備を処分、売却

　一方で、ෆ要設備の処分や売٫も進められた。1955 年 2 月

21 日の取締役会で、෱Ҫ県金௡町の北陸パルプ工業から要੥が

あったグラインダー 1基のି与を承୚した。同社は砕木パルプ

メーカーで、当社にೲ入するなど長期にわたる取引関܎を有して

いた。グラインダーは2号抄紙機の廃機によりෆ要となっていた。

約期間はܖ 1年間で、賃ି料は月ֹ 5万円だった。

　3月 24 日の取締役会では、2号抄紙機用のサクションコーチ

ロールや付ଐのナッシュポンプを売٫する方਑を決定している。

　1954（昭和 29）年 11 月期の決ࢉは、生産合理化によるコス

トダウンと品質の向上および販࿏の開୓にਚྗしたものの、一部

メーカーが価格を大෯に引き下げたことで市گがೈ化し、収入は

લ年同期ൺ69�3％減の7
568万6
754円、७ଛ失が497万9
136

円となり、後期繰越ଛ失金は 2
200 万 5
372 円にୡした。無഑

��́ ΅෮͞چ Ε ΢ͨΤοτ෦໳ͷ࠷ऴஈ֊

άϥΠϯμʔ
パルプݪྉのؙଠを͢り

ͭͿ͢ػց

ίϯσϯαʔ
஝ిػ
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にͭいて次のようにઆ明している。

　国内経済の৘੎はґ然として௿໎の域を脱せͣલ期に引き続

き重ۤしいঢ়ଶを続けております。業界もまた、これらのӨڹ

で実に沈଺したঢ়گにありましたが、幸い、期ԝにࢸり、一部

強ݻな打開策が実施されるや、市گも連れて回復され、生産に

おいても種ʑの制約をよくࠀ෰し、લ期の約 50％の増産をݟ

ることができまして、গしय
㆗㇅ㆄ

එ
ㆳ

を開くまでにࢸりましたこと

はまことに御
㆔

同
ㆩㆄ

ܚ
㆐ㆂ

にたえません。

　しかしՆރれؓࢄ期を控え、ඞͣしもָ観を許さないものが

あり、一同ここに೜
ㆫ㇓

ۤ
ㆎ

に଱え得る強ݻなૉ地をᔻ
ㆉ㇓

ཆ
㇈ㆄ

したわまざ

る合理化のਪ進と相まって、ࠓ後、ぜひとも相Ԡの成Ռを挙げ、

もって皆様の͝ෛ
ㆵ

ୗ
㆟ㆎ

にԊいたく念願するものです。

　Կଔ、株主各Ґにおかれましても倍旧の͝ฬ
ㆹ㇓

Ꭺ
㆟ㆤ

と͝ԉ助を切

にお願いして本期営業の景گといたします。
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　1986（昭和 61）年 7月 26 日付北國新

聞朝刊に、加賀製紙第 3代社長の 4代目

中島徳太郎のインタビュー記事がࡌܝされ

ている。5回シリーズの連ࡌ「わが半生」

の4回目で、徳太郎は当社の生い立ちから、

1954（昭和 29）年の火事、その後の立て

௚しなどにͭいて語っている。興ຯ深い内

容であり、࿩し言༿でͭͮられた文体から

は徳太郎のほの΅のとした人となりをも感

じ取れる。かなりの長文だが、ここに全文

をࡌܝする。

回は家業の中島商店じΌなくて加賀ࠓ　

製紙の方の࿩をしようか。ここは加賀ൡ

家老の横山家が手ֻけた金沢製紙所がલ

身でͶ。経営がࢥわしくないこともあって、2代目中島徳太郎

がྗڠをٻめられて 1915（大正 4）年に設立した会社やな。

本社工場も長土ญからࠓの西金沢に移した。

　もともとは家庭紙を作っておったが、加賀平野の稲
ㆂㆪ

࿴
㇏㇉

の資源

活用をࢥい立って、࿴を原料にした黄
ㆌ

板
ㆂ㆟

紙
ㆋㆿ

の生産で会社をي道

に乗せたんや。これをઌ代が引き継いで戦લは画用紙、戦時中

は࿴の供出があって洋紙生産にも手を染めておった。

　ところがѱいことに 1954 年に工場から火を出してす΂てփ

になってしもうた。ଏに「地਒・ཕ・火事・おやじ」と言うが、

1986ʢত࿨ 61ʣ年 7݄26೔෇๺ᅳ৽ฉேץ Β͔
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てできたんや。ࡂい転じて෱となす、のことわざ通りだ。

　しかし、家業とҧって、こっちは༬かり物だからな。引きड

けた以上はとことんやらなならん。੹任は重いさかいにな、本

業そっちのけでֻかりきった。आ入金ฦ済などをऴえて会社が

ようやく一人立ちしたのは 1970（昭和 45）年やった。自ຫ

できるのはこの会社がす΂て地元資本ということだ。ࢲだけの

ྗやない、地元の人の熱意だったとࢥう。だけど、加賀製紙の

再建はࢲには人生最大のࢼ࿅やった。

「加賀製紙は預かりもの」

　このインタビュー記事には、第 2代社長以降、第 3代、第 4

代と社長をഐ
ㆯㆂ

出
㆗㇅ㆤ

してきた中島家にとって、加賀製紙はどのよう

な存ࡏなのか、また稲わらから古紙へと原料を転換した理༝、そ

して、一時、洋紙に手を染めたものの、創業以来、ࠓ日まで板紙

ひと筋をकってきた背景など、それͧれを୺的に言い表している。

　中でも、中島家と加賀製紙の関܎では、4代目徳太郎は紙Է商

の中島商店を「家業」とわざわざલ置きし、「ࠓ回は加賀製紙の

方の࿩をしようか」と切り出している。そのうえで、「（金沢製紙

の）経営がࢥわしくないこともあって、2代目中島徳太郎がྗڠ

をٻめられて大正 4年に設立した会社やな」と、ことわりを入れ、

「家業とҧって、こっちは༬かり物だからな」と、あくまでも「加

賀製紙は༬かり物」との࢟੎をݟせている。

　もちろん、「引きडけた以上はとことんやらなならん。੹任は

重いさかいにな。本業そっちのけでֻかりきった」と言い切り、

当社の再建に全ྗ౤ٿしたことを強調している。

当社の独自性を目指す

　また、稲わらから古紙への原料の転換では、コンバインをはじ

めとする農業の近代化や、その後の公害の社会໰୊化など時代の

変化を的֬にݟ通す目があったことが読み取れる。さらに、板紙

ひと筋の経営方਑は洋紙生産が多ֹの౤資をඞ要とするだけでは

紙屋のා
㆓㇏

いのはなんちΎうても火ࡂや。

　おやじが社長、ࢲが監査役やったが、Կから手を付けていい

か分からんঢ়ଶだったな。といっても、いͭまでも手をこまͶ

いているわけにはいかん。1955（昭和 30）年におやじが๢く

なって、その年の 11月に社長に就いたのを機に生産の大転換

をしたんや。

　そもそも洋紙は大資本でないとやれない。設備だけでその当

時の金で 100 ԯ円近くもかかる。始めはできてもいͣれは行

き٧まるとࢥってͶ。それに、これまでやってきた࿴を原料に

した黄板紙もঃʑにॖ小の方向へ࣋っていった。原料の稲࿴は

༨っとるからもったいない࿩やが、そろそろ農家にコンバイン

が入り始めた時代でͶ。୹

く切られた࿴を集めるのに

手間がかかったし、水質汚

濁の面でも公害防止施設に

かなりの౤資がඞ要やった

からな。

　そんなં、あるメーカー

が古紙の再生によって板紙

を作る、いい機械を出した

というࣖدりな࿩を聞いた

んや。会社の再建には格޷

のものだと൑断したんだ。生パルプもࠞぜるが、原料の大半は

古紙やから資源の有ޮ活用にもなるし、公害໰୊もない。大手

メーカーはこうした分野には手を入れていなかった。

　ただ、原料が新聞紙、雑誌、段ボールとばらばらやろ。これ

を同一規格の製品にするのが大変でな、技術開発にはྗを入れ

たもんや。

　製品の主流は紙ث用板紙といって和՛子などの箱に使う厚紙

や、出版物のϋードカバーの芯
㆗㇓

になるものやな。考えてみれば

こうした大転換は火事で工場設備がゼロになったからࢥいきっ

େ૊Έ͕ग़དྷ্͕ͬͨ ΊΒΕͨࠐ଴͕ظ΁ͷݐ࠶԰ɻձࣾݐͷػ߸3
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෕にͭݟかってౖられてͶ。近くの高岡ならともかく、東京は

ダメだ、っておやじのπルの一੠だった。

　（中ུ）

　中島商店に入社したのは、高岡高商をଔ業した昭和 11年の

春でͶ。こっちはおやじのย࿹にならんなんとয
ㆀ㆛

っていたが、

商売のこととなるとそりΌ、とうてい番಄さんや店に長くいる

もんにはかなわん。おやじの言い付けもあって、下積みからの

スタートや。そりΌ、ݫしいもんやったな。朝は 6時લにى

きて店の૟আからやろ、住みࠐみのஸ
ㆧㆣ

ஓ
ㆡ

さんと同じでͶ。注文

取りから荷डけ、഑ୡまで一通り全部やらされた。

　（中ུ）

　子供は਌の背中をݟて育ͭというが、その通りでͶ。おやじ

にஏをかかしちΌいかん、إにటを塗ったらダメやとࢥってݒ

໋に働いたな。下働きをさせられたおӄで、下の者のۤ労が分

かるし、商売のこͭみたいもんが理۶やなしに身に付いたとࢥ

うよ。家業を継͙うえで、こりΌ大事なことで後年、店をまか

された時、役立った。

　だから、ࠓは（中島商店）5代目社長になっているଉ子にも、

学生時代のٳみは全部取りあげて഑ୡなど家業をやらせたんだ。

　家業をडけ継いでいくうえで、Կが大事なのかを身をもって経

験したۤ労人のو重な述ջである。「下働きをさせられたおӄで、

下の者のۤ労が分かるし、商売のこͭみたいもんが理۶やなしに

身に付いた」というくだりは、4代目徳太郎が後に人を大事にし

た経営者との定評があったことをうかがわせる格޷のエϐソード

である。

「装置産業」と呼ばれる製紙業界

　製紙業界は「装置産業」といわれる。大がかりな生産機械、設

備がඞ要なことに༝来するが、大
ㆈㆈ

本
㇂ㆨ

の機械は意外なほど長࣋ちす

る。ࡏݱ、当社に 2台ある抄紙機のうち、2号機は 1957（昭和

なく、その後、ܹしい業界再編のߥ೾にもまれることになる製紙

業界にあって、加賀製紙が独自の立ちҐ置を֬保する基൫になっ

たといっても過言ではないだろう。

板紙は将来伸びる

　実際、火ࡂ௚後の 1954（昭和 29）年 3月 14日に開かれた取

締役会の議事録をݟると、当時、社長だった 3代目中島徳太郎

が「板紙はক来、৳
㆗㇓

ு
ㆡ㇇ㆄ

ੑがある。洋紙は大企業以外、利ӹが๬

めない」と࿩している。この取締役会には、4代目徳太郎は監査

役として出੮しており、会社再建に向けた議論の真っただ中にい

た。4代目徳太郎自身、「ࡂい転じて෱となす」と言っているが、

ઌをݟる目がなくてはできないબ୒だった。

中島家の「帝王学」

　एׯ、社史の本論からそれるが、๯಄に঺հした「わが半生」

の中に、中島家の「帝王学」に৮れる部分があるので঺հしてお

きたい。

　中島商店は代ʑがཆ子でな。ࢲもそうや。生家は金沢で材木

商を営んでいた広村家で、5உ 3ঁの 4உ๥やった。本当は

次ܑが中島家の੻を継͙ことになっていたんやが、商業学校を

出たあと、病気で๢くなってͶ。小学校 4年、10 の時にこࡀ

こへ来た。ઌʑ代の 2代目徳太郎、ઌ代の連れ合いが、広村

家から出ていて、まあ、こういう݂ԑ関܎だったから、中島家

に入ってもそれほどかしこまらんཆ子だったな。

　ক来は店を継͙ことに決まっていたから、高等小学校を出る

と金沢商業学校から高岡高等商業学校（ݱ・富山大学経済学部）

に進んだ。当時は、商人になるのに学໰なんͧはいらん、とい

う時代やったが、ཆ෕はշ
㆓㆓㇍㇈

く上ڃ学校へやってくれたな。もっ

とも、एいころは人並みにやんちΌもんで݂気盛んやったから、

東京に出たかった。東京のある学校の願書を取りدせたら、ཆ

๺ᅳ৽ฉࣾͷऔࡐʹ౴͑
Δ4୅໨தౡಙଠ࿠
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熱から出火、工場は全焼した。

　この火事では、全従業員総

出で、ඃ害がগなかった 1

号機に、2号機の焼け࢒った

部品を組み合わせて、火事か

ら 3 カ月後の 5 月、板紙だ

けとはいえ、運転を再開した。

1号機に 2号機を組み合わせ

た新 1 号機は網෯ 1
860 ミ

リに、原料をためるバットを

6本、௚ྻ式に改造し、ドラ

イヤーも 30本に増設して、製造ޮ率を高めた。

　1号機はその後、バットなどの部品のަ換や改修を繰りฦして

いく。取締役会議事録によると、以下のような改修、改善が行わ

れている。

　1956（昭和 31）年 3月 24日

4ईドライヤーがഁଛ。そのิॆにক来の増産と品質向上が

期଴できる 10ईドライヤーを導入

　1970（昭和 45）年 9月 28日

バット部分が෗
ㆵ

ٺ
ㆌ㇅ㆄ

し改修

　1972（昭和 47）年 5月 27日

老ٺの域にୡしているが、ࠓ後のध要の変化に対Ԡするため、

ウエット、プレスパートを改造

丈夫で長持ちの1号機

　議事録をݟるݶりでは、ڻくほど修理や改善のܗ੻がݟえない。

当然、この後、記述する新 2号機、3号機に主ྗの࠲をৡったこ

とにもى因するのだろうが、1号機は「ৎ෉で長࣋ちの機械」と

いえよう。1998（平成 10）年 5月の運転停止まで、創業とと

もに導入された 1号機は、2度の大火をく͙り抜け、਺ʑの改修

32）年に導入された。当然、

Կ度も改修が行われている

が、60 年近くたͭࠓもݱ役

である。

　4代目徳太郎が「あるメー

カーが古紙の再生によって

板紙を作る、いい機械を出し

たというࣖدりな࿩を聞い

たんや」といって導入した 3

号機は、1963（昭和 38）年

の導入である。こちらもすで

に半世ل以上、ݱ役である。

いかにこまめに手入れし、長࣋ちさせて利ӹを上げるか。このあ

たりが装置産業経営のπボなのだろう。

創業時に導入の1号機

　ここで加賀製紙の機械、設備のシンボルである抄紙機の歴史を

ৼりฦりたい。まͣ、1号機は創業の年の 1915（大正 4）年 10

月にѴ鉄工所（ݱ・Ѵマシナリー）から購入、据え付けた。網෯

72 インチ（1
764 ミリ）の円（ؙ）網多筒式だった。稲わらを

原料にした板紙を製造した。

　その後、大きな改修もडけͣ、順調に動き続けたが、1929（昭

和 4）年 8月の火事にૺ
ㆀ

う。しかし、杉浦鉄工所の復興工事を経

て、同年 12月に運転を再開した。

　1939（昭和 14）年 6月、2号機（旧）がҏ౻鉄工所によって

据え付けられた。網෯74インチ（1
879ミリ）長網多筒式だった。

同年 8月、わらパルプの製造を始め、さらに 2カ月後の 10 月、

国の許可を得て、洋紙の抄造を開始した。1949（昭和 24）年

12月には泉ඌ鉄工所から砕木機を購入、同時に GP（砕木パルプ）

の製造を始めた。

　しかし、1954（昭和 29）年 2月、2号機の乾燥機の部品の過

Րࡂʹૺͬͨ چ ػ߸2
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装置のポープリールは元ʑの機械に付いていた設備を使ったが、

新たにカンバスドライヤーやカッターなどを購入し取り付けた。

　新 2号機はその後、਺年おきにバットのަ換やドライヤーの

改造、新設などが行われている。新 2号機にͭいても、役員会

議事録を基に、周ล機ثの増設を含めた改修、改善の歴史をたどっ

てみる。

　1959（昭和 34）年 11月 19日

2号機増設により、生産能ྗが向上したため、ࡏݱの原料処

理設備ではෆ଍であり、ক来の品質向上のためにも古紙原料

を཭解するパルパー 1基を増設。合わせて、新製品૔ݿ 1

౩ 108 ௶を新築する

　1966（昭和 41）年 5月 28日

業界の発展に伴い、2号機のݱঢ়ではࠓ後のध要にこたえる

ことが技術的に大変、ࠔ難である。抄紙機の一部の新設およ

び改造を実施し、生産の合理化と品質の向上を図り、一層の

収ӹの増大を図りたい

　1967（昭和 42）年 3月 15日

2号機の改良はࡢ年来、ワイヤー・プレスパートで実施して

きたが、これらの改良に合わせ、乾燥部໳をิ強して、生産

の増加と品質向上を期し、収ӹにد与したい

　1968（昭和 43）年 3月 19日

プレスパートおよびヤンキーパートの一部を改造して品質向

上と増産を図りたい

　同年 6月 11日

プレスパートなどに加えて、電動関܎もຍٳみを利用して改造

相次ぐ改修、改善

　1号機にൺ΂、新 2号機はස
ㆲ㇓

ൟ
ㆱ㇓

に改修、改善の手が入れられて

おり、こうした点からも 2号機が主ྗ抄紙機だったことがうか

がえる。さらに、大規模な改造の手が加えられるのは、1977（昭

を経て、82年もの間、加賀製紙の屋台ࠎを支えた。

　機械そのものは最近まで࢒されていたが、2010（平成 22）年

8月、北陸新幹線金沢開業に伴う工場施設の移設工事に併せて解

体、撤去された。1号機があった場所には、ࡏݱ、表調成と品質

؅理などの施設が入っている。

　火事で焼けた 2号機に代わる新しい抄紙機の導入が決まった

のは、火事から 3年後の 1957（昭和 32）年 7月 20 日に開か

れた役員会だった。北國新聞のインタビュー記事の通り、火事の

ཌ年に第 2代社長の 3代目徳太郎が死去し、4代目徳太郎が後

任の社長に就いていた。

　議事録によると、新社長の徳太郎は新しい抄紙機の導入にͭい

て、以下のようにઆ明している。

　「戦後、板紙業界も急ܹな発展Ϳりで、ध要も高ڃな製品を

要ٻされ、当社においても稲わらを原料の黄板一本ではক来的

に心ࡉく、ࠓ後あらゆる要ٻをຬたす機械の増設を念願してお

りました。取引ઌの大同洋紙店（ݱ・国際紙パルプ商事）より、

同社所有で静岡県静岡市高松町にある大浜製紙株式会社の機械

を売٫してもよいとの࿩が入ってきています」

格安の値段で2号機購入

　中古とはいえ、Ք働してからまだ日がたっていないうえ、価格

は当時とすれば「格安」の 2
000 万円だった。1957 年の 5月期、

11月期合わせた通期の売上高は 3ԯ 7
200 万円༨。大きなෛ୲

とはならなかったのだろう。火事からの再建్上だったが、徳太

郎が言うように、板紙業界へのگ޷の追い෩がຯ方した。7月

20日の役員会は徳太郎の提Ҋを全員ҟ議なく可決した。

　役員会のཌ月の 8月には新 2号機が運びࠐまれ、据
㆙

え付けが

行われ、1958（昭和 33）年 3月に運転を開始した。紙層を作

るウエットパートや࣪った紙を脱水するプレス、それを乾燥させ

るヤンキードライヤー、紙に光沢をͭけるカレンダー、巻き取り
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基、ポープリール 1基、リールクレーン 1基などが新設された。

　当社にとって、この改造は創業期にさかの΅ってみても、指ં

りの大改造だったため、٬ސにଃるためのテレϗンカード 1
500

組を作っている。図ฑは主ྗ製品の「白山ボール」と「݉六ボー

ル」にちなんで、白山の遠景と݉六Ԃがબばれた。

欠点検出機設置で品質向上

　その後も改造などは続くが、特筆す΂きは 1993（平成 5）年

5月の欠点検出機（ソーター）の設置であろう。この設備は同時

期、3号機にも設置されており、品質の向上に大きくݙߩした。

2013（平成 25）年 12 月、高ੑ能の欠点検出機に更新し、さら

に品質の維࣋、向上にݙߩしている。

　たび重なる改修、改善のおӄという΂きか、2号機は創業 100

年をܴえた 2015（平成 27）年のࠓもݱ役である。人間でいえ

ばຬ 。であるࡀ57

好況を背に3号機設置

の主ྗ抄紙機械、3号機が設置されたのは、新ࡏݱ　 2号機の運

転開始からわͣか 5年後の 1963（昭和 38）年 10月である。世

は「国民所得倍増計画」を背景に、ウナΪの΅りの景気が続いて

いた。

　3号機は小林製作所製で、網

෯ 1
900 ミリの円網ヤンキー

多筒式という最新Ӷの機械

だった。原料をためるバット

が 7本あり、うち 1、2番と 7

番がセクショナルで、3番と 6

番が順流、4番と 5番がٯ流、

プレώートドライヤー 4 本、

ヤンキードライヤー 1 本、ア

フタードライヤー 26本、カン

和 52）年 8月である。

　改造が提Ҋされた 3月 28日の取締役会で、社長の徳太郎は「2

号機の製品では、ଞ社のものにྼݟりがする。2号機の改造と原

質部໳を増強し、ক来に向けてલ進するとともに、経営基൫の֬

立を図りたい」と述΂た。この年の改造はバットの増設やサクショ

ンリターンロールの新設、ヤンキードライヤーのジェット乾燥化

など大がかりな内容となった。

　さらに、大きく改

修の手が加えられる

のは、年号が「昭和」

から「平成」に変わっ

た 1989 年だった。

3 月 29 日の役員会

で、社長の徳太郎は

「代理店から供給増

の要੥が入ってい

る」として、月産

500 － 600 トンの

増産計画を打ち出し

た。当時の月産は

4
200トンで、10％

以上の増産である。

所要資金は 15 ԯ円

に上った。

　バット 2 基を増

設して計 10 基とし

たほか、ドライヤー

40 本、ドライヤー

フードや排෩ファ

ン、自動給油・給ࢷ

装置、カレンダー 2

ܽ఺ݕग़ػ
ޫを੡඼に当て、ҟ෺の

ࠞೖなどෆྑ඼をͭݟけ、

আ͢ڈる૷ஔ
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は計画Ҏ্の੒௕をͤݟ

た
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基、ポープリール 1基、リールクレーン 1基などが新設された。
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500
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質では販࿏のઌࡉりも感じ取られる。ウエットパートを改造

して、会社地൫の安定֬保に౒めたい

　1982（昭和 57）年 7月 5日

　　�ドライパートを開放式から全密閉式に改造。合わせて、燃料

を多く消費する部໳のলྗ化を図り、コストの௿減や生産ޮ

率の上ঢに౒め、生産基൫をॆ実させたい

　この工事には約 10日間の工期がඞ要だったため、ຍٳみを利

用して、集中工事が行われた。

　1983（昭和 58）年 3月 23日

カレンダー 2基をオープン型に改造して、品質の向上を期す

循環式種箱システム導入

　このあと、1993（平成 5）年 5月、લ述の通り、2号機とと

もに欠点検出機（ソーター）が設置され、品質の向上に大きくલ

進した。ཌ 94（平成 6）年 8月に循環式の種箱システムへの改

造が行われた。2001（平成 13）年 2月にはダブルカッターや

スリッターの更新、2009（平成 21）年 3月にスクリーンの更新、

2013（平成 25）年 8月にヤンキードライヤーのジェット乾燥

機フード撤去などが進められた。

　機械を動かす駆動系の大改修が行われたのは、2015（平成

27）年である。もともと、設備計画にあったバットの更新やトッ

プフェルトランの改造工事に加え、2014（平成 26）年 12 月

22日の取締役会で、中島秀雄社長は「設備の老ٺ化が進んでおり、

後の安定したૢ業を維࣋するため」として、3号機の駆動制御ࠓ

装置や関連の電気部品などの更新を提Ҋし、௚ちに工事にண手、

創業 100 年の 2015 年 5月に完成した。

　間近にഭった「創業第 2世ل」に向けての布石だった。

バスドライヤー 8本、カレンダー 7

段 2基、レーボーイダブルカッター

1基を備えていた。

　1973（昭和 48）年 8 月、大規

模改造が行われ、サクションロール

やバット、アフタードライヤーやカ

ンバスドライヤー、ターボ集
㆗㇅ㆄ

塵
㆘㇓

機

などが新増設された。

　改造をલにして開催されたલ年

12 月の取締役会で、社長の徳太郎

は板紙業界のݱঢ়や展๬をઆ明した

うえで、「当社でも画期的な生産設

備の大改造を考えなければならな

い。まͣ、3号機の改造とこれに伴

う建屋工事に取りֻかる」との考え

を示した。徳太郎のઆ明では、大改

造によって、50－ 60�の増産が可

能となり、収ӹ増とともに板紙市場

における加賀製紙の地൫が֦ॆでき

ると強調した。攻めの࢟੎が೗実にうかがえる。

　3号機にͭいても、取締役会議事録などから、改修や改善の଍

੻を追ってみる。

　1974（昭和 49）年 8月

　　セクショナルバット増設

　1978（昭和 53）年 3月 23日

　　シャワー装置を増強

　1980（昭和 55）年 11月 25日

　　�3 号機の製品はࠓまで品質で༏Ґを保ってきたが、ڝ合各社

にも品質の向上があり、༏ྼがͭけがたくなってきた。特に、

白もの系製品はध要ઌの要๬などから、当社のこのままの品

॥؀ࣜͷछശγεςϜ
紙のݪྉをೖれるछശの

த਎をϙϯプを使って、॥

؀ͤ͞、छശ಺のݪྉの

ೱ౓や༰ྔを一ఆにอ

ͪ、ঞ 紙͘の඼࣭にϜϥが

ないように͢る࢓組Έ

͹Εݺʮ3$ʯͱʹظ౓੒௕ߴ ΧͨϥʔςϨϏʢࣸਅ্ʣ΍Χʔʢंɺ
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෇表7　ঞػࢴցͷओͳೳྗʢฏ੒27年1݄ࡏݱʣ
2号抄紙機

抄速 30m／秒～130m／秒
網幅 1900mm
抄幅 最大1760mm、光沢時1740mm
長さ 550mm～1300mm
重量 ＃6－2（310g／㎡）～＃20（1000g／㎡）

その他 平成 5年 5月　ソーター設置
平成11年 5月　循環式種箱設置
平成15年 5月　カッター更新
平成25年12月　両面ソーターに更新
平成26年 8月　抄紙機駆動モーター・制御器更新、カレンダー改造

3号抄紙機
抄速 40m／秒～120m／秒
網幅 1900mm
抄幅 最大1730mm、光沢時1730mm
長さ 550mm～1250mm
重量 ＃6－2（310g／㎡）～＃16（800g／㎡）

その他 平成 5年5月　ソーター設置
平成 6年8月　循環式種箱設置
平成13年2月　カッター、スリッター更新
平成27年5月　抄紙機駆動モーター・制御器更新
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　ෆ幸中の幸いという΂きか、それともఱの഑ࡎという΂きか、

大火ࡂのཌ年、1955（昭和 30）年 11月期の加賀製紙の決ࢉは、

収入 1ԯ 1
272 万円に対し、支出 1ԯ 1
271 万円と、わͣか 1

万円だが、ࣈࠇを֬保した。

　112 人に及Ϳ人員੔理、これに伴う退৬金の支෷い、そして

ඃࡂした工場施設の再建など、まさに身を切るۤ労の຤のࣈࠇ

だったが、輸出の増加や金融؇和など経済面の޷条件にもܙまれ

た。高度経済成長期の始まりであり、板紙などのध要は増大し、

さらに「近年まれにみる๛作」（第 81期営業報告書）によって、

原料の稲わらが安価で手に入ったことが功を૗した。

　།一、気がかりなのは、「一部業者の放
ㆻㆄ

ॎ
㆘㇅ㆄ

な処置に൥
㇏㆚㇉

わされ、（板

紙ध要の）Նރれ期をܴえるとともに、価格がࠞཚしていった」

（同）ことだった。安௚な自主調੔ではޮき目がなく、業界有志

はޮՌのあるध給調੔にഭられ、「調੔組合」の創立を༨
㇈

儀
ㆍ

なく

された。

「ふんどしを引き締め」

　幸い、期຤には価格は安定のஹしをݟせ、ध要もש
ㆉ㇓

ى
ㆌ

され、活

発な取引が行われるようになった。ただ、当社の経営ਞは気を؇

めͣ、第 81 期営業報告書は「（ࠓ後）ध要の転換によるᗐ
㆗

྽
㇌ㆤ

な

༏ྼのڝ合が༧測され、᧓
ㆵ㇓ㆩ㆗

を引き締め、生産ੑの向上、経営の

合理化に౒めなければならない」と結んでいる。

　このように、୯౛௚入のものの言い方となったのには理༝が

あった。この年 8月 9日、加賀製紙第 2代社長の 3代目中島徳

ظ੒௕ࡁܦ౓ߴ
1955（昭和��）年͝Ζ͔ら

࢝·り、ୈ1࣍石༉γϣοΫ

が͖ىた197�（昭和4�）年

·でのؒをいう
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ち勝ͭため、あえて攻めの道をબ୒したのである。

　1958（昭和 33）年 11 月期は、収入 1ԯ 9
489 万円に対し、

支出 2ԯ 397 万円。੺ࣈ決ࢉとなった。デフレݱ象によって、

国内経済は停଺し、「な΂ఈ景気」といわれた。

　ただ、「な΂ఈ景気」はཌ年には回復し、新 2号機が本格ૢ業

を始めた 1959（昭和 34）年 11月期はલ期ൺで生産高が 30％、

売上高は 56％も増えた。新 2号機が抄
㆗㇇ㆄ

出
㆗㇅ㆤ

する高ڃ品種や価格

の引き上げが૗功した。ཌ年も世界経済の৳長に伴う輸出増など

に支えられ、調੔組合による一部の調੔も؇和され、価格のさら

なる引き上げなどによって、売上高は 20％増となった。

所得倍増計画スタート

　1960（昭和 35）年 12 月、政府は「国民所得倍増計画」を閣

議決定した。この年、一部業者間のઌ行きݒ念から売り急͗がى

き、商گを下押しする局面もあったが、第 91期となる 11 月期

決ࢉは売上高 17％増を示し、ཌ年 11月期も 9％増をՌたした。

　もっとも、社内では、「Ӷ意、品質の向上や生産原価の௿減に

౒めよ」（第 91 期営業報告書）など気の؇
㇆㇋

みをռ
ㆂㆾ㆗

める指示がඈ

びަっていた。これと並行して、増産および合理化への意ཉも๲
ㆵㆎ

らんだ。1962（昭和 37）年 3月 17日の取締役会で社長の 4代

目徳太郎は「ࠓの石炭ボイラーでは、ࡏݱの生産量がݶ度だ。こ

の際、屋外式重油ボイラーを新設し、品質の良質化、均一化を図

るとともに燃料の合理化を進めたい」と、石炭から重油への燃料

の転換を提Ҋし、承認を得た。

「先手、先手を打つ」

　この年の第 95 期営業報告書では、「ઌ手、ઌ手を打ͭととも

に的֬なध給安定策をとり、価格を࣋ݎする」とあり、攻めとक

りの྆面作戦がますます展開されていく。事実、ボイラーのՔ働

から間もない 11 月 21 日の取締役会には、3号抄紙機の建設の

ための資金計画Ҋとして「3ԯ 4
000 万円」が示された。

太郎が死去した。74ࡀだった。死去

に伴い、中島商店社長の中島雄吉が

4代目「徳太郎」を襲名し、当社第

3 代社長に就任した。まだ 42 、ࡀ

෕に経営の教えをޤ
㆓

う΂きことも多

かったのだろう。はたからݟても分

かる落
㇉ㆎ

୾
㆟㇓

Ϳりだったという。

　しかし、第 3代社長は、そうした൵しみを乗り越え、積ۃ策

に打って出る。それを言い表したのが、営業報告書にある「᧓を

引き締め」の言༿だったのだろう。

会長制導入し体制強化

　経営体制も一新された。11月10日に開かれた取締役会で、「会

社の難局に対し、ट೴ਞ容を強化し、経営の万全を期するඞ要が

ある」とし、会長৬を設けることを決めた。同 26日のྟ時株主

総会には、会長制導入に伴う定
ㆦㆂ

׺
ㆉ㇓

変更、ઌ代徳太郎の死去や取締

役田क太ฌӴのࣙ任に伴う取締役બ任などの議Ҋがࢾ
ㆯㆉ

られた。そ

の後の取締役会を経て、会長に西田儀一郎、社長に監査役だった

4代目徳太郎、ઐ務取締役にࠤ野ᴲ年、ৗ務取締役に石山秀雄、

そして取締役ᚸ田吉正の新体制が正式に஀生した。

　営業報告書の指摘の通り、گ޷は長続きしなかった。1956（昭

和 31）年 11 月期こそ、品薄

ঢ়ଶがىき、売上高はલ年同期

ൺ 18％増をՌたしたものの、

わͣか 1年後にはध要が減退

し、危
ㆌ

ዧ
㆏

していた一部業者によ

るཚ売で価格่յがىき、市場

はࠞとんとした。

　当社がݒҊの新 2号抄紙機

の設置を決めたのは、まさにそ

の最
㆕

中
ㆪㆉ

だった。ᗐ
㆗

྽
㇌ㆤ

なڝ争に打

3 ୅໨தౡಙଠ࿠ͷڈࢮΛ఻ Δ͑๺ᅳ৽ฉࣄه

քஂମͰۀ Δ͋൘ࢴ࿈߹ձळق૯ձͷંʹࡱӨ͠ ͱͨΈΒΕΔࣸਅɻ
ӈྻޙ࠷ Β͔3ਓ໨ʹੴࢁल༤ͷݟ͕إ Δ͑

ըܭຽॴಘഒ૿ࠃ
஑ా಺ֳがࡦఆした௕ظ

経ࡁ計画。໊ ໨ࠃຽॴಘ

をഒ૿ͤ͞る໨ඪを͛ܝ

たが、ͦ のޙの೔ຊ経ࡁ

は計画Ҏ্の੒௕をͤݟ

た

੢ాّҰ࿠
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コスト高の懸念が表面化

　ただ、第 108 期営業報告書には、޷調な景気の一方で、「供給

過৒気ຯの市場」「ଞ社の新規Ք働による原料の൓動高」「人件費

の増加」といったෆ安材料がݟえ、コスト高へのݒ念が示されて

いる。事実、第 109 期には、パルプをはじめとする諸原料費や

労務費、෭資材費などの上ঢに加え、古紙がෆ଍し、価格がલ期

ൺ 17％高となり、収ӹをѱ化させたࢫが記ࡌされている。

　この古紙ෆ଍による高ಅ໰୊は、1974（昭和 49）年に一ͭの

ϐークをܴえた。この年 5月期の第 118 期営業報告書には、主

原料のパルプ、古紙はऴ始、ध給がひっഭし、ҟৗな高஋となり、

古紙価格にͭいて行政指導が行われた、とある。

　営業報告書は、行政指導によって、「（価格は）安定のஹし」と

記しているが、実のところ、古紙の価格はその後もほ΅下がるこ

とはなかった。近年は中国や東ೆアジアでの紙ध要の高まりも

あって、ࡏݱもӈݞ上がりが続き、加賀製紙にݶらͣ製紙業界に

とって、燃料コストとともに収ӹを圧ഭしていることは൱めない。

資本金を1億円に増資

　1973（昭和 48）年 12月 21日の取締役会で、運転資金のิॆ、

調ୡなどのためとして、2
000 万円の増資を決定した。当社の資

本金総ֹは 1ԯ円となった。

公害問題に取り組む

　さて、高度経済成長時代の進展と同時に、一気に෾
ㆵ

き出したの

が公害໰୊である。政府が「国民所得倍増計画」を閣議決定した

1960（昭和 35）年、工場排水規制法が公布された。当社が関連

する犀川水系は対象外だったものの、規制の網が広がるのは時間

の໰୊だった。

　国内では、1963（昭和 38）年 2月、「水俣病は工場排水が原因」

との発表があり、1967（昭和 42）年 8月に公害対策基本法が

　1963（昭和 38）年 3月 13 日の取締役会議事録によると、3

号機の建設費はその後、4ԯ円を௒える規模となり、ିし付けを

ਃしࠐんだ日本長期信用銀行（ݱ・新生銀行）から増資をק
㆙㆙

めら

れた。「資本の構成ൺが௿いので、この際、資本金を倍ֹ増資し

てはどうか」（取締役会議事録）との内容だった。結局、増資規

模は 4
000 万円となり、資本金は 8
000 万円となった。

　この日の取締役会では、世ଳ࣋ちの従業員向け住୐の建設を承

認している。厚生年金のؐ元融資で、年金෱ࢱ事業ஂから建設資

金をआり入れした。鉄筋コンクリート 3֊建て、12世ଳ入ډの

規模だった。

「38豪雪」生産高に影響

　ところで、この年、石川県をະ
ㆿ

િ
㆞

有
ㆄ

の大ઇが襲った。「3
㆕㇓ㆱㆡ

8 ߽ઇ」といわれ、

ަ通機関はいたるところで్
ㆨ

ઈ
㆜ㆤ

し、当

社でも 10日間のٳ転を༨
㇈

儀
ㆍ

なくされ

た。この期の生産高にも 5％減という

Өڹが出た。たかがઇ、されどઇであ

る。

高度経済成長時代を享受

　昭和 40年代は、高度経済成長時代

の真っただ中にあった。営業報告書を

ひもとくと、1965（昭和 40）年 11 月期は「設備౤資の削減や

。なෆ㈔の様相ࠁえ、ध要の停଺があり、深ݟ人消費のಷ化がݸ
ෆگカルテルをਃ੥」（第 101 期営業報告書）との記述があるが、

ཌ年 11 月期は「景気に回復の機運」（第 103 期営業報告書）、

1968（昭和 43）年 5月期は「長期の֦大基調」（第 108 期営業

報告書）など高度成長をڗ
ㆌ㇇ㆄ

ड
㆘㇅

する言༿がਵ所にݟえる。

߽ઇͷඃ֐Λ఻ Δ͑1963ʢত࿨38ʣ年1݄26೔෇๺ᅳ৽ฉ

ෆگΧϧςϧ
ෆگのため、঎඼Ձ֨が

ੜ産අをׂり、ͦ の業छの

೉になっࠔ業の経営がا

た৔合などに݁੒͞れる

Χルςル。1999（ฏ੒11）

年に๏վਖ਼で͞ࢭېれた

法੍ن৔ഉਫ޻
用ਫҬのਫ࣭อશなڞެ

どを໨తに੍ఆ͞れた。し

͔し、࣮ ޮੑの؍఺͔らݟ

௚しが行Θれ、ഇࢭ。新た

に「ਫ࣭Ԛ୙๷ࢭ๏」が੍
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ཌ年 11 月期は「景気に回復の機運」（第 103 期営業報告書）、

1968（昭和 43）年 5月期は「長期の֦大基調」（第 108 期営業

報告書）など高度成長をڗ
ㆌ㇇ㆄ

ड
㆘㇅

する言༿がਵ所にݟえる。

߽ઇͷඃ֐Λ఻ Δ͑1963ʢত࿨38ʣ年1݄26೔෇๺ᅳ৽ฉ

ෆگΧϧςϧ
ෆگのため、঎඼Ձ֨が

ੜ産අをׂり、ͦ の業छの

೉になっࠔ業の経営がا

た৔合などに݁੒͞れる

Χルςル。1999（ฏ੒11）

年に๏վਖ਼で͞ࢭېれた

法੍ن৔ഉਫ޻
用ਫҬのਫ࣭อશなڞެ

どを໨తに੍ఆ͞れた。し

͔し、࣮ ޮੑの؍఺͔らݟ

௚しが行Θれ、ഇࢭ。新た

に「ਫ࣭Ԛ୙๷ࢭ๏」が੍

ఆ͞れた
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48）年 3月から適用された。

　1987（昭和 62）年 10 月、下水道河川放流基準が変更され、

1 リットル当たり BOD20㎎以下、SS70㎎以下に改正された。

2004（平成 16）年 4月の下水道法改正で、同じく BOD20㎎、

SS40㎎に変更となった。2006（平成 18）年 7月には、犀川左

岸浄化センターの開設に伴い、放流基準が BOD15㎎以下に改正、

平成 21年 4月から実施された。ࡏݱの基準である。

BODは 10分の 1以下に

　1971（昭和 46）年の規制スタート時にൺ΂ると、この 45年

間に BODは 10分の 1以下、SS は 5分の 1となっている。当然、

当社はこうした基準をクリアしており、「ಁ
㆙

きಁきの水」が近く

を流れる木
㆓

࿊
㇍

川
ㆋ㇏

に排出されているが、基準の変更のたびに多ֹの

౤資がඞ要だった。

　初めて公害対策設備費が提Ҋされた 1971 年も、当初のݟ積も

りは原質部໳の設備改良計画を含めて「総ֹ2ԯ7
000万円以内」

だったが、3カ月後には 6
000 万円の追加がඞ要となった。排水

処理施設には三ӫレΪュレーター製が導入された。

　1979（昭和 54）年 5月、排水処理装置を通過後の水質に変

動がݟえ、処理できていないෆ७物も目立ったため更新工事が行

われた。1987 年の下水道河川放流基準の変更に対しては、ඍ生

物による処理方法であるダイナ・バイオフィルター方式の設備を

੔え、板紙を加工する際、1日当たり 2
000 立方メートルも出て

くる排水の処理を進めた。

排煙にも厳しい規制

　一方、排煙にͭいても、ݫしい規制が敷かれた。排水関܎に஗

れること 4年、1975（昭和 50）年 6月 25日の取締役会に大気

汚染防止法の強化に基ͮく煙突の新設にͭいての議Ҋが出され

た。地上で測定される硫
ㆂ

黄
ㆈㆄ

しくなったためݫ化物の濃度基準がࢎ

で、新しい煙突は地上高 75 メートルにかさ上げされた。「西
ㆫ㆗

金
ㆉㆭ

できた。ཌ 9月には、三重県四日市のぜんそく患者らが対象企

業を相手取って提訴した。初の大気汚染公害訴訟だった。このこ

ろ、いわゆる 4大公害がクローズアップされ、公害໰୊が大き

な社会໰୊となった。

　製紙会社は、抄紙のため大量の水を使い、抄
㆙

いた紙の乾燥など

のためボイラーを動かし、ඞ然的に排煙を出す。排水、排煙など

への対策はආけて通れない՝୊となった。

　加賀製紙の取締役会議事録に初めて「公害対策」の文ࣈが表れ

たのは 1970（昭和 45）年 12 月 12 日だった。この年 11 月に

ঌ集されたྟ時国会は「公害国会」とݺばれ、新規では水質汚濁

防止法や廃棄物処理法など、改正では公害対策基本法や大気汚染

防止法など、新規と改正合わせて関14܎の法Ҋが可決、成立した。

　そうした世の中の動きを൓өしてか、取締役会では、徳太郎社

長はਝ
㆘㇓

速
㆝ㆎ

な対Ԡのඞ要ੑを強調した。「公害の基準が間もなく設

定される。当社もલ向きに対策を立てておくඞ要がある。多ֹの

支出を要するものは、その都
ㆤ

度
ㆩ

おࢾ
ㆯㆉ

りするが、গֹの設備費で収

まるものは৘੎をݟながら実施していきたい」。

　事実、年が明けた 1971（昭和 46）年 5月 28日の取締役会に、

原質՝の設備改良計画とともに公害対策設備費が提Ҋされた。板

紙の原料を作る原質部໳は古紙をどろどろに༹かす関܎上、大量

の水を使う。当然、排水量も多く、ෆ७物もかなり含まれる。同

年 8月に施行された水質汚濁防止法の基準をクリアするために

は、おのͣと大がかりな設備౤資がඞ要だった。

厳しさ増す排水基準

　ここで、当社にかかわる排水基準の変ભにͭいて、৮れる。

1971 年の水質汚濁防止法施行で、BOD（生物化学的ࢎૉ要ٻ量）

は 1リットル当たり 160㎎（1日平均 120㎎）、SS（浮༡物質）

は同じく 200㎎（同 150㎎）。ཌ年 10 月施行の犀川水系上乗せ

排水基準条例は BOD30㎎（1日平均 20㎎）、SS110㎎（同 70㎎）

と、一気にݫしくなる。この上乗せ排水基準条例は 1973（昭和

ഉਫج४
ਫ࣭Ԛ୙๷ࢭ๏やੜ؀׆

のอશなどにؔ͢る৚ڥ

ྫ͓よͼ্৐ͤ৚ྫに規

ఆ͞れるج४。Χυϛ΢Ϝ

などの༗֐෺࣭や#0%

（ੜ෺化ֶతࢎૉཁ求ྔ）

などのੜ߲ڥ؀׆໨͝と

にఆめられている

� େެ֐
೔ຊのߴ౓੒௕ظに֤஍

で発ੜしたެ֐でも、࠷も

େ͖い4ͭのެ֐。ᶃਫມ
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48）年 3月から適用された。

　1987（昭和 62）年 10 月、下水道河川放流基準が変更され、

1 リットル当たり BOD20㎎以下、SS70㎎以下に改正された。

2004（平成 16）年 4月の下水道法改正で、同じく BOD20㎎、

SS40㎎に変更となった。2006（平成 18）年 7月には、犀川左

岸浄化センターの開設に伴い、放流基準が BOD15㎎以下に改正、

平成 21年 4月から実施された。ࡏݱの基準である。

BODは 10分の 1以下に

　1971（昭和 46）年の規制スタート時にൺ΂ると、この 45年

間に BODは 10分の 1以下、SS は 5分の 1となっている。当然、

当社はこうした基準をクリアしており、「ಁ
㆙

きಁきの水」が近く

を流れる木
㆓

࿊
㇍

川
ㆋ㇏

に排出されているが、基準の変更のたびに多ֹの

౤資がඞ要だった。

　初めて公害対策設備費が提Ҋされた 1971 年も、当初のݟ積も

りは原質部໳の設備改良計画を含めて「総ֹ2ԯ7
000万円以内」

だったが、3カ月後には 6
000 万円の追加がඞ要となった。排水

処理施設には三ӫレΪュレーター製が導入された。

　1979（昭和 54）年 5月、排水処理装置を通過後の水質に変

動がݟえ、処理できていないෆ७物も目立ったため更新工事が行

われた。1987 年の下水道河川放流基準の変更に対しては、ඍ生

物による処理方法であるダイナ・バイオフィルター方式の設備を

੔え、板紙を加工する際、1日当たり 2
000 立方メートルも出て

くる排水の処理を進めた。

排煙にも厳しい規制

　一方、排煙にͭいても、ݫしい規制が敷かれた。排水関܎に஗

れること 4年、1975（昭和 50）年 6月 25日の取締役会に大気

汚染防止法の強化に基ͮく煙突の新設にͭいての議Ҋが出され

た。地上で測定される硫
ㆂ

黄
ㆈㆄ

しくなったためݫ化物の濃度基準がࢎ

で、新しい煙突は地上高 75 メートルにかさ上げされた。「西
ㆫ㆗

金
ㆉㆭ

できた。ཌ 9月には、三重県四日市のぜんそく患者らが対象企

業を相手取って提訴した。初の大気汚染公害訴訟だった。このこ

ろ、いわゆる 4大公害がクローズアップされ、公害໰୊が大き

な社会໰୊となった。

　製紙会社は、抄紙のため大量の水を使い、抄
㆙

いた紙の乾燥など

のためボイラーを動かし、ඞ然的に排煙を出す。排水、排煙など

への対策はආけて通れない՝୊となった。

　加賀製紙の取締役会議事録に初めて「公害対策」の文ࣈが表れ

たのは 1970（昭和 45）年 12 月 12 日だった。この年 11 月に

ঌ集されたྟ時国会は「公害国会」とݺばれ、新規では水質汚濁

防止法や廃棄物処理法など、改正では公害対策基本法や大気汚染

防止法など、新規と改正合わせて関14܎の法Ҋが可決、成立した。

　そうした世の中の動きを൓өしてか、取締役会では、徳太郎社

長はਝ
㆘㇓

速
㆝ㆎ

な対Ԡのඞ要ੑを強調した。「公害の基準が間もなく設

定される。当社もલ向きに対策を立てておくඞ要がある。多ֹの

支出を要するものは、その都
ㆤ

度
ㆩ

おࢾ
ㆯㆉ

りするが、গֹの設備費で収

まるものは৘੎をݟながら実施していきたい」。

　事実、年が明けた 1971（昭和 46）年 5月 28日の取締役会に、

原質՝の設備改良計画とともに公害対策設備費が提Ҋされた。板

紙の原料を作る原質部໳は古紙をどろどろに༹かす関܎上、大量

の水を使う。当然、排水量も多く、ෆ७物もかなり含まれる。同

年 8月に施行された水質汚濁防止法の基準をクリアするために

は、おのͣと大がかりな設備౤資がඞ要だった。

厳しさ増す排水基準

　ここで、当社にかかわる排水基準の変ભにͭいて、৮れる。

1971 年の水質汚濁防止法施行で、BOD（生物化学的ࢎૉ要ٻ量）

は 1リットル当たり 160㎎（1日平均 120㎎）、SS（浮༡物質）

は同じく 200㎎（同 150㎎）。ཌ年 10 月施行の犀川水系上乗せ

排水基準条例は BOD30㎎（1日平均 20㎎）、SS110㎎（同 70㎎）

と、一気にݫしくなる。この上乗せ排水基準条例は 1973（昭和
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　もちろん、時代背景

があったのは൱
ㆂㆪ

めな

い。1960（昭和 35）

年の第 1次安保ಆ争、

1970（昭和 45）年の

第 2 次安保ಆ争、そ

して高度経済成長時代

を背景にしたݸ人消費

の増大などに伴って、

労働者のݖ利意識は高

まり、当社においても

対決構図はいやԠなく強まっていった。

　ただ、当時の取締役会議事録などには、労務໰୊に関する記述

はほとんどݟられない。対立の構図が΅んやりとながらݟえるの

は、1962（昭和 37）年 3月 17 日の記述である。「組合から退

৬金規定の改正のਃし入れがあり、਺回にわたり、ަবしている

が、ଥ結にはࢸらͣ」。この退৬金໰୊はその後、Կ度か議事録

に出てくる。1970 年 4月 20 日の議事録は「組合から退৬金規

定の改定ਃし入れ。支෷い資金の手当てが๲
ㆼㆄ

大
ㆠㆂ

になると༧測」と

し、会社側の৻重な࢟੎がݟえる。

海外の労働事情を視察

　経営側にとって、労使໰୊はやはりݒ念材料だったのか、

1976（昭和 51）年 1月 30 日の取締役会で、社会経済国民会議

、の渡Ԥ労働経済調査ஂに（公ӹ財ஂ法人日本生産ੑ本部・ݱ）

取締役のถ林政二の೿ݣを決めている。調査ஂの目的は「労働組

合がどのような方向ੑを࣋ち、ࠓ後、どのような方向をબ୒する

のか」（議事録）だった。とはいえ、地方の製紙会社がそうした

調査ஂの一員となるのはҟ例とࢥわれ、当時、相当、労使໰୊に

೰んでいたことがうかがえる。

　このほか、抄紙機械の運転記録をݟると、1972（昭和 47）年

名物」といわれてきた煙突の更新

である。

　排煙関܎はその後、1987（昭和

62）年 12月に自家発電ボイラーな

どの੔備に合わせ、排煙脱
ㆠㆤ

硫
㇊㇅ㆄ

装置

が更新された。1970（昭和 45）年

11 月に設置した設備が老ٺ化した

ためで、その後、排煙に含まれる

SO2（二ࢎ化硫
ㆂ

黄
ㆈㆄ

）は 99％以上取

りআくことができるようになり、

1995（平成 7）年 6月には 75メー

トルの煙突を 59メートルに୹ॖす

る工事が行われた。

RPFボイラーへ切り替え

　とはいえ、重油を使った熱源の

֬保は重油価格の高ಅなどコスト

がかさΉため、抄紙工ఔで生じる

かい繊維、ϖーパースラッジや産業廃棄物などを原料とするࡉ

RPF（RFGVTF�PBQFS�PMBTUJD�FVFM）を使ったバイオマスボイラー

に切り替わる。RPF ボイラーにͭいては第 9ষで঺հする。

労使間に緊張関係

　さて、公害対策と同じような時期、労使関܎はۓு関܎をݟせ

る。加賀製紙株式会社労働組合は 1946（昭和 21）年 6月、会

社側の承認を得て正式にスタートした。

　当社の歴史に詳しい長岡大学経済経営学部の松本和明教授は

「組合発଍後は結構、労使の対立がܹしかった。それが昭和 29

年の火ࡂを機に、労使ともに対Ԡが変わり、労使ڠ調࿏線になっ

ていく」と指摘している。それがなぜ、再び労使対立となったの

か。

όΠΦϚεϘΠϥʔ
ϖーパーεϥοδやഇプ

ϥενοΫなどのഇ業෺を

೩ྉと͢るϘΠϥー。ೋࢎ

化୸ૉのഉ出ྔをେ෯に

で͖るݮ࡟

ɻত࿨ࢠձͷ༷ूى಺ͷ࿑ಇஂମ͕։͍ͨय़ಆ૯ܾݝ 40年୅ޙ൒ͱΈΒΕΔ
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　もちろん、時代背景

があったのは൱
ㆂㆪ

めな

い。1960（昭和 35）

年の第 1次安保ಆ争、

1970（昭和 45）年の

第 2 次安保ಆ争、そ

して高度経済成長時代

を背景にしたݸ人消費

の増大などに伴って、

労働者のݖ利意識は高

まり、当社においても

対決構図はいやԠなく強まっていった。

　ただ、当時の取締役会議事録などには、労務໰୊に関する記述

はほとんどݟられない。対立の構図が΅んやりとながらݟえるの

は、1962（昭和 37）年 3月 17 日の記述である。「組合から退

৬金規定の改正のਃし入れがあり、਺回にわたり、ަবしている

が、ଥ結にはࢸらͣ」。この退৬金໰୊はその後、Կ度か議事録

に出てくる。1970 年 4月 20 日の議事録は「組合から退৬金規

定の改定ਃし入れ。支෷い資金の手当てが๲
ㆼㆄ

大
ㆠㆂ

になると༧測」と

し、会社側の৻重な࢟੎がݟえる。

海外の労働事情を視察

　経営側にとって、労使໰୊はやはりݒ念材料だったのか、

1976（昭和 51）年 1月 30 日の取締役会で、社会経済国民会議

、の渡Ԥ労働経済調査ஂに（公ӹ財ஂ法人日本生産ੑ本部・ݱ）

取締役のถ林政二の೿ݣを決めている。調査ஂの目的は「労働組

合がどのような方向ੑを࣋ち、ࠓ後、どのような方向をબ୒する

のか」（議事録）だった。とはいえ、地方の製紙会社がそうした

調査ஂの一員となるのはҟ例とࢥわれ、当時、相当、労使໰୊に

೰んでいたことがうかがえる。

　このほか、抄紙機械の運転記録をݟると、1972（昭和 47）年

名物」といわれてきた煙突の更新

である。

　排煙関܎はその後、1987（昭和

62）年 12月に自家発電ボイラーな

どの੔備に合わせ、排煙脱
ㆠㆤ

硫
㇊㇅ㆄ

装置

が更新された。1970（昭和 45）年
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SO2（二ࢎ化硫
ㆂ

黄
ㆈㆄ

）は 99％以上取
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かい繊維、ϖーパースラッジや産業廃棄物などを原料とするࡉ

RPF（RFGVTF�PBQFS�PMBTUJD�FVFM）を使ったバイオマスボイラー
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όΠΦϚεϘΠϥʔ
ϖーパーεϥοδやഇプ

ϥενοΫなどのഇ業෺を

೩ྉと͢るϘΠϥー。ೋࢎ

化୸ૉのഉ出ྔをେ෯に

で͖るݮ࡟
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多目的高品種加工の開発を志向する」（第 124

期営業報告書）と宣言し、2号抄紙機の改造や

原質部໳の増強に乗り出す。ཌ年11月期には、

期຤に一部品種が「ෆگカルテル」に移行する

出来事があったが、第 2次石油ショックさな

かの第 130 期は板紙のԢ盛なध要に支えられ、

લ期ൺ 33％もの৳長を֬保した。

　当然、石油ショックによるӨڹはあったが、

板紙業界全体が生産を཈制し、ध給バランスを

保ͭといった۩合に、業界がڠ調体制をとった

のが功を૗した。当社においても、1981（昭

和 56）年 5月期以降、「ध
㆘㇅

ଈ
㆝ㆎ

生
㆛ㆂ

」、すなわちध

要に合わせて生産し、ݿࡏを࣋たないޮ率経営

のపఈを図った。

　しかし、こうしたध給バランスの維࣋にڰいが生じ始めたのは、

1986（昭和 61）年 11 月期だった。ݎ調な国内ध要は続いてい

たものの、得意ઌからの஋下げ要੥などを背景に、板紙市場は過

当ڝ争が表面化した。幸い、古紙の価格が落ちணきをݟせ、重油

価格も下落したことなどから、大事にはࢸらなかったものの、板

紙のध給バランスは平成の時代に入るまでෆ安定なঢ়ଶが続い

た。

生産高に3つのピーク

　景気の浮き沈みをはっきりと示しているのが生産高の変動であ

る。資料が࢒る 1962（昭和 37）年以降の年間生産高をݟると、

3ͭのϐークがある。第 1のϐークは 1970（昭和 45）年から

73（昭和 48）年にかけてで、年間生産高は 4万 5
000 トンから

4万 6
000 トン台にୡしている。

　この時期は高度経済成長のऴᖼ
ㆆ㇓

期に当たるが、1973 年 10 月

の第 4次中東戦争をきっかけに原油価格が上ঢし、日本は第 1

次石油ショックに襲われる。ཌ 74（昭和 49）年の生産高は 4

4月に 2日間、1974（昭和 49）年 3月に 1日、4月に 11日間、

それͧれストライキで機械が止まったとの記述がある。どれもい

わゆる春ಆの時期に重なる。

　また、日時は定かではないものの、昭和 40年代後半、会社側

は組合のたび重なるストライキに業
㆔ㆄ

をࣽやしたのか、ロックアウ

トを行い、工場を閉࠯した。県評など組合の上部ஂ体がԠԉに駆

け付けるなどの૽動となったものの、結局、地方労働委員会が஥

裁に入り、解決したというエϐソードもある。

　もっとも、企業内組合であり、労使がઑӶに対立するほどの間

ฑではなかったことは間ҧいない。1975（昭和 50）年 5月期

の第 120 期営業報告書には、民間の設備౤資の減退やݸ人消費

のۃ୺な落ちࠐみに対し、「労使一体となって、いちૣくシビア

なまでの合理化、生産ޮ率の向上を進めた」との記述がある。

景気の変動激しさ増す

　1975 年લ後から、当社を取り巻く環境はめま͙るしく変動す

る。1973（昭和 48）年 10 月

の第 1次石油ショック、1979

（昭和 54）年 1 月の第 2 次石

油ショックに始まり、1986（昭

和 61）年以降のバブル経済、

そしてその่յなど、景気の浮

き沈みは昭和の時代はもとよ

り、平成の時代に入っても繰り

ฦされ、دせてはฦす೾のよう

に当社の売り上げに大きなӨڹ

を与えていく。

量より質を志向

　ただ、そうしたߥ೾に対し、当社は会社の進Ή΂き道をより明

֬化していく。1977（昭和 52）年 5月期には「量より質のॆ実。

ੴ༉γϣοΫͰΨιϦϯͷ͕څڙ଺
ㆨㆩ㆓ㆈ

Γɺٸ ΐ͖ྟ ࣌ดళʹ௥͍ࠐ·ΕΔ
ελϯυ΋͋ ͬͨ

ੴ༉γϣοΫͰτΠϨοτϖʔύʔ͕ෆ଍͠ ɺൢച
ళͰ͸ݸ਺੍ݶΛͨͬߦ

ϩοΫΞ΢τ
労働૪議にࡍし、経営側

が労働者の૪議行ҝにର

業৔などを࡞、るため͢߅

一࣌తにด࠯して労働者

のब業をڋ൱͢る と͜
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で 20਺台のマシン（抄紙機械）が新設され、一੪に運転を開始

したため、供給ྗの過大とध要ミスマッチで市گの௿落を招いた」

との記述がある。これに対し、当社の主ྗ、板紙は「10年Ϳり

にध給のバランスが安定。௿໎していた価格も復元し、紙ث用板

紙は各品種ともݎ調な商گ」とあり、洋紙と板紙は明҉を分ける

。となったܗ

バブル経済が崩壊

　バブル経済が่յした 1991（平成 3）年 11月期は「販
ㆯ㇓

ଈ
㆝ㆎ

生
㆛ㆂ

」、

ϢーβーのニーズにଈԠするଶ੎の強化がうたわれた。生産量は

લ期ൺ 3％増、売上高は 4％増と、まだバブル経済่յのӨڹは

られなかったものの、ཌ年ݟ 5月期はそれまで順調な商گを維

࣋していた板紙のध要が退ை気ຯとなった。生産量はલ期にൺ΂

800 トン増えたものの、売り上げは 4％の減গだった。

　その後、板紙の売り஋はじりじりと下がり、品種によっては਺

量のෆৼを価格ڝ争に࣋ちࠐみかͶない様相をݟせた。紙パルプ

業界の大手 2社がそれͧれ大型合併に౿み出したのもこの時期

だった。

第三者割当増資で経営安定

　業界の動きをにらみ、加賀製紙は経営の安定を図るため、増資

の道をબ୒した。1993（平成 5）年 5月 28 日の取締役会議事

録には、第 1号議Ҋに第三者ׂ当による増資を決めたことが記

されている。かͶて増資分の引きडけをґཔしていた名古屋中ࡌ

小企業౤資育成株式会社が増資分 3
500 万円の全株式の引きड

けを承୚したためである。

　増資後の資本金は1ԯ3
500万円となった。主な株主構成では、

名古屋中小企業౤資育成が 25�93％、社長の中島秀雄が 6�56％

などとなっている。

　この日の議事録には、明੅監査法人と監査ܖ約を結Ϳことも記

。されているࡌ

万トン༨に下がり、75（昭和 50）年には 3万 5
000 トン台にま

で落ちࠐんだ。しかも、燃料高と原料の古紙の急ಅのダブルパン

チにݟ舞われた。

　2ͭ目のϐークは、1979（昭和 54）年である。75年をఈに、

ঃʑに生産高を積み上げ、79年には 4万 6
600 トン༨にまで増

やし、1ͭ目のϐークの73年の実績近くにまで回復した。しかし、

79年 1月に国際石油資本が対日原油供給の削減を通告する第 2

次石油ショックがىき、ཌ 80年の生産高は 4万 3
000 トン台に

まで下がった。

平成2年に 5万 6,000 トンを生産

　そして、3ͭ目のϐークが 1990（平成 2）年となる。いわゆ

るバブル景気とݺばれる時代である。87（昭和62）年に5万1
709

トンと初めて 5万トン台に乗り、88（昭和 63）年 5 万 2
660

トン、89（平成元）年 5万 286 トンと 5万トン台を維࣋し、90

年には 5万 6
273 トンと、当社最高を記録する。

　しかし、ཌ 1991（平成 3）年は原料ෆ଍によって 9日間、ٳ

転を༨儀なくされて 5万 6
047 トンに下がり、92（平成 4）年

5万 5
225 トンとなり、93（平成 5）年には 4万 9
780 トンと

5万トンをׂりࠐんだ。

　ただ、1991 年度の決ࢉは当社として初めて 50 ԯ円台となる

50ԯ 1
507 万円༨の売り上げを֬保した。

2号機を大改造

　バブル経済の真っただ中、得意ઌからの強い高ڃ志向を背景に、

製紙会社は多品種、小ロット化、多ੇ法化、୹ೲ期をٻめられた。

これをडけ、当社はઌに記述したように、2号抄紙機の大規模改

造や原質部໳の設備増強、製品૔ݿの増設に౿み出した。15ԯ

9
800 万円の大きな౤資だった。

　こうした設備౤資は洋紙メーカーでも積ۃ的に行われていた。

1990 年 11 月期の営業報告書には、「ここ྆年に全国の製紙会社

ୈׂऀࡾ౰૿ࢿ
ௐୡํ๏ۚࢿ会社のࣜג

の一ͭ。ಛఆのୈࡾ者に

ରしてืूࣜגをׂり当

てるํ๏

౤ۀا԰தখݹ໊

ձࣾࣜגҭ੒ࢿ
தখا業౤ࢿҭ੒ࣜג会

社๏にͮجいてઃཱ͞れ

たࠃの政࣮ࡦ施ؔػ。੒

௕޲ࢤのϕϯνϟーا業

やதখɾதاݎ業の経営

҆ఆ化やا業੒௕をࢧԉ

している
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　2ͭ目のϐークは、1979（昭和 54）年である。75年をఈに、

ঃʑに生産高を積み上げ、79年には 4万 6
600 トン༨にまで増

やし、1ͭ目のϐークの73年の実績近くにまで回復した。しかし、

79年 1月に国際石油資本が対日原油供給の削減を通告する第 2
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000 トン台に
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　そして、3ͭ目のϐークが 1990（平成 2）年となる。いわゆ

るバブル景気とݺばれる時代である。87（昭和62）年に5万1
709

トンと初めて 5万トン台に乗り、88（昭和 63）年 5 万 2
660

トン、89（平成元）年 5万 286 トンと 5万トン台を維࣋し、90

年には 5万 6
273 トンと、当社最高を記録する。

　しかし、ཌ 1991（平成 3）年は原料ෆ଍によって 9日間、ٳ

転を༨儀なくされて 5万 6
047 トンに下がり、92（平成 4）年

5万 5
225 トンとなり、93（平成 5）年には 4万 9
780 トンと

5万トンをׂりࠐんだ。

　ただ、1991 年度の決ࢉは当社として初めて 50 ԯ円台となる

50ԯ 1
507 万円༨の売り上げを֬保した。

2号機を大改造

　バブル経済の真っただ中、得意ઌからの強い高ڃ志向を背景に、

製紙会社は多品種、小ロット化、多ੇ法化、୹ೲ期をٻめられた。

これをडけ、当社はઌに記述したように、2号抄紙機の大規模改

造や原質部໳の設備増強、製品૔ݿの増設に౿み出した。15ԯ

9
800 万円の大きな౤資だった。

　こうした設備౤資は洋紙メーカーでも積ۃ的に行われていた。

1990 年 11 月期の営業報告書には、「ここ྆年に全国の製紙会社

ୈׂऀࡾ౰૿ࢿ
ௐୡํ๏ۚࢿ会社のࣜג

の一ͭ。ಛఆのୈࡾ者に

ରしてืूࣜגをׂり当

てるํ๏

౤ۀا԰தখݹ໊

ձࣾࣜגҭ੒ࢿ
தখا業౤ࢿҭ੒ࣜג会

社๏にͮجいてઃཱ͞れ

たࠃの政࣮ࡦ施ؔػ。੒

௕޲ࢤのϕϯνϟーا業

やதখɾதاݎ業の経営

҆ఆ化やا業੒௕をࢧԉ

している
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を 1999 年には 155 人にまで減らした。こ

の年の営業報告書には「労使ڠ調の౒ྗから、

所期の目ඪにୡし、定ணのঢ়گ」とあるが、

その 10年後、再び、人員合理化の೾が当社

を襲うことになる。

　1999（平成 11）年 12 月 20 日の取締役

会で、中島秀雄社長は次期の重要՝୊に、①

産業廃棄物として排出されるスラッジ、いわ

ゆる紙繊維などの汚
ㆈ

ట
ㆧㆂ

の౤棄費・量対策②஋

上げ܏向の原料対策ᶅ紙ث用板紙のܰ量化܏

向への対策ᶆ加工部໳のॆ実ᶇଞ社とのڝ合

に生き࢒るには、自ら用్開発を進めよ―を

挙げた。

　こうしたήキが功を૗したのか、その後し

ばらく、経営は安定化のஹしをݟせる。

2001（平成 13）年 3月、当社は従来の半年͝との半期決ࢉから、

のࡏݱ 1年通期の決ࢉに変更した。

「中興の祖」4代目中島徳太郎が死去

　2003（平成 15）年 2月 27日、会長の 4代目中島徳太郎が死

去した。89年の生֔だった。当社に࢒る記録では、1946（昭和

21）年 4月 1日付で製品加工部創設委員に就任し実務にܞわっ

て以来、監査役や

第 3 代社長を歴任

し、実に 56 年にわ

たり、当社のݗ
㆐㇓

引
ㆂ㇓

ं
㆗㇃

役を務めてきた。

　その人ฑは੣実

で、経営手࿹はݎ

実だった。生લ、਌ަのあった日本板紙組合連合会会長で大和製

紙会長の北村光雄ࢯは 2015（平成 27）年 9月 14日に開かれた

　バブル経済の่յで景気がྫྷえࠐΉ中、1995（平成 7）年、

阪神୶࿏大਒ࡂやオウム真理教による地下鉄サリン事件が発生

し、ཌ年には急ܹな円高や株価の急落、金融機関のෆ良ݖ࠴໰୊

が相次いでىき、停଺ムードにഥंをかけた。紙パルプ業界でも

1996（平成 8）年、輸入パルプが高ಅし、古紙は 17％も஋上が

りした。

雇用助成金の業種指定

　1997（平成 9）年 3月をϐークとする景気の後退局面は、ݸ

人消費や企業の設備౤資など内धෆৼを招いた。紙パルプ業界も

例外ではなく、લ年 11月、洋紙や板紙、製紙パルプの 3製造業

はޏ用調੔助成金の業種指定をडけた。ޏ用の適正維࣋とともに、

企業のෛ୲をগしでもܰ減させようとのૂいである。当社も助成

金のਃ੥を行うと同時に、1号抄紙機の運転を全面的にٳ止し、

。定費である人件費の཈制に乗り出すことになったݻ

第4代社長に中島秀雄氏

　こうしたߥ೾の中、1998（平成 10）年 2月、社長ަ代が行

われた。第 3代社長の中島商店 4代目中島徳太郎は会長に就任、

後任にはݱ社長の秀雄が就いた。秀雄は 1951（昭和 26）年 1

月 9日に 4代目徳太郎の長உとして生まれた。京都大学に進み、

73（昭和 48）年住༑商事入社。78（昭和 53）年に当社監査役、

82（昭和 57）年取締役を経て、89（平成元）年から෭社長を務

めていた。

　1999（平成 11）年 11 月期の営業報告書に、国内の紙・板紙

の生産量にͭいての記述がある。それによると、生産量は 96年、

97 年にそれͧれ 3
000 万トンを上回り、出荷量も 97 年には

3
000 万トンを௒えたが、98年に入り、生産量、出荷量とも 3
000

万トンをׂった。99年はध要に回復܏向がݟられたものの、生

産量、出荷量とも 3
000 万トンにはಧかなかった。

　当社では、ޏ用にͭいて、最も多い時点で 202 人いた従業員

๺ᅳ৽ฉʹࡌ͞ܝ Εͨ4୅໨தౡಙଠ࿠ࢯͷᨁใ

தౡल༤ࣾ௕

ௐ੔ॿ੒ۚ༺ޏ
動をॖখͤ׆業が事業ا

͟るを͑ないঢ়گになり、

社һのٳ業や出޲などを

行う৔合、ࠃが௞ۚやඅ用

の一෦を͢څࢧる੍౓

ഇغ෺ͱ͠ ͯग़ͯ͘ ΔεϥοδɻҎલ͸೰Έͷछͩͬ
͕ͨɺࡏݱ͸೩ྉͱ͠ ϦͯαΠΫϧ͠ ͍ͯΔ
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3
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語った。

　4代目中島徳太郎の૴儀は 2003（平成 15）年 3月 26日、金

沢市の金沢東ผӃで加賀製紙、中島商店、北陸૔ݿの合同૴で営

まれ、૴儀委員長のถ୩半平北國銀行会長、中村ӫ一郎金沢商工

会議所෭会಄らがீ
ㆡ㇇ㆄ

ࣙ
㆘

を述΂、ผれを੯しんだ。

業界に大きな再編の動き

　この時期、紙パルプ業界では、慌
ㆀ㇏

ただしい動きが続いた。洋紙

部໳では、2001（平成 13）年春、王子製紙と日本製紙の 2グルー

プがそれͧれ大きな再編をݟせ、そのޮՌもあって市場が安定化

したかとࢥえば、2003 年 4月、株価がバブル経済่յ後、最安

஋を更新した。ཌ年には、古紙価格が中国や東ೆアジアのध要急

増で高ಅし、重油価格は高止まりの܏向をݟせた。業界では、製

紙部໳から撤退したり、౗産する企業も出た。

「A白ボール」生産中止

　当社では、2004（平成 16）年 3月、ෆࢉ࠾品種だった「"白

ボール」の生産を中止した。製品安に加え、古紙や原油の原料高

が重くのしかかる中でのۤ
ㆎ

ौ
㆘㇅ㆄ

のબ୒だった。

「素材インフレ」で赤字決算

　しかし、「ૉ材インフレ」（第 168 期営業報告書）はその後も

とどまることなく当社を襲った。2006（平成 18）年 3月期決

品種の生産中止ࢉ࠾調にਪ移したものの、ෆݎは売り上げこそࢉ

の݀をຒめきれなかったのに加え、古紙やༀ品などの高ಅで੺ࣈ

決ࢉとなった。

　2007（平成 19）年 3月期は、֦販によるՔ働率の向上や生

産体制のޮ率化に、販売価格の改定もあって、7�7％の増収をՌ

たしたものの、原料・燃料の高ಅ分をิ
ㆈㆍㆪ

えͣ、連続੺ࣈを༨儀な

くされた。その後も、2008（平成 20）年 9月のリーマン・ショッ

クもあって、2010（平成 22）年 3月期までの 5期連続੺ࣈ決

当社の「創立 100 周年感謝の集い」で、4代目徳太郎にͭいて「ふ

るさと加賀百万石、金沢をこよなく愛し、紙業界に৬をไͣるこ

とに喜びと使໋感を࣋たれていた。紙業界の良識、大御所として、

多くの方ʑからଚܟされてきた。4代目徳太郎ࢯは加賀製紙中興

の૆であるとࢥっています」とৼりฦった。

　人徳から๬まれて多くの公৬に就き、1959（昭和 34）年に中

部洋紙連合会を設立し、そのݙߩͿりが評価されて、ཌ 60（昭

和 35）年に北陸洋紙連合会会長に就任した。67（昭和 42）年

に石川県ࣇಐ文化ڠ会会長、77（昭和 52）年には金沢商工会議

所෭会಄になった。

　金沢商工会議所では、戦後、金沢経済界の実ྗ者「白
㆗㇍

଍
㆟

ା
ㆳ

୴
ㆠ㇓

ಹ
ㆪ

衆
㆗㇅ㆄ

」が集まって組৫した「金沢番町会」で、林屋ُ次郎、西川

外吉、ࠧե保二、௚山与二、野ࠜ長太郎、੺࠲吉郎、஑田作松ら

が٭光をཋびたが、そうした中にあって、4代目徳太郎は老
㆗ㆫ㆛

舗経

営者として存ࡏ感を示した。

図書費用にと、1,000万円寄付

　1978（昭和 53）年 12 月 14 日には、金沢市役所へߐ川ঢ市

長（当時）を๚Ͷ、「新しい市立図書館の図書購入に使ってくだ

さい」と 1
000 万円

をد付した。当時の北

國新聞によると、ઌ代

の 3 代 目 徳 太 郎 は

1930（昭和 5）年に

旧の市立図書館の建設

費として、当時の金で

8万円、ࡏݱに௚すと

約 2 ԯ円の大金をد

付しており、ߐ川市長

は「2代にわたる多ֹ

のد付に感ܹした」と

ϦʔϚϯɾγϣοΫ
ถࠃのେख౤ۜࢿ行ɾূ

݊会社の経営ഁたΜなど

͔らੈքのۚ༥ࢢ৔や経

に௚໘したػةがࡁ
༺ਤॻؗͷਤॻඅཱࢢ௕ʢखલʣʹ৽ࢢ઒ۚ୔ߐ ͱʹɺ1
000 ສԁΛख౉͢4
୅໨ಙଠ࿠

ۚ୔൪ொձ
ઓޙ、৓Լொۚ୔の新ڵ

経ࡁਓがू·って組৫し

た਌ກ会。ඇઓࡂ౎ۚࢢ

୔を೔ຊのັ力͋る౎ࢢ

に͢るため、経ࡁਓが連ܞ

して඼֨をຏ と͘ともに、

「政࣏Ոや行政׭にྼら

を࣋ͭ΂し」としࣝݟ͵

て、஡ಓやགࠎ、ۂ
㆓ㆣ

౹
ㆨㆄ

ऩू

などにݚ
㆐㇓

ᮎ
㆕㇓

をੵΜͩ
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ボール」の生産を中止した。製品安に加え、古紙や原油の原料高

が重くのしかかる中でのۤ
ㆎ

ौ
㆘㇅ㆄ

のબ୒だった。

「素材インフレ」で赤字決算

　しかし、「ૉ材インフレ」（第 168 期営業報告書）はその後も

とどまることなく当社を襲った。2006（平成 18）年 3月期決

品種の生産中止ࢉ࠾調にਪ移したものの、ෆݎは売り上げこそࢉ

の݀をຒめきれなかったのに加え、古紙やༀ品などの高ಅで੺ࣈ

決ࢉとなった。

　2007（平成 19）年 3月期は、֦販によるՔ働率の向上や生

産体制のޮ率化に、販売価格の改定もあって、7�7％の増収をՌ

たしたものの、原料・燃料の高ಅ分をิ
ㆈㆍㆪ

えͣ、連続੺ࣈを༨儀な

くされた。その後も、2008（平成 20）年 9月のリーマン・ショッ

クもあって、2010（平成 22）年 3月期までの 5期連続੺ࣈ決

当社の「創立 100 周年感謝の集い」で、4代目徳太郎にͭいて「ふ

るさと加賀百万石、金沢をこよなく愛し、紙業界に৬をไͣるこ

とに喜びと使໋感を࣋たれていた。紙業界の良識、大御所として、

多くの方ʑからଚܟされてきた。4代目徳太郎ࢯは加賀製紙中興

の૆であるとࢥっています」とৼりฦった。

　人徳から๬まれて多くの公৬に就き、1959（昭和 34）年に中

部洋紙連合会を設立し、そのݙߩͿりが評価されて、ཌ 60（昭

和 35）年に北陸洋紙連合会会長に就任した。67（昭和 42）年

に石川県ࣇಐ文化ڠ会会長、77（昭和 52）年には金沢商工会議

所෭会಄になった。

　金沢商工会議所では、戦後、金沢経済界の実ྗ者「白
㆗㇍

଍
㆟

ା
ㆳ

୴
ㆠ㇓

ಹ
ㆪ

衆
㆗㇅ㆄ

」が集まって組৫した「金沢番町会」で、林屋ُ次郎、西川

外吉、ࠧե保二、௚山与二、野ࠜ長太郎、੺࠲吉郎、஑田作松ら

が٭光をཋびたが、そうした中にあって、4代目徳太郎は老
㆗ㆫ㆛

舗経

営者として存ࡏ感を示した。

図書費用にと、1,000万円寄付

　1978（昭和 53）年 12 月 14 日には、金沢市役所へߐ川ঢ市

長（当時）を๚Ͷ、「新しい市立図書館の図書購入に使ってくだ

さい」と 1
000 万円

をد付した。当時の北

國新聞によると、ઌ代

の 3 代 目 徳 太 郎 は

1930（昭和 5）年に

旧の市立図書館の建設

費として、当時の金で

8万円、ࡏݱに௚すと

約 2 ԯ円の大金をد

付しており、ߐ川市長

は「2代にわたる多ֹ

のد付に感ܹした」と

ϦʔϚϯɾγϣοΫ
ถࠃのେख౤ۜࢿ行ɾূ

݊会社の経営ഁたΜなど

͔らੈքのۚ༥ࢢ৔や経

に௚໘したػةがࡁ
༺ਤॻؗͷਤॻඅཱࢢ௕ʢखલʣʹ৽ࢢ઒ۚ୔ߐ ͱʹɺ1
000 ສԁΛख౉͢4
୅໨ಙଠ࿠

ۚ୔൪ொձ
ઓޙ、৓Լொۚ୔の新ڵ

経ࡁਓがू·って組৫し

た਌ກ会。ඇઓࡂ౎ۚࢢ

୔を೔ຊのັ力͋る౎ࢢ

に͢るため、経ࡁਓが連ܞ

して඼֨をຏ と͘ともに、

「政࣏Ոや行政׭にྼら

を࣋ͭ΂し」としࣝݟ͵

て、஡ಓやགࠎ、ۂ
㆓ㆣ

౹
ㆨㆄ

ऩू

などにݚ
㆐㇓

ᮎ
㆕㇓

をੵΜͩ
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を強ࢉ
㆗

いられた。

再び合理化に迫られる

　こうした決ࢉঢ়گに再び、݂ を流すબ୒にഭられた。1999（平

成 11）年にいったんऴえた合理化にഭられたのである。2010（平

成 22）年 3月期はޏ用調੔助成金をਃ੥するとともに 139 人の

従業員を 10人減らし、ཌ年は 7人を減員した。

　ただ、そうした݂を流すબ୒の一方で、原料・燃料高をࠀ෰す

る手立てもとった。それがલ述の RPF ボイラーの導入であり、

当社のະ来をୗすボイラーは 2009（平成 21）年 7月、いよい

よ動き出す。
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　2012（平成 24）年 2 月、北陸新幹線

金沢開業に伴う工場の設備移転工事のう

ち、鉄道建設・運輸施設੔備支ԉ機構に引

き渡す部分の工事が完了した。଍かけ 7

年に及Ϳ工事だった。

　石川県や金沢市の৬員らが新幹線建設

に伴う用地ަবのため、初めて加賀製紙を

๚れたのは 2005（平成 17）年 5 月。そ

の後、鉄道・運輸機構の幹部らが次ʑと当

社の໳を通った。

施設の再配置避けられず

　鉄道・運輸機構などが示した計画は、代

替地こそ用意されているものの、工場敷地

の削減に加え、࢒る施設もかなりの部分が

再഑置を༨
㇈

儀
ㆍ

なくされる内容だった。本音をいえば、ආけて通り

たいとの気࣋ちであっただろう。さらに、中島秀雄社長には、も

う一ͭ、気がかりな点があった。

　そうしたࢥいをਪ
ㆈ

しはかることのできる記事がある。以下は北

國新聞の 2005 年 5月 31 日付朝刊にࡌܝされた「଻
㆟ㆂ

動
ㆩㆄ

・北陸新

幹線 2005」の一部である。

　+R 北陸線西金沢Ӻલの製紙工場に଍を運Ϳと、古い事務所

౩の裏に鮮やかなग৭のௗډが並んでいる。社員が「お稲
ㆂㆪ

荷
㇊

さ

第̕章

新װઢ͕དྷΔ��

๺ᅳ৽ฉͷ2005ʢฏ੒ 17ʣ年 5݄31೔෇ே͞ࡌܝʹץ
Εͨʮ଻ಈɾ๺཮৽װઢ 2005ʯͷࣄه

మಓݐઃɾӡ༌ࢪ

ઃ੔උࢧԉߏػ
౔交௨省ॴ管のಠཱ行ࠃ

政๏ਓ。2���（ฏ੒15）年

1�݄、೔ຊమಓݐઃެஂと

運༌施ઃ੔උ事業ஂの業

務をঝܧして、ઃཱ
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れ、ຖ年 5月と 9

月にそれͧれ春

季、秋季例祭を開

催している。

　それでも、排水

処理施設など、か

なりの部分が新幹

線の高Ս橋や付け

替え道࿏の用地の

対象となり、施設

の移築や建て替え

はආけられそうに

なかった。再び、

北國新聞の記事を

引用する。

　「北陸新幹線

は北陸の଴๬で

あり、ྗڠは੯

しまない」。金

沢商工会議所෭

会಄でもある中

島社長は創業の地の一部を新幹線用地として提供することはや

Ήを得ないと語るが、ݫしい経営環境が続く中で、工場Ք働の

ޮ率化にӨڹが及Ϳことはආけたいという。「より合理化を目

指す౤資を行うために、一ࠁもૣく੔備のスケジュールを示し

てほしい」と県、市に伝えた。

用地買収、無条件で承諾

　結局、鉄道・運輸機構が示した計画通り、削られた敷地の代替

地としてྡ઀地をडけるҊを無条件で承୚した。

ん」とݺͿ、その

小さな神社は創業

90 年（当時）の

老舗、加賀製紙の

「कり神」となっ

てきた。

　県道をڬ
ㆯ㆕

んで北

陸線と向かい合う

加賀製紙の工場敷

地の一部は、北陸

新幹線金沢―白山

総合ं྆基地੔備

に伴う用地買収の

対象となるݟ通し

である。

　県や金沢市の୲

当者から֓要આ明

をडけた幹部社員

の報告に、中島秀

雄社長は一ͭだけ

安
ㆀ㇓

ూ
ㆩ

したという。

ઌ代（社長）の෕

徳太郎ࢯからも「動かすもんじΌない」とクΪをࢗされた「क

り神」の部分はかろうじて、用地買収を໔
ㆾㆬㆉ

れそうだと聞いたか

らである。

　「お稲荷さん」は、第 2ষ「ຬを࣋して創業」で記したように、

当社の創業ཌʑ年の 1917（大正 6）年 8月 15 日、京都市伏ݟ

۠の伏ݟ稲荷大社から御分ྶをഈ
ㆯㆂ

ଷ
㆟ㆂ

して「稲荷神社」として௟࠲

された。国家国民のর
㆗㇇ㆄ

ޢ
㆔

、রらしकるとともに、当社において

は生産にྭΉ人たちが安全で幸෱であるようにとの願いがࠐめら
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から +R 北陸線Ԋいにݟていく

と、「றྠ場および૔ݿ」、「旧

事務所」、「古紙パルプ置き場・

表調成」、「表調成・૔ݿ」、「水

槽」、「排水処理設備」、「றं場」、

独身者向けの「੣心寮」、「体育

館」など大小合わせて 20 近く

の施設が新幹線用地の線引きに

かかった。

軒先のみが対象の施設も

　しかも、施設がؙʑ、線引き

の中にあるのならともかく、「表

調成・૔ݿ」は建物の 3分の 1、

「排水処理設備」にࢸっては北

側の +R 北陸線に面するݢઌ部

分がわͣかに線引きに含まれる

だった。新幹線用地に、はみܗ

出す部分は 1 メートルあるか

どうか。しかし、高Ս橋の工事

や新幹線開業後の保क・点検作

業などから、わͣか 1メートルとはいえ、削らざるを得ない。

　結局、新幹線の工事によって、削られる当社の敷地は 3
888

平方メートルに及び、鉄道・運輸機構からはަ換用地として 2
718

平方メートルがৡ渡された。

重い決断に迫られる

　北陸新幹線金沢開業に伴う工場用地の削減に対し、どのような

考え方でྟΉのか。例えば、新幹線用地の線引きにかかった施設

をগし移動させ、গない౤資で済Ή方法もある。一方で、加賀製

紙のࠓ後をݟ越して全面的に഑置換えを行うというબ୒もある。

　このฦ౴には、鉄道・運輸機構や石川県、金沢市の関܎者も喜

んだにҧいない。金沢から白山総合ं྆基地にࢸる約 11キロは

「全国でも۶指の用地買収の難所」（県幹部）と言われていた。と

りわけ、金沢市内のԊ線 4�7 キロは住୐やアパート、工場、事業

所が密集し、店舗や自動ं学校などもあった。

　このため、鉄道・運輸機構は用地買収業務を県に委ୗした。県

は「用地買収のエキスパートを集めたਫ਼Ӷ部ୂ」による新幹線用

地対策室を新設した。഑ଐされた 10人はઌ行੔備された金沢―

富山県境の約22キロの用地取得をわͣか2年半でめどをͭけた、

文ࣈ通り「ਫ਼Ӷ部ୂ」だった。

　ただ、金沢―富山県境は山間部が中心で、内部は用地買収がい

らないトンネルも多い。それにൺ΂、金沢―白山総合ं྆基地間

はલ述の通り、平野部ばかりで市街地が中心である。ަবの行く

຤にෆ安を๊いていた「ਫ਼Ӷ部ୂ」にとっても、加賀製紙の「無

条件での承୚」は大きな࿕報であった。

沈殿槽を除き移設

　さて、北陸新幹線金沢開業に伴う工場の設備移転工事で当社は

どのように変わったのか。工場の北西にҐ置する沈఼槽の点検通

࿏に立ͭと、目の

લに高さ約 15 メー

トルの北陸新幹線

高Ս橋がそびえて

いる。その沈఼槽

以外の排水処理設

備はす΂て移設さ

れ、工場敷地内の

景৭は一変した。

　図面を基にৼり

ฦってみる。本社・

工場の西側の正໳
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槽に移される。この処理槽にはඍ生物が生ଉし

ており、ૹりࠐまれたۭ気によって活ੑ化し、

水に含まれる有機物を分解していく。

　こうした工ఔを経た水は、金沢市の犀川左岸

浄化センター開設に伴う放流基準஋である 1

リットル当たり BOD（生物化学的ࢎૉ要ٻ量）

15㎎以下、SS（浮༡物質）40㎎以下の「ಁ
㆙

き

ಁきの水」（喜多ଇ道工場長）にして、近くを

流れる木࿊川に流される。

3層流動式で排水

　排水処理システムは、公害対策が法制化され

たのをडけて、1972（昭和 47）年 9 月に導

入された。1988（昭和 63）年 4月に改良型、

2009（平成 21）年 5月にはඍ生物のྗをआりるバイオ処理型

に改良され、そして北陸新幹線金沢開業に伴う施設の再഑置に

伴って、2011（平成 23）年 9月、ࡏݱの 3層流動式に改めら

れた。

リサイクルを徹底

　北陸新幹線金沢開業に伴

う施設のݟ௚しは、排水処

理システムだけではなく、

燃料部໳でも、大きな変ֵ

を生んだ。沈఼槽にたまっ

たෆ७物をエネルΪーに変

える取り組みであり、リサ

イクルのపఈといえる。

　加賀製紙内部で「RPF ボ

イラー」とݺͿバイオマス

ボイラーは 2009（平成

当然、その場合は大きな౤資をඞ要とする。どちらをબ୒するか、

会社の行く຤をも左ӈする、大きく重い決断にഭられた。

全面的な見直しを選択

　石川県や金沢市の৬員らが加賀製紙を๚れた、2005（平成

17）年の 9月 28 日開かれた取締役会で方਑が示された。「ক来

をݟ据えての計画」という、後者のબ୒だった。工場施設の全面

的な഑置ݟ௚しがスタートした。

௚しの対象になった施設は、北陸新幹線用地の線引きに引っݟ　

かかった施設のほか、「1号抄紙機」「製品૔ݿ」「加工室」「高Ս

水槽」「汚ట処理室」「社୐」「重油タンク」「8号原料૔ݿ」など。

1号抄紙機は老ٺ化などのため、طに役目をऴえ、ٳ転していた

とはいえ、そのほかの施設はՔ働中の施設ばかりだった。中でも、

排水処理施設は全面的な移設がඞ要だった。

　഑置の上で、手をͭけなかったのは、敷地中ԝにある 2号抄

紙機と 3号抄紙機などをআけば、1－ 7号૔ݿ、ड電所など工

場ೆ側にҐ置する施設だけだった。一方の北側は、1号抄紙機が

あった部分には、表調成や品質؅理、製品૔ݿ、タンク水槽など

が新たに立ち並んだ。繰りฦしとなるが、排水処理設備は沈఼槽

以外、す΂ての設備が഑置換えし、処理能ྗを向上した。

プール10個分の水を消費

　加賀製紙にݶらͣ、板紙の製造工ఔは๲大な水をඞ要とする。

まͣ、原料となる古雑誌やチラシなど古紙をドロドロに༹かし、

࠭や金ଐ、ビニールなどのҟ物を取りআく。これを、1日当たり

普通の 50 メートルプール 10 、分に相当する地下水を使ってݸ

抄紙機で抄
㆙

いていく。使用した水はࡉかいパルプの繊維がࠞじっ

た富ӫཆঢ়ଶでփ
ㆯㆂ

׊
ㆉㆣ

৭
㆗㇇ㆎ

に濁
ㆫ㆔

っており、この濁りがほとんどなく

なるまで浄化工ఔをく͙らせていく。

　この工ఔでは、ڊ大なஷ水槽に濁った水をため、まͣ水中のෆ

७物を沈఼させる。ここでかなりきれいになった水は、生物処理
ͨͬߦɺ֎෦ͰॲཧΛޙΧεΛѹॖɾ୤ਫɻͦͷࢴ෺Ͱ੡ݐଆͷࠨ ্Ͱӈ
ͷ31'ϘΠϥʔͰ೩মॲཧ͞ ΕΔ
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CO2 削減のほか、古紙 100％リサイクルの製法が評

価され、2013（平成 25）年 11 月、国際的な森林

؅理の認証を行う森林؅理ڠ議会（FSC）から「加工・

流通過ఔの؅理」を対象にした「CPC 認証」をडけ

た。

原料から製品へ一貫生産

　ここでࡏݱの加賀製紙の板紙製造工ఔにͭいて記

しておきたい。

　まͣ、板紙の原料を作る原質部໳では、工場に運

びࠐまれた古チラシや古雑誌などの原料をドロドロ

に༹かす「パルパー」に通す。༹けた原料は「サイ

21）年 7月に導入された。RPF は「RFGVTF�PBQFS�PMBTUJD�FVFM」

のུで、沈఼槽にたまったϖーパースラッジを乾燥させたものや

化学繊維の୺切れ、廃プラスチックを加えて、高カロリーのܗݻ

燃料としている。

　RPF の特長は、品質が安定しており、ԘૉΨスによるボイラー

の෗৯を཈え、ダイオキシンの発生もほとんどない点である。当

然、化石燃料そして CO2 が削減でき、地ٿ温ஆ化防止にも役立ͭ。

CO2 の削減ޮՌは従来の重油ボイラーにൺ΂、年間約 5
600 ト

ンに上る。

FSCから「CoC認証」

　排水処理システムによる水の浄化や RPF ボイラー導入に伴う

加賀製紙の板紙製造工程

$P$ೝূ
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　まͣ、板紙の原料を作る原質部໳では、工場に運

びࠐまれた古チラシや古雑誌などの原料をドロドロ

に༹かす「パルパー」に通す。༹けた原料は「サイ

21）年 7月に導入された。RPF は「RFGVTF�PBQFS�PMBTUJD�FVFM」

のུで、沈఼槽にたまったϖーパースラッジを乾燥させたものや

化学繊維の୺切れ、廃プラスチックを加えて、高カロリーのܗݻ

燃料としている。

　RPF の特長は、品質が安定しており、ԘૉΨスによるボイラー

の෗৯を཈え、ダイオキシンの発生もほとんどない点である。当

然、化石燃料そして CO2 が削減でき、地ٿ温ஆ化防止にも役立ͭ。

CO2 の削減ޮՌは従来の重油ボイラーにൺ΂、年間約 5
600 ト

ンに上る。

FSCから「CoC認証」

　排水処理システムによる水の浄化や RPF ボイラー導入に伴う

加賀製紙の板紙製造工程

$P$ೝূ
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クロン」で࠭や金ଐなど重いҟ物を取り、「スクリーン」で発๐

スチロールやビニールなどのܰいҟ物を取りআく。続いて、原料

を洗浄し濃ॖする「ディスクエキスト」にかけた後、「チェスト」

原料保؅槽に入れる。

　次は、いよいよ抄紙部໳である。原料の使用量を調੔する「種

箱」を通った原料は抄紙装置の「ウエットパート」を経て水分を

たっ΀りと含んだ紙の層となる。この紙の層は脱水装置の「ベビー

プレス」「プレスパート」を通り、「ヤンキードライヤー」「ドラ

イパート」などで乾燥させ、最後に「カレンダー」で光
㆓ㆄ

沢
㆟ㆎ

をͭけ、

「ポープリール」でロールঢ়にするか、「カッター」で٬ސの指定

ੇ法に裁断し、「レーボーイ」でຕ਺を਺えて積み重Ͷる。

環境基準に適合させて放出

　原質部໳、抄紙部໳で使われる大量の水は、排水処理施設へ回

り、「ಁきಁきの水」となって河川に放出される。また、「ヤンキー

ドライヤー」など紙の乾燥が行われるݸ所では、RPF ボイラーで

発生させた熱源が使われる。加賀製紙の製造工ఔは、まさにリサ

イクル工場そのものである。

兼六園のほぼ半分の敷地

　加賀製紙の本社・工場は総面積 6万 3
772 平方メートル、金

沢市の݉六Ԃのほ΅半分に相当する広大な敷地で行われている。

紙ͮくりの要
ㆉㆪ㇁

となる抄紙機は 2号機（平紙のみ生産）と 3号機（平

紙とロール紙を生産）から成る。ઌに記した通り、1号機は老ٺ

化のため、北陸新幹線金沢開業に伴う施設再഑置の中で撤去した。

　工場から生み出される板紙は 1日当たり平均 160 トンに及Ϳ。

生産コストは、電気が 1時間当たり 10万 1
000 キロワット、水

は 1日当たり 2万トン、古紙は 1日 190 トンにୡする。
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　加賀製紙は 2015（平成 27）年 9月 14日、金沢市のϗテル日

金沢で、「創立ߤ 100 周年記念感謝の集い」を開催した。1915（大

正 4）年 9月 13日、当社が産੠を上げてから、ちΐうど 100 年。

会場には、石川県内はもとより東京や大阪など全国各地から約

140 人が集まった。

地元経済界代表らも出席

　メーンテーブルには、中島秀雄社長をはじめ、日本板紙組合連

合会会長で大和製紙の北村光雄会長、国際紙パルプ商事の田ล円

社長、金沢商工会議所の深
ㆿ

山
㇄ㆾ

ල
ㆀㆌ㇉

会಄、金沢経済同༑会代表幹事

で北國銀行の安୐建थ಄取、シロキの白木ӫ次郎社長ら、板紙業

第１０章

新たな世紀へ

Ճլ੡ࢴ૑ཱ 100प年ه೦ँײͷू͍ʹ2015ʢฏ੒ 27ʣ年 9݄14೔ɺϗςϧ೔ۚߤ୔
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紙連合会の北村会長は、加賀製紙の 100 年の歴史をわが国の板

紙製造の歴史にরらし合わせて঺հしてݟせた。板紙製造の歩み

をৼりฦるうえで、興ຯ深い内容が多く含まれており、長文であ

るが、ここに要約を記しておきたい。

「板紙の歴史そのもの」

　෩ઇに଱え、きΐう喜びの創業 100 年をܴえた加賀製紙が

歩まれた道はまさにわが国の板紙の歴史そのものであります。

日本の板紙は 1886（明࣏ 19）年、ࡏݱの࡛ۄ県新࠲市にお

きまして、わが国の印刷文化に大きな଍੻を࢒し、ࡏݱの大日

本印刷のલ身を立ち上げたٱࠤނ間ః一さんらがオランダのഴ

࿴
㇏㇉

を原料とした黄ボールを模
㇂

฿
ㆻㆄ

し、研究したのが始まりです。

　その後、わが国ではഴ࿴より歩留まりがよく、しかも大量に

発生する稲࿴に切り替わり、われわれの板紙が஀生します。黄

ボールの用్はཆ
㇈ㆄ

ࢋ
㆕㇓

のカイコ୨や紙箱、書ྨの表紙、文๪۩な

ど多ذにわたり、年を追う͝とに増加の一్をたどります。

　これにண目したのが、元加賀ൡ࢜で金沢経済界の有ྗ者だっ

た横山俊二郎ࢯです。黄ボールの原料の稲࿴は稲作が盛んな加

賀平野には๛富にあり、水資源にもܙまれていました。金沢の

地に黄ボール工場を作りましたが、行き٧まり、金沢の大手紙

Է商、中島商店の（2代目）中島徳太郎ࢯに経営を引き継͙ܗ

となりました。

年でࠓ、は板紙業界にお世࿩になってࢲ　 62 年になります。

この間、加賀製紙の経営者の皆さんには多大な͝指導をडけま

した。中でも、第 3代社長の（4代目）中島徳太郎さんはふる

さと加賀百万石、金沢をこよなく愛され、紙業界に৬をไͣる

ことの喜びと使໋感を࣋ち、業界の良識、大御所として、多く

の人からଚܟされていました。

石山秀雄ઐ務のあと、日本৭板紙工業組合の理事長にނはࢲ　

就任しました。その就任あいさͭのため、加賀製紙を๚໰した

際、中島ઌഐは「組合の代表者はਏ๊が大切です。イエス、ϊー

界の重௟やԷ商大手、地元経済界のトップらがͣらりとإをそろ

えた。

新しい世紀、着実に力強く

　こうした面ʑをલに、中島社長はこの 100 年をৼりฦるとと

もに、新たな 100 年に向けての決意を൸歴した。以下はその要

約である。

　当社に࢒された記録をひも解きますと、その時ʑの景気、ෆ

景気の೾にもまれているのは当然としても、2度にわたる大火

。を経験していますࡂほとんど全焼といっていい火、ࡂ

　戦時中の統制経済の中で、ඇৗにෆ自༝な経営を༨儀なくさ

れ、戦後は労働運動の高༲期において、ݫしい労使対決があり、

大変、大きなࠔ難に௚面しました。

　しかし、そうした時、皆様方の温かい͝支ԉをྐ
ㆉㆦ

としながら、

創意と工෉、೜଱の心で、そうしたͭらい局面を切り抜けてき

ました。ઌ人たちに深いܟ意を表しますとともに、あらためて

経営のݫしさ、難しさを感じているところであります。

年は、新幹線金沢開業ࠓ　 1年目ということで、金沢は大変、

に͗わっています。これから金沢も新しい歴史の 1ϖージを

開いていくのかとࢥっています。

　わが社も、この 100 年の年に、燃料の౤入から排水の処理

までのほとんどの設備で、新幹線の工事にお৲を押されるܗで

リニューアルすることができました。

　きΐうは、創業第 2世لの記念す΂き第一歩の日です。こ

れから社員一同、ྗを合わせて、加賀製紙の新しい世لに向け

て、ண実にྗ強く歩んでいきたいとࢥっております。これまで

以上にお引き立て、͝愛
ㆀㆂ

ސ
㆓

くださいますようお願いਃし上げま

す。

　中島社長のあいさͭに続いて、主ෂとしてஃ上に立った日本板

தౡल༤ࣾ௕

೔ຊ൘ࢴ࿈߹ձͷ
๺ଜޫ༤ձ௕
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ど多ذにわたり、年を追う͝とに増加の一్をたどります。

　これにண目したのが、元加賀ൡ࢜で金沢経済界の有ྗ者だっ

た横山俊二郎ࢯです。黄ボールの原料の稲࿴は稲作が盛んな加

賀平野には๛富にあり、水資源にもܙまれていました。金沢の

地に黄ボール工場を作りましたが、行き٧まり、金沢の大手紙

Է商、中島商店の（2代目）中島徳太郎ࢯに経営を引き継͙ܗ

となりました。

年でࠓ、は板紙業界にお世࿩になってࢲ　 62 年になります。

この間、加賀製紙の経営者の皆さんには多大な͝指導をडけま

した。中でも、第 3代社長の（4代目）中島徳太郎さんはふる

さと加賀百万石、金沢をこよなく愛され、紙業界に৬をไͣる

ことの喜びと使໋感を࣋ち、業界の良識、大御所として、多く

の人からଚܟされていました。

石山秀雄ઐ務のあと、日本৭板紙工業組合の理事長にނはࢲ　

就任しました。その就任あいさͭのため、加賀製紙を๚໰した

際、中島ઌഐは「組合の代表者はਏ๊が大切です。イエス、ϊー

界の重௟やԷ商大手、地元経済界のトップらがͣらりとإをそろ

えた。

新しい世紀、着実に力強く

　こうした面ʑをલに、中島社長はこの 100 年をৼりฦるとと

もに、新たな 100 年に向けての決意を൸歴した。以下はその要

約である。

　当社に࢒された記録をひも解きますと、その時ʑの景気、ෆ

景気の೾にもまれているのは当然としても、2度にわたる大火

。を経験していますࡂほとんど全焼といっていい火、ࡂ

　戦時中の統制経済の中で、ඇৗにෆ自༝な経営を༨儀なくさ

れ、戦後は労働運動の高༲期において、ݫしい労使対決があり、

大変、大きなࠔ難に௚面しました。

　しかし、そうした時、皆様方の温かい͝支ԉをྐ
ㆉㆦ

としながら、

創意と工෉、೜଱の心で、そうしたͭらい局面を切り抜けてき

ました。ઌ人たちに深いܟ意を表しますとともに、あらためて

経営のݫしさ、難しさを感じているところであります。

年は、新幹線金沢開業ࠓ　 1年目ということで、金沢は大変、

に͗わっています。これから金沢も新しい歴史の 1ϖージを

開いていくのかとࢥっています。

　わが社も、この 100 年の年に、燃料の౤入から排水の処理

までのほとんどの設備で、新幹線の工事にお৲を押されるܗで

リニューアルすることができました。

　きΐうは、創業第 2世لの記念す΂き第一歩の日です。こ

れから社員一同、ྗを合わせて、加賀製紙の新しい世لに向け

て、ண実にྗ強く歩んでいきたいとࢥっております。これまで

以上にお引き立て、͝愛
ㆀㆂ

ސ
㆓

くださいますようお願いਃし上げま

す。

　中島社長のあいさͭに続いて、主ෂとしてஃ上に立った日本板

தౡल༤ࣾ௕

೔ຊ൘ࢴ࿈߹ձͷ
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て創業」の๯಄で、2代目中島徳太郎が加賀製紙の創業に当たり、

པりにしたᖒ本໻平がいた。ᖒ本は当時、中Ҫ商店大阪支店にお

り、徳太郎は加賀製紙の製品の一手販売ととともに技術者の঺հ

を要੥した。ᖒ本のਚྗで、中Ҫ商店は一手販売を了承し、合わ

せて当時、博多製紙の技師長だった長崎傳をਪનした。長崎は加

賀製紙の技師長に就任し、1935（昭和 10）年に死去するまで一

貫して当社の技術面を支え続けた。

　大同洋紙店立ち上げ当時、加賀製紙社内では、どのような関܎

を築くか、再三、ڠ議を重Ͷた。その結Ռ、中Ҫ商店と同様、特

約販売を行うことに決めた。販売۠域や਺量、価格など、いわゆ

る取引の؊
ㆌ㇂

の部分は、中島秀雄社長の૆෕で第 2代社長の 3代

目中島徳太郎に一任することになった。加賀製紙に࢒る資料では、

大同洋紙店本店や京都、名古屋支店との取引が֬認されており、

その条件は中Ҫ商店とほ΅同じであったといわれる。

　まさに、2代目徳太郎から始まる「人のͭながり」が 100 年

の時を௒え、一貫してࠓ日まで連
㇌㇓

໖
㇁㇓

とͭながっているといってよ

い。

　実際、記念式典に出੮した人たちはޱʑに、加賀製紙を立ち上

げた 2代目中島徳太郎、第 2代社長の 3代目徳太郎、第 3代社

長の 4代目徳太郎、そしてࡏݱの秀雄社長および加賀製紙の歴

代役員、幹部らの名લを出して、感謝の意を示した。

創業期から続く取引

　中締めのあいさͭでは、シロキの白木社長が「加賀製紙さんと

は当社の創業者である૆෕（白木松次郎）の代からお取引をさせ

ていただいております」と、約 70年に及Ϳ取引の歴史をひも解

きながら、次のように語った。

　加賀製紙さんの紙は、有名なところでは東京・ދ屋の༽
㇈ㆄ

ᠪ
ㆉ㇓

の

箱、࣎賀県近ߐ八഼市のたͶやグループが出しているクラブϋ

リエのバームクーヘンの箱、モロκフのチョコレートの箱、出

をはっきりとしなさい。それが一番大切なことです」と、͝指

導いただきました。その言༿はࠓも؊
ㆌ㇂

に໏じております。

「風雪は人、企業を磨く」

　෩ઇは人、企業をຏくといいます。෩ઇに଱え、ຏかれた加

賀製紙の 100 年はわが板紙業界の鑑
ㆉㆋㆿ

であり、地方産業として

は加賀百万石のތりであり、ๅでもあります。

人のつながりと本業一筋

　記念式典であいさͭに立った人たちにڞ通するのは、加賀製紙

が創業以来、100 年間、大切にकり育ててきた「人のͭながり」

と「本業一筋」の࢟੎への評価である。「本業一筋に 100 年」と

いっても、板紙業界をݟ渡すと、名শをはじめ創業当時の࢟をࠓ

日まで࢒している企業はগない。その点にͭいて、加賀製紙の販

売代理店を代表して、祝ࣙに立った国際紙パルプ商事の田ล社長

は୺的に言い表してݟせた。

　当社は戦後、三興製紙や෱岡製紙、ઁ௡板紙、関西紙業など

とお取引させていただいたが、板紙業界の変ભの中で、関西紙

業は千住製紙と合併し、その千住製紙は昭和 58（1983）年に

十条製紙のࡿ
㆕㇓

下
ㆉ

に入りました。同じ年、෱岡製紙も本भ製紙の

ٵ下に入り、ઁ௡板紙はレンΰーへ、三興製紙も王子製紙にࡿ

収されたことは皆さん͝存じの通りです。戦後 70年をܴえた

日、戦લ、戦後を通じて、当時のまま、お取引を続けさせてࠓ

いただいているのは加賀製紙 1社だけです。

　国際紙パルプ商事は、第 3ষ「相次͙ߥ೾」に記述した通り、

加賀製紙の創業と同時に取引を始めた中Ҫ商店の役員らが独立し

て、1924（大正 13）年に立ち上げた「大同洋紙店」をૅ
ㆂ㆗㆚ㆆ

とし

ている。

　しかも、その立ち上げのإͿれの中には、第 2ষ「ຬを࣋し

ͷࣄύϧϓ঎ࢴࡍࠃ
ాลԁࣾ௕

γϩΩͷ
ന໦ӫ࣍࿠ࣾ௕
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ㆌ㇂
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㇌㇓

໖
㇁㇓
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ᠪ
ㆉ㇓

の
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ㆌ㇂
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ㆉㆋㆿ
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業会議所・金沢商工会議所の活動にかかわり続けてきた例は௝し

いといえよう。以下は深山会಄のあいさͭの一部である。

　加賀製紙のઌ代社長が金沢商工会議所෭会಄の時、会議所

100 周年を記念して、1984（昭和 59）年に『金ᖒ老舗百年

။
ㆉㆂ

』を設立しました。ࠓも、຺ʑと老舗百年の方ʑを表জしな

がら、新しいことや創意工෉をしていただいています。ઌ代社

長は百年။の生みの਌であり、ݱ社長はࠓ、その会長としてؤ

ுっておられます。

父が立ち上げ、子が引き継ぐ

　෕਌が立ち上げた地域の経済文化活動を子が引き継͗、कり育

てる。中島家が地域の経済活動にਚྗしてきたことを語るうえで

欠かせないエϐソードの一ͭにҧいない。

　もう一ͭ、深山会಄は「ԑ」にͭいて語った。

は金沢生まれの金沢育ちで、昭和ࢲ　 38（1963）年に北國銀

行に入行しますが、そのલ年、Կの͝ԑか֮えていませんが、

加賀製紙さんにアルバイトに行きました。࢓事の中身は͝承知

の通りですが、当時もࠓも、工場の横に事務所౩があり、工場

を大事にし、事務౩は質ૉにするという、ものの考え方、経営

のࡏ
ㆀ

り方を一学生としてഽに઀することができました。

銀行の立ち上げに尽力

　ԑ続きといえば、中島家と北國銀行のԑも深い。同行の安୐಄

取は乾ഋの音಄で次のように語った。

　戦争中の 1943（昭和 18）年、石川県内の多くの銀行が合

併して北國銀行ができました。その創立に当たって、ઌʑ代の

3代目中島徳太郎さんに͝ਚྗいただき、その後、10 年にわ

たり、銀行の社外取締役を務めてもらい、銀行の発展にਚくし

版界においては書੶の表紙とか、老
㆗ㆫ㆛

舗のところから加賀製紙さ

ん指定というܗで使われております。

も、第ࢲ　 3代社長の 4代目中島徳太郎さんにඇৗに多くの

ことを教えていただきました。ᚸ田ઐ務のお෕さんからもいろ

んなことを教えてもらいました。商売のことはもちろん、その

ほかにも、おञのことも日本ञの੮で教えていただきました。

　加賀製紙さんの経営方਑は、Ϳれないݎ実な経営であり、本

業一
ㆂㆡ

్
㆚

でやっていただいております。品質第一で、ࡉかいこと

もどんどん対Ԡしてもらっています。

　やはり、「本業一筋」「板紙一筋」とともに、加賀製紙が「人の

ͭながり」を大切にकり育てて歩んできた、この一世لの଍੻が

える。「おञのことも教えていただいた」との下りからは、4ݟ

代目徳太郎らの付き合いの࢓方が垣
ㆉㆂ

間
ㆾ

。えるࢥえるようにもݟ

当社独特の「つながり」も

　また、「人のͭながり」では、加賀製紙独特の「ͭながり」も

ある。その「ͭながり」を語ったのは金沢商工会議所の深山会಄

だった。

　これまでに記述した通り、加賀製紙創業にਚྗした 2代目中

島徳太郎、加賀製紙第 2代社長の 3代目徳太郎、第 3代社長の

4代目徳太郎、そして第 4代の中島秀雄社長にڞ通するのが金沢

商業会議所、ࡏݱの金沢商工会議所である。

　2代目徳太郎は 1911（明࣏ 44）年の金沢商業会議所議員બ

挙で、当時、金沢製紙社長だった横山俊二郎と知
ㆡ

۰
㆏ㆄ

を得た。同社

ઐ務の西田儀三郎や取締役の大森޹次郎も議員஥間だった。この

ԑから、徳太郎は加賀製紙立ち上げにかかわっていく。

　3代目徳太郎は金沢商業会議所の会಄、4代目徳太郎は金沢商

工会議所෭会಄、そして秀雄社長はࡏݱ、෭会಄を務めている。

加賀製紙が創業 100 年、中島商店が 152 年という押しも押され

͵老舗とはいえ、このように長きにわたり、一家として、金沢商

ۚ୔঎޻ձٞॴͷ
彬会頭ࢁਂ

๺ᅳۜߦͷ
҆୐ݐथ಄औ
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に近い火ࡂを経験した

こと。戦争中、軍の؅

理下にあって、自༝な

経営ができなかったこ

と。そして、これは経

験された方もいるで

しΐうし、ࣖにした人

もいるでしΐう。労働

組合運動が盛んな時

代、わが社も͝多分に

࿙
㇂

れͣ、労使対立の歴

史がありました。山あり、୩ありの 100 年でした。

　そうした山、୩を乗り越えることができたのは人の和と、長

年にわたり、代ʑ、ഓ
ㆤㆡㆉ

ってきたお٬様からの信用と信པにਚ

きるとࢥいます。

　1915（大正 4）年 9月 13日の創業から਺えて、ࠓ日でちΐ

うど 100 年と 10 日。طに創業第 2世لに入っています。新

しいֵାに古くからのञと新しいञを、ࠓ、ここに集まってい

る皆さんと一ॹに注
㆝㆝

んでいきたい。新しい製品の歴史と信ࠐ͗

用、それにわが社のތりである伝統を皆さんと一ॹに作ってい

きたいとࢥいます。

無理なく、無駄なく、ムラなく

　そのために、まͣ安全ૢ業が第一に来ます。そして、無理な

く、無ବなく、ムラなくの安定ૢ業を行い、安定した品質の製

品を生産してください。並
ㆪㆿ

の品質ではなく、ڝ合ଞ社を上回る

品質を目指さなくてはなりません。

　営業も、これまで代理店や特約店におんͿにだっこでしたが、

そういう時代ではありません。代理店などと同じか、それ以上

に動かなければなりません。資材関܎も、ษ強をし、৘報を集

め、出入りの人たちに質໰を౤げかけ、おޓいによりよい࢓事

ていただきました。

　ઌ代の 4代目中島徳太

郎さんには監査役、ࠓの

中島秀雄社長にも監査役

を務めていただき、ࡏݱ

は銀行の組৫変更に伴

い、取締役監査等委員会

委員長をしてもらってい

ます。

　100 年લの加賀製紙立

ち上げからࠓ日にࢸるまで、中島家を֩にॎ横にுり८らされた

人のͭながり、ԑの中で、当社は年ྠを重Ͷてきたといえる。

社員対象に記念祝賀会

　「創立 100 周年記念感謝の集い」開催から 9日後の 9月 23日、

同じϗテル日ߤ金沢で、「創立 100 周年記念祝賀会」が開かれた。

出੮者は 131 人。この社史編さんに当たった長岡大学の松本和

明教授ら来ෂをআけば、役員や社員、OBばかりであり、製紙業

界をはじめとする取引ઌの役員、幹部がإをそろえた「感謝の集

い」にൺ΂、こちらは身内の和気あいあいとしたงғ気に包まれ

た。

守り、受けから攻めへ

　あいさͭに立った中島秀雄社長は、ほとんどの社員が集まった

会場をݟ渡しながら、感֒深げに語った。一部、「感謝の集い」

と重
ㆡ㇇ㆄ

ෳ
ㆵㆎ

する部分もあるが、ここに、その要約を記し、社史「歴

史編」を締めくくりたい。

　当社の 100 年の歴史をひも解くといろんなことがありまし

た。景気、ෆ景気の೾にもまれたこと。2度もほとんどؙ焼け

͍͋͞ ͭ͢Δதౡࣾ௕
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ㆪㆿ
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をしなければなりません。

　कり、डけの࢟੎から、攻め、積ੑۃへと新しい世لを展開

しなければなりません。

　100 年の歴史には、いい歴史もあるでしΐう。しかし、言

いにくいことですが、গしᕥ
ㆈ㇊

のようにཎ
㇈ㆩ

んだものもあるかもし

れません。新しい世لに向け、一線を引き、新しい歩みを皆さ

んとともに進んでいきたいとࢥいます。
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日時ɿ2015（平成27）年10月1日
会場ɿ加賀製紙株式会社2֊会議室

【出席者】（入社順。カッコ内は入社年月日、最終役職）

松本　貞二氏（昭和 24 年 4 月 28 日、常務取締役）

石井　利雄氏（昭和 29 年 6 月 22 日、工務副部長）

渡会　信明氏（昭和 32 年 3 月 2 日、加工副部長）

得田　　一氏（昭和 40 年 3 月 1 日、副工場長）

石村　正幸氏（昭和 42 年 10 月 23 日、加工製品課長）

山村　外雄氏（昭和 43 年 2 月 26 日、施設課長）

眞田　千里 代表取締役専務

石山紀久男 常務取締役

小田波　繁 厚生課長

【司会】

松本　和明氏（長岡大学経済経営学部教授）

記念座談会
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石山紀久男常務

　松本さんが入社したころ、ຖि日༵日はٳみでしたか。๻が入っ

た時、ٳみは月 2日だけだったとࢥいますが、松本さんの時分

はどうだったのですか。

労働運動の転換期は火事

松本氏

　事務所はຖि、ٳんでいましたが、ݱ場は 2ि間連ૢ、

連続ૢ業でした。当時はそうしたۈ務が当たりલだとࢥっ

ていました。その後、時代が変わって、労働運動が盛んに

なりました。加賀製紙でも、労使ަবとかストライキがあ

りました。いͭ͝ろだったか、賃上げとか৆与をめ͙って

労働争議にまでࢸったこともありました。ࢲもษ強させら

れました。労使໰୊にͭいては、やはり昭和 29（1954）年にى

きた工場の火ࡂが転換期になったとࢥいます。

司会

　֬かに、昭和 29年の火ࡂは労使໰୊においても大きな転換期

でした。それまで結構、労使の対立がܹしかったのが、火ࡂを機

に、労使とも対Ԡが変わり、労使ڠ調࿏線になっていきました。

　それでは、29年入社の石Ҫさん、お願いします。

石井利雄氏

　実は、ࢲが入社したのは昭和 20（1945）年 3月 31 日

です。まだऴ戦લで、ۈ労動員があった時代です。29 年

の火ࡂで工場がすっかり燃えた時、会社からほかの製紙会

社を঺հされ、いったん退社したいきさͭがあります。

　昭和20年当時、たまたま加賀製紙に知り合いがいて、「う

ちに来ないか」と༠われて入社しました。ऴ戦の日のۄ音

放ૹも、会社の事務所લに並んで聞きました。それから、2、

3日して、ถ軍の戦ಆ機が会社の屋ࠜすれすれにඈんできて、（෩

松本和明長岡大学教授（以下、司会）

　新ׁ県の長岡大学で教ฬ
ㆹ㇓

をとっている松本です。加賀製

紙 100 周年に合わせて社史を編纂
㆕㇓

しております。本日は、

そのԑで࢘会をڼ
ㆈㆈ

せͭかりました。お集まりの皆さんには、

それͧれ入社当時の加賀製紙の様子やงғ気をはじめ、社

内の出来事などをس
ㆌ

ጨ
㆟㇓

なくお࿩しいただければとࢥってお

ります。

　ૣ速ですが、松本さんから入社当時の会社の様子などをお࿩し

願います。

松本貞二氏

が入った当時は黄ࢲ　
ㆌ

板
ㆂ㆟

紙
ㆋㆿ

の時代で、稲
ㆂㆪ

࿴
㇏㇉

が原料でした。ࢲは厚

生՝に഑ଐされたので、ݱ場のことは詳しく分かりませんが、当

時は日産 40トンもなかったのではないかと記Աしています。従

業員਺は 100 人もいなかったのではないでしΐうか。

দຊ　࿨໌ڭत

౰ࣾ 2֊ձٞࣨͰߦΘΕͨ࠲ஊձ

দຊ　ఃೋࢯ

ੴҪ　ར༤ࢯ
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渡会信明氏

　会社にྡ઀する社୐に住んで

いました。当時、中学生でした。

地਒のことはかなり༳れたこと

͙らいしか記ԱにないですͶ。

司会

　お෕さんは加賀製紙のどの৬

場で働かれていたのですか。

渡会氏

　෕਌は෱Ҫ大地਒の年、昭和 23年に入社し、技術ސ໰

をしていました。ࢲが入社したのは 32（1957）年です。

よその会社に 2、3年いて、それから加賀製紙に入社しま

した。

　加工部に഑ଐされました。当時、会社で作っていた紙は

最も厚いもので 1�2 ミリで、それ以上厚い紙は貼
ㆯ

り合わせ

て作っていました。ঁの方 2人が向かい合わせになって

ϋケでކ
ㆮ㇊

貼りしていました。

　当時のކはデンプンކで、95� が水、࢒り 5� がކ。ただ、

5�でも結構、ݻくて、ϋケで塗るのは大変でした。貼り合わせ

た紙を高さ 70 センチから 80 センチに重Ͷて、ひと൩かけて

ジャッキで押さえるのですが、ཌ朝、点検すると、೾うちがあっ

たりして、商品にならないものも出てきました。

　それをԿとか、また貼り合わせたりして出荷できるようにする

のですが、そのうち、P7"（ポリビニールアルコール）というކ

に行き当たりました。このކを使い、新しくてੑ能がいい貼
ㆦ㇓

合
㆔ㆄ

機

も入ったりして、೾うちとか൓
㆝

りが出ないようになり、加工の࢓

事もܰ減されていくわけです。

が入った時期から新しくて、ੑ能がいい機械が次ʑに導入さࢲ　

れました。

防越しに）ૢॎ࢜がニヤっとস

うのまでݟえました。

　そのころは、周りは全部、田

ん΅でした。稲わらが原料の時

代で、従業員もほとんどが野ʑ

市や押野といった地元の人ばか

りでした。機械の燃料もట
ㆧㆂ

炭
㆟㇓

で

それからѥ炭、石炭へと、時代

の進歩によって変わっていきま

した。入社最初のころは紙の、

いわゆる白物というのが売れて

いた時代でして、機械がΨタンΨタンというたびに「਺千円໥
㇂ㆄ

か

る」と言われた景気のいい時代でした。

眞田千里専務

　石Ҫさんが入社したころ、会社が落
㇉ㆣ

下
ㆉ

ࡿ
㆕㇓

を作っていたと

いう࿩を聞いたことがありますが、֮えていますか。

落下傘も製造

石井氏

　落下ࡿは作りました。ボール紙じΌなくて、ファイバー

か合成紙だったのではないですかͶ。水槽の中にファイバーを入

れて作っていたのではないでしΐうか。

　昭和 20 年代では、23（1948）年の෱Ҫ大地਒の時、会社の

シンボルである煙突がポキンとંれたのを֮えています。地਒当

時、՟ंから石炭を降ろしていたのですが、す͝い༳れで煙突も

ંれたので、Կがىきたのかとࢥいました。

眞田専務

　渡会さんはお෕さんが加賀製紙に務めていて、会社の近くに住

んでいましたͶ。෱Ҫ大地਒のことを֮えていますか。

ᚸా　ઍཬઐ຿

ྉͷΘΒΛूΊΔঁੑͨͪݪ ʹত࿨ 20年୅ࡱӨ ಺Ͱ΋େݝ ͳ͖ඃ֐ͷग़ͨ1948ʢত࿨ 23ʣ年ͷ෱Ҫ஍਒ɻڥݝʹ͍ۙ
ՃլࢢͰ͸ଟ͘ ͷՈ԰͕౗յ͠ ͨ

౉ձ　৴໌ࢯ
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が入社した時は֬かࢲ　 3号抄紙機ができて 2年目じΌ

なかったかとࢥいます。抄紙機自体は 3台あり、3台とも

Ք働していました。

毎日、モーターに注油

　メンテナンスのため、ຖ日、モーターに油をࠩして回っ

ていました。Կも手入れをしなくてもいいࠓの機械とҧっ

て、当時の機械はモーターの࣠डけの部分に油がඞ要でした。モー

ターの中にリングが入っていて、それが油をٵい上げ、࣠डけに

回すܗでした。

　油がなくなると、機械がյれるので、きちんと油が機械に回っ

ているかどうか、ほとんどຖ日、その࢓事をしていました。神経

を使う࢓事でしたが、それでも࣠डけから油がなくなるというこ

とがあり、ྫྷやྫྷやしました。

　変電所もࠓのところじΌなくて、当時はもうগし北側にありま

した。変圧ثも 1台でした。3号機が入って、大きな機械に替え

ましたが、それ以લは抄紙機 1台に付き 1台でした。

石山常務

　ड電所は 2֊建てで、ࠓの 2号機の建物のೆ側にありました。

ひんぱんに起きた停電

得田氏

　入社当時はあまり電ྗ事৘がよくなくて、停電が結構ありまし

た。ࠓは停電がىきると、抄紙機そのものはもちろん、一ॹに動

いている機械にѱӨڹを与え、最ѱの場合、յれるので、す͙に

電源を落としますが、ੲの機械はそのようなことはありませんで

した。

に、紙をどんどん抄ٯ　
㆙

いているので、ૣく電源を落としてしま

うと、せっかく抄いた紙が無ବになってしまうわけです。停電が

、きると、ঃʑに電圧が下がっていくのですが、それに合わせてى

石山常務

　貼り合わせの新しい機械というのは静岡県浜松市の会社から入

れたものですͶ。

眞田専務

　学研の百科事典用の紙がよく出たのは、いͭ͝ろですか。

渡会氏

　あれは昭和 40（1965）年代だったのではないでしΐうか。ま

だ、工場が古い建物でした。

石山常務

　学研の紙は 4ຕ合紙で、「GCCGC」という規格の品種で

した。貼り合わせの作業工ఔは最初が 1ຕ目の紙を入れ

る人、次が2ຕ目を貼る人、その次が3ຕ目を貼る人といっ

たܗで並んでいました。ベルトコンベアーを使って作業を

やっていました。

と、いきなり言「日が締め切り。間に合わせてくれࠓ」　

われて、がΉしΌらに作業をしたことはあります。当時、1号機

は2ަ代制でしたが、総出で貼り合わせとかやりました。それと、

一ൠの紙では、8号とか 9号とか薄いものは、やはり、加賀製紙

の紙じΌないとだめだというところが結構ありましたͶ。

司会

　得田さんは昭和 40年の入社ですͶ。

得田一氏

が入ったのは電気՝です。製品を作るのではなく、機械設備ࢲ　

の保क点検をしていました。ࠓは変電所と言っていますが、当時

はड電所とݺんでいました。北陸電ྗから電気をडけて、社内で

使えるようにしていました。

ੴٱل　ࢁஉৗ຿

ಘా　Ұࢯ
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しい機械が入ってきた時期です。加速的に設備が新しくなり、そ

れに伴って、会社も成長していきました。おྡの立山製紙さんも

そうでした。同業ଞ社の設備更新はもちろん営業面の৘報も入っ

てきて、業界全体が追いͭけ追い越せの時代でした。

石山常務

　電気՝は 3人でしたか。

3人で 3交代担う

得田氏

　3ަ代制で、3人しかいませんでしたが、それが当たりલだと

事をしていました。松本さんが࿩されたように、あの時࢓ってࢥ

代は次から次に設備が導入された時代でした。ただ、そのあと、

石油ショックがあり、লエネ法（エネルΪーの使用の合理化に関

する法཯）ができ、「エネルΪー消費を年間 1�削減しなさい」

とٛ務付けられ、大変、ۤ労したࢥい出があります。

　年間 1�といっても、ཌ年にはさらに 1�ですから。繊維関܎

だと、ன間、গしだけ機械を止めて、消費電ྗを減らすことがで

きるかもしれませんが、製紙業界は装置産業なので、なかなか機

械を止めることができません。製品ͮくりを止めても機械は回り

続け、その間、電気代がかかります。

　次ʑと新しい設備が入ってくる一方で、লエネは難しい໰୊で

したͶ。

眞田専務

　๻は出版関܎の営業が長かったのですが、ੲはどこの家庭にも

百科事典があり、その表紙や箱用の板紙が売れた時期がありまし

た。集英社のඒ術全集にも、うちの板紙が使われていました。白

い紙「WCW」がよく売れました。石村さんはその時代の入社で

すͶ。

変圧ثの音が変わっていきます。電気設備の୲当からすると、そ

の音を聞き分け、電圧がどこまで下がったら電源を切るか、これ

が勝ෛなんです。

　ૣく電源を切ってしまうと、3台の機械で抄いた製品が無ବに

なりますし、あんまりզຫし続けると、大事な機械がյれてしま

います。ࢲのࢉ段ひとͭで、そうしたことが決まってしまう。ੲ

の電気設備୲当はそのような൑断やצがٻめられる৬種でした。

石井氏

　֬かに、停電にはٽかされました。

得田氏

　3時間、4時間、停電が続き、ようやく電気が来たなとࢥったら、

す͙停電したり。しΐっちΎうでした。停電はݱ場ٽかせでした。

石井氏

　紙ͮくりをしていた人間からݟても、「せっかく抄いた紙を無

ବにしたくない」「機械を止めたくない」という得田さんの当時

の心৘がよく分かります。

石山常務

　高電圧のモーターの電源を入れるとき、その都度、「さあ、電

気を入れるͧ」と੠をかけていましたͶ。

得田氏

　ੲのモーターは回すのに、いくͭも手順がありましたから。手

順を間ҧえると、「ボン」といって火Ֆがࢄり、よくやけどをす

るんです。ࢲもԿ度もやけどをしました。

松本氏

　3号抄紙機が設置された昭和 38（1963）年͝ろは、次ʑと新

省エネ法
1979（昭和54）年施行。エ

ネルギーを使用して事業

を行うものは、エネルギー

使用の合理化に努め、規

模に応じてエネルギー管

理者の選任や省エネ計画

の届け出などが求められ

た
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ていたのはࢲを含めて 3人でした。入社後 1カ月ほど研

修をडけ、ࢲは紙の乾燥用のৠ気を作るボイラーの୲当に

なりました。

　ボイラーはݟるのも৮るのも初めてで、大変、ށ࿭いま

した。それと、ۈ務体制。ٳみは最初、月に 2、3日あれ

ばいい方でした。松本さんの࿩にあったように、2ि間連

ૢ、連続ૢ業でした。

　一番、記Աに࢒っているのは、

機械を止めて、また動かすまで

のボイラーの૟আと点検業務で

す。抄紙機は日༵日の朝に止め

て、月༵日の朝、再び動かすの

ですが、ボイラーの୲当は日༵

日のޕ後 11 時半に出社し、仮

຾をとってから、月༵日の明け

方લのޕલ 3時か 4 時にボイ

ラーの内部に入って点検しなけ

ればならないのです。

　ボイラーを止めてから、そんなに時間がたっていないので、࿍

内はものす͝く熱くて、もうൽෘが௧いくらいの熱さです。その

務がۈ 2ि間に 1度回ってきました。

　入社したころは重油ਬきのボイラーで、そのલは石炭ボイラー

でした。入社したころはまだ石炭ボイラーが࢒っていました。い

ͭだったか、重油ボイラーの഑؅に݀が開き、水が出てきたので、

一時期、石炭ボイラーを使うことがありました。その時、初めて

石炭ボイラーを運転しました。多い時で、ボイラーが 4台あっ

たかな。それがࠓは発生したৠ気でタービンを回して、発電もで

きるボイラーに進歩しました。

司会

　加賀製紙の歴史をৼりฦるうえで、ආけて通れないのが昭和 4

活気づいていた現場

石村正幸氏

　昭和 42（1967）年入社です。ࢲの入社はちΐっと変わっ

ていて、もともとは白山市にあった同業ଞ社で 8年間、

働いていました。しかし、工場がࣛࣇ島県に移転すること

になり、長உでもあるのでどうしようかとࢥҊしていたら、

加賀製紙から੠をかけられて入社しました。

　3号抄紙機が入ってしばらくの時期で、会社がものす͝

く活気ͮいていました。会社が৳びていくというのは、こういう

ঢ়ଶだろうというのを目の当たりにしました。

　賃金もલの会社が給料、৆与とも 3万円くらいだったのが、

৆与だけで 9万円もらい、えらい景気のいい会社だなあとࢥっ

たことがあります。

　ただ、マシン、機械周りではまだまだのところもありました。

例えば、紙を作る時に使うໟ布一ͭとっても、݀ が開いたら、せっ

せと௚していました。あれは௚しても、す͙に݀が開くんです。

ものを大事に使うといえば、そうなんですがͶ。ベルトでジョイ

ントを作る技術もまだෆ׳れでした。

　それと、લの会社は紙を作るのに長網を使っていたのに対し、

加賀製紙は円網でした。当然、紙を作るスϐードもҧい、10倍

͙らい時間がかかったかな。なかなか製品が来ないのでやきもき

しました。それで、スϐードを上げたら、これも大変なことにな

り、調અが大変でした。勝手がҧったことを֮えています。

司会

　山村さんは昭和 43（1968）年入社ですͶ。

休みは月に2、3日

山村外雄氏

　その年に新入社員として 13人か 14 人入り、退৬の時に࢒っ

ੴଜ　ਖ਼ࢯ޾

ࢯଜ　֎༤ࢁ
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渡会氏

　そうです。出火した時、社୐におりました。高校3年生で、ちΐ

うどଔ業式を଴ͭだけの時期でした。社୐の૭越しにݟていまし

たが、大きな火事だなとࢥいました。

くすぶる稲わら

石井氏

　当時は稲わらが原料の時代なので、௟火したといっても、しば

らくはくすͿっていました。後日、焼け੻

をݟたら、機械のシャフトなどがアメのよ

うにۂがっていました。かなりの火੎だっ

たとࢥいます。

司会

　火事のあと、会社は 1号機に、焼け࢒っ

た 2号機の部品を組み合わせて、わͣか 3

カ月後の 5 月にૢ業を再開しています。

相当のۤ͝労などがあったとࢥいます。

石井氏

利きしてもらった製紙会社に行っていޱは退৬して、会社にࢲ　

ました。それがわͣか 3カ月でૢ業再開と聞いて、す͝いなあ

とࢥった記Աがあります。

24時間休みなしで復旧工事

松本氏

　24 時間ٳみなしで、復旧作業をやって

いました。ࢲの出番は2日間ほどでしたが、

、場などは大変なۤ͝労でした。それでもݱ

3カ月でૢ業を再開した時には、作業をし

ていた社員本人がڻくほどでした。

（1929）年と 29（1954）年の火ࡂです。4年の火事を経験した

方はいませんが、29年はどのような様子だったのですか。まͣ、

石Ҫさんからお願いします。

火の粉散らす電線

石井氏

　自୐で൩御൧を৯΂ていたら、「会社が火事やʂ」という第 1

報が入ってきて、会社に૸りました。その時は火事の気഑がݟ当

たらͣ、いったん自୐に໭ったら、また、火事だという࿩で、ࠓ

度はܞଳ用の小さな消火ثを࣋って会社に駆けͭけました。

　その時は電線がՖ火のように火のคをまきࢄらして燃えていま

した。そこへ、消防ंが来たので、近くの஑へ༠導しました。そ

の後、会社に໭り、電動の消火ثを出したのですが、停電してい

て、使えませんでした。そのあたりまでは֮えているのですが、

その後のことは全く記Աにありません。

司会

　松本さんはすでに入社されていましたͶ。厚生ാですので、事

後処理とか大変だったのではないですか。

松本氏

　まだ入ったばかりで、そんな大した࢓事はしていません。

火事の発生時間が会社を出た後で、໭ってきた時には௟火

していて࡯ܯが来て調΂ていました。上の人からの指示で、

会社の周りを८回しました。まだ燃え࢒りがくすͿってい

て、がれきが่れないかなどݟて回りました。

司会

　渡会さんはお෕さんの関܎で社୐に住んでいましたͶ。

দຊࢯ

௟Րޙ΋͘ ͢ͿΓଓ͚ͨՐݱࡂ৔
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渡会氏

　༨ஊですが、ٶ沢りえの写真

集はどれだけ売れたのですか。

眞田専務

　155 万部だそうです。

渡会氏

　あの写真集は発行日が決まっ

ていました。もしトラブルをى

こして、紙をおऍ
㆗㇃

ՠ
ㆉ

にすると、

発行日に間に合わなくなるとい

うことで、結構、真݋に取り組

んだ記Աがあります。

眞田専務

　大きな注文でしたが、実はԿ

に使うのか全く分かりませんで

した。発行日に広告がࡌって初

めて「これか」と分かった次第

です。

石山常務

　ઐ務がそのあと、写真集のサンプルをもらってきたので

すが、みんなで回し読みしているうちに行方ෆ明になって

しまいました。

年間5万 6,000㌧製造

松本氏

　ところで、5万 6
000 トンというのは、そんなに長く続

かなかったのではないかな。

石村氏

はલの会社でԿ回か火事にૺった経験があります。製紙用のࢲ　

機械というのは火事に強いものなんです。特に、ドライヤー、乾

燥機は強いですͶ。一方で、資材や稲わらとか古紙は一度、火が

付くといͭまでも消えません。製品の新聞用紙も芯
㆗㇓

の部分がなか

なか消えません。

司会

　さて、次は営業関܎にͭいて、お聞かせ願います。100

年の歴史の中では、گ޷、ෆگの೾がઈえͣ代わる代わる

押しدせてきたとࢥいます。それを޼みに乗り切ってきた

ことが加賀製紙の強みだとみています。まͣ、一番景気が

よかったのはいͭですか。

営業のピークは平成2、3年

眞田専務

が知っているൣғでは、平成ࢲ　 2、3年、1990 年から 1991

年だとࢥいます。平成 2年は、年間 5万 6
273 トンを生産して

います。ٶ沢りえの写真集「SBOUB�FF」が出たのもこの年だし、

「ウォーリーをさがせ �」など出版関܎が多かったと記Աしてい

ます。本の表紙にまだ多く板紙を使っていました。平成 3年は 5

万 6
047 トンでした。

司会

　5万 6
000 トン台というと、ほ΅フルૢ業ですͶ。

眞田専務

　そうです。平成元（1989）年に 2号機を改造して生産量を上

げました。それで、5万トンを௒す生産量を֬保できました。

দຊڭत

౉ձࢯ

୔Γ͑ٶ ࣸਅूͷൃചΛ఻ Δ͑๺ᅳ৽ฉͷ༦ࣄهץɻؔ ৺͕͔ͬߴ ͨͷ͔ɺ
ࣾձ໘τοϓͬͩࣄه ͨ
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初代社長の横山俊二郎が同じような指示を出しています。

　大正 9（1920）年に板紙価格が暴落した時のことです。役員

会で意ݟがまとまらͣ、当時の横山社長に࠾決をڼいだところ、

の原料そのଞの資材をそのままとして、新たに安いものをࡏݱ」

。入れ品で作ったものを適正価格で売り出せばよい࢓入れ、その࢓

っている手࣋ち品はଛをしないようにおいおいยͮけていけば࢒

いい」と言っています。創業間もなくからの伝統ともいえますͶ。

眞田専務

　従業員の਺にしても、平成 7（1995）年時点で 202 人だった

のが、ࡏݱ 120 人です。この間、ट切りを行ったわけではなく、

লྗ化に向けた౤資などで減らしてきた結Ռです。

松本氏

止した時だけではなかったٳ用調੔を行ったのは、1号機をޏ　

かな。

石山常務

　それは平成 5（1993）年です。指名解ޏに近いܗで、年഑の

ঁੑなどԿ人かに退৬していただきました。ݸ人৘報がどうこう

という時代ではなかったので、͝主人の収入からݟて、退৬され

ても生活にࠔらないだろうといったܗで進めました。

松本氏

　会社の利ӹは上がらないものの、社長の方਑もありましたし、

できるだけ温厚なܗで進めてきたとࢥいます。

司会

　社長からԿか言われたのですか。

石山常務

　平成 4（1992）年まででした。ཌ 5年が 4万 9
000 ト

ンに落ち、その後は 4万 6
000 トンと઴次、減っていき

ました。

司会

　平成 4年以降は、出版ෆگが๚れます。製紙業界もそ

のߥ೾にもまれたのではないですか。

急落のリーマン・ショック

眞田専務

　紙の業界は出版ෆگだからといって、そんなに急に売り上げが

落ちたりしないものです。どちらかというと、じわじわっと下がっ

ていく特௃があります。ただ、リーマン・ショックの時は急に落

ちました。2ׂほど一気にध要がなくなってしまいました。

松本氏

みを経験したことはありませんでしࠐ৬中、大きな落ちࡏはࢲ　

た。਺量とか୯価の落ちࠐみはあるのですが、いろいろと調੔し

ていますから、会社全体でみると、目立ͭようなことはなかった

です。

古紙高騰にストックで対応

石井氏

　加賀製紙の場合、段ボールとか新聞紙とか、紙の原料を半年分、

1年分୯Ґでストックしていました。例えば、古紙の஋段が上がっ

た時には安い時に買ったストックを出してきて、価格の஋上がり

のӨڹを最小ݶに཈えるやり方です。

司会

　ᚸ田ઐ務の૆෕、ᚸ田與೭吉がҨした手記「一生一業」の中に、

ੴࢁৗ຿
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ています。

司会

　代理店をߜり、大事にするのもまた創業以来の伝統ですͶ。

松本氏

　詳しいことは分かりませんが、横山社長時代からの伝統、シス

テムとして、຺ʑとडけ継がれ、ࠓ日があるとࢥいます。

司会

　ઌほど、リーマン・ショック後の落ちࠐみが大きかったとの࿩

がありましたが、落ちࠐみに対して、どのように対Ԡされたので

すか。

眞田専務

　ૢ業を止め、ٳ業日を増やす一方で、ޏ用調੔助成金をお願い

しました。ޏ用調੔金は 3、4年もらったのかな。

　ध要そのものがॖみ、同業ଞ社のԿ社かがٳ業したりしていま

すが、当社は社内のڠ議で、「加賀製紙の特௃はԿか」「やはり品

質だ」という結論になり、品質に注ྗしています。これはうまく

進んでいるのではないでしΐうか。

　裏白チップという業種で、当社がトップの生産量です。よその

商品に替えたけれども、͝みが多くて大変だというܗで、取引が

໭ってきたケースもあります。品質重視の取り組みはうまくいっ

ているとみています。

司会

　加賀製紙の場合、どのようなܗでૢ業を調੔していたのですか。

眞田専務

　装置産業なので、ボイラーはあまり止めない方がロスもগない

松本氏

　いや、௚઀、指示されたわけではありません。日͝ろの࿩とか

から൑断してのことです。

司会

　加賀製紙の製品じΌないといけないというお٬様も多かったの

ですか。

「加賀製紙」指名の取引先も

松本氏

　長年使っていて、使いやすいとか。もち

ろん、品質が安定していて、価格もそこそ

こということで、取引をいただくケースは

ありました。

眞田専務

　品質第一は創業以来の基本であり、ࠓももちろん౿襲していま

す。設備も品質第一に重点を置いていますので、同業ଞ社に対す

る༏Ґੑはあるとࢥいます。そうした面から、ଞ社に替わりにく

いという面はあるかもしれません。

松本氏

　取引ઌとͭくる「山
㇄ㆾ

一
ㆂㆡ

会」のおかげも大いにあるとࢥいます。

同業他社に比べ少ない代理店

眞田専務

　当社の場合、代理店が 3社しかありません。これは同

業ଞ社にൺ΂て、ඇৗにগないです。代理店のઌにあるԷ

商さんも 1ͭの県にͭき、1ݢか です。これもඇৗݢ2

にগない。ただ、গないからこそ、代理店、Է商の皆さん

が一生໋ݒ、うちの製品を売っていただけるのかなと考え

Ճլ੡ࢴ੡଄ͷ൘ࢴͳͲͰ࡞ΒΕͨ঎඼

ᚸాઐ຿

加賀製紙-ۖਮЕ.indd   184-185 16/02/29   20:18

184 185

ஊձ࠲೦ه

ています。
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にストの取りやめを決めたのですが、会社がロックアウトしてい

て、びっくりしました。それで、労働委員会とかが஥裁に入って

きて、組合の上部ஂ体の県評とか紙パ労連の人たちも次ʑにやっ

てきました。

司会

　ロックアウトのきっかけとなったストライキも時ݶストだった

のですか。

石村氏

　時ݶストでした。加賀製紙は主任以上がඇ組合員でしたので、

ストライキを打っても、機械一͙ͭらいなら回すことができます。

ストをやっても、あまりޮՌがないのですよ。

司会

　時ݶストの目的は賃上げですか。

石村氏

　そうです。春ಆの時期じΌなかったかな。৆与の時は大体、ࢲ

たち組合側の要ٻにԊって、会社も出してくれていましたから。

本音から言えば、同業ଞ社や地場の企業が賃上げでଥ結している

ときは、それに฿
ㆪ㇉

った回౴がほしいものです。景気がいいと、経

営者側もࠊが上がるというか、それなりの回౴を出してくれてい

ました。

　ただ、製紙業界の場合、景気がよくなると、古紙とかのコスト

も上がるので、利५が落ちます。୯७に賃上げできないことは、

。たち組合側も分かってはいたんですがࢲ

労使に信頼関係

石井氏

　そのころ、ࢲはඇ組合員だったのですが、表では݌
㆐㇓

ʑ
㆐㇓

ᨣ
㆔ㆄ

ʑ
㆔ㆄ

のަ

といわれます。それで、当社は日༵日に機械を止め、ि 6日ૢ

業をしていたのですが、ध要からみて生産調੔をせざるを得ない

のでि4日ૢ業にして、あと3日はٳみにしたりと工෉しました。

　ただ、営業とか出荷の部໳はଞ社との݉Ͷ合いや、平日は出ۈ

しないと得意ઌに໎࿭をかけるので、生産部໳のみ ۈ4 にٳ3

しました。

司会

　加賀製紙の歴史をৼりฦると、労使໰୊はආけて通れません。

ஊ会の๯಄で、昭和࠲ 29（1954）年の火ࡂを機に、それまでの

労使対決から労使ڠ調へと切り替わったとの࿩をしましたが、実

際のところ、どのような様子だったのですか。まͣ、労働組合委

員長も務められた石村さん、お願いします。

やりたくなかったスト

石村氏

の記Աでは、委員長を務めるલの昭和ࢲ　 47（1972）年

から 49（1974）年のころかな、その時分は結構、組合運

動が盛んだった。ただ、組合はストライキをすると、賃金

カットのิてん分として、ಆ争資金がඞ要になるので、本

音はあまりストライキをやりたくなかったですͶ。

　それで、ストライキの時間を決めての時ݶストとかいろ

いろと工෉をしていたのですが、度
㆟ㆳ

重なったためか、会社側も業
㆔ㆄ

をࣽ
ㆫ

やしたのか、会社を閉める「ロックアウト」に出たのです。

そうしたら、஥裁が入ったのですよ。

司会

　஥裁というのは、労働委員会の஥裁ですか。

石村氏

　県労働委員会じΌなかったかな。ストを༧定していた当日の朝

ੴଜࢯ

県評
石川県労働組合評議会の

略。1951（昭和26）年に発

足し、労働組合運動をはじ

め、旧社会党とともに「革

新勢力」として、石川県政

の一翼を担った

紙パ労連
紙パルプ紙加工の産業別

労働組合の連合体。現在

は紙パ総連合などとの合

併により、紙パ連合となっ

ている
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にストの取りやめを決めたのですが、会社がロックアウトしてい

て、びっくりしました。それで、労働委員会とかが஥裁に入って

きて、組合の上部ஂ体の県評とか紙パ労連の人たちも次ʑにやっ

てきました。

司会

　ロックアウトのきっかけとなったストライキも時ݶストだった

のですか。

石村氏

　時ݶストでした。加賀製紙は主任以上がඇ組合員でしたので、

ストライキを打っても、機械一͙ͭらいなら回すことができます。

ストをやっても、あまりޮՌがないのですよ。

司会

　時ݶストの目的は賃上げですか。

石村氏

　そうです。春ಆの時期じΌなかったかな。৆与の時は大体、ࢲ

たち組合側の要ٻにԊって、会社も出してくれていましたから。

本音から言えば、同業ଞ社や地場の企業が賃上げでଥ結している

ときは、それに฿
ㆪ㇉

った回౴がほしいものです。景気がいいと、経

営者側もࠊが上がるというか、それなりの回౴を出してくれてい

ました。

　ただ、製紙業界の場合、景気がよくなると、古紙とかのコスト

も上がるので、利५が落ちます。୯७に賃上げできないことは、

。たち組合側も分かってはいたんですがࢲ

労使に信頼関係

石井氏

　そのころ、ࢲはඇ組合員だったのですが、表では݌
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ʑ
㆐㇓

ᨣ
㆔ㆄ

ʑ
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といわれます。それで、当社は日༵日に機械を止め、ि 6日ૢ

業をしていたのですが、ध要からみて生産調੔をせざるを得ない

のでि4日ૢ業にして、あと3日はٳみにしたりと工෉しました。
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労使対決から労使ڠ調へと切り替わったとの࿩をしましたが、実

際のところ、どのような様子だったのですか。まͣ、労働組合委

員長も務められた石村さん、お願いします。

やりたくなかったスト

石村氏

の記Աでは、委員長を務めるલの昭和ࢲ　 47（1972）年

から 49（1974）年のころかな、その時分は結構、組合運

動が盛んだった。ただ、組合はストライキをすると、賃金

カットのิてん分として、ಆ争資金がඞ要になるので、本

音はあまりストライキをやりたくなかったですͶ。

　それで、ストライキの時間を決めての時ݶストとかいろ

いろと工෉をしていたのですが、度
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重なったためか、会社側も業
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そうしたら、஥裁が入ったのですよ。

司会

　஥裁というのは、労働委員会の஥裁ですか。

石村氏

　県労働委員会じΌなかったかな。ストを༧定していた当日の朝
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県評
石川県労働組合評議会の

略。1951（昭和26）年に発

足し、労働組合運動をはじ

め、旧社会党とともに「革

新勢力」として、石川県政

の一翼を担った
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ྡりの会社が 3
000 円上がったという࿩を聞きました。その時

は「す͝いなあ」とࢥったのですが、それからԿ年かで、その会

社は閉めてしまいました。やはり、その時ʑの৘੎を考えてަব

しないと、後で、ひどい目にૺうなあとࢥったものです。

司会

　製紙業界では、高度成長の後を追うように、水質汚濁防止法や

大気汚染防止法などの公害防止関܎の法཯ができ、規制がݫしく

なりました。合わせて、稲わらから紙パルプへの転換など技術ֵ

新もありました。

　石Ҫさん、まͣ、稲わらから紙パルプへの転換にͭいての࿩を

お聞かせください。

わらから古紙へ切り替え

石井氏

　稲わらへの転換は、コンバインの普及で

わらがࡉかく裁断され、紙ͮくりに使える

わらが集められなくなったのがきっかけで

すͶ。昭和 51（1976）年にわらパルプの

生産を打ち切っていますが、そのલから

ঃʑに、わらから古紙に切り替えていった

。ですͶܗ

　わらの時代は、自分の手の感৮とか体の

五感す΂てを使って࢓事をしていました。

時代とともに機械化が進んでいきましたが、それにͭれて

五感も薄れてきて、体が࣋ͭ៛密さもなくなっていくんで

す。そこに、失ഊがىきるわけです。ݱ役のころは機械化

が進んでも、五感を大切にしなければならないとઈえͣ、

自らに言い聞かせていました。

　わらから古紙への切り替えは、コンバインの普及とかエ

コの໰୊もありましたが、わらが࣋ͭࠜ本的な໰୊もあり

বをやっていても、本音の部分は労使とも信པ関܎はありました。

「会社をͭͿすことはできない」と୭もがࢥっていましたから。

石村氏

　労使ަবの最後のあたりになると、本当の࿩が出てくるのです。

労使おޓいに「まとめたい」「収めたい」との相手の気࣋ちが分

かるものです。労୲が「給料を上げろとか、安いという組合の主

ுは分かる。しかし、わしらの給料も安いんや」といった本音の

࿩をしてަবをしていました。ෲをׂった࿩ができました。

司会

　得田さんはお෕さんが組合の委員長を務めていましたが、͝自

身はどのようなかかわりを࣋たれたのですか。

得田氏

　֬かに、෕਌が組合委員長をやっていましたが、組合運

動は਌子 2代続けてやるものではないとࢥい、ࢲは࢓事

に打ちࠐみました。これは信念です。労使ަবというのは、

ほかに人がいると、本音の࿩なんてできません。解決でき

るのは労使トップ同࢜のෲをׂった࿩し合いしかありませ

ん。

司会

　山村さんや渡会さんはどうでしたか。

山村氏

はあまり組合運動にかかわったことがありませんでした。たࢲ　

だ、心から「஥良くやってくれ」とࢥっていました。

渡会氏

が入社したころ、うちの賃上げがࢲ　 1
000 円だったのに対し、
ੴҪࢯ

ಘాࢯ

労担
労務担当重役の略語で、

労働組合との経営者側の

交渉窓口
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ΓऔΒΕͨ

加賀製紙-ۖਮЕ.indd   188-189 16/02/29   20:18

188 189

ஊձ࠲೦ه

ྡりの会社が 3
000 円上がったという࿩を聞きました。その時

は「す͝いなあ」とࢥったのですが、それからԿ年かで、その会

社は閉めてしまいました。やはり、その時ʑの৘੎を考えてަব

しないと、後で、ひどい目にૺうなあとࢥったものです。

司会

　製紙業界では、高度成長の後を追うように、水質汚濁防止法や

大気汚染防止法などの公害防止関܎の法཯ができ、規制がݫしく

なりました。合わせて、稲わらから紙パルプへの転換など技術ֵ

新もありました。
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生産を打ち切っていますが、そのલから

ঃʑに、わらから古紙に切り替えていった

。ですͶܗ

　わらの時代は、自分の手の感৮とか体の

五感す΂てを使って࢓事をしていました。

時代とともに機械化が進んでいきましたが、それにͭれて

五感も薄れてきて、体が࣋ͭ៛密さもなくなっていくんで

す。そこに、失ഊがىきるわけです。ݱ役のころは機械化

が進んでも、五感を大切にしなければならないとઈえͣ、

自らに言い聞かせていました。

　わらから古紙への切り替えは、コンバインの普及とかエ

コの໰୊もありましたが、わらが࣋ͭࠜ本的な໰୊もあり

বをやっていても、本音の部分は労使とも信པ関܎はありました。

「会社をͭͿすことはできない」と୭もがࢥっていましたから。

石村氏

　労使ަবの最後のあたりになると、本当の࿩が出てくるのです。

労使おޓいに「まとめたい」「収めたい」との相手の気࣋ちが分

かるものです。労୲が「給料を上げろとか、安いという組合の主

ுは分かる。しかし、わしらの給料も安いんや」といった本音の

࿩をしてަবをしていました。ෲをׂった࿩ができました。

司会

　得田さんはお෕さんが組合の委員長を務めていましたが、͝自

身はどのようなかかわりを࣋たれたのですか。
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司会
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山村氏

はあまり組合運動にかかわったことがありませんでした。たࢲ　
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渡会氏
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ੴҪࢯ

ಘాࢯ

労担
労務担当重役の略語で、

労働組合との経営者側の
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山村氏

　昭和 46（1971）年かな、水質汚濁防止法が施行されたのは。

当社もその時に排水処理設備を設置して、ࠓ日にࢸっています。

司会

　北陸新幹線金沢開業に関連して、高Ս橋建設で会社の敷地が削

られることになり、同時に大がかりな施設の੔備が行われました

Ͷ。

苦労した施設の再配置

山村氏

　施設の再഑置をどうするかには大変、ۤ労しました。

された用地との݉Ͷ合いなど設備の大きさや഑置など࢒

難໰ばかりでした。それと、法཯で定められている規制

஋をどのようにクリアするか、さんざん಄を೰ませまし

た。

　新しい排水処理は生物汚ట処理法で行っています。1

次と 2次処理があり、1次処理は௚ܘ 25 メートルの沈

఼槽に工場から出たす͙の排水を入れます。2
000 トンの容量が

あり、ここで大きな浮༡物のআ去をはじめ SS（浮༡

物質）を規制஋の 1リットル当たり 40ミリグラム以

下にします。

　そうやって処理した水を生物汚టのところへ࣋って

いきます。設備の一ͭにはフリンジというひもঢ়のも

のがͿら下がっていて、そこにඍ生物を付ணさせて水

とۭ気をૹりࠐんで処理します。もう一ͭの設備では、

௚ܘ 1センチ͙らいのཻ子ঢ়の汚టを水槽に入れ、

下からۭ気を入れて処理し、最ऴ的にはಁ
㆙

きಁきのき

れいな水にして排水します。

　最ऴ排水の規制஋が決まっている中で、いかにコス

トをかけͣにやるか。このลが一番、知ܙを使いまし

ました。わらにはԿカ所かඞͣ芯があります。いい紙を抄
㆙

くには、

わら全体をԘૉでඬ白したり染৭して真っ白にするのですが、芯

のところはうまく染৭できなくて、せっかく紙に࢓上げてもΰミ

になって出てくるんです。そのため、古紙に切り替えていったわ

けです。

　ઌほど、ᚸ田ઐ務や松本さんが「加賀製紙は品質第一でやって

きた」と࿩されていましたが、ݱ場の人間も営業の人や得意ઌに

「心をࠐめて作った製品なので、よろしくお願いします」と಄を

下げていたものです。

渡会氏

　石ҪさんがおっしΌったように、わらをඬ白して和紙のような

ものを作ろうとしたのですが、やはり芯というかઅの部分の໰୊

が引っかかってବ目でした。杉のൽを入れたりして、結構、ؤுっ

たのですがͶ。

　研究室ۈ務が長かった関܎で、一度、関西の方だったとࢥいま

すが、「加賀製紙の紙がおかしい。す͙に来い」とݺびͭけられ

たことがありました。いろいろと、クレームめいたことを言われ

たのですが、結局はうちの紙ではなく、ଞ社の製品を使いたかっ

たのですͶ。気࣋ちが分かったので、その場は引き下がりました

が、1年半ほどして、「加賀製紙の紙じΌないと強度的に࣋たない。

もう一度、取引したい」と言ってきたのを֮えています。

　昭和 50（1975）年代後半のころの࿩です。機械のベアリング

を入れる紙箱だったとࢥいます。ଞ社の紙だと、1回使ったらյ

れてしまうんですͶ。当社の製品だと、3、4回使えました。「しっ

かりした製品を作れば、買っていただける」とͭくͮくࢥいました。

司会

　山村さんは一貫して排水やボイラー部໳を୲当されてきたの

で、公害対策にはۤ͝労されたのではないですか。

ࢯଜࢁ

ഉਫΛ෼ղ Δ͢ඍੜ෺Λ෇ண͞ ͤ ϑͨϦϯδ
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で切られました。たまのٳみなのですが、みんながࢀ加していま

した。ソフトボール大会とかもありました。

司会

　体育館はࠓもあるのですか。

石山常務

　新幹線の高Ս橋工事用地に引っかかって、յしてしまいました。

会社内で運動会開催

渡会氏

　会社の敷地内で運動会もやっていました。

得田氏

　野町の電気店から֦੠ثをआりてきていました。かなり本格的

でした。

石村氏

　運動会をやっていたのは石炭Ψラを置いて

あったところだったかな。それと、温泉に行っ

たりもしていましたͶ。

眞田専務

　৬場୯Ґでお金を積み立てていました。

山村氏

　うちの会社はお෩࿊があるんです。3ަ代制なので、いͭ

でも入れるようになっていました。

小田波繁課長

　家଒の方も入りに来ていたり、મ౬のようでしたͶ。

た。処理施設のメーカーともさんざん議論をしました。

が入社したころにൺ΂ると、設備も近代化というか様変わりࢲ　

しました。煙突から出る煙も大気汚染防止法ができ、水は水質汚

濁防止法があり、規制஋をどうやってクリアするかۤ労しました。

　それと、௚઀、ࢲの業務とは関܎ないのですが、෩の強い日は

原料の紙がඈばされるので、୲当の方ʑは拾い集めたり、ۤ労し

ていましたͶ。ネットで෴ったり、水をかけたりするのですが、

それでもඈばされていました。

司会

　加賀製紙にݶらͣ、෩で紙がਧきඈばされるのには、製紙業界

各社ともۤ労されていますͶ。

ご近所の人と仲良く

石井氏

　෩の強い日はٳみでも家にいられませんでした。会社の周りを

歩いて、ݰ関や庭ઌに落ちていないかݟて回るのですが、Կ回か

するうちに、「あんちΌん、これ࣋っていきまっし」と੠をかけ

られるようになりました。やはり、近所の人と஥良くしなければ

ならないとࢥいました。

司会

　最後に、ָしかったࢥい出をお聞かせ

ください。

石井氏

　この規模の会社には௝しく体育館が

あって、そこで社内バレーボール大会を

開いていました。ࢲ、大きな੠を出し過

͗て、੠ଳを௧めてしまい、ҩ者に行っ

たら、ポリープができているということ
ෑ஍಺ʹ͋ͬ ͨମҭؗɻ৽װઢؔ࿈ࣄ޻ͰऔΓյ͞ Εͨ

ࣾһΒͷ͍ܜͷ৔ͱͳͬ ͍ͯΔ෩࿊৔

খా೾　ൟްੜ՝௕
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司会

　お෩࿊は家଒͙るみを象௃する施設ですͶ。世間では、社員向

けの෱利厚生施設が年ʑ、গなくなっていますので、ぜひकって

ほしいですͶ。

　さて、本日はお๩しい中、長時間にわたり、お࿩をしていただ

き、ありがとう͝ざいました。皆さんのお࿩は加賀製紙 100 年

史の中で、歴史の一コマを語るو重な࿩となるとࢥいます。

ত࿨ 20年୅ Β͔ฏ੒ͷ࣌୅·Ͱɺوॏͳग़དྷޠ͕ࣄΒΕͨ࠲ஊձ
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ྉฤࢿ

西暦 和暦 月 当社の動き 国内外の動き

1948 昭和23年 10月 合名会社白木洋紙店東京支店を代理店と
する。ただし、東京支店のみ

1949 24年 12月 砕木機を購入しGP（砕木パルプ）の製造
開始

1950 25年 6月 朝鮮戦争始まる

1951 26年 4月 わら集積場土間のわら束にトラックから引
火、出火

6月 田熊汽罐ボイラー2基設置

1954 29年 2月 抄紙工場から出火。工場を全焼

5月 自社従業員の手で1号抄紙機に2号抄紙機
（旧）の機械を組み合わせて生産を再開

1955 30年 8月 社長の3代目中島徳太郎が死去

10月 中島商店社長の中島雄吉が4代目中島徳
太郎を襲名

11月 西田儀一郎が会長、4代目中島徳太郎が
社長に就任

1958 33年 3月 2号抄紙機（新）を設置。一部に静岡県の
大浜製紙から導入した機械を入れて運転
開始

1960 35年 12月 工場排水規制法公布（犀川は対象外）
政府が国民所得倍増計画を閣議決定

1961 36年 8月 2号抄紙機のバット取り替え

1962 37年 8月 田熊汽罐ボイラー設置。燃料を石炭から
重油に変更

1963 38年 2月 水俣病は工場排水が原因と発表

12月 3号抄紙機を設置、運転開始。円網ヤン
キー多筒式

1965 40年 6月 ストローカッターコンベア設置許可、移設

7月 貼合用機械発注

1966 41年 8月 2号抄紙機改造（～12月）

1967 42年 8月 2号抄紙機ドライヤーパートにロールドラ
イヤーを設置

公害対策基本法公布

9月 四日市ぜんそくで患者らが提訴。初
の大気汚染公害訴訟

1968 43年 4月 厚生館新築

6月 高速度油圧自動締断裁機購入

1969 44年 2月 体育館、独身寮新築

4月 石川県公害防止条例施行（ばいじん
濃度規制、燃料中硫黄含有量測定）

西暦 和暦 月 当社の動き 国内外の動き

1915 大正4年 6月 博多製紙の長崎傳を技師長として招へい
を決定

7月 金沢製紙内に仮事務所設置

8月 工場敷地を買収。機械および工事を発注

9月 金沢製紙の事業を継承し、加賀製紙が創立
社長に横山俊二郎が就任

1916 5年 8月 1号抄紙機の据え付け完了。円網多筒式
で稲わらを原料に板紙製造を開始

1917 6年 4月 稲荷大明神社祠建立

1920 9年 3月 東京株式市場で株価暴落。第1次世
界大戦の戦後恐慌

1922 11年 8月 2代目中島徳太郎が死去。中島與四郎が3
代目徳太郎を襲名

1924 13年 5月 社長横山俊二郎が退任。後任に3代目中
島徳太郎が就任

12月 大同洋紙店との特約販売を決定

1925 14年 9月 創立10周年記念式祭挙行

1927 昭和2年 11月 工場を大規模修理

1928 3年 5月 増産計画竣工。6月から運転開始

1929 4年 8月 工場東側わら場から出火。わらの自然発
火が原因。工場全焼

10月 ニューヨーク株式市場が大暴落。世
界恐慌始まる

1938 13年 4月 国家総動員法公布

7月 2号抄紙機（旧）据え付け工事開始

10月 物価等統制令公布。物価や賃金を9
月18日の水準に凍結

1939 14年 6月 2号抄紙機竣工、運転開始
わらパルプ製造開始

10月 洋紙製造許可、2号抄紙機で製造開始

1941 16年 12月 日本軍が真珠湾攻撃。太平洋戦争
の始まり

1945 20年 8月 日本が無条件降伏

9月 稲荷神社秋季例祭および創立30周年記
念祭

1946 21年 6月 加賀製紙株式会社労働組合の結成を承認
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西暦 和暦 月 当社の動き 国内外の動き
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西暦 和暦 月 当社の動き 国内外の動き
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1941 16年 12月 日本軍が真珠湾攻撃。太平洋戦争
の始まり

1945 20年 8月 日本が無条件降伏

9月 稲荷神社秋季例祭および創立30周年記
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西暦 和暦 月 当社の動き 国内外の動き

1979 昭和54年 1月 国際石油資本が対日原油供給削減
通告（第2次石油ショック）

7月 中芯調成パルパー室防音工事（～10月）。
重油タンク防油堤工事

1980 55年 3月 熱工技術・復水高温回収装置導入（1号抄
紙機）

8月 2号抄紙機改造。高圧洗浄装置設置

12月 3号抄紙機改造。3、5、7バットをKフォー
マーに更新

1982 57年 5月 全自動二上合紙機を設置

7月 3号抄紙機改造（～8月）。5、7バットのK
フォーマー撤去。順流バットに取り替え。全
密閉フード設置、ドライヤー給油装置改造
など

1983 58年 5月 カレンダーをオープン型に改造

10月 断裁機設置

1984 59年 2月 全自動薄紙合紙機設置

6月 全自動合紙機設置

1986 61年 1月 加工部平板打ち抜き機購入

8月 製品自動結束機購入

1987 62年 8月 排水処理設備を生物膜ろ過方式に更新

10月 下水道河川放流基準の変更①
BOD20㎎/ℓ以下②SS70㎎/ℓ以
下

12月 ボイラーを更新。自家発電設備を併設し
排煙脱硫装置を設置

1988 63年 1月 断裁機設置

9月 原質の表調成クラフト、ライナー設備を新
設（～1月）

1989 平成元年 4月 消費税施行、税率3％

9月 自動結束機購入

12月 中芯・原料雑誌ルート改造
2号抄紙機を大改造。バット2基増設、ドラ
イヤー40本更新など。駆動電動機もセク
ショナルデジタルモーターに更新。種箱遠
隔制御装置を新設

1993 5年 5月 2号、3号抄紙機に欠点検出機（ソーター）
設置

1994 6年 8月 3号抄紙機に循環式種箱システム設置

西暦 和暦 月 当社の動き 国内外の動き

1969 昭和44年 12月 加工部断裁機購入

1970 45年 7月 東京・杉並の高校校庭で光化学ス
モッグが発生

8月 静岡県田子の浦港でヘドロ追放住
民大会開催

11月 重油ボイラー2基設置
加工6号貼合機製作

1971 46年 8月 水質汚濁法施行。生活環境項目
①BOD160㎎/ℓ（日平均120㎎/ℓ）
②SS200㎎/ℓ（同150㎎/ℓ）
東証株価暴落（ドルショック）。円が
変動相場制に移行

12月 雑誌、新聞、段ボールの原質処理設備を
新設し運転開始

1972 47年 7月 排水処理機械室建設

8月 1号抄紙機を改造。バット1基増設。主プレ
ス更新

9月 排水処理設備の第1弾、マルチチューブク
ラリファイアー設置

10月 犀川水系上乗せ排水基準条例施行
（当社は48年3月から適用）
①BOD30㎎/ℓ（日平均20㎎/ℓ）
②SS110㎎/ℓ（70㎎/ℓ）

12月 金沢市公害防止条例施行

1973 48年 8月 3号抄紙機を大規模改造。サクションロー
ル、バット、ドライヤー、ターボ集塵機など
新増設

10月 湾岸6カ国が石油公示価格引き上
げ宣言（第1次石油ショック）

1974 49年 8月 3号抄紙機改造。バット1基増設

1975 50年 12月 RC煙突75メートル完成。3号抄紙機のカッ
ター、スリッターをNCコントローラー化

1976 51年 1月 トラックスケール購入

5月 わらパルプ生産打ち切り

1977 52年 8月 2号抄紙機改造。バット1基増設

1978 53年 3月 産業廃棄物対策の一環としてパルパー脱
水装置と3号抄紙機のシャワー装備を増
強し運転開始

7月 段古紙処理改良、建物増設。排水処理設
備塗装
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西暦 和暦 月 当社の動き 国内外の動き

2008 平成20年 9月 貫流ボイラー運転開始 世界的な金融危機「リーマン・ショッ
ク」が発生

11月 シャワー水用フィルター設備導入

2009 21年 5月 排水処理設備を運転（1期）

6月 RPFボイラー、発電設備を運転開始

12月 新幹線関連工事の総合安全祈願祭
断裁機設置

2010 22年 8月 新幹線工事に伴い、停止していた1号抄紙
機を解体、撤去

2011 23年 3月 上白処理設備運転、DCS監視システム導
入

8月 歩留まり向上のため雑誌ディスクエキスト
導入

9月 排水処理設備（2期）運転開始

11月 ネズミ面用ディスクエキスト導入
2号抄紙機のバット更新

12月 雑誌パルパー設備更新

2012 24年 2月 新幹線関連工事が完了。鉄道・運輸機構
引き渡し

3月 段ボールバルパー設備更新

2013 25年 11月 裏ネズミ面原料処理設備改善
2号抄紙機1群ドライヤーのポケットベン
チレーション設置

12月 雑誌処理設備改造
2号抄紙機の欠点検出機更新
排紙スタッカー付き断裁機設置

2014 26年 4月 消費税率が5％から8％に変更

8月 2号抄紙機の駆動電動機更新、1群カレン
ダー改造

11月 結束機を紐あと防止機能付きに改造

2015 27年 3月 北陸新幹線長野―金沢間開業

5月 3号抄紙機の駆動電動機更新、WTフェル
トラン変更、プレドライヤー撤去
結束機更新

9月 創立100周年記念感謝の集いおよび記念
祝賀会を開催

西暦 和暦 月 当社の動き 国内外の動き

1995 平成7年 6月 RC煙突を高さ75メートルから59メートル
に改造
半自動ストレッチフィルム包装機導入

9月 創立80周年記念行事

1997 9年 4月 消費税率が3％から5％に変更

1998 10年 2月 4代目中島徳太郎が会長、中島秀雄が社
長に就任

4月 金沢市環境保全条例施行（同市公
害防止条例は廃止）ベンゼンなど
有害大気汚染物質の規制基準設定

5月 1号抄紙機の運転を停止

9月 3号抄紙機に品質向上のため、表面用パ
ルパー設備やMFスクリーンを導入

1999 11年 2月 平成10年度県リサイクル製品に古紙を再
生資源とする「各種板紙」が認定

5月 2号抄紙機に2槽式循環種箱システム設置

8月 データ処理装置付きトラックスケール設置

2000 12年 5月 ボビンカッター導入

6月 パレットストレッチ包装機導入

2001 13年 1月 自動包装機導入

2月 石川県リサイクル製品に「古紙再生ファイ
ル」が認定
3号抄紙機のダブルカッター、スリッター
装置更新

8月 新社屋完成

2003 15年 2月 会長の4代目中島徳太郎が死去

5月 2号抄紙機のダブルカッター更新
2号結束機更新

2004 16年 4月 下水道法改正①BOD20㎎/ℓ以下
②SS40㎎/ℓ以下

10月 合紙機給紙部改造

2005 17年 5月 スラッジ乾燥設備運転開始

9月 創立90周年記念行事

2006 18年 7月 犀川左岸浄化センター開設に伴い
放流基準の変更①BOD15㎎/ℓ以
下（平成21年4月実施）

2007 19年 11月 繊維回収用フォールウオッシャー導入

2008 20年 8月 地下重油タンク設置

年　表

資料編-加賀製紙_X4.indd   200-201 16/02/24   22:35

200 201

ྉฤࢿ

西暦 和暦 月 当社の動き 国内外の動き

2008 平成20年 9月 貫流ボイラー運転開始 世界的な金融危機「リーマン・ショッ
ク」が発生

11月 シャワー水用フィルター設備導入

2009 21年 5月 排水処理設備を運転（1期）

6月 RPFボイラー、発電設備を運転開始

12月 新幹線関連工事の総合安全祈願祭
断裁機設置

2010 22年 8月 新幹線工事に伴い、停止していた1号抄紙
機を解体、撤去

2011 23年 3月 上白処理設備運転、DCS監視システム導
入

8月 歩留まり向上のため雑誌ディスクエキスト
導入

9月 排水処理設備（2期）運転開始

11月 ネズミ面用ディスクエキスト導入
2号抄紙機のバット更新

12月 雑誌パルパー設備更新

2012 24年 2月 新幹線関連工事が完了。鉄道・運輸機構
引き渡し

3月 段ボールバルパー設備更新

2013 25年 11月 裏ネズミ面原料処理設備改善
2号抄紙機1群ドライヤーのポケットベン
チレーション設置

12月 雑誌処理設備改造
2号抄紙機の欠点検出機更新
排紙スタッカー付き断裁機設置

2014 26年 4月 消費税率が5％から8％に変更

8月 2号抄紙機の駆動電動機更新、1群カレン
ダー改造

11月 結束機を紐あと防止機能付きに改造

2015 27年 3月 北陸新幹線長野―金沢間開業

5月 3号抄紙機の駆動電動機更新、WTフェル
トラン変更、プレドライヤー撤去
結束機更新

9月 創立100周年記念感謝の集いおよび記念
祝賀会を開催

西暦 和暦 月 当社の動き 国内外の動き

1995 平成7年 6月 RC煙突を高さ75メートルから59メートル
に改造
半自動ストレッチフィルム包装機導入

9月 創立80周年記念行事

1997 9年 4月 消費税率が3％から5％に変更

1998 10年 2月 4代目中島徳太郎が会長、中島秀雄が社
長に就任

4月 金沢市環境保全条例施行（同市公
害防止条例は廃止）ベンゼンなど
有害大気汚染物質の規制基準設定

5月 1号抄紙機の運転を停止

9月 3号抄紙機に品質向上のため、表面用パ
ルパー設備やMFスクリーンを導入

1999 11年 2月 平成10年度県リサイクル製品に古紙を再
生資源とする「各種板紙」が認定

5月 2号抄紙機に2槽式循環種箱システム設置

8月 データ処理装置付きトラックスケール設置

2000 12年 5月 ボビンカッター導入

6月 パレットストレッチ包装機導入

2001 13年 1月 自動包装機導入

2月 石川県リサイクル製品に「古紙再生ファイ
ル」が認定
3号抄紙機のダブルカッター、スリッター
装置更新

8月 新社屋完成

2003 15年 2月 会長の4代目中島徳太郎が死去

5月 2号抄紙機のダブルカッター更新
2号結束機更新

2004 16年 4月 下水道法改正①BOD20㎎/ℓ以下
②SS40㎎/ℓ以下

10月 合紙機給紙部改造

2005 17年 5月 スラッジ乾燥設備運転開始

9月 創立90周年記念行事

2006 18年 7月 犀川左岸浄化センター開設に伴い
放流基準の変更①BOD15㎎/ℓ以
下（平成21年4月実施）

2007 19年 11月 繊維回収用フォールウオッシャー導入

2008 20年 8月 地下重油タンク設置

年　表
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中心社編纂・発行「北陸人物名鑑　大正十一・十二年版」1922－23 年
北越製紙株式会社編輯・発行「北越製紙株式会社弐拾五年史」1932 年
塚田凡堂編「家庭の鑑」北日本社、1934 年
紙業経済通信社調査部編纂「全国製紙工場総覧」紙業経済通信社、1935 年
岡山製紙株式会社編輯・発行「岡山製紙株式会社三十年史」1936 年
堀越登吉編輯「紙の知識　附人絹」産業経済通信社、1936 年
成田潔英編纂「昭和十二年版　日本紙業総覧」王子製紙株式会社販売部、1937 年
稲垣正明「日本紙業大観」紙業日日新聞社、1941 年
西済「製紙」（ダイヤモンド産業全書 22）ダイヤモンド社、1941 年
金沢商工会議所編輯・発行「金沢商工会議所五十年史」1942 年
村瀬憲臣「板紙物語」三和紙業出版部、1948 年
重利俊一「昭和金沢財界側面史」石川評論社、1952 年
本岡三郎「金沢という街」金沢実業会、1959 年
北村三郎「石川県産業功績碑集」北陸往来社、1963 年
高堀勝喜編「石川県押野村史－地方都市近郊農村の総合調査」石川県石川郡押野村史編集委員会、1964 年
板紙連合会事務局編「日本の板紙」板紙連合会、1964 年
石地与一郎「金沢の老舗」北國新聞社、1971 年
北越製紙株式会社発行「北越製紙 70年史」1977 年
石川県高等学校野外調査研究会編集・発行「石川県の伝統産業」北國新聞社、1977 年
大阪府紙商組合発行「大阪紙商のあゆみ」1982 年
東謙次「近代化にかけた経営者群像－北陸三県金融・経済の盛衰」能登印刷出版部、1982 年
橋本哲哉「近代石川県地域の研究」（金沢大学経済学部研究叢書 1）1986 年
金沢市立図書館編集・発行「金沢市立図書館六十年誌」1994 年
立山製紙社史編集事務局編「立山製紙 85年史」立山製紙株式会社、2004 年
金沢市史編さん委員会編「金沢市史　通史編 3　近代」金沢市、2006 年
橋本哲哉編「近代日本の地方都市－金沢／城下町から近代都市へ」日本経済評論社、2006 年
古河昌子編集企画室編「三百八十年の夢千年の夢」株式会社森八、2006 年
北越製紙株式会社北越製紙百年史編纂委員会編「北越製紙百年史」2007 年
株式会社岡山製紙発行「岡山製紙百年史」2008 年
金沢こども読書研究会編「かなざわ偉人物語⑦－産業・経済の分野に活躍した人びと」
　　金沢市立泉野図書館、2009 年
商工社編輯・発行「日本全国商工人名録」各版
商業興信所編集・発行「日本全国諸会社役員録」各回
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　「加賀製紙百年」の編集作業は、創業 100 年を間近に控えた 2015（平成 27）

年春から始まりました。本書「歴史編」で詳述した通り、当社は 2度の大火を経

験しており、資料の多くが焼失している中での編集作業を強いられました。

　ただ、幸いなことに創業以来の取締役会議事録や営業報告書のほとんどが保存

されていることが分かり、戦時中、特殊紙の「ヴァルカナイズド・ファイバー」

を作ったことなど、これまで当社内でもあまり知られていなかった史実も明らか

になりました。また、一時、洋紙の生産に取り組んだものの、創業以来、一貫し

て板紙生産に取り組んできた背景もはっきりしました。

　この 100 年の間、景気の浮き沈みはもちろん、2度にわたる大火、戦時中の物

資統制、労使の対立など難しい局面を乗り越えることができましたのも、中島商

店 2代目、中島徳太郎が指摘した通り、「工場適地」とともに「人材」が支え続け

てきたから、と言えます。

　「紙の消費は文化のバロメーター」と言われます。紙ほど長く、人間と文化にか

かわり続けたものはありません。近年、電子媒体が急速に普及していますが、文

化の舞台から紙がなくなることは考えられません。

　本書が紙文化の一層の発展とともに、合併や業容転換が繰り広げられる製紙業

界において、当社が「本業ひと筋」「板紙ひと筋」にまい進してきた背景などを知

る一助になれば幸いです。

　最後となりましたが、本書制作にあたり、監修・執筆をお願いした長岡大学経

済経営学部の松本和明教授、北國新聞社出版局の皆様に深く感謝の意を表する次

第であります。
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